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１

金
春
家
旧
伝
文
書
に
、
「
聞
書
色
々
』
の
外
題
を
持
つ
一
冊
の
能
伝
書
が
あ
る
（
金
春
欣
三
氏
旧
蔵
。
現
在
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）
。
縦

二
十
八
・
一
一
×
横
二
十
・
二
ｍ
の
袋
綴
仮
綴
本
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
共
表
紙
に
「
聞
書
色
々
」
と
記
す
。
墨
付
百
四
十
一
一
一
丁
。
江
戸
中
期

の
写
本
と
見
ら
れ
る
が
、
戦
国
期
以
前
に
遡
る
種
々
の
能
伝
言
を
合
写
し
た
本
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
伝
本
が
一
つ
し
か
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
世
阿
弥
伝
書
「
五
音
下
」
の
完
本
を
は
じ
め
、
観
世
大
夫
元
広
・
弥
次
郎
長
俊
か
ら
の
聞
書
、
観
世
小
次
郎
信
光
の
謡
伝
書
、
宮

増
弥
左
衛
門
の
鼓
伝
書
な
ど
、
新
出
の
伝
書
を
数
多
く
含
み
、
内
容
的
に
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
。
本
書
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
拙
稿
「
室
町
後
期
の
『
風
姿
花
伝
」
抜
書
」
（
『
文
学
」
岩
波
書
店
。
平
成
十
二
年
十
一
・
十
二
月
）
、
「
〈
紅
葉
狩
》
の
素
材
」
（
『
金

剛
」
平
成
十
三
年
一
月
号
）
で
触
れ
た
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
が
、
本
稿
で
は
右
の
二
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
、
『
聞
書

色
々
」
の
伝
来
を
め
ぐ
る
問
題
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
「
間
書
色
々
」
は
金
春
家
旧
伝
文
書
の
一
冊
で
あ

る
が
、
当
初
か
ら
金
春
家
に
伝
来
し
た
伝
書
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
「
聞
書
色
々
』
に
見
え
る
人
名
や
記
事
の
内
容
を
手
掛
か
り
に
、

戦
国
期
能
伝
書
の
伝
来
を
め
ぐ
る
一
考
察

ｌ
『
聞
書
色
二
と
『
細
川
十
部
伝
書
』
Ｉ

は
じ
め
に

宮
本
圭
造
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２

（
１
）

戦
国
期
の
能
伝
書
に
は
、
複
数
の
伝
書
を
合
写
し
た
ｊ
Ｄ
の
が
多
い
。
『
聞
書
色
々
」
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
世
阿
弥
伝
書
を
は

じ
め
、
数
種
の
能
伝
書
が
合
写
・
抄
写
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
ま
で
が
一
ま
と
ま
り
の
伝
書
で
あ
る
の
か
不
明
確
な
箇
所
も
多
く
、
そ
の
様

相
は
す
こ
ぶ
る
錯
綜
し
て
い
る
が
、
内
題
や
奥
書
な
ど
を
手
掛
か
り
に
分
類
し
、
伝
書
ご
と
に
仮
題
を
付
し
て
、
全
体
の
概
要
を
示
す
と

次
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
内
は
該
当
丁
数
）
。

そ
の
来
歴
を
探
っ
て
い
く
と
、
本
書
が
戦
国
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
、
幾
人
も
の
手
を
経
て
金
春
家
に
辿
り
着
い
た
伝
書
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
う
し
た
伝
書
伝
来
の
経
緯
は
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
「
歴
史
」
で
も
あ
る
の
だ
が
、
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
『
聞
書

色
迄
の
伝
来
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
戦
国
期
能
楽
史
の
一
断
面
を
描
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
終
わ
り
に
、

『
聞
書
色
垈
全
文
の
翻
刻
を
付
し
た
。
適
宜
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

Ａ
花
伝
抄
ご
丁
オ
ー
四
十
五
丁
ウ
）

①
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
二
丁
オ
ー
十
一
丁
ゥ
）

②
永
正
観
世
能
伝
書
（
十
二
丁
オ
ー
四
十
四
丁
ォ
）

Ｂ
五
音
下
（
四
十
六
丁
オ
ー
八
十
丁
ウ
）

Ｃ
永
禄
鼓
伝
書
（
八
十
一
丁
オ
ー
百
三
十
一
丁
之

①
翁
之
書
（
八
十
一
丁
オ
ー
八
十
三
丁
ォ
）

②
天
文
弘
治
年
間
相
伝
鼓
手
付
（
八
十
三
丁
ウ
ー
九
十
四
丁
之

、
『
聞
書
色
色
所
収
伝
書
の
内
容
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３戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察

弓
花
伝
抄
」
に
つ
い
て
］

内
題
に
「
花
伝
抄
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
割
注
の
形
で
「
秀
忠
公
様
御
判
／
附
タ
リ
か
い
こ
ニ
ッ
十
二
律
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に

「
秀
忠
公
様
御
判
」
と
あ
る
の
は
、
四
十
四
丁
オ
に
「
右
条
々
可
秘
々
々
秀
忠
（
花
押
こ
と
あ
る
の
と
対
応
し
て
お
り
、
冒
頭
か
ら

こ
こ
ま
で
が
一
ま
と
ま
り
の
伝
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
秀
忠
公
様
」
と
敬
称
を
付
し
て
い
る
の
は
、
割
注
の
筆
者
が
奥
書
署

名
を
徳
川
秀
忠
の
も
の
と
誤
解
し
て
い
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る
が
、
花
押
は
徳
川
秀
忠
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
全
く
の
別
人
で
あ
る
と
考

右
に
見
る
よ
う
に
、
『
聞
書
色
々
』
は
大
き
く
分
け
て
四
部
の
伝
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
Ａ
「
花
伝
抄
」
と
Ｃ
「
永

禄
鼓
伝
書
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
は
り
数
種
の
伝
書
を
合
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
部
の
伝
書
と
し
て
認
定
し
て
よ
い
の
か
判
断

に
迷
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
仮
に
右
の
よ
う
に
分
類
し
て
お
き
た
い
。
以
下
、
各
伝
書
の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
概
要
お
よ
び
特
徴

を
見
る
こ
と
に
す
る
。
大
部
な
書
物
で
あ
る
た
め
、
内
容
の
紹
介
だ
け
で
多
く
の
頁
を
費
や
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
最
初
に
お
断
り
し
て
お

く
。 ③
永
正
十
年
与
五
郎
権
守
奥
書
伝
書
（
九
十
五
丁
オ
ー
百
三
丁
ォ
）

④
永
正
十
二
年
金
春
元
安
奥
書
伝
書
（
百
三
丁
之

⑤
宮
増
弥
左
衛
門
鼓
道
歌
（
百
四
丁
オ
ー
百
五
丁
之

⑥
西
村
満
斎
鼓
伝
書
旨
六
丁
オ
ー
百
二
十
九
丁
主

⑦
音
曲
道
歌
他
言
二
十
九
丁
ウ
ー
百
三
十
一
丁
ウ
）

，
小
鼓
の
風
鼓
之
事
（
百
三
十
二
丁
オ
ー
百
四
十
三
丁
主
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４

す
な
わ
ち
、
天
文
十
年
（
一
五
四
二
、
「
善
綱
」
な
る
人
物
に
よ
っ
て
「
若
州
ノ
御
屋
形
様
」
に
進
上
さ
れ
た
信
光
自
筆
伝
書
の
写
し

を
、
「
元
治
」
「
重
理
」
を
通
じ
て
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
、
黒
政
右
兵
衛
が
相
伝
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

伝
書
の
内
容
は
、
〈
翁
〉
に
つ
い
て
の
心
得
に
始
ま
り
、
能
の
曲
柄
ご
と
の
心
得
、
神
舞
・
天
女
舞
・
女
舞
・
男
舞
の
舞
図
、
能
の
序
破

急
の
位
付
、
謡
の
習
事
に
関
す
る
記
事
か
ら
成
る
が
、
原
本
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
永
正
七
年
（
一
五
一
○
）
の
信
光
の
奥
書
が
、
①
の
ど

の
部
分
に
ま
で
掛
か
る
の
か
が
明
確
で
は
な
い
。
後
半
の
「
音
曲
之
口
伝
、
様
々
習
ど
も
多
候
」
で
始
る
謡
の
習
事
に
つ
い
て
の
記
事
が

信
光
の
伝
書
で
あ
る
こ
と
は
、
観
世
新
九
郎
家
文
庫
所
蔵
の
観
世
信
光
の
謡
伝
書
「
声
ツ
ヵ
ウ
事
」
と
共
通
す
る
内
容
を
多
く
含
む
点
か

（
２
）

ら
見
て
確
実
で
あ
る
が
、
①
の
前
半
の
記
事
を
信
光
の
伝
書
と
認
定
す
る
に
は
疑
問
点
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
魯
え
ば
、
「
序
破

急
之
能
之
事
」
で
始
る
能
の
位
付
に
関
す
る
部
分
は
、
金
春
系
の
伝
書
で
あ
る
『
自
家
伝
抄
』
の
作
者
付
の
後
の
記
事
と
ほ
ぼ
重
な
り
、

え
ら
れ
る
。
こ
の
奥
書
の
後
に
、
寛
永
三
年
（
’
六
一
一
六
）
の
一
一
条
城
で
の
開
口
文
句
、
豊
前
宇
佐
で
の
開
口
文
句
、
十
一
一
調
子
に
関
す
る

付
載
記
事
が
見
え
る
。
先
の
割
注
に
「
附
タ
リ
か
い
こ
ニ
ッ
十
二
律
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
に
相
当
す
る
が
、
『
聞
書
色
々
』
と
し
て
合
写

さ
れ
る
以
前
に
は
、
こ
こ
ま
で
が
一
冊
の
伝
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
開
口
文
句
と
十
二
律
の
部
分
を
除
く
と
、
「
花
伝
抄
」
は
大
き
く
見
て
二
つ
の
伝
書
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
仮
題
を
付
し

て
、
①
「
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
」
、
②
「
永
正
観
世
能
伝
書
」
と
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、
①
に
は
末
尾
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

永
正
七
年
十
二
月
廿
五
日

信
光
判

右
此
書
物
者
、
観
世
小
次
郎
権
守
自
筆
二
書
置
候
。
然
共
若
州
ノ
御
屋
形
様
へ
被
置
食
候
間
、
写
置
候
也
。

天
文
十
年
十
月
十
三
日
善
綱

天
文
十
三
年
二
申
請
、
元
治
写
之
。
同
重
理
是
相
伝
候
。
永
禄
四
年
二
月
八
日
二
拙
者
写
之
也
。

右
此
書
物
者
、
観
世
小
次
郎

天
文
十
年
十
月
十
三
日

天
文
十
三
年
一
一
申
請
、
元
治
（

黒
政
右
兵
衛
受
之
。
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５戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
川
崎
九
淵
旧
蔵
資
料
『
葛
野
九
郎
兵
衛
定
利
伝
書
」
所
収

「
観
世
小
次
郎
権
守
伝
書
写
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
①
「
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
」
の
異
本
と
言
う
べ
き
内
容
の
伝
書
で
、
①
と
同
じ
く

永
正
七
年
の
信
光
の
判
と
、
「
若
州
之
御
屋
形
様
」
へ
信
光
自
筆
本
を
進
上
し
た
旨
の
奥
書
が
あ
る
（
た
だ
し
「
天
文
十
年
」
以
下
の
奥
書
は

欠
く
）
。
と
も
に
共
通
の
祖
本
に
基
づ
く
写
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
観
世
小
次
郎
権
守
伝
書
写
」
も
、
①
と
同

じ
く
「
序
破
急
之
能
之
事
」
と
「
音
曲
之
口
伝
」
と
を
合
写
し
た
形
態
な
の
で
あ
る
。
①
の
冒
頭
に
見
え
る
〈
翁
〉
や
能
の
心
得
に
つ
い
て

の
記
事
な
ど
は
欠
い
て
お
り
、
全
く
同
一
で
は
な
い
が
、
「
若
州
之
御
屋
形
様
」
へ
進
上
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
「
音
曲
之
口
伝
」
の

前
に
「
序
破
急
之
能
之
事
」
が
合
写
さ
れ
た
形
態
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
信
光
が
自
身
の
伝
書
で
あ
る
「
音
曲
之
口

伝
」
の
前
段
に
、
別
の
伝
書
を
自
ら
合
写
し
て
弟
子
に
相
伝
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
演
劇
博
物
館
蔵
の
「
観
世
小
次
郎
権

守
伝
書
写
」
は
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
大
鼓
役
者
葛
野
九
郎
兵
衛
定
利
が
江
戸
に
お
い
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
（
佐
藤
和
道
「
大

鼓
葛
野
家
考
」
「
演
劇
研
究
」
別
号
。
平
成
二
十
年
。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
）
、
『
聞
書
色
々
』
と
の
関
連
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

葛
野
が
披
見
し
た
原
本
が
ど
こ
の
所
蔵
で
あ
っ
た
の
か
は
残
念
な
が
ら
明
ら
か
で
な
い
。

②
の
「
永
正
観
世
能
伝
書
」
も
同
様
に
複
数
の
伝
書
が
混
在
し
て
お
り
、
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
冒
頭
に
「
風
姿
花
伝
抄
抜

書
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
原
題
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
こ
の
書
名
に
対
応
す
る
の
は
、
『
風
姿
花
伝
』
の
一
部
を
抜
き
書
き
し
た
②
の

中
間
部
分
の
み
で
あ
り
、
②
全
体
の
書
名
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
。
②
の
内
容
の
過
半
を
占
め
る
の
は
、
永
正
年
中
の
観
世
大
夫
元

広
・
弥
次
郎
長
俊
か
ら
の
聞
書
や
、
「
永
正
八
年
月
日
観
世
生
一
大
夫
能
次
」
の
奥
書
が
あ
る
観
世
座
系
の
脇
伝
書
で
あ
り
、
そ
う

来
よ
う
。

こ
れ
を
転
写
し
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
、
①
の
冒
頭
の
〈
翁
〉
や
能
に
つ
い
て
心
得
を
記
し
た
部
分
に
も
、
信
光
の
具
体
的
な
関
与
を
窺
わ

せ
る
記
事
は
見
出
せ
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
信
光
の
奥
書
は
後
半
の
「
音
曲
之
口
伝
」
以
下
に
の
み
掛
か
る
と
見
る
こ
と
も
出
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６

②
の
後
半
は
、
ま
ず
世
阿
弥
伝
書
の
「
風
姿
花
伝
』
と
『
音
曲
口
伝
』
を
収
め
る
。
『
風
姿
花
伝
』
は
序
の
部
分
と
第
四
神
儀
篇
の
猿

楽
座
の
記
事
を
記
す
ほ
か
は
、
各
巻
の
題
目
を
挙
げ
る
の
み
の
大
幅
な
抜
書
で
あ
る
が
、
『
音
曲
口
伝
』
は
例
曲
部
分
を
除
く
全
文
が
記

さ
れ
る
。
続
い
て
、
「
永
正
八
年
月
日
観
世
生
一
大
夫
能
次
」
の
奥
書
を
有
す
る
伝
書
が
合
写
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
脇
方
の
風
体
に

関
す
る
習
い
を
主
体
と
す
る
脇
伝
書
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
六
ケ
条
（
猿
楽
の
起
源
説
や
楽
屋
入
の
故
実
な
ど
の
記
事
）
を
除
く
全
て
が
、
観
世

（
３
）

新
九
郎
家
文
庫
蔵
『
享
禄
三
年
奥
書
能
伝
書
』
の
後
半
部
分
と
同
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
記
事
の
配
列
に
一
部
異
同
が
あ
る
。
こ
の
観
世

生
一
大
夫
脇
伝
書
の
後
に
、
再
び
長
俊
か
ら
の
聞
き
書
き
を
含
む
四
ケ
条
が
記
さ
れ
る
。

以
上
が
②
の
概
要
で
あ
る
が
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
伝
書
の
記
事
を
多
く
含
む
点
が
注
目
さ
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
観
世
大

夫
元
広
や
弥
次
郎
長
俊
、
小
次
郎
ら
の
聞
書
が
多
数
見
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
「
さ
か
扇
と
云
事
有
哉
と
元
広
に
尋
候
。
さ

し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
「
永
正
観
世
能
伝
書
」
の
仮
題
を
付
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
別
し
て
音
曲
伝
書
、
観
世
大
夫
元
広
・
弥
次
郎
・
小
次
郎
か
ら
の
聞
き
書
き
、
世
阿
弥
伝
書
、
観
世
生
一

大
夫
脇
伝
書
か
ら
成
る
。
冒
頭
二
十
四
ケ
条
は
、
謡
に
関
す
る
記
事
が
主
体
の
音
曲
伝
書
で
、
奥
書
に
相
当
す
る
部
分
に
「
永
正
年
月

日
」
と
あ
る
が
、
年
記
の
み
で
相
伝
者
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
続
い
て
、
「
元
広
説
」
と
し
て
、
猿
楽
の
起
源
説
、
観
世
代
々
の

次
第
以
下
、
主
に
能
の
具
体
的
な
演
技
に
関
す
る
記
事
が
三
十
一
ケ
条
続
く
。
演
技
全
般
に
つ
い
て
の
記
事
も
少
な
く
な
い
が
、
〈
実

盛
・
熊
野
・
鉢
木
・
砧
〉
な
ど
、
個
々
の
曲
に
つ
い
て
の
型
付
が
過
半
を
占
め
、
最
後
に
「
観
世
大
夫
元
広
物
語
之
分
」
で
あ
る
旨
の
注

記
と
「
永
正
年
月
日
」
の
年
記
が
あ
る
。
続
い
て
、
「
長
俊
説
」
と
し
て
、
同
じ
く
能
の
型
付
や
〈
翁
〉
の
由
来
に
関
す
る
記
事
な
ど
が
九

ケ
条
あ
り
、
そ
の
後
に
「
観
世
小
次
郎
物
語
」
と
し
て
、
〈
維
茂
〉
（
紅
葉
狩
）
に
つ
い
て
の
観
世
小
次
郎
（
信
光
で
あ
ろ
う
）
の
談
話
が
見
え

る
。
以
上
は
概
ね
永
正
年
中
の
聞
書
に
基
づ
く
内
容
で
あ
り
、
本
書
の
「
聞
書
色
々
」
と
い
う
外
題
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
部
分
に
由
来
す

る
。
以
上
は
概
上

る
の
で
あ
ろ
う
。
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ｴ

ﾜﾌ
０

や
う
に
必
申
候
ハ
不
定
」
、
あ
る
い
は
「
能
に
よ
り
て
か
は
り
候
哉
と
尋
候
。
大
夫
云
、
何
之
能
も
大
概
同
や
う
也
」
な
ど
の
よ
う
に
、

筆
者
が
問
い
を
立
て
、
そ
れ
に
対
し
て
観
世
大
夫
元
広
が
答
え
る
、
と
い
う
問
答
形
式
の
記
事
が
少
な
く
な
い
。
過
半
を
占
め
る
能
の
型

付
記
事
に
も
、
「
「
す
ミ
ハ
な
が
れ
お
ち
て
」
に
て
の
事
、
目
を
付
候
哉
、
残
し
候
哉
と
尋
候
ヘ
バ
、
そ
れ
は
何
共
仕
候
と
云
云
」
な
ど
と

見
え
、
こ
れ
ら
は
、
筆
者
が
観
世
大
夫
元
広
か
ら
直
接
に
教
え
を
受
け
た
内
容
を
、
そ
の
都
度
書
き
留
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金
春
禅

鳳
の
雑
談
を
弟
子
が
書
き
留
め
た
『
禅
鳳
雑
談
』
と
同
じ
く
、
芸
の
伝
承
の
場
を
髻
露
さ
せ
る
、
生
き
た
能
楽
資
料
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

ま
た
、
こ
こ
に
は
〈
実
盛
・
熊
野
・
鉢
木
・
砧
・
大
蛇
・
昭
君
・
頼
政
・
難
波
梅
・
三
井
寺
〉
の
九
曲
に
お
よ
ぶ
能
の
型
付
が
含
ま
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
ま
と
ま
っ
た
能
の
型
付
と
し
て
最
古
の
も
の
と
さ
れ
る
『
宗
節
仕
舞
付
』
よ
り
、
さ
ら
に
一
時
代
古
い
型
付
で
あ
る
可
能

性
が
高
く
、
能
の
演
出
史
の
資
料
と
し
て
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
能
の
型
を
師
匠
か
ら
の
聞
書
と
し
て
書
き
留
め
る
と
い
う
形
態
は
、

型
付
の
表
記
法
の
古
態
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
〈
砧
〉
の
よ
う
に
、
戦
国
末
期
か
ら
江
戸
前
期
に
か
け
て
上
演
が
途
絶
え
て
い
た
た
め
、

古
い
演
出
資
料
が
ま
っ
た
く
伝
わ
ら
な
い
曲
の
型
付
を
含
む
点
も
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
型
付
以
外
の
記
事
に
も
、
加
賀
の

国
に
お
い
て
上
人
（
遊
行
上
人
）
の
前
に
実
盛
の
幽
霊
が
現
れ
た
と
の
風
聞
に
基
づ
き
、
将
軍
が
世
阿
弥
に
命
じ
て
〈
実
盛
〉
の
能
を
作
ら
せ

た
と
か
、
世
阿
弥
の
「
花
伝
書
」
含
花
伝
乞
は
巻
五
ま
で
は
誰
に
も
見
せ
る
が
、
そ
の
後
の
巻
は
家
督
を
相
続
し
た
観
世
大
夫
の
み
が
四

十
歳
の
時
に
一
人
見
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
か
、
〈
維
茂
〉
（
〈
紅
葉
狩
〉
）
の
素
材
と
な
っ
た
平
維
茂
の
鬼
退
治
の
伝
説
に
つ
い
て
の
観
世

小
次
郎
の
談
話
な
ど
、
興
味
深
い
記
事
が
少
な
く
な
い
。

ヨ
五
音
下
」
に
つ
い
て
】

本
書
の
四
十
六
丁
か
ら
八
十
丁
ま
で
を
占
め
る
の
は
、
世
阿
弥
伝
書
「
五
音
下
」
の
完
本
で
あ
り
、
本
来
は
単
独
の
冊
と
し
て
伝
え
ら
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れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
世
阿
弥
伝
書
「
五
音
』
は
、
観
世
宗
節

８

や
観
世
元
尚
（
宗
金
）
に
よ
る
抄
出
本
が
残
さ
れ
る
の
み
で
、
上
下
巻

揃
い
の
完
本
は
現
存
し
な
い
。
た
だ
し
、
下
巻
の
み
は
完
本
が
存
し
、

鍋
島
家
旧
蔵
『
細
川
十
部
伝
書
』
の
一
冊
と
し
て
、
現
在
法
政
大
学

鴻
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
細
川
本
と
通
称
さ
れ
、
江
戸
初
期

の
写
本
で
あ
る
。
『
聞
書
色
々
』
所
収
「
五
音
下
」
は
、
こ
の
細
川

本
に
次
い
で
出
現
し
た
第
二
の
完
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
五
音
』
の
現
存
諸
本
は
い
ず
れ
も
共
通
の
祖
本
に
基
づ
く
こ
と

が
明
ら
か
で
、
『
聞
書
色
篁
所
収
「
五
音
下
」
（
以
下
、
金
春
本
と

呼
ぶ
）
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
細
川
本
と
は
、
朱
注

の
位
置
、
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
の
表
記
な
ど
が
酷
似
し
、
両
者
に

共
通
す
る
誤
字
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
金
春
本
と
細
川
本
と

は
き
わ
め
て
近
接
し
た
関
係
の
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
両
者
の
異
同
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
金
春
本
の
誤
写
を
細
川

本
で
改
め
う
る
箇
所
が
あ
る
一
方
で
、
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
く
、
｜
方
が
他
方
を
書
写
し
た
と
い
う
単
純
な
関
係
で
は
な
い
ら

し
い
。
ま
た
、
細
川
本
に
は
、
〈
西
国
下
〉
の
後
半
以
降
に
、
原
本
の

欠
損
に
起
因
す
る
ら
し
い
部
分
的
な
欠
字
が
多
く
見
え
る
が
、
細
川

一
蹴
関
ｄ
－
Ｌ
ヘ
ム
理
り
〆
給
ゾ
ャ
票
エ
ノ
畑
で
一
汁
り
捗

譲
誉
仏
で
太
く
』
捗
肯
の
才
？
↓
て
口
吹
Ｍ
ｍ
Ｐ
あ
函
，

『
溌
繼
畷
（
Ｉ
童
一
貫
へ
ｑ
１
ｂ
喜
超
ぞ
、
蓋
Ｊ１下

『弄灯一の形糺佶にｒ，川イク～盛り小とＬ〃〈伝べ硝
脆
鈎
玄
重
心
弧
一
坐
る
↓
ん
鯵
緋
匙
て
入
に
亀
刺

よ
い
今
，
雰
諾
長
佑

〈
川細

・
１
１
を
順
乙
皮
↓
仮
綻
倒
Ⅲ
燧
万
／
う
く
Ｉ
Ｉ

Ｌ藝罫｝）Ｍ刊傘へ干当扣嶬岑匡》缶皐》》》司門》』》補い田》伜辨十』州

…
！

零
脚
＃
芝
ハ
ム
刎
衡
子
処
奥
ヱ
メ
何
Ｋ
斗
刈
臓
修
乢

巫
蝋
聯
瀦
糊
脚
瞬
禰
靴
川
鮴
雌

４
ｉ
Ｕ
Ｉ
５
４
Ｉ
Ｉ
有
侭
鯵
仏
画
桑
姥
＃
診
の

重
り
三
等
く
ユ
ア
６
３
２
４
０
釣
道

禽
閃
混
Ｐ
…
乞
瀞
駅
陳
段
砂
ハ
仏
ら
？
７
１

湯
紗
谷
１
乞
虻
側
刊
統
耐
肪
川
Ⅶ
山
河
鮮
闇
秀

琴

：
１
２

金春本「五音下」
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弓
永
禄
鼓
伝
書
」
に
つ
い
て
］

「
永
禄
鼓
伝
書
」
は
、
所
収
伝
書
の
識
語
に
永
禄
三
年
の
年
記
が
見
え
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
大
半
が
鼓
関
係
の
伝
書
で
あ
る
こ
と
に

基
づ
く
仮
題
で
あ
る
。
や
は
り
複
数
の
伝
書
（
①
～
⑦
）
を
合
写
す
る
が
、
④
の
奥
書
に
見
え
る
「
黒
政
右
兵
衛
将
重
」
の
名
前
が
、
⑤

や
⑥
の
奥
書
に
も
見
え
、
黒
政
右
兵
衛
な
る
人
物
に
相
伝
さ
れ
た
伝
書
が
核
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

①
「
翁
之
書
」
は
、
〈
翁
〉
の
鼓
の
打
出
し
に
関
す
る
鼓
伝
書
で
、
勧
進
能
の
初
日
か
ら
四
日
目
ま
で
の
打
出
し
の
別
を
箇
条
書
で
記
し
、

置
鼓
の
記
事
に
続
い
て
、
〈
翁
〉
の
詞
章
と
鼓
の
手
付
を
記
す
。
詞
章
は
上
掛
り
系
の
も
の
。
千
歳
の
文
句
は
初
日
分
の
詞
章
で
あ
る
が
、

江
戸
期
の
上
掛
り
の
文
句
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
千
歳
舞
の
直
前
の
詞
章
が
「
ば
ん
ぜ
い
ま
し
ま
せ
い
わ
ふ
が
上
に
１
亀
あ
そ
ぶ

な
り
あ
り
う
ど
ふ
ど
ふ
」
と
な
る
。
同
形
の
〈
翁
〉
詞
章
は
、
広
大
本
「
宮
増
伝
書
」
所
収
「
笛
ノ
本
」
に
も
見
え
る
（
米
倉
利
昭
編
中
世
文

芸
叢
書
、
「
宮
増
伝
書
・
異
本
童
舞
抄
』
。
昭
和
四
十
三
年
。
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
）
。

②
は
、
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
相
伝
の
鼓
手
付
と
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
相
伝
の
鼓
手
付
と
か
ら
成
る
。
前
者
に
は
、
「
天
文
廿
年

卯
月
中
旬
伝
了
」
の
奥
書
、
後
者
に
は
「
是
う
ち
を
く
の
書
物
ハ
弘
治
弐
年
二
月
十
七
日
一
一
不
残
伝
申
候
也
」
の
頭
書
が
あ
る
が
、
内

容
的
に
は
両
者
共
通
す
る
点
が
多
く
、
一
連
の
伝
書
と
し
て
扱
っ
た
。
前
者
に
は
、
〈
松
虫
〉
を
は
じ
め
と
す
る
三
十
一
曲
、
後
者
に
は
、

（
４
）

〈
安
宅
〉
や
〈
道
成
寺
〉
乱
拍
子
な
ど
、
重
い
曲
を
含
む
能
の
鼓
手
付
が
収
め
ら
れ
る
。
詞
章
の
一
部
を
引
用
し
、
そ
の
右
側
（
一
部
左
側
に

も
）
に
、
○
印
の
ほ
か
、
「
カ
シ
ラ
・
ヲ
シ
・
カ
ン
・
ハ
シ
ラ
カ
シ
・
ノ
ム
・
ナ
カ
ス
」
な
ど
の
手
付
を
傍
記
す
る
。
詞
章
の
引
用
は
、
｜
、

本
よ
り
書
写
年
代
が
下
る
と
推
定
さ
れ
る
金
春
本
に
は
、
そ
の
よ
う
な
欠
字
が
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
金
春
本
の
原
本
と
細
川
本
の

原
本
と
は
別
で
、
そ
の
さ
ら
に
親
本
に
相
当
す
る
本
が
、
両
者
の
共
通
祖
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
そ
の
柤
本
は
、
お
そ
ら

く
細
川
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
後
に
詳
述
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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1０

④
「
永
正
十
二
年
今
春
元
安
相
伝
伝
書
」
は
、
奥
書
に
「
永
正
十
二
年
九
月
廿
日
一
一
今
春
秦
元
安
二
相
伝
候
を
以
、
将
重
相
伝
畢
」
と

あ
る
の
に
基
づ
く
書
名
で
あ
る
。
分
量
は
僅
か
半
丁
と
短
く
、
最
初
の
一
条
は
宮
増
弥
左
衛
門
の
鼓
伝
書
に
見
え
る
「
第
一
に
身
な
り
を

た
し
な
む
べ
し
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
り
（
Ｄ
「
小
鼓
の
風
鼓
之
事
」
に
も
見
え
る
）
、
次
の
一
条
は
、
金
春
元
安
が
宮
増
弥
六
に
相
伝
し
た

「
離
之
事
」
の
最
後
の
箇
所
で
、
こ
れ
は
先
に
触
れ
た
③
の
欠
落
部
分
に
相
当
す
る
。
書
写
の
際
に
誤
っ
て
混
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
③
の
第
一
条
に
続
く
の
が
、
④
の
第
二
条
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
④
の
奥
書
も
、
③
の
第
一
条
「
は
や
し
乃
事
」
に
付
く
の
が

本
来
の
形
で
、
宮
増
弥
六
（
宮
増
弥
左
衛
門
）
が
金
春
元
安
（
禅
鳳
）
か
ら
相
伝
さ
れ
た
伝
書
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
年
記
「
永
正
十

散
見
す
る
。

二
行
の
み
の
曲
が
大
半
で
あ
り
、
一
曲
全
体
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
〈
玉
葛
・
定
家
・
朝
顔
〉
に
は
、
増
四
郎
（
観
世
座
小
鼓
役
者
）
・
弥

七
（
宮
増
弥
七
）
・
弥
左
衛
門
（
宮
増
弥
左
衛
門
）
の
打
っ
た
手
付
が
記
さ
れ
、
ま
た
、
乱
拍
子
に
つ
い
て
は
、
「
勧
進
能
一
一
一
期
乃
間
一
一
四
五

度
な
ら
で
ハ
打
候
ハ
い
よ
し
」
と
の
宮
増
弥
左
衛
門
の
談
話
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
弘
治
二
年
相
伝
鼓
手
付
の
奥
書
に
相
当
す
る
部

分
に
「
弥
左
衛
門
直
伝
西
村
小
兵
衛
よ
り
相
伝
之
所
也
」
と
も
あ
り
、
宮
増
弥
左
衛
門
か
ら
相
伝
を
受
け
た
西
村
小
兵
衛
の
伝
が
一
兀
に

な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
西
村
小
兵
衛
の
弟
子
に
あ
た
る
人
物
が
②
全
体
の
編
者
で
あ
ろ
う
。

③
「
永
正
十
年
与
五
郎
権
守
相
伝
伝
書
」
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
永
正
十
年
（
’
五
一
三
）
の
与
五
郎
権
守
伝
書
を
、
永
禄
三
年
（
’
五
六

○
）
に
某
が
相
伝
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
与
五
郎
権
守
は
観
世
座
の
小
鼓
方
で
、
宮
増
弥
左
衛
門
の
師
匠
に
あ
た
る
美
濃
与
五
郎
吉
久
。

主
な
内
容
は
鼓
に
関
す
る
心
得
で
、
前
半
は
離
子
全
般
に
つ
い
て
の
記
事
、
後
半
は
曲
ご
と
の
心
得
が
主
体
で
あ
る
。
全
四
十
六
ケ
条
。

同
内
容
の
伝
書
は
未
見
な
が
ら
、
第
一
条
の
「
は
や
し
乃
事
」
は
、
鴻
山
文
庫
蔵
『
金
春
父
子
宮
増
兄
弟
伝
書
」
所
収
「
離
之
事
」
（
金

春
元
安
が
宮
増
弥
六
に
相
伝
し
た
伝
書
）
と
ほ
ぼ
同
文
（
「
離
之
事
」
の
末
尾
数
行
を
欠
く
）
で
あ
り
、
そ
の
他
の
条
々
も
、
Ｄ
の
「
小
鼓
の
風
鼓

之
事
」
、
能
楽
研
究
所
蔵
『
袖
か
が
み
』
所
収
永
正
十
年
宮
増
弥
六
親
次
奥
書
伝
書
な
ど
、
宮
増
弥
左
衛
門
の
鼓
伝
書
に
同
文
の
記
事
が
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奥
書
に
続
い
て
、
「
永
禄
一
一

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑥
は
、
西
村
満
斎
重
理
か
ら
黒
政
右
兵
衛
尉
に
宛
て
た
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
西
村
満
斎
鼓
伝
書
」
の
仮
題
を
付
し
た
。
⑥
の
中

ほ
ど
に
「
永
禄
三
年
卯
月
拾
八
日
」
と
奥
書
ら
し
き
年
記
が
あ
っ
て
、
こ
こ
で
改
頁
が
な
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
、
こ
の
前
後
が
別
々

の
伝
書
で
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
が
、
年
記
の
前
後
で
記
事
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
用
語
な
ど
に
は

一
貫
性
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
素
姓
の
異
な
る
複
数
の
伝
書
が
混
在
し
て
い
る
の
は
確
か
で
、
冒
頭
に
「
観
世
座
美
濃
権
守
ヨ
リ

次
郎
大
夫
二
相
伝
也
」
と
あ
る
一
方
で
、
そ
の
十
五
丁
後
に
は
「
右
此
分
ハ
今
春
三
郎
本
也
」
と
あ
る
。
美
濃
権
守
（
与
五
郎
吉
久
）
か
ら

観
世
次
郎
大
夫
崇
樋
）
が
相
伝
を
受
け
た
記
事
と
、
金
春
三
郎
（
観
阿
弥
）
の
伝
書
に
基
づ
く
記
事
と
が
混
じ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
内
容
は

曲
毎
の
太
鼓
の
心
得
や
出
端
の
打
ち
方
、
擢
の
構
え
方
な
ど
、
具
体
的
な
記
事
が
少
な
く
な
く
、
〈
胡
蝶
〉
と
〈
遊
行
柳
〉
に
つ
い
て
、
「
近

代
小
次
郎
書
能
ニ
テ
有
間
、
昔
か
ら
の
打
様
ハ
な
し
」
と
あ
る
こ
と
や
、
「
大
シ
、
ミ
、
コ
シ
打
事
モ
近
代
之
事
也
。
観
世
小
次
郎
打
テ

あ
る
。

⑤
は
宮
増
弥
左
衛
門
の
鼓
道
歌
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
「
丹
波
之
奥
か
や
の
山
寺
に
て
長
面
之
折
節
」
の
詠
歌
と
あ
る
。
「
長
面
」

は
「
長
雨
」
の
誤
写
ら
し
い
。
同
内
容
の
宮
増
道
歌
に
は
、
鴻
山
文
庫
蔵
『
宮
増
鼓
道
歌
』
、
観
世
文
庫
蔵
「
宮
増
鼓
道
歌
」
、
広
大
本

『
宮
増
伝
書
』
所
収
宮
増
弥
左
衛
門
親
次
「
鼓
道
歌
」
、
小
鼓
大
倉
家
蔵
『
鼓
伝
書
」
所
収
鼓
道
歌
な
ど
、
多
く
の
伝
本
が
あ
る
。
後
掲
の

翻
刻
に
、
鴻
山
文
庫
蔵
『
宮
増
鼓
道
歌
』
と
の
異
同
を
示
し
て
お
い
た
。
鴻
山
文
庫
本
に
は
、
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
か
ら
「
北
の
は
し
小

二
郎
」
宛
て
の
奥
書
（
天
文
十
二
年
正
月
十
六
日
付
）
が
あ
り
、
「
老
の
な
く
ざ
ミ
に
口
す
さ
ミ
申
候
。
す
ち
な
き
事
共
を
御
所
望
候
」
と
見

え
る
が
、
観
世
文
庫
本
と
広
大
本
に
は
、
七
十
歳
の
宮
増
が
「
丹
後
国
か
や
の
寺
に
て
五
月
雨
の
う
ち
」
に
詠
ん
だ
道
歌
と
す
る
奥
書
が

二
年
九
月
廿
日
」
は
、
前
記
「
離
之
事
」
の
「
氷
正
弐
年
九
月
廿
日
」
と
は
年
が
異
な
る
が
、
こ
れ
は
「
聞
書
色
々
』
の
誤
写
ら
し
い
。

奥
書
に
続
い
て
、
「
永
禄
一
一
一
年
正
月
吉
日
黒
政
右
兵
衛
将
重
判
」
と
あ
り
、
次
の
⑤
⑥
と
同
じ
く
、
黒
政
右
兵
衛
の
所
持
本
で
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カ
ラ
以
後
、
か
様
一
一
打
也
」
な
ど
、
「
近
代
」
の
離
子
の
技
法
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
散
見
し
、
興
味
深
い
。

「
本
々
△
「
口
伝
重
々
有
之
」
「
不
被
可
有
」
を
多
用
す
る
な
ど
、
独
特
の
表
現
が
目
立
ち
、
編
者
を
推
定
す
る
上
で
の
重
要
な
手
掛
か

り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
人
物
の
特
定
に
は
至
ら
な
い
。

⑧
「
音
曲
道
歌
他
」
は
、
音
曲
の
道
歌
一
一
一
十
二
首
と
、
十
一
一
調
子
及
び
大
鼓
・
小
鼓
の
調
縄
・
筒
縄
・
懸
縄
の
寸
法
に
関
す
る
記
事
か

ら
成
る
。
音
曲
道
歌
一
一
一
十
一
一
首
は
、
表
章
「
音
曲
道
歌
雑
考
」
（
「
能
楽
史
新
考
（
一
一
）
』
。
昭
和
六
十
一
年
。
わ
ん
や
書
店
）
が
多
く
の
諸
本
を

挙
げ
て
紹
介
す
る
歌
仙
系
道
歌
の
一
つ
で
あ
り
、
表
氏
作
成
の
諸
本
歌
順
対
照
表
に
よ
れ
ば
、
「
自
家
伝
抄
」
所
収
音
曲
道
歌
（
全
三
十
四

首
）
の
歌
の
配
列
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
所
収
歌
に
は
若
干
の
出
入
り
が
あ
り
、
『
自
家
伝
抄
』
所
収
歌
の
最
後
一
一
首
を
欠
く
。
ま
た
、

『
自
家
伝
抄
』
本
に
は
見
ら
れ
な
い
「
凡
音
曲
之
道
」
で
始
る
奥
書
が
あ
る
の
も
、
大
き
な
相
違
点
と
一
一
一
一
口
え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
奥
書
は
難
読
で
文
意
の
理
解
が
困
難
だ
が
（
誤
写
が
あ
る
か
）
、
『
袖
か
が
み
』
（
能
楽
研
究
所
蔵
）
に
「
宮
増
弥
左
衛
門
音
曲

（
５
）

伝
歌
蜜
書
抜
写
」
と
し
て
載
る
歌
仙
系
道
歌
に
も
、
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、
「
聞
書
色
々
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
頭
書
が
見
酋
え
る
。
も
っ

と
も
、
『
聞
書
色
々
』
と
「
袖
か
が
み
』
と
が
同
じ
系
統
の
音
曲
道
歌
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
歌
仙
系
道
歌
に
は
三
十

七
首
系
と
、
そ
れ
を
改
変
し
た
一
一
一
十
首
系
の
二
系
統
が
あ
る
こ
と
が
、
表
氏
前
掲
論
文
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
『
聞
書

色
と
は
前
者
、
「
袖
か
が
み
』
は
後
者
に
属
し
、
所
収
歌
に
大
き
な
相
異
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
両
者
に
ほ
ぼ

同
内
容
の
奥
書
・
頭
書
が
見
え
る
こ
と
は
、
三
十
七
首
系
か
ら
一
一
一
十
首
系
へ
の
改
訂
に
関
与
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
奥
書
（
頭
書
）
の

筆
者
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
聞
書
色
迄
は
改
訂
前
に
書
き
留
め
た
も
の
、
『
袖
か
が
み
』
は
改
訂
後
に

書
き
留
め
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
一
一
一
十
首
系
の
音
曲
道
歌
が
し
ば
し
ば
宮
増
弥
左
衛
門
系
の
鼓
伝
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
三
十
首
の
鼓
道
歌
と
一
対
で
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
改
訂
に
は
宮
増
弥
左
衛
門
が
関
与
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ

る
。
『
聞
書
色
こ
の
内
容
と
は
直
接
関
係
が
な
い
が
、
参
考
の
た
め
に
付
記
し
て
お
く
。
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以
上
、
『
聞
書
色
と
は
大
別
し
て
四
つ
の
伝
書
群
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
Ａ
と
Ｃ
に
は
と
も
に
「
重
理
」
（
西

村
満
斎
）
か
ら
相
伝
さ
れ
た
由
の
黒
政
右
兵
衛
の
奥
書
が
見
え
、
い
ず
れ
も
黒
政
右
兵
衛
な
る
人
物
が
所
持
し
た
能
伝
書
の
写
し
で
あ
る

ら
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｂ
「
五
音
下
」
や
Ｄ
「
小
鼓
の
風
鼓
之
事
」
に
は
、
西
村
満
斎
、
あ
る
い
は
黒
政
右
兵
衛
の
名
は
見
え
ず
、

こ
れ
ら
と
は
伝
来
を
異
に
す
る
伝
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
一
筆
で
あ
る
の
に
、
Ｄ
の
筆
跡
は
そ
れ
と
は

異
な
る
別
人
の
筆
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
具
体
的
な
関
連
性
を
ほ
ん
ど
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
ら
四
部
の
伝
書
群
が
、
『
聞
書
色
こ
の

題
名
で
合
写
さ
れ
た
時
期
や
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
こ
に
は
編
纂
意
識
の
よ
う
な
も
の
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
手
元

に
あ
っ
た
伝
書
群
を
便
宜
的
に
合
写
し
た
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
互
い
に
関
連
性
の
深
い
Ａ
と
Ｃ
の
二
つ
の
伝
書
の
問
に
、
そ

れ
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
「
五
音
下
」
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
も
、
右
の
推
測
を
裏
付
け
よ
う
。

弓
小
鼓
の
風
鼓
之
事
」
に
つ
い
て
］

内
題
に
「
小
鼓
の
風
鼓
之
事
」
と
あ
り
、
奥
書
に
は
天
文
二
十
三
年
に
弥
石
八
左
衛
門
尉
が
宮
増
弥
左
衛
門
親
次
の
伝
書
を
書
写
し
て
、

安
田
藤
次
郎
に
進
上
し
た
由
が
見
え
る
。
弥
石
は
播
磨
あ
る
い
は
摂
津
が
本
拠
の
猿
楽
で
、
観
世
座
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
が
、
弥

石
八
左
衛
門
尉
な
る
役
者
に
つ
い
て
は
他
に
所
見
が
な
い
。
伝
授
者
の
安
田
藤
次
郎
も
不
明
の
人
物
。
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
内
容
の
宮
増

伝
書
は
確
認
で
き
な
い
が
、
部
分
的
に
は
他
の
宮
増
伝
書
と
重
な
る
記
事
が
多
く
、
全
四
十
ケ
条
の
う
ち
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
三
十
九

条
ま
で
は
、
『
雛
子
方
習
書
』
（
水
戸
彰
考
館
蔵
）
所
収
大
永
元
年
宮
増
弥
左
衛
門
尉
親
次
伝
書
、
『
宮
増
伝
書
』
（
広
島
大
学
蔵
）
所
収
「
大
永

八
年
宮
増
弥
左
衛
門
尉
親
次
伝
書
」
に
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
は
、
『
袖
か
が
み
」
所
収
の
「
永
正
十
年
宮
増
弥
六
親
次

伝
書
」
に
ほ
ぼ
同
文
の
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
小
鼓
の
風
鼓
之
事
」
の
筆
跡
は
、
「
花
伝
抄
」
か
ら
「
永
禄
鼓
伝
書
」
ま
で
の

そ
れ
と
は
異
な
り
、
別
人
の
筆
と
推
測
さ
れ
る
。
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そ
の
「
聞
書
色
迄
に
お
い
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
世
阿
弥
伝
書
「
五
音
下
」
の
完
本
を
含
む
点
で
あ
る
。
『
五
音
」
の
現

存
諸
本
は
、
先
述
の
通
り
、
す
べ
て
共
通
の
柤
本
に
基
づ
く
が
、
現
存
諸
本
の
節
付
に
は
い
ず
れ
も
「
し
ほ
る
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
共
通
祖
本
は
下
掛
り
の
節
付
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
下
巻
の
み
と
は
い
え
、
金
春
家
に
『
五
音
」
の
完
本
が
伝
わ
っ
て
い

た
こ
と
は
、
そ
の
節
付
が
下
掛
り
で
あ
る
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
「
五
音
』
の
共
通
祖
本
が
金
春
家
の
伝
来
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆

す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
一
一
一
一
口
え
ば
、
「
聞
書
色
々
』
に
「
五
音
下
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
祖

本
が
金
春
家
伝
来
本
で
あ
っ
た
と
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
い
う
の
も
、
『
聞
書
色
々
』
所
収
の
各
伝
書
は
、
観
世
小
次
郎
信
光

の
謡
伝
書
や
、
観
世
大
夫
元
広
か
ら
の
聞
き
書
き
、
観
世
座
嚥
子
方
の
役
者
の
鼓
伝
書
な
ど
、
観
世
系
統
の
伝
書
群
か
ら
成
っ
て
お
り
、

金
春
と
の
関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
Ｃ
の
「
永
禄
鼓
伝
書
」
の
一
部
に
「
今
春
元
安
」
か
ら
相
伝
の
奥
書
が
見
え

る
ほ
か
、
太
鼓
役
者
「
今
春
三
郎
本
」
の
鼓
伝
書
が
収
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
前
者
は
金
春
禅
鳳
が
宮
増
弥
左
衛
門
に
相
伝
し
た
伝

書
の
写
し
で
あ
り
、
後
者
の
金
春
三
郎
も
「
上
意
ニ
テ
観
世
座
へ
ツ
ケ
ラ
レ
」
た
役
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
金
春
色
を
窺

わ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
観
世
座
と
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
聞
書
色
と
は
、
も
と

も
と
金
春
家
伝
来
の
書
物
で
は
な
く
、
他
所
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
伝
書
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
『
聞

書
色
々
」
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
金
春
家
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た

い
０『
聞
書
色
色
は
、
そ
の
料
紙
や
保
存
状
況
か
ら
見
て
、
江
戸
中
期
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
。
書
写
に
関
す
る
識
語
な
ど
は
一
切
見
ら

れ
ず
、
具
体
的
な
成
立
・
書
写
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
本
書
の
大
半
を
戦
国
期
の
能
伝
書
が
占
め
る
中
で
、
四
十
四
丁
ウ
か
ら
四
十

二
、
「
聞
書
色
々
』
伝
来
の
経
緯
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１５戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察

宇
佐
八
幡
宮
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
場
所
で
の
神
事
能
の
開
口
文
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
事
実
は
、
本
書
が
宇
佐
と
何
ら
か
の
関
わ
り
の

あ
る
場
・
環
境
で
成
立
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
元
和
・
寛
永
期
、
豊
前
国
を
支
配
し
て
い
た
の
は
細
川
氏
で
あ
り
、
宇
佐
八
幡

宮
の
神
事
能
を
再
興
し
た
の
も
細
川
忠
興
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
『
聞
書
色
こ
の
成
立
に
も
、
細
川
氏
が
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
た

と
の
推
測
が
成
り
立
つ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
細
川
十
部
伝
書
』
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
「
五
音
下
」
が

『
聞
書
色
皇
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
聞
書
色
々
』
の
原
本
が
細
川
家
に
あ
っ
た
と
す
る
と
、
同
書
所
収
の
「
五
音
下
」
が

五
丁
ォ
に
か
け
て
、
唯
一
そ
れ
ら
と
は
時
代
の
異
な
る
江
戸
期
の
開
口
文
句
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
本
書
の
成
立
事
情
を
探

る
上
で
の
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
聞
書
色
々
』
が
収
め
る
開
口
文
句
は
一
一
種
で
、
寛
永
三
年
の
一
一
条
城
で
の
能
と
、
「
豊
前
宇
佐
二
て
」
の
能
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
徳
川
家
光
の
将
軍
宣
下
に
伴
う
催
し
で
あ
り
、
そ
の
開
口
文
句
は
観
世
文
庫
蔵
『
行
幸
・
仙
洞
・
日
光
御
能
組
』
に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
が
（
こ
の
時
開
口
を
勤
め
た
脇
役
者
の
進
藤
久
右
衛
門
が
文
句
を
忘
れ
、
絶
句
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
有
名
で
あ
る
）
、
一

方
の
豊
前
宇
佐
で
の
演
能
の
開
口
文
句
は
、
管
見
の
限
り
、
『
聞
書
色
二
に
見
え
る
の
が
唯
一
で
あ
る
。
そ
の
開
口
文
句
に
宇
佐
八
幡

宮
の
託
宣
（
「
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
」
）
を
踏
ま
え
た
文
言
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
宇
佐
八
幡
宮
の
神
事
能
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
年
時
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
宇
佐
八
幡
神
事
能
の
番
組
集
で
あ
る
『
宇
佐
宮
神
能
明
覧
』
（
昭
和
五
二
年
。
宇
佐

神
宮
庁
）
に
よ
る
と
、
宇
佐
八
幡
宮
の
神
事
能
は
戦
国
期
に
一
時
中
絶
状
態
に
あ
っ
た
が
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
、
細
川
忠
興
に
よ
り
再

興
の
「
御
取
立
」
が
な
さ
れ
、
翌
元
和
六
年
の
八
月
十
五
日
に
神
事
能
が
興
行
さ
れ
た
と
い
う
。
以
来
、
宇
佐
八
幡
宮
で
は
神
事
能
が
毎

年
恒
例
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
開
口
付
の
〈
翁
〉
が
特
別
な
機
会
の
み
に
上
演
き
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
る
な

ら
、
「
聞
書
色
々
』
に
見
え
る
開
口
文
句
は
、
元
和
五
年
、
あ
る
い
は
元
和
六
年
の
神
事
能
再
興
に
際
し
て
上
演
さ
れ
た
も
の
な
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
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1６

現
に
金
春
家
に
は
、
他
に
も
『
細
川
十
部
伝
書
」
と
関
わ
り
の
深
い
伝
書
が
い
く
つ
か
伝
わ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
金
春
本
『
世
子
六

十
以
後
申
楽
談
儀
』
（
般
若
窟
文
庫
蔵
）
は
、
細
川
十
部
伝
書
本
「
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
」
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
江
戸
中
期
の
写
本
で

あ
り
、
と
も
に
徳
川
大
納
言
殿
の
所
持
本
を
書
写
し
た
旨
の
、
文
禄
四
年
八
月
二
十
六
日
の
細
川
幽
斎
の
奥
書
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
同
じ
く
金
春
家
伝
来
の
『
太
鼓
秘
伝
抄
・
宗
錆
袖
下
抜
書
』
（
般
若
窟
文
庫
蔵
）
は
、
観
世
国
広
の
太
鼓
伝
書
『
太
鼓
秘
伝
抄
」
と

『
宗
箔
袖
下
』
を
抄
出
・
合
写
し
た
仮
綴
半
紙
本
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
『
太
鼓
秘
伝
抄
」
は
、
文
禄
二
年
（
’
五
九
三
）
七
月
、
観
世
国

広
よ
り
相
伝
の
太
鼓
の
秘
書
を
小
崎
彦
次
郎
に
遣
す
旨
の
奥
書
を
伴
う
、
細
川
幽
斎
本
『
太
鼓
秘
伝
抄
」
（
永
青
文
庫
蔵
）
の
転
写
本
で
あ

り
、
一
方
の
『
宗
箔
袖
下
』
は
、
目
録
の
「
五
七
ニ
ア
マ
ル
ニ
コ
ス
拍
子
之
事
」
「
三
字
ナ
カ
む
る
節
の
事
」
な
ど
の
平
仮
名
・
片
仮
名

交
じ
り
の
表
記
が
、
『
細
川
十
部
伝
書
』
中
の
『
宗
箔
袖
下
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
同
系
統
の
本
に
拠
っ
た
と
恩
わ
れ

こ
の
よ
う
に
金
春
家
に
は
、
「
五
音
下
」
の
他
に
も
、
『
細
川
十
部
伝
書
』
と
同
系
の
写
本
が
複
数
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
細
川
十
部
伝
書
』
と
親
子
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
個
々
の
例
証
を
挙
げ

る
の
は
控
え
る
が
、
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
『
太
鼓
秘
伝
抄
・
宗
箔
柚
下
抜
書
』
所
収
「
宗
湾
袖
下
」
に
は
、
冒
頭
の
「
竹
林
之
七

贄
」
に
関
す
る
記
事
の
前
に
、
細
川
十
部
伝
書
本
に
は
見
ら
れ
な
い
、
「
第
一
翁
ト
云
ハ
太
玉
ノ
神
千
歳
振
也
」
で
始
ま
る
〈
翁
〉
の
神
道

説
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
奥
に
は
、
「
七
月
二
日
円
斎
在
判
」
と
署
名
の
あ
る
雌
子
関
係
の
短
い
覚
書
が
転
写
さ
れ
て
お
り
、
細
川
十

部
伝
書
本
と
は
別
の
本
に
基
づ
く
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
円
斎
」
は
、
細
川
家
お
抱
え
の
大
鼓
役
者
松
田
円

細
川
本
「
五
音
下
」
と
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
の
説
明
が
容
易
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
細
川
家
に
あ
っ
た
原
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

派
生
し
た
の
が
、
『
細
川
十
部
伝
書
」
所
収
「
五
音
下
」
、
あ
る
い
は
『
聞
書
色
色
所
収
「
五
音
下
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
写
本
で
あ
る
。

る
。
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１７戦国期能伝書の伝来をめぐる－考察

熊
本
細
川
家
伝
来
の
様
々
な
典
籍
の
写
し
が
、
分
家
で
あ
る
宇
土
細
川
家
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
宇
土
細
川
家
の
旧
蔵
書
た

る
細
川
家
文
庫
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
中
に
、
武
田
本
『
伊
勢
物
語
』
を
は
じ
め
、
細
川
家
が
誇
る
歌
書
や
物
語
の
書
写
本
が
多
数

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
容
易
に
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
細
川
家
文
庫
の
う
ち
、
能
関
係
の
書
物
は
、
細
川
幽
斎
手
沢
の
下
掛
り

節
付
本
、
観
世
宗
節
署
名
謡
本
の
二
点
の
み
で
あ
り
、
伝
書
の
類
は
一
切
見
ら
れ
な
い
が
、
先
の
「
太
鼓
秘
伝
抄
・
宗
錆
袖
下
抜
書
」
の

存
在
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
細
川
十
部
伝
書
』
の
原
本
の
写
し
が
か
つ
て
字
士
細
川
家
に
も
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。
そ
の

宇
土
細
川
家
本
が
、
金
春
本
の
原
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
い
○

と
墨
書
が
あ
り
、
「
細
川
和
泉
守
」
の
所
持
本
を
借
り
受
け
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
書
が
書

写
さ
れ
た
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
当
時
の
細
川
和
泉
守
は
、
宇
土
細
川
藩
主
の
細
川
有
孝
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
宇
土
細
川
藩
は
正
保

三
年
（
’
六
四
六
）
、
細
川
忠
興
の
孫
に
あ
た
る
細
川
行
孝
が
三
万
石
を
分
与
さ
れ
て
、
宇
土
城
に
入
っ
た
の
に
始
る
小
藩
で
、
そ
の
一
一
代

目
の
藩
主
が
有
孝
で
あ
る
が
、
金
春
家
は
ど
う
や
ら
こ
の
有
孝
を
通
じ
て
、
宇
土
細
川
家
所
蔵
の
能
伝
書
（
の
写
し
）
を
入
手
し
て
い
た
ら

書
」
の
表
紙
に
、

斎
の
こ
と
で
あ
り
、
右
の
覚
書
に
は
「
如
此
ノ
事
、
妙
庵
書
物
二
有
、
合
点
不
参
候
」
と
、
幽
斎
の
三
男
妙
庵
の
名
前
も
見
え
る
か
ら
、

原
本
は
や
は
り
細
川
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
そ
の
細
川
家
と
い
う
の
は
、
肥
後
熊
本
藩
の
細
川
家
で
は
な
い
ら
し
い
。
と
い
う
の
も
、
『
太
鼓
秘
伝
抄
・
宗
箔
袖
下
抜

内
二
有
之
候

元
禄
十
二
己
卯
玄
九
月
日
細
川
和
泉
守
様
方
御
か
し

被
成
候
弐
冊
書
之
内
ぬ
き
書
也
け
た
い
は
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1８

そ
も
そ
も
、
元
禄
当
時
の
金
春
大
夫
重
栄
は
、
細
川
有
孝
と
き
わ
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
重
栄
の
筆
に
な
る
『
弟
子
衆
へ
お
し

へ
申
候
ひ
か
全
（
般
若
窟
文
庫
蔵
）
は
、
重
栄
が
元
禄
年
中
に
諸
大
名
や
そ
の
家
中
に
稽
古
を
つ
け
た
際
の
曲
目
控
え
帳
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
「
細
川
和
泉
守
様
へ
お
し
へ
」
と
し
て
、
〈
江
口
〉
以
下
二
十
三
番
の
仕
舞
付
を
書
き
遣
わ
し
た
由
が
見
え
る
。
ま
た
、
元
禄
十
二

年
に
は
、
「
細
川
和
泉
守
家
来
、
岡
清
右
衛
門
」
に
〈
猩
々
切
ｘ
呉
服
切
〉
な
ど
の
仕
舞
を
教
え
た
と
も
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
重

栄
が
細
川
和
泉
守
か
ら
「
太
鼓
秘
伝
抄
』
と
『
宗
錆
袖
下
』
を
借
り
受
け
た
の
も
、
同
じ
く
元
禄
十
二
年
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
細
川
有
孝
や
そ
の
家
来
へ
の
稽
古
の
機
会
に
、
伝
書
貸
与
の
話
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
、
細
川
有
孝
と
の
交
流
を
伝
え
る
資
料
が
あ
る
。
般
若
窟
文
庫
蔵
の
「
江
口
・
黒
塚
型
付
」
が
そ
れ
で
、
金
春
安
照
よ
り
相

伝
の
〈
江
口
〉
型
付
、
金
春
八
左
衛
門
よ
り
相
伝
の
〈
黒
塚
〉
型
付
を
書
写
し
、
一
通
の
巻
紙
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
〈
江
口
〉
型
付
の
付
記
に
、

「
右
大
形
如
此
書
付
進
上
申
候
。
御
工
夫
被
成
可
然
存
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
本
は
さ
る
貴
人
に
呈
上
さ
れ
た
献
上
本
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
の
写
し
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
江
口
・
黒
塚
型
付
」
に
は
、
「
細
川
和
泉
守
殿
之
御
筆
ナ
ル
ベ
シ
、
ナ
ヲ
ノ
ー
ギ
ン
ミ
ァ

ル
ヘ
シ
ノ
ー
ノ
～
」
と
、
細
川
和
泉
守
の
自
筆
か
と
す
る
金
春
氏
綱
筆
の
紙
片
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
大
名
の
筆
に
し
て
は
や
や
稚
拙
な

筆
跡
で
、
料
紙
も
必
ず
し
も
上
質
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
奥
書
に
「
外
二
覚
書
遣
内
、
笛
之
害
者
、
三
斎
時
分
右
有
之
候
を
、
直
二
見

せ
候
」
、
「
外
へ
者
三
斎
時
分
有
之
物
―
―
て
候
故
、
弥
御
見
せ
無
之
様
二
頼
入
申
候
」
な
ど
、
敬
称
な
し
に
細
川
三
斎
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、

本
型
付
の
筆
者
が
細
川
家
の
当
主
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
准
ず
る
立
場
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
細
川
和
泉
守
、
す
な
わ

ち
有
孝
の
自
筆
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
れ
と
関
わ
っ
て
問
題
に
し
た
い
の
が
、
近
年
、
「
聞
書
色
々
』
と
と
も
に
能
楽
研
究
所
に
入
っ
た
「
節
章
句
秘
伝
之
抄
」
で
あ
る
。

綴
紐
が
ほ
と
ん
ど
外
れ
て
お
り
、
金
春
欣
三
氏
の
も
と
に
あ
っ
た
際
に
は
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
咽
に
あ
た
る
部
分
に
丁
数
が

書
か
れ
て
い
る
の
を
頼
り
に
順
番
に
揃
え
て
い
っ
た
結
果
、
全
丁
分
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
全
百
六
丁
。
共
表
紙
に
「
節
章
句
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１９戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
秘
伝
抄
」
の
外
題
が
あ
る
。
原
形
は
袋
綴
。
各
丁
の
上
辺
と
下
辺
に
朱
書
き
の
印
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
本
文
の
内
容
に
つ
い

て
の
不
審
を
書
き
留
め
た
注
記
（
天
正
十
八
年
□
五
九
○
］
の
観
世
世
阿
弥
の
奥
書
に
つ
き
、
「
天
正
フ
シ
ン
也
、
ギ
ン
ミ
ァ
ル
ベ
シ
」
な
ど
と

あ
る
）
が
散
見
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
筆
跡
か
ら
判
断
し
て
、
金
春
氏
綱
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
綱
は
家
伝
の
文
書
の
読
解
に
熱
心

だ
っ
た
江
戸
後
期
の
金
春
大
夫
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
氏
綱
の
頃
に
は
す
で
に
金
春
家
の
蔵
架
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
『
節
章
句
秘
伝
抄
』
は
、
『
細
川
十
部
伝
書
』
所
収
『
節
章
句
秘
伝
之
抄
』
と
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
。
『
節
章
句
秘
伝
之
抄
』
は
、

「
塵
芥
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
謡
伝
書
を
も
と
に
、
妙
庵
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
伝
書
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

細
川
十
部
伝
書
本
以
外
に
は
伝
本
が
少
な
く
、
全
体
の
一
割
程
度
の
略
本
が
観
世
文
庫
に
所
蔵
き
れ
る
の
み
で
あ
る
。
新
出
の
金
春
本

『
節
章
句
秘
伝
抄
』
は
、
細
川
十
部
伝
書
本
以
外
に
現
在
確
認
で
き
る
完
本
と
し
て
唯
一
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
両
者
を
比
較

す
る
に
、
金
春
本
と
細
川
十
部
伝
書
本
と
は
、
誤
写
の
レ
ベ
ル
を
除
け
ば
全
く
同
文
と
い
っ
て
よ
く
、
傍
注
や
朱
注
の
位
置
も
含
め
て
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
細
川
十
部
伝
書
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
引
用
謡
の
節
付
が
金
春
本
に
は
あ
る
な
ど
、
金
春
本
の
方
が
よ
り
善
本
と
い
え

る
が
、
何
れ
か
が
何
れ
か
の
写
し
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
の
『
宗
鋳
袖
下
』
な
ど
と
同
じ
く
、
共
通
の
祖
本
に
基
づ
く
兄
弟
関
係
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
共
通
の
粗
本
は
や
は
り
細
川
家
の
所
蔵
本
ら
し
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
金
春
本
「
節
章
句
秘
伝
抄
』

の
筆
跡
が
、
先
の
「
江
口
・
黒
塚
型
付
」
の
筆
跡
と
酷
似
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
頁
に
掲
げ
る
写
真
は
、
右
が
金
春
本
『
節
章
句
秘
伝

抄
」
、
左
が
「
江
口
・
黒
塚
型
付
」
で
あ
る
が
、
「
く
り
」
「
く
る
」
な
ど
の
筆
跡
の
特
徴
が
酷
似
し
、
同
筆
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い

な
い
。
そ
の
「
江
口
・
黒
塚
型
付
」
が
細
川
有
孝
の
自
筆
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
金
春
本
「
節
章
句
秘
伝
抄
』
も
ま
た
、
有
孝
の
自
筆
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
自
筆
で
は
な
い
と
し
て
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
細
川
家
関
係
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、

伝
書
の
授
受
を
含
め
た
有
孝
と
重
栄
と
の
交
流
の
中
で
金
春
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
、
一
連
の
伝
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て

高
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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2０

家
歴
代
の
う
ち
、
氏
綱
や
安
住
、
あ
る
い
は
重
栄
と
同
時
代
の
竹

田
権
兵
衛
広
貞
な
ど
に
比
べ
る
と
、
重
栄
は
さ
ほ
ど
古
書
の
研
究

に
熱
心
で
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
が
、
金
春
家

旧
伝
文
書
に
は
、
他
に
も
重
栄
の
伝
書
蒐
集
を
窺
わ
せ
る
事
例
が

あ
る
。
例
え
ば
、
『
風
姿
伝
』
と
題
す
る
伝
書
（
金
春
欣
三
旧
蔵
。

現
在
能
楽
研
究
所
蔵
）
は
、
「
庭
訓
往
来
注
」
の
申
楽
起
源
説
と

『
風
姿
花
伝
」
の
序
と
を
合
写
し
た
写
本
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭

に
は
、
元
禄
十
七
年
（
宝
永
元
年
。
’
七
○
四
）
、
会
津
藩
主
松
平

肥
後
守
正
容
の
家
臣
杉
元
源
五
右
衛
門
が
主
君
に
献
上
し
た
本
を
、

肥
後
守
を
通
じ
て
拝
見
・
書
写
し
た
由
が
、
重
栄
自
身
の
筆
で
書

き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
松
平
正
容
も
重
栄
の
能
の
弟
子
で
あ

り
、
細
川
有
孝
の
場
合
と
同
じ
く
、
門
弟
の
大
名
を
介
し
て
、
伝

書
の
蒐
集
に
努
め
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
『
聞
書
色
々
』
も
ま
た
、
同
じ
頃
、
重
栄
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ

た
伝
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

金
春
家
に
入
っ
た
宇
土
細
川
家
所
蔵
能
伝
書
の
写
し
の
う
ち
、

『
細
川
十
部
伝
書
」
と
共
通
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
こ

な
お
、
こ
れ
ら
の
伝
書
は
自
然
と
金
春
家
に
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
金
春
重
栄
が
積
極
的
に
蒐
集
し
た
結
果
で
あ
る
ら
し
い
。
金
春

一
心
Ａ
ｌ
糺
飯
ぞ
勺
１
崎
り
く
沙
１
胱
陞
３
江

Ｃ
ｌ
や
必
確
乃
佃
Ｉ
く
を
一
万
づ
ぐ
～

荷
令
玄
言
う
乃
総
Ｊ
汗
ｊ
も
人
！
■
砥
ぞ
何

一
縮
葦
…
ぺ
停
甕
八

－－ あ
？
、
ｆ
、
仏
炉
汎
川
１
Ｊ
〃
几

か
隣
９
１
ｈ
Ｉ
Ｊ
柿
川
恢
ハ
灯
似
Ⅲ

､

ろ
１
ｓ
よ
食
く
ら
．

｢江口・黒塚型付」 『節章句秘伝抄」

Hosei University Repository



２１戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
『
聞
書
色
こ
の
原
本
が
宇
土
細
川
家
の
所
蔵
で
、
そ
の
さ
ら
に
親
本
が
細
川
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と

す
る
と
、
「
聞
書
色
色
所
収
伝
書
に
つ
い
て
も
、
『
細
川
十
部
伝
書
』
と
の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
妙
庵
の
周
辺

で
成
立
し
た
ら
し
い
『
細
川
十
部
伝
書
』
は
、
現
在
、
十
部
十
冊
の
形
で
伝
わ
る
こ
と
か
ら
、
「
十
部
伝
書
」
の
名
で
総
称
さ
れ
る
。
し

か
し
、
『
能
口
伝
之
聞
書
』
の
表
紙
に
「
十
八
第
一
一
一
入
書
物
也
」
、
『
申
楽
聞
書
』
の
表
紙
に
「
十
九
」
と
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

（
６
）

来
は
十
九
冊
以
上
か
ら
成
る
一
群
の
伝
書
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
細
川
十
部
伝
書
』
に
は
、
他
に
九
冊
以
上
の
ツ
レ

が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
今
は
失
わ
れ
た
『
細
川
十
部
伝
書
』
の
ツ
レ
が
、
『
聞
書
色
々
』
に
合
写
さ
れ
た
「
花
伝
抄
」

や
「
永
禄
鼓
伝
書
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
は
し
ま
い
か
。
実
際
、
「
花
伝
抄
」
や
「
永
禄
鼓
伝
書
」
に
は
、
「
細
川
十
部
伝
書
』
中
の

伝
書
と
の
間
に
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
『
細
川
十
部
伝
書
』
の
「
大
野
本
笛
伝
書
」
、
そ
し
て

「
聞
書
色
と
の
「
花
伝
抄
」
「
永
禄
鼓
伝
書
」
が
、
と
も
に
若
狭
守
護
武
田
氏
の
周
辺
で
成
立
し
た
伝
書
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
、
両
者

の
重
要
な
共
通
点
な
の
で
あ
る
が
、
次
節
で
は
こ
の
問
題
を
中
心
に
、
「
聞
書
色
々
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
さ
ら
に
見
て
い
く
こ
と
に

『
聞
書
色
々
』
が
細
川
家
所
蔵
の
能
伝
書
の
写
し
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
右
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら

の
伝
書
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
細
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
聞
書
色
々
」
所
収
伝
書
の
う
ち
、
「
五
音
下
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
細
川
十
部
伝
書
本
『
五
音
下
」
に
、
「
老

父
」
の
本
、
す
な
わ
ち
細
川
幽
斎
の
所
持
本
を
も
っ
て
書
写
し
た
旨
の
奥
書
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
幽
斎
写
の
奥
書
を
持
つ
細
川

本
「
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
』
と
同
じ
く
、
徳
川
家
康
所
持
の
越
智
観
世
家
伝
来
本
が
原
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
た
い
。三
、
「
間
書
色
々
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
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2２

こ
の
う
ち
、
「
花
伝
抄
」
と
「
永
禄
鼓
伝
書
」
の
伝
来
の
経
緯
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
花
伝
抄
」
所
収
「
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
」
に
は
、
「
重
理
」
な
る
人
物
を
通
じ
て
、
「
黒
政
右
兵
衛
」
が
相
伝
を
受
け
た
由
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
黒
政
右
兵
衛
」
の
名
が
、
「
永
禄
鼓
伝
書
」
の
④
「
永
正
十
二
年
金
春
元
安
奥
書
伝
書
」
に
も
見
え
、
ま
た
、
⑥

の
「
西
村
満
斎
鼓
伝
書
」
に
も
、
「
西
村
満
斎
重
理
」
か
ら
伝
書
を
相
伝
さ
れ
た
人
物
と
し
て
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
花
伝

抄
」
「
永
禄
鼓
伝
書
」
は
い
ず
れ
も
、
「
重
理
」
（
西
村
満
斎
）
か
ら
「
黒
政
右
兵
衛
」
に
相
伝
さ
れ
た
伝
書
が
核
と
な
っ
て
お
り
、
二
人
の

素
姓
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
両
書
の
伝
来
を
探
る
重
要
な
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
」
の
奥
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
同
伝
書
は
、
「
善
綱
」
な
る
人
物
に
よ
っ

て
「
若
州
ノ
御
屋
形
様
」
に
進
上
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
「
元
治
」
↓
「
重
理
」
↓
「
黒
政
右
兵
衛
」
へ
と
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
右
の

「
若
州
ノ
御
屋
形
様
」
は
、
年
代
か
ら
見
て
、
若
狭
守
護
の
武
田
元
光
天
文
二
十
年
没
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
武
田
元
光
の
も
と

に
あ
っ
た
伝
書
を
、
後
に
西
村
満
斎
重
理
と
黒
政
右
兵
衛
と
が
入
手
し
て
い
る
事
実
は
、
こ
の
二
人
が
、
若
狭
守
護
武
田
氏
と
何
ら
か
の

関
わ
り
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
う
し
た
見
通
し
の
も
と
に
、
武
田
氏
の
被
官
に
同
名
の
人
物
が
い
な
い
か

探
索
し
て
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
該
当
す
る
人
物
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
村
満
斎
重
理
と
の
関
わ
り
で
注
目
す
べ

き
人
物
が
い
る
こ
と
に
想
到
し
た
。
す
な
わ
ち
、
大
永
～
天
文
頃
の
若
狭
武
田
氏
の
被
官
で
、
宮
増
弥
左
衛
門
の
鼓
の
弟
子
で
あ
っ
た
ら

し
い
、
西
村
与
三
右
衛
門
が
そ
れ
で
あ
る
。

松
岡
心
平
「
絵
師
窪
田
統
泰
伝
」
含
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
五
十
六
年
十
月
号
）
は
、
現
存
す
る
最
古
の
能
役
者
の
絵
と
し
て
有
名
な

「
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
画
像
」
の
作
者
で
あ
る
絵
師
窪
田
統
泰
の
事
績
を
通
じ
て
、
戦
国
期
の
若
狭
武
田
氏
を
め
ぐ
る
能
楽
受
容
の
様
相

し
か
し
、
『
聞
書

妥
当
で
あ
ろ
う
。

『
聞
書
色
二
の
他
の
伝
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
「
五
音
下
」
と
は
伝
来
の
経
緯
を
異
に
す
る
と
考
え
る
の
が
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を
描
出
し
た
論
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
「
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
画
像
」
の
制
作
を
依
頼
し
た
の
は
西
村
与
三
右
衛
門
と
い

（
７
）

う
人
物
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
宮
増
画
像
に
賛
を
施
し
た
英
甫
永
雄
（
雄
長
老
）
の
文
集
「
羽
弓
集
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
と
い
う
。

宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
画
像
賛
馴
咽
腋
晒
鮒
縮
葹
紬
繍
祁
剛
醐
撒
蠕
鼓

諌
帝
堯
耶
催
杏
英
減
宮
増
角
以
名
鳴
自
然
天
鼓
画
図
裡

眼
聞
都
曇
答
臘
声
若
之
小
浜
敦
賀
屋
四
郎
右
衛
門
男
需
之

己
亥
四
月
日
著
此
讃
宮
増
道
号
日
高
波
法
諒
日
月
鼓

こ
の
「
西
村
与
三
右
衛
門
少
尉
」
は
若
狭
の
住
人
で
、
「
被
官
化
し
た
国
人
衆
ク
ラ
ス
」
の
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大

永
四
年
（
一
五
一
一
四
）
十
月
二
十
三
日
付
の
武
田
元
光
給
分
宛
行
状
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
に
、
若
狭
遠
敷
郡
今
富
庄
の
新
田
一
段
百
歩
を
給
分

と
し
て
宛
が
わ
れ
た
人
物
と
し
て
「
西
村
与
三
右
衛
門
尉
次
盛
」
の
名
が
見
え
る
ほ
か
、
「
御
賀
尾
浦
」
で
の
海
賊
追
捕
に
お
け
る
働
き

を
賞
す
る
武
田
元
光
の
感
状
（
大
音
文
書
。
卯
月
四
日
付
。
大
永
七
年
の
丹
後
海
賊
の
若
狭
来
襲
に
際
し
て
の
も
の
ら
し
い
）
に
も
「
西
村
与
三

右
衛
門
尉
」
と
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
傍
証
を
付
け
加
え
る
な
ら
、
小
嶋
入
道
買
得
の
田
地
に
つ
い
て
替
地
を
申
し
遣

わ
す
よ
う
命
じ
る
「
西
村
与
三
右
衛
門
尉
」
宛
の
武
田
宗
勝
書
状
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
。
四
月
一
一
十
六
日
付
）
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
、
次
の

明
通
寺
文
書
「
頓
母
子
懸
米
請
取
状
」
（
若
狭
の
明
通
寺
に
掛
け
ら
れ
た
頓
母
子
米
の
請
取
状
。
林
屋
辰
三
郎
氏
旧
蔵
）
に
も
「
西
村
与
三
右
衛

門
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

請
取
申
御
頼
子
御
懸
米
之
事

合
拾
石
者
御
頼
子
斗
定
也

右
、
所
請
取
申
如
件
。

西
村
与
三
右
衛
門
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天
文
十
一
年
十
一
一
月
廿
三
日

元
治
（
花
押
）

明
通
寺

光
定
（
花
押
）

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
「
頼
母
子
懸
米
請
取
状
」
に
よ
っ
て
、
西
村
与
三
右
衛
門
の
韓
が
「
元
治
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
点

で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
大
永
四
年
の
武
田
元
光
給
分
宛
行
状
に
は
「
西
村
与
三
右
衛
門
尉
次
盛
」
と
あ
り
、
大
永
四
年
か
ら
天
文
十
一

年
（
一
五
四
一
一
）
の
間
に
諒
を
「
次
盛
」
か
ら
「
元
治
」
に
改
め
た
ら
し
い
。
「
元
治
」
の
「
元
」
字
は
、
主
君
で
あ
る
武
田
元
光
の
偏
諒

を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
こ
の
「
元
治
」
の
名
が
、
『
聞
書
色
色
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
」
の
奥
書
に
、
「
天
文
十
三
年
二
申
請
、
元
治
写
之
」
と
あ
り
、
天
文
十
三
年
に
「
元
治
」
が
信

光
伝
書
を
申
し
受
け
た
由
が
見
え
る
。
こ
の
「
元
治
」
が
す
な
わ
ち
、
西
村
与
三
右
衛
門
そ
の
人
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
に
見
た
武

田
元
光
と
西
村
与
三
右
衛
門
と
の
関
係
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、
元
光
か
ら
信
光
伝
書
を
相
伝
さ
れ
た
と
い
う
の
も
、
十
分
に
有
り
う
る
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
「
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
」
の
奥
書
に
は
こ
の
後
に
、
「
元
治
」
か
ら
西
村
満
斎
「
重
理
」
を
経
て
、
永
禄
四
年
、

「
黒
政
右
兵
衛
」
に
相
伝
さ
れ
た
由
が
見
え
る
が
、
「
元
治
」
の
次
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
西
村
満
斎
重
理
も
、
姓
の
一
致
か
ら
見
て
、

西
村
与
三
右
衛
門
と
同
族
の
可
能
性
が
高
い
。
西
村
与
三
右
衛
門
の
活
動
時
期
が
大
永
か
ら
天
文
に
か
け
て
で
あ
る
の
に
対
し
、
西
村
満

（
８
）

斎
は
少
し
下
っ
て
弘
治
．
、
水
禄
頃
の
人
ら
し
い
か
ら
、
両
者
は
親
子
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

「
間
書
色
々
』
所
収
の
伝
書
が
、
西
村
与
三
右
衛
門
・
西
村
満
斎
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
宮
増
弥
左

衛
門
伝
書
の
投
影
が
多
く
見
ら
れ
る
の
も
当
然
と
言
え
よ
う
。
宮
増
弥
左
衛
門
は
晩
年
を
若
狭
で
過
ご
し
、
彼
の
地
で
没
し
た
（
『
四
座
役

者
目
録
」
「
稚
魚
考
乞
。
そ
の
た
め
、
武
田
氏
の
被
官
人
の
中
に
は
宮
増
弥
左
衛
門
の
教
え
を
受
け
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
弟
子
と
し
て
大

野
党
の
大
野
三
郎
、
大
野
遠
江
ら
の
名
が
知
ら
れ
る
が
、
「
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
画
像
」
の
制
作
を
依
頼
し
た
西
村
与
三
右
衛
門
も
ま
た
、

宮
増
の
門
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
『
聞
書
色
二
所
収
「
永
禄
鼓
伝
書
」
に
は
、
「
弥
左
衛
門
直
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塁
え
→
Ｃ
Ｏ

若
狭
の
「
小
窄

と
思
わ
れ
る
。

伝
西
村
小
兵
衛
よ
り
相
伝
之
所
也
」
と
あ
り
、
西
村
小
兵
衛
な
る
人
物
が
宮
増
弥
左
衛
門
よ
り
直
伝
を
受
け
た
由
が
見
え
る
。
こ
の
西
村

小
兵
衛
と
西
村
与
三
右
衛
門
・
満
斎
と
の
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
「
永
禄
鼓
伝
書
」
の
中
核
部
分
が
西
村
満
斎
か
ら
黒
政
右
兵
衛
に
相
伝

さ
れ
た
伝
書
の
写
し
で
あ
る
こ
と
、
満
斎
の
活
動
時
期
が
弘
治
・
永
禄
頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
満
斎
の
初
名
が
小
兵
衛
で
あ
っ
た
と
見
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
右
に
「
弥
左
衛
門
直
伝
」
と
あ
る
の
を
信
ず
れ
ば
、
武
田
氏
披
官
人
の
西
村
は
、
与
三
右
衛
門
・
満
斎

と
二
代
に
わ
た
っ
て
、
宮
増
弥
左
衛
門
か
ら
鼓
の
教
え
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
西
村
を
は
じ
め
、
若
狭
武
田
氏
の
被
官
人
に
能
を
嗜
む
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
、
松
岡
氏
の
前
掲
論
文
が
指
摘
す
る
通

り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宮
増
弥
左
衛
門
か
ら
天
文
十
五
年
に
笛
鼓
伝
書
を
相
伝
さ
れ
た
大
野
三
郎
は
、
武
田
氏
被
官
の
大
野
党
の
一
人

で
あ
り
、
天
文
十
九
年
に
観
世
七
郎
長
治
か
ら
、
永
禄
六
年
に
観
世
小
次
郎
元
頼
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
謡
本
の
節
付
を
相
伝
さ
れ
た
こ
と
が
、

妙
庵
玄
又
手
沢
五
番
綴
本
の
識
語
に
見
え
る
。
そ
の
大
野
三
郎
の
一
族
と
思
わ
れ
る
大
野
甚
六
は
、
先
の
窪
田
統
泰
か
ら
二
百
番
の
謡
本

を
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
同
じ
く
妙
庵
本
の
識
語
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
ま
た
、
観
世
文
庫
蔵
『
謡
之
秘
伝
書
」
の
奥
書
に
も
、
大
野
党

の
一
人
で
あ
る
大
野
右
京
進
が
、
「
武
田
大
膳
太
夫
殿
壱
人
に
相
伝
」
の
秘
書
を
宮
尾
三
郎
・
観
世
小
次
郎
の
両
名
か
ら
相
伝
さ
れ
た
由

が
見
え
る
。
こ
の
『
謡
之
秘
書
』
の
奥
書
に
は
不
審
な
点
も
多
い
が
、
大
野
右
京
進
が
観
世
小
次
郎
（
元
頼
で
あ
ろ
う
）
の
謡
の
弟
子
で

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
神
官
寺
桜
本
坊
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
観
世
小
次
郎
は
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
三
月
、

（
９
）

若
狭
の
「
小
浜
塩
浜
小
路
で
勧
進
能
」
を
興
行
し
て
お
り
、
若
狭
に
お
い
て
武
田
氏
の
被
官
人
に
謡
伝
書
を
相
伝
す
る
こ
と
は
有
り
得
た

右
に
見
た
の
は
被
官
人
ク
ラ
ス
の
能
楽
受
容
の
事
例
で
あ
る
が
、
守
護
の
武
田
氏
自
ら
が
観
世
大
夫
か
ら
謡
伝
書
を
相
伝
さ
れ
た
こ
と

を
物
語
る
資
料
も
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
写
本
「
八
帖
花
伝
書
』
所
収
の
謡
伝
書
が
そ
れ
で
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
見
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観
世
大
夫
道
見
完
広
）
の
名
を
「
道
顕
」
と
記
す
な
ど
不
審
な
点
も
あ
る
が
、
伝
書
の
内
容
は
道
見
時
代
の
も
の
と
見
て
不
自
然
で
は

は
い
。
そ
の
観
世
道
見
か
ら
謡
伝
書
を
相
伝
さ
れ
た
人
物
と
し
て
見
え
る
「
武
田
別
所
殿
」
は
、
若
狭
守
護
武
田
氏
の
誰
か
で
あ
る
可
能

性
が
高
か
ろ
う
。
『
羽
賀
寺
年
中
行
事
』
に
は
「
別
所
殿
御
遠
行
ハ
天
文
廿
年
辛
亥
七
月
」
と
あ
り
、
武
田
元
光
天
文
二
十
年
没
）
を
「
別

所
殿
」
と
呼
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
が
、
永
正
六
年
の
時
点
で
彼
が
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
か
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
永
正
十
六
年
か
翌
年
と

推
定
さ
れ
る
六
月
十
一
日
付
の
山
東
家
忠
書
状
（
西
福
寺
文
書
）
で
は
、
元
光
が
「
当
御
屋
形
様
」
、
元
信
が
「
福
谷
殿
様
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
永
正
頃
の
武
田
元
信
が
西
津
庄
福
谷
村
の
地
に
別
所
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（
平
凡
社
「
福
井
県
の
地
名
」
）
、
そ
う
だ

と
す
る
と
、
右
の
「
武
田
別
所
殿
」
は
武
田
元
信
の
方
を
指
す
可
能
性
が
よ
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

武
田
元
信
は
公
家
の
三
条
西
実
隆
と
和
歌
を
通
じ
て
交
わ
り
、
武
家
歌
人
と
し
て
も
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、

『
伊
勢
物
語
」
の
重
要
な
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
武
田
本
『
伊
勢
物
語
』
の
所
持
者
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
元
信
と
能
と
の
具
体

的
な
関
わ
り
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
右
の
「
武
田
別
所
殿
」
が
武
田
元
信
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
若
狭
守
護
武
田
氏

武
田
別
所
殿
様
ま
い
る

右
書
物
花
伝
抄
之
内
、

条
如
此
候
。
努
々
他
見

六
月
一
日

矢
嶋
与
次
郎
殿
ま
い
る

右
之
分
、
何
も
存
知
寄
之
通
書
付
申
候
。
更
二
他
見
有
間
敷
候
。
存
誤
以
下
可
有
之
候
。
如
此
侯
て
も
器
用
分
別
ハ
其
人
二
寄
事
候

条
、
一
書
二
難
定
儀
候
歎
。
如
此
之
旨
外
見
憧
候
ノ
ー
。

永
正
六
年
三
月
十
一
日
観
世
道
顕
在
判

抄
之
内
、
観
世
道
顕
、
別
所
殿
へ
相
伝
之
旨
、
我
等
令
相
伝
候
通
、
矢
嶋
殿
へ
不
残
令
受
与
候
。
難
為
秘
書
御
執
心
之

努
々
他
見
有
間
敷
者
也
。

一
日

渋
谷
与
三
左
衛
門
入
道
省
安
在
判
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に
お
け
る
能
の
受
容
は
、
す
で
に
永
正
期
に
は
始
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
現
に
三
条
西
実
隆
の
日
記
『
実
隆
公
記
』
に
は
、

永
正
元
年
閏
三
月
一
一
十
日
条
に
、
「
武
田
申
沙
汰
」
の
「
武
家
猿
楽
」
、
ま
た
大
永
元
年
十
月
十
一
日
条
に
、
細
川
右
京
大
夫
高
国
邸
で
の

「
武
田
張
行
」
の
猿
楽
の
記
事
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
武
田
氏
の
「
申
沙
汰
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
演
能
し
た
の
は
観
世
大

夫
の
一
座
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
武
田
元
信
と
そ
の
被
官
人
が
観
世
座
の
役
者
と
の
交
流
の
場
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
観
世
座
の
役
者
か
ら
若
狭
武
田
氏
の
被
官
人
に
多
く
の
能
伝
書
が
相
伝
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
伝
書
群

は
、
そ
の
後
、
細
川
家
の
も
と
に
渡
っ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
戦
国
期
の
若
狭
武
田
氏
と
細
川
家
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
り
、

武
田
元
光
の
次
男
に
あ
た
る
武
田
信
高
の
室
宮
川
尼
は
、
細
川
幽
斎
の
姉
で
あ
っ
た
。
そ
の
細
川
幽
斎
が
天
正
八
年
二
五
八
○
）
に
若
狭

の
隣
国
、
丹
後
国
に
入
る
と
、
武
田
氏
の
没
落
に
よ
っ
て
主
君
を
失
っ
た
元
被
官
人
の
中
に
は
、
武
田
氏
の
縁
者
で
あ
る
細
川
氏
を
頼
っ

て
、
そ
の
家
臣
に
な
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
松
岡
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
細
川
幽
斎
の
三
男
妙
庵
が
謡
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
「
若
州
山
本
中
務
入
道
宗
覚
」
が
、
も
と
も
と
若
狭
上
中
郡
本
保
村
を
本
拠
と
す
る
若
狭
武
田
氏
の
被
官
で
あ
り
、
元
亀

四
年
（
’
五
七
三
）
に
細
川
家
に
仕
え
、
幽
斎
の
田
辺
城
篭
城
に
際
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ
の
山
本
中
務

を
介
し
て
若
狭
か
ら
丹
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
謡
本
や
能
伝
書
の
数
々
が
、
妙
庵
の
能
楽
関
係
書
の
重
要
な
パ
ー
ト
を
占
め
た
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
岡
氏
と
中
嶋
利
雄
氏
に
よ
っ
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
『
丹
後
細
川
能
番
組
』
に
も
、
細
川
家
に
お
け
る
演
能
に

大
野
右
京
進
、
畑
田
善
加
な
ど
の
「
若
狭
衆
」
が
数
多
く
参
加
し
て
い
る
事
実
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
聞
書
色
々
』
に
則
し
て
一
一
一
一
口
え
ば
、
奥
書
に
名
前
の
見
え
る
黒
政
右
兵
衛
の
名
が
若
狭
武
田
氏
関
係
の
史
料
中
に
確
認
で
き
な
い
た
め
、

こ
れ
ら
の
伝
書
が
細
川
家
に
伝
来
し
た
具
体
的
な
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
武
田
氏
の
被
官
で
あ
る
西
村
与
三
右
衛

門
、
そ
の
一
族
と
恩
し
き
西
村
満
斎
の
伝
書
が
そ
の
中
核
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
や
は
り
、
若
狭
か
ら
丹
後
細
川
氏
へ
と
伝
来
し
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2８

例
え
ば
、
越
前
の
朝
倉
氏
は
中
央
の
文
芸
の
受
容
に
熱
心
な
戦
国
大
名
と
し
て
有
名
で
、
被
官
人
に
も
能
を
嗜
む
も
の
が
少
な
く
な

か
っ
た
が
、
朝
倉
氏
関
連
の
能
伝
書
は
ご
く
断
片
的
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
宝
永
六
年
二
七
○
九
）
書
写
の
笛
伝
書
『
遊
舞
集
』
（
法

戦
国
期
か
ら
安
土
桃
山
期
に
か
け
て
、
実
に
数
多
く
の
能
伝
書
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
能
伝
書
を
求
め
る
社
会
的
需
要
を
背
景

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
応
仁
の
乱
以
後
の
手
猿
楽
の
流
行
が
一
つ
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
守
護
大

名
や
戦
国
大
名
と
そ
の
家
臣
に
お
け
る
能
楽
受
容
の
高
ま
り
が
、
様
々
な
能
伝
書
の
成
立
を
促
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
能
伝
書
群
が
、

戦
国
の
乱
世
を
切
り
抜
け
て
、
現
在
ま
で
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
い
る
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
現
存
す
る
も
の
の
大
半
は
後
代
の
転
写
本

で
あ
る
。

た
伝
書
群
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
『
聞
書
色
々
』
の
内
容
と
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
所
収
伝
書
の
多
く
は
、
世
阿
弥
伝
書
を
は
じ
め
、
観
世
大
夫
元
広
・
弥
次
郎
長
俊
か
ら
の
聞
書
に
基
づ
く
能
伝
書
、
観
世
小
次

郎
信
光
在
判
の
謡
伝
書
、
宮
増
伝
書
な
ど
、
観
世
座
系
統
の
伝
書
で
あ
る
。

②
そ
の
中
核
を
占
め
る
の
は
、
黒
政
右
兵
衛
な
る
人
物
が
西
村
満
斎
か
ら
相
伝
さ
れ
た
伝
書
で
、
相
伝
者
の
西
村
満
斎
は
若
狭
武

田
氏
の
被
官
、
西
村
与
三
右
衛
門
の
息
子
、
あ
る
い
は
一
族
と
考
え
ら
れ
る
。

③
若
狭
武
田
氏
の
被
官
人
が
伝
え
た
こ
れ
ら
の
伝
書
は
、
後
に
細
川
家
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

④
そ
の
写
し
が
細
川
家
の
分
家
で
あ
る
宇
土
細
川
家
に
も
所
蔵
さ
れ
、
金
春
家
旧
蔵
本
は
そ
れ
に
基
づ
く
元
禄
頃
の
写
本
と
考
え

ら
れ
る
。

お
わ
り
に
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２９戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
観
世
座
笛
方
の
笛
彦
四
郎
栄
次
（
笛
彦
兵
衛
）
が
「
朝
倉
与
三
」
に
相
伝
し
た
由
の
永
正
十
年

（
一
五
一
一
一
一
）
付
の
奥
書
が
見
え
る
。
こ
の
「
朝
倉
与
一
一
一
」
は
朝
倉
孝
景
の
甥
に
あ
た
る
与
三
右
衛
門
尉
景
職
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
鴻
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
真
木
景
忠
奥
書
『
音
曲
伝
書
」
も
、
朝
倉
氏
の
周
辺
で
成
立
し
た
伝
書
で
あ
る
ら

し
い
。
同
書
は
慶
長
頃
の
写
本
で
あ
る
が
、
天
文
二
年
に
真
木
六
郎
右
衛
門
尉
景
忠
な
る
人
物
が
観
世
弥
次
郎
長
俊
か
ら
相
伝
を
受
け
た

伝
書
を
、
そ
の
四
年
後
に
さ
ら
に
千
秋
左
近
蔵
人
に
相
伝
す
る
旨
が
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
真
木
景
忠
は
丹
生
北
郡
上
野
田
村
に

居
館
が
あ
っ
た
朝
倉
氏
の
被
官
真
木
氏
、
千
秋
左
近
は
同
郡
和
田
村
に
居
館
が
あ
っ
た
千
秋
左
近
将
監
と
の
関
係
が
推
察
さ
れ
、
真
木
六

郎
右
衛
門
尉
の
「
景
忠
」
と
い
う
謹
も
、
朝
倉
孝
景
の
偏
諌
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
若
狭
武
田
氏
の
被
官
人

が
、
観
世
座
の
宮
増
弥
左
衛
門
や
観
世
小
次
郎
元
頼
か
ら
伝
書
の
相
伝
を
受
け
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
な
状
況
が
、
越
前
朝
倉
氏
の
家
中

に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
事
例
は
、
京
都
に
比
較
的
近
い
若
狭
や
越
前
の
み
に
限
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
は
、
伊
予
の
守
護

大
名
、
河
野
氏
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
河
野
氏
と
能
と
の
関
わ
り
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
年
紹
介
さ
れ
た

『
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』
（
藤
岡
道
子
編
。
平
成
十
八
年
。
和
泉
書
院
）
に
は
、
「
伊
与
ノ
屋
形
河
野
殿
」
が
金
春
大
太
夫
（
七
郎
。
氏
堕

か
ら
〈
道
成
寺
〉
の
相
伝
を
受
け
て
い
た
由
が
見
え
る
（
道
成
寺
型
付
）
。
ま
た
、
「
此
七
郎
を
伊
与
へ
御
呼
下
し
候
て
御
習
候
」
と
も
あ
り
、

河
野
氏
は
伊
予
に
下
向
し
た
金
春
大
太
夫
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
る
ほ
ど
の
能
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
に
見
え
る
「
伊
与
ノ

屋
形
河
野
殿
」
は
、
天
文
～
永
禄
頃
の
河
野
家
当
主
、
河
野
通
宣
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
「
竹
田
七
郎

氏
昭
」
（
金
春
大
太
夫
）
が
河
野
通
宣
に
宛
て
た
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
（
伊
予
史
料
集
成
「
河
野
家
文
書
ご
。
そ
こ
に
は
、
「
返
々
い
つ
も

ノ
ー
御
能
之
見
事
さ
、
於
此
方
二
た
れ
ノ
ー
ニ
も
申
事
候
」
と
、
「
ゆ
つ
き
御
屋
形
様
」
（
湯
築
は
河
野
氏
の
居
城
）
の
芸
を
誉
め
る
言
葉
と

と
も
に
、
八
十
一
歳
に
な
っ
て
足
腰
が
弱
り
、
「
今
一
度
罷
下
、
御
礼
」
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
叶
わ
ぬ
の
を
残
念
が
る
心
情
が
綴
ら
れ
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3０

て
お
り
、
両
者
の
親
密
な
交
流
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

伊
予
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
こ
の
程
度
で
あ
る
が
、
山
口
県
防
府
市
の
毛
利
博
物
館
に
は
、
そ
の
河
野
氏
と
能
と
の
関
わ
り

を
示
す
具
体
的
な
資
料
が
他
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
長
州
藩
三
代
藩
主
毛
利
吉
就
（
元
禄
七
年
没
）
の
遺
愛
品
と
し
て
伝
わ
る
鼓
伝
書
群
が

そ
れ
で
、
そ
こ
に
は
、
天
文
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
て
、
河
野
氏
と
そ
の
家
臣
に
相
伝
さ
れ
た
鼓
伝
書
が
多
く
含
ま
れ
る
。
詳
細
は
別
稿

に
譲
る
が
、
天
正
五
年
二
五
七
七
）
初
春
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
観
世
座
幸
彦
次
郎
か
ら
「
通
直
公
様
」
に
相
伝
さ
れ
た
鼓
伝
書
四
点
の

ほ
か
、
同
じ
く
天
正
五
年
八
月
に
幸
彦
次
郎
か
ら
「
杉
原
太
郎
右
衛
門
尉
」
へ
相
伝
の
『
鼓
能
数
書
立
』
、
天
文
十
六
年
二
五
四
七
）
八

月
、
高
安
与
右
衛
門
尉
勝
吉
か
ら
「
来
嶋
右
衛
門
大
夫
」
へ
相
伝
の
『
っ
国
ミ
の
し
よ
の
事
」
な
ど
が
伝
存
し
、
こ
の
う
ち
、
「
通
直
公

様
」
宛
の
鼓
伝
書
に
は
、
「
伊
予
国
河
野
御
屋
形
様
公
上
十
四
歳
御
時
」
に
相
伝
す
る
旨
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
通
直

公
様
」
は
先
の
河
野
通
宣
の
次
代
河
野
通
直
そ
の
人
で
あ
り
（
永
禄
七
年
生
ま
れ
。
天
正
五
年
に
は
十
四
歳
）
、
「
杉
原
太
郎
右
衛
門
尉
」
は

備
後
の
国
人
杉
原
春
良
の
子
で
、
後
に
伊
予
に
渡
り
、
河
野
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
杉
原
春
良
、
「
来
嶋
右
衛
門
大
夫
」
は
河
野
氏
の
重
臣

に
し
て
、
伊
予
国
来
島
を
本
拠
地
と
す
る
海
賊
、
村
上
（
来
鴫
）
通
康
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
伝
書
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
毛
利

家
の
所
有
と
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
正
十
三
年
の
豊
臣
秀
吉
の
四
国
攻
め
に
よ
っ
て
河
野
通
直
が
伊
予
を
追
わ
れ
た
際
、
そ

の
通
直
を
か
く
ま
っ
た
小
早
川
隆
景
の
も
と
に
渡
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
毛
利
家
に
伝
わ
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
若
狭
武
田

氏
の
被
官
人
に
相
伝
さ
れ
た
伝
書
と
同
じ
く
、
大
名
の
没
落
と
と
も
に
伝
書
が
流
転
し
た
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

戦
国
期
の
能
伝
書
は
そ
の
後
、
安
土
桃
山
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
い
く
つ
も
の
解
体
と
改
変
、
増
補
を
重
ね
て
、
新
た
な
能
伝

書
と
し
て
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
八
帖
花
伝
書
』
や
「
実
鑑
抄
』
系
伝
書
が
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
近
世
の
能
伝

書
が
、
戦
国
期
の
能
伝
書
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
書
の
成
立
過
程
の
解
明
と
も
密
接
に
関
わ
る

問
題
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
待
つ
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
そ
の
編
者
で
あ
る
真
嶋
宴
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３１戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
庵
の
伝
記
解
明
が
進
み
、
伝
書
執
筆
の
背
景
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
真
嶋
宴
庵
が
幼
少
の
頃
に
預
け
ら
れ

て
い
た
細
川
家
を
め
ぐ
る
演
能
環
境
が
、
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
の
成
立
に
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
（
拙
稿
「
真
嶋
宴

庵
伝
追
考
」
「
能
楽
研
究
』
弘
号
）
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
果
た
し
て
宴
庵
は
「
細
川
十
部
伝
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
細
川
家
の
能
伝

書
を
、
ど
の
程
度
披
見
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
に
『
細
川
十
部
伝

書
』
の
明
確
な
投
影
が
殆
ど
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
否
定
的
な
見
解
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
聞
書

色
々
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
の
多
く
が
、
細
川
家
伝
来
の
「
観
世
三
郎
元
広
」
自
筆
自
判
の
秘
伝
書
の
写
し
を
自
称
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
観
世
大
夫
元
広
の
奥
書
伝
書
は
あ
ま
り
多
く
伝
わ
ら
ず
、
管
見
で
は
、
観
世
文
庫
蔵
の
『
風
曲
集
』
、
永
正
元
年
観
世
道
見

奥
書
の
謡
伝
書
「
五
音
』
（
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の
ほ
か
、
前
述
の
武
田
別
所
殿
に
宛
て
た
謡
伝
書
（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宴
庵
が
観
世
大
夫
元
広
に
仮
託
し
て
伝
書
を
執
筆
し
た
の
は
、
細
川
家
に
観

世
大
夫
元
広
の
伝
書
が
存
在
す
る
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
『
聞
書
色
と
所
収

「
花
伝
抄
」
に
、
「
元
広
説
」
あ
る
い
は
「
右
條
々
、
観
世
大
夫
元
広
物
語
之
分
」
と
し
て
、
観
世
大
夫
元
広
の
所
説
が
多
く
見
え
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
も
、
右
に
「
元
広
説
」
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
観
世
座
の
起
源
説
は
、
「
実
鑑
抄
』
系
伝
書
の
「
能
優
須
知
』
の
記
述
と

き
わ
め
て
似
通
っ
て
い
る
。
該
当
部
分
を
対
照
し
て
掲
げ
、
記
述
が
類
似
す
る
箇
所
を
傍
線
で
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

也
。
猿
楽
と
云
神
職
に
な
す
へ
き
よ
し
申
。
然
者
其
子
安
堵
也
。
な
を
神
勅
有
て
長
谷
乃
観
音
に
参
、
彼
子
二
名
付
ン
と
云
、
い
か

な
る
人
に
や
有
け
ん
、
来
て
此
子
を
名
観
世
。
（
「
聞
書
色
皇
）

其
子
即
死
。
二
子
二
又
御
託
有
、
是
も
不
用
、
即
死
。
一
一
一
男
二
歳
の
と
き
、
又
神
託
有
、
此
上
ハ
と
て
母
か
な
し
む
間
、
神
勅
二
任

観
世
座
始
ル
事
、
是
ハ
伊
賀
乃
国
の
住
人
服
部
也
。
春
日
の
神
勅
二
申
楽
と
云
、
神
職
に
な
る
べ
し
。
独
乃
男
子
に
御
託
有
、
不
用
、
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3２

谷
の
観
音
に
可
参
篭
。
彼
子
に
名
を
付
ん
と
也
・
Ｓ
能
優
須
知
』
）

こ
れ
と
同
様
の
観
世
座
起
源
説
は
「
観
世
小
次
郎
信
光
画
像
賛
」
や
結
崎
玄
入
編
「
観
世
累
葉
履
歴
』
に
も
見
え
る
が
、
表
現
は
少
し

ず
つ
異
な
り
、
右
の
二
箸
ほ
ど
に
顕
著
な
類
似
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
「
能
優
須
知
」
が
、
観
世
家
の
先
祖
を
服
部
「
元
成
」
と
諒
を

伴
っ
て
呼
ん
で
い
る
の
は
、
観
世
大
夫
「
元
広
」
の
諒
を
踏
ま
え
た
提
造
の
可
能
性
が
高
く
、
神
託
の
内
容
に
つ
い
て
の
独
自
表
現
も
、

真
嶋
宴
庵
の
創
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
表
現
の
一
致
は
明
ら
か
で
あ
り
、
宴
庵
が
「
聞
書
色
こ
の
該
当
箇
所
を
見
て

い
た
蓋
然
性
は
か
な
り
高
い
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
実
鑑
抄
」
系
伝
言
が
観
世
大
夫
元
広
の
名
乗
り
を
「
三

郎
」
と
し
て
い
る
の
も
、
「
聞
書
色
色
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
観
世
大
夫
元
広
の
名
乗
り
に
つ
い
て
は
、
『
観
世
累
葉
履
歴
』

『
享
保
六
年
書
上
』
な
ど
、
大
半
の
資
料
が
「
四
郎
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
名
乗
り
を
「
三
郎
」
と
す
る
も
の
は
、
「
聞
書
色
々
」
を
は
じ

め
、
若
干
の
資
料
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
「
能
優
須
知
』
の
中
で
『
神
職
妙
伝
』
な
る
世
阿
弥
伝
書
が
引
用
き
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
能
優

須
知
』
に
は
、
他
に
も
『
風
姿
抄
』
や
『
花
伝
髄
脳
記
』
な
ど
の
伝
書
か
ら
の
引
用
が
し
ば
し
ば
見
え
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
実
在
の

同
名
伝
書
に
仮
託
し
た
真
嶋
宴
庵
の
握
造
記
事
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
表
章
ヨ
実
鑑
抄
』
系
伝
書
と
真
鴫
円
庵
（
秋
扇

翁
）
」
「
能
楽
史
新
考
（
二
）
』
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
神
職
妙
伝
』
な
る
世
阿
弥
伝
書
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

宴
庵
が
な
ぜ
こ
こ
に
『
神
職
妙
伝
』
と
い
う
書
名
を
持
ち
出
し
た
の
か
が
問
題
に
な
る
の
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、
『
聞
書
色
々
』
に
も

当
家
を
観
世
座
と
号
事
、
先
祖
伊
賀
国
住
人
服
部
元
成
、
独
り
の
男
子
を
儲
く
。
春
日
の
御
神
勅
と
し
て
申
楽
の
神
職
に
成
く
し
と

の
御
神
託
有
し
を
、
用
ひ
ざ
り
し
か
ば
、
其
子
死
。
一
一
の
子
に
又
御
託
宣
有
、
是
又
猶
用
ひ
ざ
り
し
か
ば
、
是
も
又
死
。
三
男
二
歳

の
時
、
口
走
り
て
日
、
神
に
邪
儀
な
し
、
人
に
有
疑
。
う
む
と
も
子
孫
絶
ぬ
く
し
と
云
て
泣
狂
ひ
け
れ
ば
、
元
成
も
是
に
驚
、
母
も

い
か
評
せ
ん
と
歎
悲
し
め
る
ま
、
に
、
此
上
ハ
と
て
、
御
神
託
に
任
て
則
申
楽
に
座
ス
。
同
ク
三
才
の
時
、
重
て
御
神
託
有
て
、
長
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３３戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
同
様
の
書
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
『
聞
書
色
々
』
「
花
伝
抄
」
の
う
ち
、
『
風
姿
花
伝
』
抜
書
の
冒
頭
に
「
神
職
妙
伝
抄
風
姿
花
伝

抄
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
『
風
姿
花
伝
』
が
「
神
職
妙
伝
抄
」
の
別
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
宴
庵
が
「
神
職
妙

伝
』
な
る
書
名
を
用
い
た
の
は
、
こ
の
記
事
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
見
た
観
世
座
起
源
説
の
文
章
の
一
致
と
と
も

に
、
宴
庵
が
『
間
書
色
々
』
（
あ
る
い
は
「
花
伝
抄
」
）
を
披
見
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
、
『
聞
書

色
迄
の
原
本
が
細
川
家
に
あ
っ
た
と
す
る
、
先
の
推
測
の
傍
証
と
も
な
ろ
う
。
が
、
こ
の
問
題
は
本
稿
の
論
旨
か
ら
大
き
く
離
れ
る
。

稿
を
あ
ら
た
め
て
別
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（
１
）
能
伝
書
は
、
謡
伝
書
・
脇
伝
書
・
鼓
伝
書
と
区
別
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
戦
国
期
の
能
伝
書
は
謡
伝
書
な
ど
と
不
可
分
の
関
係
に

あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
含
め
た
能
楽
伝
書
の
意
で
能
伝
書
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
２
）
『
聞
書
色
々
』
が
宵
暁
の
声
の
調
子
に
つ
い
て
多
く
記
述
す
る
の
に
対
し
、
「
声
ツ
カ
ウ
事
」
で
は
、
「
文
字
半
」
の
心
得
に
つ
い
て
具
体
的

に
記
述
す
る
な
ど
、
相
違
点
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
謡
の
発
声
法
や
扇
拍
子
に
つ
い
て
の
記
事
内
容
に
は
共
通
点
が
多
い
。
例
え
ば
、
「
聞
書

色
々
」
の
「
こ
は
さ
き
て
う
し
に
能
の
り
て
、
か
な
ら
ず
ノ
ー
其
歌
お
も
し
ろ
き
也
。
口
び
る
を
よ
く
し
め
し
あ
つ
か
い
て
も
じ
を
バ
ロ
び

る
に
て
あ
つ
か
ひ
、
い
き
を
つ
よ
く
」
と
同
様
の
表
現
が
、
「
声
ツ
カ
ウ
事
」
に
も
、
「
コ
ワ
サ
キ
テ
ウ
シ
ニ
ノ
リ
テ
ョ
キ
物
ニ
テ
候
。
モ
ジ
ヲ

バ
ロ
ビ
ル
ニ
テ
サ
バ
キ
テ
、
イ
キ
ヲ
バ
ッ
ョ
ク
出
シ
テ
」
と
見
え
る
。
書
状
形
式
の
伝
書
で
あ
る
と
い
う
点
も
、
両
者
に
共
通
す
る
顕
著
な
特

（
３
）
「
享
禄
三
年
奥
書
能
伝
書
」
の
前
半
部
分
に
は
、
〈
式
一
二
番
〉
の
詞
章
や
、
権
守
の
生
一
小
一
一
郎
が
多
武
峰
に
翁
面
を
寄
進
し
た
由
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。
『
聞
書
色
二
に
「
観
世
生
一
大
夫
」
の
奥
書
が
見
え
る
こ
と
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
が
、
『
享
禄
三
年
奥
書
能
伝
書
』
が
そ

も
そ
も
生
一
大
夫
系
統
の
伝
書
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
。
な
お
、
両
書
に
見
え
る
脇
方
の
風
体
に
関
す
る
記
事
は
、
「
風
姿
花
伝
』
物
学

徴
と
い
え
よ
う
。
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４３
（
４
）
こ
の
後
に
、
踏
み
面

別
種
の
記
事
ら
し
い
。

［
付
記
］
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
毛
利
博
物
館
の
柴
原
直
樹
氏
に
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
他
、
種
々
御
教
示
を
得
た
。

末
筆
な
が
ら
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｂ
）
「
能
楽
資
料
学
構
築
に
向
け
た
金

春
家
旧
伝
般
若
窟
文
庫
の
総
合
的
文
書
調
査
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
８
）
西
村
家
の
そ
の
後
の
動
向
は
明
ら
か
で
な
い
。
紹
巴
の
『
天
橋
立
紀
行
」
に
は
、
永
禄
十
二
年
六
月
に
若
狭
小
浜
の
地
を
訪
れ
た
紹
巴
が
、

同
月
十
一
日
に
「
西
村
宗
運
」
な
る
人
物
の
宅
に
て
、
「
夕
立
の
後
を
や
た
か
き
瀧
の
声
」
の
句
を
詠
ん
だ
由
が
見
え
る
。
こ
の
「
西
村
宗

運
」
が
西
村
与
三
右
衛
門
・
満
斎
と
関
係
す
る
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
原
本
未
見
。
『
福
井
県
史
」
年
表
（
平
成
十
年
。
福
井
県
）
に
よ
る
。
同
書
は
「
観
世
小
次
郎
信
光
」
と
す
る
が
、
「
観
世
小
次
郎
元
頼
」
の
誤

り
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
「
凡
音
曲
之
道
、
依
験
尋
出
述
之
。
於
□
一
宇
、
是
則
為
愚
家
之
童
蒙
欺
、
以
口
舌
心
之
三
、
為
此
道
之
至
源
而
已
」
。

（
６
）
能
楽
資
料
集
成
『
細
川
五
部
伝
書
』
（
表
章
校
訂
。
昭
和
四
十
八
年
。
わ
ん
や
書
店
）
解
題
参
照
。

（
７
）
こ
の
画
像
が
書
か
れ
た
の
は
天
文
頃
と
推
定
さ
れ
る
が
、
英
甫
永
雄
に
よ
り
賛
が
書
か
れ
た
の
は
ず
っ
と
下
り
、
「
己
亥
四
月
」
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
己
亥
」
は
慶
長
四
年
で
あ
り
、
永
雄
の
詩
集
『
倒
痛
集
』
に
は
、
こ
の
詩
の
す
ぐ
前
に
同
年
の
「
慶

長
第
四
己
亥
春
一
一
一
月
」
に
書
か
れ
た
若
州
秋
山
氏
の
画
像
賛
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
英
甫
永
雄
が
若
狭
に
滞
在

こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
づ

長
第
四
己
亥
春
三
月
」
に
書
エ

し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

条
々
と
類
似
表
現
が
多
く
、
そ
の
影
響
下
に
編
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
後
に
、
踏
み
留
め
る
一
声
・
踏
み
留
め
ぬ
一
声
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
が
、
こ
の
部
分
だ
け
片
仮
名
書
き
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
と
は
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3５

【
凡
例
］

「
底
本
を
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
宜

を
考
慮
し
、
左
の
方
針
に
従
っ
た
。

「
漢
字
の
異
体
字
や
旧
字
体
は
、
通
行
の
字
体
や
新
字
体
に
改
め
る

こ
と
を
原
則
と
し
た
。
但
し
、
「
爵
」
「
鴫
」
「
聾
」
な
ど
若
干
の
異

体
字
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

｜
、
漢
字
と
仮
名
の
別
、
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
は
底
本
通
り
と
し
た
。

｜
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
、
平
仮
名
と
片
仮
名
の
別
は
底
本
の
ま
ま
と

し
た
。
但
し
、
『
五
音
下
』
に
は
朱
筆
の
句
読
点
「
・
」
が
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
、
校
訂
者
に
よ
る
句
読
点

は
一
切
施
さ
な
い
こ
と
に
し
た
。

｜
、
底
本
に
は
、
「
花
伝
抄
」
の
冒
頭
二
丁
と
「
五
音
下
」
、
及
び
一
部

の
ル
ビ
な
ど
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
濁
点
が
全
く
付
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
校
訂
者
に
お
い
て
適
宜
濁
点
・
半
濁
点
を
付
し
た
。
但

し
、
底
本
に
朱
筆
の
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
「
五
音
下
」
に
つ
い
て

は
、
校
訂
者
に
よ
る
濁
点
は
一
切
付
さ
ず
、
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
底
本
は
多
数
の
伝
書
の
合
写
か
ら
成
る
た
め
、
各
伝
書
の
最
初
に

校
訂
者
に
よ
る
書
名
見
出
し
を
〈
〉
に
囲
ん
で
加
え
た
。

｜
、
謡
曲
の
引
用
部
分
等
を
「
」
で
囲
み
、
曲
名
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
曲
名
を
（
）
内
に
傍
記
し
た
。

｜
、
朱
筆
に
よ
る
書
入
に
は
（
朱
書
）
と
注
記
し
た
。
但
し
、
一
部
の
朱

〔
翻
刻
〕
『
聞
書
色
々
』

書
の
書
入
、
す
な
わ
ち
「
五
音
下
」
の
鉤
印
、
節
譜
、
節
付
記
号
、

発
音
に
関
す
る
傍
記
、
ル
ビ
、
お
よ
び
「
翁
之
書
」
の
鉤
印
、
「
大

夫
・
地
・
セ
ン
サ
イ
」
の
役
名
、
「
天
文
弘
治
年
間
相
伝
鼓
手
付
」

の
鉤
印
、
鼓
手
付
に
関
す
る
傍
記
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
に
な
る
た
め
、

特
に
朱
書
の
旨
を
明
記
し
な
か
っ
た
。

｜
、
「
五
音
下
」
及
び
「
天
文
弘
治
年
間
相
伝
鼓
手
付
」
に
は
、
｜
部

に
節
付
、
手
付
が
朱
書
で
付
さ
れ
て
い
る
が
、
「
し
ほ
る
」
「
廷
」

「
ハ
シ
ラ
カ
ス
」
「
カ
シ
ラ
」
な
ど
、
文
字
で
示
さ
れ
た
も
の
の
み
活

か
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
一
部
を
写
真
で
掲
出
す
る
に
と
ど
め
た
。

一
、
所
収
伝
書
の
う
ち
、
一
部
の
伝
書
に
つ
い
て
は
、
異
本
と
の
校
合

を
行
い
、
そ
の
主
要
な
校
異
を
【
］
に
囲
ん
で
右
に
二
部
左

に
）
傍
記
し
た
。
校
合
を
行
っ
た
箇
所
と
参
照
し
た
異
本
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

「
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
」
「
観
世
小
次
郎
権
守
伝
書
写
」

（
早
稲
田
大
学
演
劇
学
博
物
館
蔵
）

「
観
世
生
一
大
夫
脇
伝
書
」
『
享
禄
三
年
奥
書
伝
書
』

（
「
永
正
観
世
能
伝
書
」
）
（
能
研
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
）

「
五
音
下
」

細
川
十
部
伝
書
本
「
五
音
下
』

（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）

「
宮
増
弥
左
衛
門
鼓
道
歌
」
「
宮
増
鼓
道
歌
」（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）

｜
、
そ
の
他
、
校
訂
者
注
記
は
（
）
に
囲
ん
で
右
に
傍
記
し
た
。
誤

字
・
脱
字
と
考
え
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
も
、
一
部
、
校
訂
者
の
推

定
、
異
本
と
の
校
合
な
ど
に
よ
っ
て
、
正
字
を
（
）
内
に
傍
記
し
た
。
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3６

〈
Ａ
花
伝
抄
①
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
〉

花
伝
抄
蝋
総
劉
一
シ
十
一
一
微

一
、
を
き
な
乃
心
持
之
事

あ
ま
の
戸
を
お
し
明
が
た
の
雲
ま
よ
り
神
代
乃
月
の
影
の
さ
や
け
き

「
翁
ハ
ジ
ム
ル
時
、
見
物
衆
し
づ
ま
ら
ず
し
て
、
サ
ハ
ガ
シ
キ
ヲ
シ

ヅ
ム
ル
様
ハ
、
見
物
者
の
ニ
ュ
ル
調
子
ヲ
翁
乃
イ
、
出
ス
テ
ウ
シ
ヲ

（
剛
力
）

同
ヘ
ロ
テ
翁
ノ
次
第
ヲ
出
せ
（
、
則
見
物
衆
シ
ヅ
マ
ル
也
。

「
な
か
の
ふ
の
大
事
、
ま
く
打
上
テ
見
所
有
。
じ
ゃ
う
座
貴
人
の
見

物
有
を
、
能
ま
く
の
う
ち
よ
り
見
て
、
ま
く
上
よ
り
目
ハ
ウ
タ
イ
ニ
見

一
ズ
ブ
タ
イ
ヘ
出
（
、
則
能
程
二
か
ほ
持
有
。
ざ
様
之
し
る
し
な
き
ハ

う
つ
ぶ
け
バ
う
し
ろ
に
お
う
せ
あ
り
、
か
ほ
見
え
ず
。
あ
を
の
け
（
、

ノ
ド
ミ
ユ
ル
也
。
マ
ッ
ス
グ
ニ
ナ
レ
バ
、
竹
ノ
立
タ
ル
ヲ
見
る
ゴ
ト
ク

ニ
テ
、
腰
タ
カ
シ
。
此
心
得
能
々
秘
す
べ
し
。

「
鼓
大
こ
打
、
シ
テ
ノ
マ
ク
ウ
チ
ョ
リ
橋
ガ
、
リ
ヘ
出
る
ヲ
見
ズ
シ

〈
表
紙
〉聞
書
色
々

テ
、
大
こ
打
様
有
。
昔
ワ
見
る
事
な
し
。
当
代
ハ
フ
ヲ
ノ
ケ
テ
ニ
度
計

見
ル
ト
云
也
。
是
ヲ
バ
マ
ク
ア
ゲ
テ
出
る
ヲ
、
度
々
ウ
ラ
な
ひ
て
二
度

見
る
ト
云
。
何
と
し
て
出
る
を
見
る
と
云
に
、
是
も
目
ヲ
ツ
ケ
所
有
テ

出
る
を
シ
ル
也
。
其
い
は
れ
は
、
む
か
ふ
乃
見
物
衆
の
か
ほ
め
な
れ
（
、

ユ
ク
ト
ハ
ヤ
ス
。
チ
カ
メ
ナ
レ
バ
、
一
セ
イ
ヲ
イ
、
出
ス
音
了
う
つ
な

り
。
然
（
人
ノ
か
ほ
ニ
テ
出
る
ヲ
シ
ル
也
。
秘
す
べ
き
也
。

ザ
シ
キ

｜
、
座
敷
ニ
テ
奇
ヰ
ウ
タ
ウ
か
ほ
持
、
目
ノ
ッ
ケ
所
有
。
一
間
ノ
タ
、

ミ
ノ
ヘ
リ
ヲ
ミ
ル
様
に
す
れ
ば
、
か
ほ
持
す
ぐ
也
。

｜
、
女
乃
能
心
持
、
惣
じ
て
男
よ
り
女
ハ
心
面
似
ず
。
お
そ
ろ
し
く
も

つ
也
。
面
ハ
い
か
に
も
う
つ
く
し
く
シ
テ
、
心
ハ
し
や
つ
き
と
し
た
る

を
、
女
の
心
持
と
云
也
。

シ
ク

シ
ヅ
カ

｜
、
鬼
乃
能
心
持
、
い
か
に
も
ヲ
ソ
ロ
敷
有
テ
、
心
は
静
な
る
べ
し
。

一
、
木
こ
り
・
山
が
つ
を
ば
、
心
よ
く
に
す
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
も
う

ヘ
ノ
ー
乃
事
を
似
す
べ
し
。

｜
、
タ
カ
キ
女
・
シ
タ
ノ
女
ノ
ナ
キ
様
有
。
う
へ
ノ
ー
乃
女
ハ
か
ほ
乃

イ
ロ

色
に
ハ
い
で
、
、
袖
を
た
か
く
持
て
な
く
也
・
シ
タ
ノ
能
に
ハ
、
は
し

マ
デ

た
け
な
く
、
う
つ
ぶ
き
て
な
く
な
り
。
キ
ヌ
キ
タ
ル
物
迄
も
う
ヘ
ノ
ー

を
よ
く
似
す
べ
し
。

マ
イ
ヅ
レ
モ
、
メ
ン
ヲ
モ
テ
ヲ
見
テ
、
我
が
す
が
た
を
よ
く
ま
な
ぶ

べ
し
。

ガ
ク

タ
メ

｜
、
笛
乃
高
ね
を
ふ
く
事
ハ
、
大
夫
に
楽
屋
に
て
キ
カ
セ
ン
ガ
為
ナ
リ
。

タ
カ

れ
う
を
ふ
く
事
、
し
ら
こ
と
、
は
し
の
ふ
の
て
う
し
ニ
ハ
ヅ
シ
テ
高
キ

物
な
れ
ば
、
れ
う
を
ふ
き
、
う
た
ひ
ゑ
う
つ
る
所
を
、
れ
う
の
て
う
し

に
て
し
ら
す
な
り
。
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３７〔翻刻〕「聞書色々」
ノ
ル
ク
ラ

｜
、
し
ゆ
ら
の
能
に
し
や
う
ぎ
に
腰
か
く
る
事
、
馬
に
乗
鞍
カ
マ
ヘ
ノ

タ
ヅ
ネ

ゴ
ト
ク
成
く
し
。
秘
く
し
。
小
笠
原
殿
へ
世
阿
弥
尋
由
Ｊ
に
、
如
此
被

仰
候
也
。

ヱ
筆
ン

｜
、
さ
か
も
、
リ
術
知
ら
ず
し
て
ヨ
ビ
出
サ
レ
、
貴
人
乃
う
た
へ
と
仰
候
、

サ
カ
テ
ウ
シ

其
て
う
し
に
て
う
た
ヘ
バ
、
ま
へ
の
酒
も
り
の
調
子
た
る
べ
し
。
］
｛
」
や

う
二
候
へ
（
、
ざ
か
も
り
の
座
さ
め
ず
。
す
な
ハ
ち
人
知
ら
し
て
、
時

の
調
子
を
請
、
座
敷
は
な
は
だ
し
く
、
に
ぎ
ノ
ー
ー
と
有
。
是
よ
り
と
き

乃
調
子
と
名
ヅ
ク
ル
也
。
何
も
か
様
二
書
置
事
、
世
阿
弥
陀
仏
・
音
阿

弥
陀
仏
作
な
り
。
伝
示
置
也
。
何
も
秘
く
し
。

神
一
八

非

扉

､

女
す

天

大

1１
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3８

「
序
破
急
之
能
之
事

【
嫌
］

｛
ナ
シ
一

汁
六
番
、
又
四
拾
余
番
之
事
、
是
又
大
事
也
。
秘
す
べ
し
。

汁
六
番
之
事

あ
ひ
お
ひ

序
破
又
破
也

老
松

序
な
り

弓
八
幡

序
破
又
は
也

み
も
す
そ

序
破
又
は
也

西
王
母

は
な
り

さ
ほ
山

は
な
り

源
太
夫

は
じ
よ
な
り

さ
れ
も
り

じ
よ
な
り
又
は
な
り

を

｣て

＠

h,１１；
、■

己

〕Iくつ

とうかはこ横せ三ああ山角たげし井遊せ松~た八と情た
をとんしが山う井まふ祖田へんづづ屋ん風松む鴫も経ざ
るふただう<寺ひ母川まじか、じ村風らなの
んてんのくゆ雨一がり

上や
う

はじじじじじじじははははじはじじじじじじじじじじ－
きよよよよよよよききじじよじよよよよよよよよよよ序
うはははははきはううよよはよはなはなはははははは砿
じききなななうき也なきなきな又りなり又きななななi；
よううりりり也うりうりうりはりはうりりりり－
也也也也也也な也也

り
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３９〔翻刻〕『聞書色々』
そ
と
（
小
町

じ
よ
は
又
は
な
り

野
々
宮

じ
よ
は
又
じ
よ
也

か
し
は
ざ
き

は
じ
よ
な
り

【
ナ
シ
］

［
ナ
シ
】

百
ま
ん

じ
よ
な
り

右
此
舟
六
番
口
伝
有

【
然
に
］

私
一
玄
、
つ
ぎ
ミ
の
は
に
て
、
大
こ
の
き
う
の
能
あ
り
。
う
た
ひ
乃
じ
よ

に
て
、
つ
ぎ
ミ
は
に
ゆ
く
事
あ
り
。
う
た
ひ
は
に
て
、
大
こ
へ
き
う
に

て
わ
た
る
事
あ
り
。
じ
よ
に
て
う
た
ひ
て
、
き
う
に
打
物
へ
渡
る
事
あ

り
。
う
た
ひ
ハ
じ
よ
、
大
こ
ハ
き
う
、
つ
ぎ
ミ
ハ
は
に
て
ゆ
く
能
あ
る

【
各
有
］

べ
し
。
口
伝
し
て
、
我
々
が
し
よ
さ
を
用
な
り
。

「
主
の
家
に
四
拾
余
番
、
是
第
一
心
得
行
事
を
た
し
な
む
べ
し
。

く
れ
は

は

う
き
ふ
ね

は

つ
れ
ま
さ

じ
よ

と
も
あ
き
ら

じ
よ
は
き
う
也

ミ
ち
も
り

じ
よ
は

ゑ
ぴ
ら

は
［
東
北
一

一
序
は
一

の
き
ば
の
梅

は
じ
よ

か
き
つ
ば
た

じ
よ
は
き
う

ろ
』
フ
大
こ

じ
よ

り
箔
っ
じ
ん

は
き
う

恋
の
お
も
に

じ
よ
は
き
う

船
は
し

は

だ
う
じ
や
う
じ

じ
よ
は

げ~はは野一まふ玉ばてやじふ－お西おかにかつう七もあ車
んﾅやん々ずつじかせいうねぢすし行みよしんちたきりし僧
じとご宮こむ大づをかきんと－ほ桜なひきやぐう落ひか
くもんしこらひこへ小雰うるらさり
やシ力、汁一じし町きま

う‐う害’う
叶一乃
六フ
番ナち
之に
う あシ
ちり＿
にシ

あはじはじははじじはじ字ははじじじははははじはは
り－よよじよよ弊じじよよよじよ

はよよよはははよ｛よ
き
う
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4０

あ
ほ
ひ

は

た
に
こ
う

じ
よ
は

こ
一
輪

じ
よ
は

て
ん
こ

じ
よ
は

あ
た
か

は
［
ナ
シ
一

一
有
】

右
此
四
拾
余
番
ハ
今
春
家
之
内
日
記
也
。
他
家
に
知
ら
ず
。
口

伝
在
。
能
々
甑
ず
ぷ
暎
弛
々
一
・
一
ハ
］

［
之
槻
一

堂
日
曲
之
口
伝
、
様
々
習
ど
も
多
候
。
先
第
一
に
申
候
者
、
一
て
う
一
一
き

三
せ
ひ
と
て
、
う
た
ひ
を
う
た
ふ
者
は
、
先
吹
物
乃
て
う
し
を
能
々
ぎ

一
共
一
【
能
々
】
［
ナ
シ
］

ん
じ
て
、
き
て
て
う
し
を
我
が
き
に
よ
く
こ
め
て
、
其
後
こ
ゑ
を

［
ナ
シ
］

出
せ
ば
、
こ
は
さ
き
て
う
し
に
能
の
り
て
、
か
な
ら
ず
，
Ｉ
～
其
寄
お
も

し
ろ
き
鯲
世
・
口
び
る
を
斯
哩
し
め
し
て
か
っ
か
い
て
、
も
じ
を
バ
ロ

び
る
に
て
あ
つ
か
ひ
、
い
き
を
つ
よ
く
こ
ゑ
込
腿
ぽ
そ
，
ｒ
～
と
ゐ
だ
す
。

【
を
さ
ば
き
】
【
也
一

第
一
な
ら
ひ
二
て
候
。
口
の
う
ち
の
事
、
五
い
ん
の
さ
わ
ぎ
肝
要
、
の

［
あ
ぎ
］

ど
ニ
て
も
、
あ
け
に
て
も
、
は
二
て
も
、
口
び
る
二
て
も
、
あ
つ
か
は

【
野
］

れ
ぬ
も
じ
を
べ
か
ほ
の
ふ
り
や
う
に
て
あ
つ
か
ふ
事
あ
り
。
是
ハ
夜

［
か
け
］

る
ひ
る
、
寄
を
心
に
か
け
て
う
た
ふ
時
な
ら
で
ハ
、
を
ぼ
へ
ぬ
物
也
。

但
し
や
う
と
く
の
き
よ
う
の
人
ハ
、
お
の
づ
か
ら
お
ぼ
へ
、
わ
れ
と
さ

【
只
】

【
と
】

と
る
事
あ
り
。
先
々
稽
古
乃
時
ハ
た
奇
い
と
く
せ
ま
ひ
乃
わ
け
め
肝

一
分
］

要
也
。
た
ず
奇
ハ
す
ぐ
に
、
あ
り
乃
ま
魯
の
ふ
し
を
う
た
ふ
物
也
。
曲

一
を
］

舞
ハ
ひ
や
う
し
本
に
あ
る
物
也
。
ひ
や
う
し
に
か
国
り
て
ふ
し
を
う

【
一
】
【
ナ
シ
】

た
ふ
ゆ
へ
に
、
く
せ
ま
ひ
と
申
也
。
又
聲
を
つ
か
ふ
事
、
よ
ひ
あ
か

つ
き
と
申
せ
ど
も
、
ひ
る
も
物
を
く
ひ
て
、
後
な
ど
も
す
て
ず
う
た
ふ

［
ナ
シ
｝
［
ナ
シ
］

が
能
候
。
よ
ひ
に
物
数
を
う
た
ひ
て
、
あ
か
つ
き
ハ
さ
の
ミ
お
ほ
く
ハ

一
也
］

う
た
は
い
物
に
て
候
。
聾
に
よ
り
て
、
わ
う
乃
有
聲
乃
む
づ
つ
ま
川
ソ
の

【
細
々
］

す
る
こ
ゑ
ハ
、
あ
か
つ
き
能
う
た
ふ
が
よ
き
物
也
。
ほ
そ
く

［
け
さ
の
虫
一

一
つ
よ
く
あ
か
つ
き
一

一
ナ
シ
］

し
ゆ
の
す
き
た
う
○
聾
を
あ
か
つ
き
つ
よ
く
う
た
ヘ
バ
、
こ
ゑ
が
う
す
る

【
前
々
】

【
き
う
て
う
】

一
ナ
シ
一

事
ま
づ
ｊ
く
～
あ
う
Ｃ
事
也
。
ひ
や
う
で
う
に
て
物
数
を
う
た
ひ
て
、

一
ナ
シ
］

一
也
］

一
一
一
二
ハ
わ
う
し
き
に
て
う
た
ひ
て
お
く
が
能
と
申
伝
候
。
是
ハ
暁
乃
事

［
ナ
シ
一

也
。
よ
ひ
も
た
か
き
て
う
し
に
て
っ
よ
く
う
た
ヘ
バ
、
ふ
と
き
聲
劃
じ
ほ

【
ナ
シ
］

そ
く
な
胴
ソ
、
こ
ゑ
乃
う
す
る
享
有
く
し
。
返
ｊ
く
～
ひ
き
、
て
う
し
に
て

［
ナ
シ
ー

ヅ
じ
じ
を
よ
く
、
く
ち
び
る
に
て
あ
つ
か
ひ
て
、
い
き
を
よ
く
つ
か
い
、

一
か
ら
ぬ
一

一
う
た
ひ
申
さ
ぬ
－

て
う
し
乃
か
ぬ
や
う
に
う
た
ふ
事
、
上
手
た
び
ら
で
ハ
こ
そ
う
た
は
い

｛
ナ
シ
一

一
ひ
険
】

物
也
。
高
て
う
し
に
て
ハ
す
が
ｈ
ソ
て
う
た
ふ
ゆ
へ
に
、
音
曲
ｊ
、
ま
ぎ

る
、
事
有
。
能
々
師
に
尋
き
ぐ
り
て
、
心
に
か
け
て
う
た
ふ
べ
き
事
、

肝
要
也
。
扇
ぴ
や
う
し
た
か
く
ハ
う
た
い
事
也
。
ら
う
ぜ
き
成
事
也
。

殊
二
つ
ざ
ミ
な
ど
の
有
時
ハ
猶
々
ひ
き
く
打
也
。
扇
の
さ
き
を
貴
人
の

｛
ナ
シ
一

御
方
へ
む
け
ず
し
て
、
よ
｝
」
に
扇
を
な
す
物
也
。
左
の
ひ
ざ
を
た

【
ナ
シ
］
［
風
］

て
画
、
右
を
敷
て
左
の
手
を
た
て
た
る
ひ
ざ
の
上
に
を
き
て
、
右
乃
手

一
ナ
シ
】

に
て
扇
ぴ
や
う
し
を
打
物
也
。
貴
人
の
御
か
ほ
を
１
℃
見
ぬ
物
な
れ
ば
、

一
口
上
］
ネ
ン
ゴ
ロ
【
ナ
シ
］

お
よ
そ
御
む
れ
こ
し
の
程
を
ミ
る
也
。
こ
う
－
」
や
に
懇
に
可
尋
事
也
。

［
候
一
［
ナ

お
よ
そ
先
如
此
書
遣
し
、
ふ
か
き
事
ハ
先
む
や
／
、
に
て
御
座
候
。
あ
な

・
ン
］

か
１
」
こ
。
不
可
他
見
候
也
。

［
氷
禄
正
】
一
一
一
】

｛
在
判
一

永
正
七
年
十
一
一
月
廿
五
、
口

信
光
判

【
之
候
二
［
者
］

右
此
書
物
者
、
観
世
小
次
郎
権
守
自
筆
二
書
置
候
。
然
辻
〈
若
州
ノ
御
屋

｛
召
樋
】
【
色
々
申
調
）
【
物
］

形
様
へ
被
置
食
候
間
、
写
置
候
也
。

天
文
十
年
十
月
十
一
一
一
日
善
綱

天
文
十
一
一
一
年
二
申
請
、
元
治
写
之
。
同
重
理
是
相
伝
候
。
永
禄
四
年
二
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４１〔翻刻〕「聞書色々』

〈
②
永
正
観
世
能
伝
書
〉

風
姿
花
伝
抄
抜
書

一
、
音
曲
音
口
伝

一
調
二
気
三
声
先
調
子
を
よ
く
聞
て
、
気
に
こ
め
て
、
次
二
声
を
出

す
べ
し
。
尚
よ
く
心
得
有
。
口
伝
を
以
知
く
し
。

一
、
音
曲
文
字
曲
之
事

コ
ト
バ

心
に
き
っ
て
、
こ
と
ば
に
き
ら
ず
、
詞
に
切
て
心
に
き
ら
ず
、
又
い

（
き
）

イ
キ

き
を
う
っ
て
字
を
き
ら
ず
、
字
を
き
っ
て
息
を
き
ら
ず
と
も
云
へ
り
。

又
姿
と
申
と
云
ハ
、
ま
へ
乃
字
の
下
よ
り
微
音
に
云
出
す
也
。
彼
心
得

フ
カ
キ

に
深
な
ら
ひ
あ
り
。
口
伝
。
又
山
を
大
二
露
を
ち
い
さ
く
、
此
心
得
、

習
あ
る
べ
し
。
又
音
曲
ハ
尺
虫
の
ご
と
し
と
云
へ
り
。

『
風
姿
花
伝
抄
と
云
ハ
、
毛
詩
・
左
伝
・
論
語
な
ど
、
漢
之
事
を
ひ
タ
レ

い
て
、
彼
音
曲
申
楽
乃
道
を
こ
り
を
志
た
る
抄
也
。
常
乃
こ
と
ば
ハ
誰

人
も
可
見
事
あ
り
。
諸
道
に
可
入
事
多
シ
。
お
く
の
大
事
と
て
八
ノ
巻

に
有
。
是
秘
密
也
。
か
れ
を
以
能
を
作
り
、
其
道
を
き
わ
む
心
得
に
渡

る
儀
也
。
故
一
一
他
見
せ
ず
と
云
へ
り
。
花
伝
書
ハ
世
阿
弥
作
也
。

「
独
り
詠
之
事

枯
木
に
花
の
さ
く
が
ご
と
し
。
よ
く
分
別
す
べ
し
。
面
白
が
ら
す
る
事

な
か
れ
。
声
を
て
い
し
て
字
を
つ
よ
く
云
と
心
得
く
し
。
尚
有
口
伝
。

「
扇
拍
子
之
事

小
指
く
す
し
ゆ
ぴ
を
の
け
て
、
廉
乃
目
の
う
へ
を
三
シ
の
指
に
て
持
べ

月
八
日
一
一
拙
者
写
之
也
。

黒
政
右
兵
衛
受
之
。

し
。
然
ど
も
人
乃
ゑ
て
に
て
も
あ
る
べ
き
か
。
又
扇
乃
さ
き
を
貴
人
の

方
へ
む
け
べ
か
ら
ず
。
又
扇
を
高
く
あ
げ
候
事
、
尾
籠
也
。
其
ぶ
ん
り

や
う
口
伝
有
。
又
扇
拍
子
う
つ
事
ハ
つ
ぎ
ミ
な
き
時
の
音
曲
也
。
鼓
有

と
き
は
打
べ
か
ら
ず
。
又
音
曲
之
人
数
あ
ま
た
あ
り
共
、
か
し
ら
を
取

候
者
、
一
人
打
く
し
。
ひ
や
う
し
数
を
打
事
、
尤
尾
籠
也
。
只
一
シ
打

く
し
。

「
聾
を
っ
か
ふ
事

よ
ひ
に
物
を
う
た
ひ
、
暁
ハ
聲
の
く
た
び
れ
ざ
る
程
つ
か
ふ
也
。
あ
か

つ
き
、
こ
ゑ
く
た
び
れ
候
ほ
ど
う
た
ヘ
バ
、
声
失
く
し
。
惣
別
細
々
う

た
ふ
事
よ
き
也
。
必
と
き
を
不
定
共
、
常
に
聲
を
出
す
事
よ
き
也
。
こ

ゑ
の
む
き
た
る
時
を
す
て
ず
し
て
う
た
ふ
く
し
。

｜
、
稽
古
之
事

先
本
を
か
き
て
、
次
二
句
を
き
り
、
上
下
を
つ
く
。
次
二
し
や
う
を
さ

し
、
三
度
め
に
つ
け
て
う
た
ふ
也
。
ま
へ
二
度
ハ
つ
け
て
詠
べ
か
ら
ず
。

我
が
こ
ゑ
を
い
だ
せ
（
、
師
の
き
か
ず
。
能
心
得
べ
き
也
。

「
四
季
之
唄
之
事

春
纈
認
難
詮
夏
鯆
蝿
瑚
ず
し
て
秋
難
く
た
る
冬
耀
艘
静
を

春
乃
能
は
高
砂
さ
ほ
山
夏
ノ
能
ハ
矢
立
賀
茂
箱
崎

一
、
音
曲
乃
時
身
持
之
事

尻
を
す
へ
て
あ
り
の
と
わ
た
り
を
し
き
、
腹
を
そ
ら
し
、
腹
二
ち
か
ら

を
入
て
詠
ず
べ
し
。
か
ほ
持
之
事
、
調
子
か
る
と
お
も
ハ
や
く
る
ぶ
く

や
う
に
し
、
調
子
さ
が
る
と
お
も
は
ず
、
少
あ
を
の
く
や
う
に
す
べ
し
。

惣
別
顔
を
く
る
ハ
か
す
事
、
調
子
ち
が
い
、
こ
へ
色
か
ハ
リ
て
わ
ろ
し
。

又
身
持
ち
が
い
心
に
入
ざ
る
故
に
、
詠
乃
う
ち
に
て
う
し
さ
が
り
な
ど
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4２
、
ン

し
て
、
調
子
く
る
ふ
也
。
よ
く
，
く
、
‐
思
ゆ
い
す
べ
し
。
調
子
さ
が
る
事
、

第
一
非
と
せ
り
。

｜
、
人
数
あ
ま
た
あ
り
て
詠
曲
之
事

声
を
や
す
む
る
事
、
う
た
ひ
の
中
，
く
～
に
て
や
す
む
べ
し
。
或
ハ
う
た

い
は
じ
め
、
或
ハ
あ
げ
は
の
前
、
又
ハ
あ
げ
は
の
付
所
、
或
ハ
唄
と
め

○
カ
ン

に
て
や
す
む
べ
か
ら
ず
。
こ
風
を
簡
要
に
心
得
く
し
。

一
、
詠
拍
子
あ
ひ
の
事

少
ひ
や
う
し
お
く
れ
に
い
だ
し
て
、
字
を
か
る
く
云
と
心
得
く
し
。
所

に
ハ
よ
る
べ
き
な
れ
ど
も
、
拍
子
を
は
や
く
い
ひ
出
し
て
、
字
を
ね
（

く
云
に
よ
り
て
し
た
る
き
な
・
り
。

「
観
世
音
曲
之
風
躰
ノ
事

観
世
方
に
ハ
さ
く
，
，
く
～
と
云
出
し
て
、
ち
や
く
と
ふ
し
有
。
是
音
曲
也
。

つ
ぎ
け
て
し
め
た
る
ふ
し
、
あ
ま
た
有
事
な
し
。
今
春
方
に
ハ
つ
ぎ
け

て
い
く
つ
も
ふ
し
有
。
是
観
世
・
今
春
の
か
は
り
也
。

一
、
く
り
あ
げ
・
ゆ
り
す
へ
之
事

お
よ
そ
ゆ
り
の
数
十
五
也
。
ゆ
ｈ
／
と
云
事
、
な
わ
を
ひ
き
は
り
て
中
程

ム
チ

（
ぐ
が
）

を
鞭
に
て
打
に
、
な
わ
の
ゆ
る
く
る
ご
と
し
。
ゆ
り
と
云
事
、
ち
の
く

ら
い
に
て
有
間
、
ふ
き
物
に
も
大
事
也
。
又
今
春
方
に
ハ
ゆ
り
の
数
を

少
す
ぐ
な
く
云
き
り
、
ゆ
り
に
て
ハ
な
く
つ
く
や
う
に
い
へ
り
。

「
大
和
申
楽
四
座
之
事

外
山
肇
遊
崎
観
世
坂
戸
金
剛
円
満
井
今
春

申
楽
乃
初
め
ハ
今
春
た
る
べ
し
。
お
き
な
乃
大
事
、
今
春
た
る
べ
し
。

能
ノ
大
事
ハ
観
世
た
る
べ
し
。
世
阿
弥
以
来
、
能
有
。
天
下
の
詠
の
王

た
り
。
金
剛
ハ
今
春
脇
座
也
。
宝
生
ハ
観
世
脇
座
也
。

一
、
く
る
・
し
ほ
る
と
云
事
分
別
大
事
也
。
本
を
て
ん
ず
る
に
観
世

方
に
ハ
ミ
な
く
る
と
つ
く
る
也
・
今
春
方
に
ハ
皆
し
ほ
る
と
付
也
。
分

別
あ
れ
ど
も
如
此
。
二
座
之
か
わ
り
め
也
・
又
く
を
き
る
に
ハ
、
観
世

ハ
字
の
か
し
ら
に
き
る
也
。
今
春
ハ
字
の
下
に
き
る
也
。
是
又
二
座
の

替
也
。
又
論
儀
点
か
く
る
に
、
観
世
ハ
し
て
か
た
も
わ
き
方
も
巷
ず
右

点
也
。
今
春
ハ
左
右
一
一
か
く
る
也
。

「
能
之
時
二
座
之
か
わ
り
目
之
事

観
世
ハ
し
て
の
し
舞
、
入
は
の
と
き
、
其
ま
国
入
也
。
今
春
ハ
跡
を
見

か
へ
り
て
、
お
も
て
を
見
せ
て
入
也
。
是
二
座
之
替
也
。
口
伝
。
又
き

る
物
の
き
や
う
、
観
世
ハ
小
ゑ
り
に
下
か
ら
上
ま
で
き
る
也
。
今
春
ハ

う
ゑ
を
ひ
き
ひ
ろ
げ
、
大
ゑ
り
也
。
是
二
座
之
か
わ
り
也
。

｜
、
五
音
之
事

祝
言
・
幽
曲
・
恋
慕
・
哀
傷
・
蘭
曲
、
是
五
音
と
名
付
。
此
五
ケ
条
を

シ
ユ
イ

能
々
思
惟
分
別
す
べ
き
也
。
祝
一
一
一
一
口
、
安
詮
幸
日
と
名
付
。

春
日
野
に
若
菜
っ
ミ
っ
餌
万
代
を
い
は
ふ
心
ハ
神
ぞ
知
ら
ん
君
が
代

は
千
世
に
八
千
代
に
ざ
諌
れ
石
の
い
は
尾
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま
で

安
詮
之
姿
也
。
幽
曲
、
是
ハ
安
詮
音
を
や
ハ
ら
げ
て
う
つ
し
、
曲
を

か
固
り
に
し
て
、
節
を
う
づ
む
曲
な
る
べ
し
。
又
や
ミ
ん
か
た
の
国
ミ

（
の
）

の
桜
が
り
花
の
雪
ち
る
春
乃
明
ぼ
の
恋
慕
、
是
ハ
幽
曲
に
恋
慕
の

哀
を
そ
め
て
物
か
な
し
き
思
を
も
よ
ほ
し
た
る
姿
な
る
べ
し
。
な
が
れ

て
ハ
い
も
せ
乃
山
の
中
に
お
つ
る
吉
野
の
川
の
よ
し
や
世
ノ
中
恋
慕

の
姿
か
。
又
思
ひ
か
ね
い
も
か
り
ゆ
け
（
冬
の
夜
乃
河
風
さ
む
ミ
千

鳥
鴫
な
り
哀
傷
、
是
恋
慕
の
あ
は
れ
ミ
、
無
常
の
音
を
そ
へ
て
あ
ぢ

（
是
哀
）

き
な
き
恋
が
麓
り
な
り
。
れ
ん
ぼ
、
哀
々
傷
の
あ
は
れ
の
か
わ
り
め
の
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４３〔翻刻〕『聞書色々」
曲
ミ
を
能
々
分
別
す
べ
き
也
。
あ
し
か
れ
と
お
も
は
い
山
の
嶺
に
だ
に

お
も
ふ
な
る
物
を
人
の
う
ら
ミ
ハ
哀
傷
姿
か
。
又
浅
茅
生
や
袖
に
朽

に
し
秋
の
霜
わ
す
れ
ぬ
夢
を
吹
嵐
哉
蘭
曲
た
け
た
る
位
の
心
也
。
口

伝
。一
、
五
音
呂
律
之
事

（
徴
）

春
薬
師
隻
調
角
音
、
夏
観
世
音
黄
鐘
微
音
、
秋
阿
弥
陀
平
調
商
幸
日
、
冬
釈
迦
盤
渉

羽
音
、
土
用
大
日
壱
越
宮
音
。
然
者
隻
黄
壱
ハ
呂
也
。
平
盤
ハ
律
也
。

双
調
を
祝
言
ノ
本
と
す
。
是
春
の
位
也
。
東
方
を
つ
か
さ
ど
る
薬
師
之

音
聲
也
。
春
ハ
年
之
始
也
。
万
木
草
萌
出
る
始
也
。
東
ハ
方
ノ
始
也
。

薬
師
の
音
聲
人
間
出
来
の
こ
ゑ
と
す
。
悦
之
始
也
。
故
二
専
祝
言
の
調

子
と
す
。
黄
鐘
、
祝
言
也
。
夏
ノ
位
、
南
方
を
つ
か
さ
ど
る
。
観
音
之

音
聲
也
。
万
木
万
草
、
調
定
也
。
此
世
界
南
閻
浮
提
也
。
佃
此
世
界
の

音
聲
に
定
ル
故
二
是
を
祝
言
と
す
。
平
調
を
取
分
、
茅
屋
の
聾
と
云
事
、

秋
乃
位
、
西
方
を
つ
か
さ
ど
る
弥
陀
の
聾
と
す
。
万
木
万
草
枯
衰
姿
也
。

人
間
死
期
に
至
て
か
な
し
ミ
の
う
ん
の
聾
、
平
調
也
。
故
二
殊
二
茅
屋

の
こ
ゑ
と
す
。
盤
渉
、
茅
屋
ノ
高
音
也
。
冬
位
、
北
方
を
つ
か
さ
ど
る
。

ツ
キ

釈
迦
乃
立
日
聾
と
す
。
万
木
万
草
葉
尽
て
、
年
之
極
也
。
方
乃
お
は
り
、

北
一
一
き
す
。
人
間
皆
北
方
に
き
わ
ま
る
。
こ
、
を
以
て
、
茅
屋
乃
聲
と

す
。
｜
越
、
祝
言
ノ
聾
也
。
土
用
之
位
、
中
央
二
つ
か
さ
ど
る
。
大
日

の
音
聲
と
す
。
四
季
に
渡
り
て
万
木
万
草
に
か
蚤
わ
ら
ず
し
て
、
四
時

四
方
を
守
る
故
二
、
祝
言
ノ
聲
と
す
。
さ
れ
（
祝
一
一
一
一
ロ
ノ
座
敷
に
て
ハ
、

双
調
詠
出
す
べ
き
事
本
也
。
お
さ
ま
る
所
ハ
黄
鐘
た
る
べ
し
。
｜
越
ハ

う
ヘ
ハ
聾
と
Ｆ
き
が
た
し
。
下
ハ
聾
ひ
き
ぐ
し
て
、
時
二
よ
っ
て
相
応

せ
ず
。
然
間
、
双
調
・
黄
鐘
を
専
と
す
。
然
共
平
調
二
も
詠
う
事
有
べ

し
。
呂
乃
位
に
取
心
得
有
く
し
。
律
な
り
と
い
へ
ど
も
、
呂
ノ
音
聲
に

な
り
、
呂
な
れ
ど
も
律
に
成
音
聾
あ
り
。
ひ
そ
か
に
口
伝
を
以
知
く
し
。

又
調
子
二
習
有
。
双
四
平
三
黄
五
盤
六
壱
二
、
是
吹
物
な
く
し
て
調
子

を
知
也
。
口
伝
々
々
。

「
能
之
わ
か
ち
の
事

三
鬼
二
儀
理
四
女
。
鬼
と
三
あ
り
と
ハ
、
或
ハ
木
の
せ
い
な
ど
の
や
う

な
る
た
ぐ
ひ
、
或
ハ
ま
こ
と
の
鬼
、
或
ハ
似
せ
鬼
、
し
や
う
じ
ん
之
鬼

也
。
是
三
也
。
儀
理
二
一
一
と
ハ
目
前
乃
合
戦
な
ど
な
り
。
又
幽
霊
ノ
男
、

是
ハ
物
語
の
よ
し
た
る
べ
し
。
女
に
四
ハ
幽
霊
女
、
老
女
、
恋
女
、
是

四
也
。
如
此
そ
れ
ト
ー
に
し
た
が
い
、
う
た
い
も
打
物
も
、
又
舞
か
た

も
其
心
得
有
く
し
。

「
五
音
之
事

喉
相
通
舌
相
通
唇
相
通
開
相
通
合
口
呼

喉
内
軒
漣
魂
舌
内
勤
親
Ⅲ
辮
唇
内
馳
認
識
舳

遍
喉
ヤ
ィ
ュ
ヱ
ョ
喉
ノ
内
舌
頭
ラ
リ
ル
レ
ロ
舌
歯
満
唇
ワ
ィ
ゥ
ェ
ヲ
喉
唇

「
な
ま
り
之
事

文
字
乃
し
や
う
ち
が
へ
ば
な
ま
る
也
。
て
に
は
の
字
の
し
や
う
ハ
い
ゐ

な
が
す
。
い
き
の
な
び
き
に
よ
り
て
、
し
や
う
ち
が
へ
ど
も
、
ふ
し
よ

け
れ
（
な
ま
ら
ぬ
事
有
。
く
る
し
か
ら
ず
。
文
字
の
平
上
去
入
、
此
四

聾
を
よ
く
可
心
得
也
。
又
上
ノ
字
、
下
字
に
よ
っ
て
、
し
や
う
ち
が
へ

ど
も
な
ま
ら
ざ
る
事
有
。
平
上
去
入
依
下
字
、
軽
重
清
濁
依
上
字
と
し

る
べ
し
。
能
々
以
口
伝
可
分
別
者
也
。

「
口
之
内
之
事

肝
要
ハ
ロ
ノ
内
也
。
舌
ノ
あ
つ
か
い
く
ち
び
る
の
事
、
ひ
ら
く
こ
と
に
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ハ
よ
く
ひ
ら
き
、
合
事
に
ハ
よ
く
合
。
又
ひ
ら
く
に
よ
く
ひ
ら
く
と
て
、

ざ
の
ミ
ひ
ら
き
す
ご
し
た
る
も
悪
し
。
よ
く
其
ほ
ど
有
也
。

｜
、
五
音
之
心
持
之
事
祝
言
、
此
心
を
以
う
た
ふ
也
。
幽
曲
同
心
を

以
テ
也
・
恋
慕
同
心
を
以
テ
也
・
哀
傷
同
心
を
以
也
。
蘭
曲
、
是
大
事

也
。
是
ハ
我
が
有
斗
た
る
べ
し
。
此
五
音
、
祝
言
に
ハ
目
出
度
心
を

以
テ
唄
、
茅
屋
ニ
ハ
哀
な
る
心
を
以
う
た
い
、
そ
れ
ト
ー
に
し
た
が
ひ

て
、
心
持
有
く
し
。
能
々
可
分
別
物
也
。

「
能
次
第
之
事

脇
能
と
云
ハ
是
神
也
。
則
祝
言
を
専
と
し
て
神
国
た
る
ま
つ
り
ご
と
也
。

二
番
に
修
羅
を
す
る
事
、
劔
を
以
世
を
治
る
は
じ
め
な
れ
（
、
兵
を
た

い
し
て
国
を
納
る
儀
也
。
三
番
に
舞
を
な
す
事
、
世
上
ミ
な
色
そ
ミ
、

力

香
に
め
で
る
故
に
幽
玄
を
専
に
す
。
舞
と
云
ハ
面
白
を
本
と
す
。
一
時

之
栄
に
千
歳
を
延
と
云
心
を
以
、
目
出
度
儀
也
。
四
番
に
儀
理
、
是
又

仁
義
礼
智
信
乃
五
常
を
専
と
す
れ
ば
、
儀
理
を
本
と
す
。
五
番
に
鬼
ハ

人
間
ハ
皆
生
（
死
に
か
へ
る
こ
と
は
り
な
れ
（
、
差
に
て
地
獄
を
あ
ら

ハ
し
、
即
五
道
六
道
是
也
。
此
儀
を
以
神
慮
之
内
証
に
か
な
ひ
、
五
衰

三
熱
の
く
る
し
ミ
を
忘
レ
、
栄
楽
乃
遊
舞
た
り
。
故
に
神
事
・
法
事
に

申
楽
な
く
て
ハ
不
叶
。
殊
更
魔
生
乃
者
正
直
を
本
と
す
れ
ば
、
か
や
う

な
る
お
も
し
ろ
き
事
を
見
聞
て
不
し
成
二
障
号
一
也
。

「
音
曲
祝
言
茅
屋
之
音
分
之
事

呂
律
之
二
よ
り
出
た
る
呂
ハ
祝
言
、
出
る
息
乃
こ
ゑ
な
り
。
律
ハ
か
な

し
む
、
入
息
也
。
祝
言
の
聾
ハ
気
を
て
い
に
し
て
、
気
を
は
っ
た
と
持

出
す
聲
也
。
是
つ
よ
き
音
聲
也
。
気
を
は
り
て
つ
よ
き
聾
ハ
、
出
る
気

力
の
聲
也
。
故
二
呂
聲
悦
之
こ
へ
と
す
。
然
者
祝
言
也
。
茅
屋
の
こ
ゑ

と
云
々
こ
ゑ
を
て
い
に
し
て
気
を
ゆ
る
く
持
、
や
ハ
ら
か
に
よ
は
き

心
、
か
い
な
き
入
息
ノ
聲
也
。
哀
な
る
聾
と
し
て
律
と
す
。
然
者
茅
屋

の
こ
ゑ
也
。
然
間
、
祝
言
の
聾
に
は
気
を
は
る
故
に
、
て
う
し
か
る
曲

有
。
茅
屋
ハ
気
ゆ
る
く
持
故
に
調
子
さ
が
る
曲
あ
り
。
能
々
可
心
得
者

也
。

永
正
年
月
日

一
、
元
広
説

そ
れ
申
楽
乃
始
ハ
今
春
也
。
春
日
明
神
乃
臣
下
と
し
て
、
以
神
勅
六
十

六
番
之
翁
を
は
じ
め
た
り
。
以
来
申
楽
と
号
す
。
観
世
座
始
ル
事
、
是

ハ
伊
賀
乃
国
の
住
人
服
部
也
。
春
日
の
神
勅
二
申
楽
と
云
、
神
職
に
な

る
べ
し
。
独
乃
男
子
に
御
託
有
、
不
用
、
其
子
即
死
。
二
子
二
又
御
託

有
、
是
も
不
用
、
即
死
。
三
男
二
歳
の
と
き
、
又
神
託
有
、
此
止
ハ
と

て
母
か
な
し
む
間
、
神
勅
二
任
也
。
猿
楽
と
云
神
職
に
な
す
べ
き
よ
し

申
。
然
者
其
子
安
堵
也
。
な
を
神
勅
有
て
長
谷
乃
観
音
に
参
、
彼
子
一
一

名
付
ン
と
云
、
い
か
な
る
人
に
や
右
げ
ん
、
来
て
此
子
を
名
観
世
。
則

観
音
の
御
応
理
と
任
す
。
彼
お
き
な
名
を
取
て
観
世
と
号
す
。
然
間
、

六
十
六
番
の
お
き
な
を
今
春
よ
り
伝
へ
、
神
職
申
楽
と
成
た
る
也
。
是

則
観
阿
弥
也
。
彼
代
に
六
十
六
番
ノ
切
を
そ
れ
ト
ー
に
似
相
て
あ
そ
び

に
す
。
故
二
是
物
ま
ね
と
云
へ
り
。
如
此
次
第
に
も
て
遊
び
、
世
阿
弥

陀
は
じ
め
て
能
を
作
る
。
其
法
度
を
定
て
以
来
、
能
有
。
是
を
公
方
様
、

サ
レ
メ
シ

又
諸
家
に
面
白
お
も
ひ
た
ま
ひ
、
御
用
有
。
公
方
へ
世
阿
弥
被
二
召

出
一
、
御
已
官
一
一
ま
い
る
べ
し
。
御
神
事
の
時
者
御
い
と
ま
可
被
下
と

御
下
知
有
に
よ
っ
て
干
今
観
世
公
方
乃
御
申
楽
と
し
て
彼
道
お
こ
た
ら

ギ
シ
キ

ず
。
然
間
六
十
六
番
之
翁
乃
大
事
儀
式
ハ
ヘ
フ
春
に
有
く
し
。
能
の
法
度
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４５〔翻刻〕『聞書色々」
儀
式
ハ
観
世
た
る
べ
し
。
何
も
座
に
有
と
云
共
、
能
乃
根
本
、
世
阿
弥

ア
ト

ヲ
イ

よ
り
也
。
又
世
阿
弥
子
、
無
器
用
を
以
テ
跡
を
つ
が
ず
。
甥
ノ
音
阿
弥

キ
ッ
ク

器
用
を
以
跡
を
続
也
。

「
観
世
代
々
之
次
第

ハ
ッ
ト
リ

観
阿
弥
観
世
は
じ
ま
り
伊
賀
之
服
部
也

世
阿
弥
観
阿
弥
子
也
此
世
阿
弥
始
而
能
を
作

ヲ
イ

ユ
ウ
ゲ
ン

二
日
阿
弥
世
阿
弥
甥
也
松
清
幸
日
阿
弥
子
也
祐
賢
松
清
子
也

今
之
大
夫
三
郎
元
広
祐
賢
子
也

一
、
さ
か
扇
と
云
事
有
哉
と
元
広
に
尋
候
。
さ
や
う
に
必
申
侯
ハ
不
定
。

さ
れ
ど
も
惣
別
者
扇
と
り
か
へ
さ
ば
、
其
方
へ
ま
ハ
る
べ
き
也
。
後
ハ

又
其
方
へ
ま
ハ
る
べ
き
也
。
然
共
と
き
の
し
ま
い
に
よ
る
べ
き
事
な
れ

（
、
扇
乃
方
な
ら
ね
ど
も
ま
ハ
る
べ
し
。
其
時
は
其
か
た
へ
足
を
ふ
む

よ
し
を
し
て
ま
ハ
る
也
・
其
心
得
有
べ
き
也
。
惣
別
扇
之
手
に
ま
は
る

瓶鵬也卜云云。
プ
タ
イ

｜
、
舞
台
之
字
の
た
と
へ
の
事

ロ
セ
ッ
キ
ガ
キ

モ
ト
ヒ
ロ

露
雪
鬼
・
餓
鬼
、
心
花
か
や
う
の
事
も
又
候
哉
と
尋
候
ヘ
バ
、
元
広

コ
タ
ヘ
テ
イ
ハ
ク

．
、
ロ

｛
な
）

答
云
、
何
も
其
心
得
有
、
其
意
を
以
す
る
也
。
然
共
名
を
と
た
へ

候
事
は
な
く
候
。
余
乃
座
に
ハ
秘
事
だ
て
に
申
候
。
観
世
座
に
ハ
必
名

付
て
ハ
不
申
候
云
云
。
口
伝
二
有
之
。

｜
、
一
調
一
一
儀
三
聾
、
是
を
御
尋
候
。
ま
ヘ
ニ
申
同
前
也
。
第
一
二
調

子
を
気
に
よ
く
と
つ
く
と
胸
に
お
と
し
つ
け
、
其
気
を
う
し
な
ハ
ず
し

て
、
声
を
出
す
べ
し
。
心
に
し
め
ざ
る
故
に
ち
が
ふ
な
り
と
云
云
。

「
さ
し
ご
ゑ
と
云
ハ
、
曲
舞
乃
ま
へ
の
さ
し
、
或
ハ
詠
の
は
じ
め
の

さ
し
也
。
さ
し
ご
と
、
云
ハ
、
近
年
色
な
ど
、
付
る
所
を
い
へ
り
。

か
嵐
る
と
ハ
、
い
に
し
へ
乃
本
ハ
詞
乃
内
よ
り
、
お
の
づ
か
ら
ふ
し
に

か
、
る
所
を
か
包
る
と
い
へ
り
。
き
り
な
ど
に
か
嵐
る
所
お
ほ
し
。
こ

と
ば
よ
り
節
に
か
、
る
也
。
か
や
う
乃
所
を
い
に
し
へ
の
本
に
ハ
か
、

る
と
付
た
る
也
。
近
年
ハ
色
に
も
あ
ら
ず
、
詠
に
も
あ
ら
ざ
る
所
を

か
画
る
と
付
る
也
。
或
ハ
江
口
な
ど
に
「
草
の
か
げ
の
、
露
乃
代

を
」
卜
云
や
う
な
る
所
を
か
掴
る
と
付
る
也
。
又
近
年
色
と
付
る
ハ
、

詞
な
れ
ど
も
少
度
節
心
乃
有
て
、
｜
向
の
こ
と
ば
に
あ
ら
ざ
る
を
色
と

付
る
と
云
云
。

「
左
右
ざ
っ
１
１
乃
心
、
ひ
だ
り
み
ぎ
り
ゑ
と
也
。
左
へ
ま
づ
心
を

入
る
也
。
口
伝
。

「
舞
に
ま
ハ
リ
候
二
、
先
逆
に
ま
ハ
リ
候
ハ
い
か
に
と
御
尋
候
。
大

夫
ノ
云
、
先
逆
に
ま
は
る
事
、
能
に
ハ
逆
に
め
ぐ
る
が
順
也
と
心
得
く

し
。
逆
を
順
と
云
心
有
。
其
心
得
、
子
細
有
事
也
。
手
を
さ
し
出
す
事
、

左
を
先
出
す
也
と
云
云
。

一
、
武
者
乃
能
之
時
、
扇
な
ど
つ
か
ふ
。
軍
ぱ
い
の
心
得
也
。
武
者
ニ

ハ
悉
皆
軍
敗
之
心
得
た
る
べ
し
と
云
云
。

ハ
タ

ー
、
祝
一
一
一
口
乃
時
の
音
曲
、
調
子
を
よ
く
気
に
こ
め
、
端
と
気
を
持
て
う

た
ふ
く
し
。
故
に
調
子
か
る
也
。
恋
慕
哀
傷
之
時
ハ
、
心
を
ゆ
る
’
～

と
持
詠
く
し
。
故
二
調
子
必
さ
が
る
也
云
云
。

｜
、
調
子
之
事
、
呂
位
、
祝
言
之
時
乃
う
た
い
出
し
た
る
べ
し
。
如
常

双
黄
壱
ハ
祝
言
成
と
可
心
得
。
尚
口
伝
二
有
。

「
能
之
事
、
序
破
急
簡
要
也
。
序
を
（
す
こ
し
、
破
を
（
い
か
に
も

な
が
く
、
急
を
（
い
か
に
も
ミ
じ
か
し
と
心
得
く
し
。

｜
、
能
之
次
第
之
事
脇
能
ハ
序
、
二
番
ハ
破
、
三
番
ハ
急
、
如
此
可
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有
心
得
也
。

｜
、
音
曲
之
事
ほ
ど
ぴ
や
う
し
、
簡
要
也
。
ほ
ど
ぴ
や
う
し
よ
け
れ

（
マ
マ
）

ぱ
面
白
き
也
。
又
大
き
や
し
な
ど
す
る
事
悪
し
。
唯
ふ
し
乃
ま
掴
に
し

て
、
ほ
ど
よ
け
れ
（
よ
き
也
・
つ
め
ひ
ら
き
、
ざ
の
ミ
有
も
わ
る
き
也
・

是
又
口
伝
。
惣
別
当
ル
字
ニ
ハ
よ
く
あ
た
り
て
よ
き
也
。
お
ろ
あ
た
り

な
る
故
二
な
ま
る
心
有
て
わ
ろ
き
也
。

一
、
能
に
扇
っ
か
ふ
事
、
扇
を
ひ
ろ
く
ひ
ろ
げ
て
不
可
遣
。
尚
口
伝
有
。

「
江
口
出
か
へ
り
、
後
は
つ
ざ
ミ
お
け
に
こ
し
を
か
け
、
曲
舞
の
あ

げ
は
よ
り
立
て
舞
て
よ
し
。

｜
、
鵜
羽
、
ま
ヘ
ハ
あ
ま
女
乃
出
立
也
。
つ
れ
女
有
く
し
。
出
帰
ハ
龍

神
の
出
立
也
。
龍
を
も
か
づ
き
、
又
ハ
か
ん
ざ
し
に
て
も
す
る
也
。
又

鵜
羽
乃
ま
へ
に
舞
な
し
。
今
春
ハ
舞
有
と
云
云
。
又
玉
な
ど
持
候
て
出

て
し
候
事
も
候
哉
と
存
候
。
大
夫
之
云
、
玉
な
ど
も
不
持
、
一
一
人
も
不

出
云
云
。
又
彼
鵜
羽
、
本
ハ
僧
脇
な
り
。
近
年
、
観
世
方
よ
り
わ
き
能

に
大
臣
わ
き
に
用
候
故
二
い
に
し
へ
乃
僧
わ
き
の
詞
な
ど
に
少
之
ち
が

い
有
卜
云
云
。

『
詠
節
当
入
く
る
の
事
、
字
一
シ
当
が
、
あ
た
る
也
・
一
一
シ
当
が
、

入
る
也
。
三
当
が
、
く
る
也
。

「
く
り
あ
げ
よ
り
さ
し
へ
う
つ
る
ゆ
り
之
事
、
能
に
よ
り
て
か
は
り

タ
イ
ガ
イ

候
哉
と
尋
候
。
大
夫
云
、
何
之
能
も
大
概
同
や
う
也
。
其
能
，
Ｉ
～
に
よ

（
マ
マ
）

り
て
急
に
、
又
静
に
ゆ
り
餌
か
わ
り
ま
で
な
り
と
一
万
一
玄
。

一
、
実
盛
能
に
作
る
事
、
加
賀
国
上
人
の
御
ま
へ
国
、
実
盛
幽
霊
来
た

ソ
ウ
モ
ン

る
を
天
下
へ
奏
聞
申
。
此
時
、
公
方
様
、
観
世
世
阿
弥
に
能
に
つ
く
れ

と
被
仰
出
、
即
作
ら
る
画
と
云
へ
り
。

一
、
白
拍
子
之
舞
二
扇
を
取
わ
た
さ
ず
と
云
ハ
如
何
と
尋
候
。
元
広
の

ラ
ン

一
石
、
く
る
し
か
ら
ず
。
取
渡
な
り
。
乱
拍
子
の
時
は
取
わ
た
さ
ず
。

さ
や
う
乃
と
き
の
事
な
る
べ
し
。

一
、
ぬ
れ
衣
・
干
寿
重
平
、
い
づ
れ
も
今
春
能
也
。
観
世
ニ
ハ
せ
ず
と

一
万
○

一万

一
、
一
二
笑
、
多
武
嶺
之
能
也
。
今
春
能
と
云
云
。

ヲ
ケ

ー
、
実
盛
、
僧
先
出
候
。
つ
ぎ
ミ
桶
二
こ
し
を
か
け
て
「
西
方
ワ
」
と

い
へ
り
。
つ
れ
乃
僧
有
く
し
。
「
ミ
ち
と
か
や
」
と
う
た
い
と
ず
め
バ
、

’
せ
い
を
、
ぜ
う
出
て
、
「
せ
ひ
が
は
る
か
に
」
と
云
ィ
、
「
こ
国
を
さ

る
事
と
を
か
る
ま
じ
や
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
云
て
座
に
居
る
也
。
さ

て
後
に
「
御
ま
へ
を
た
ち
去
て
」
に
て
立
て
、
「
ま
ぼ
ろ
し
と
な
り
て

失
に
け
り
」
に
て
入
也
。
さ
て
、
狂
言
あ
ひ
を
云
て
、
僧
待
唄
を
う
た

い
、
座
に
居
也
。
「
か
ね
を
な
ら
し
て
夜
も
す
が
ら
」
に
て
太
鼓
を
打

（
は
）

出
す
。
「
か
」
字
よ
り
一
二
シ
か
し
ら
を
打
て
に
や
し
て
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
と
云
也
。
其
ま
、
し
づ
か
に
太
鼓
打
、
ぜ
う
出
る
也
。
「
極
楽
世

界
に
行
ぬ
れ
ば
」
と
い
は
せ
、
さ
て
又
ぢ
「
あ
り
が
た
や
」
に
て
太
鼓

打
と
Ｆ
む
く
し
。
さ
て
、
し
て
く
り
あ
げ
の
「
心
を
残
す
事
な
か
れ
」

を
ゆ
り
の
あ
た
り
に
て
桶
に
こ
し
を
か
く
る
也
。
如
此
し
て
く
ど
き
、

「
御
前
を
立
て
あ
た
り
な
る
」
に
て
桶
よ
り
お
り
て
、
し
舞
を
し
て
、

「
す
ミ
ハ
な
が
れ
お
ち
て
」
に
て
の
事
、
目
を
付
候
哉
、
残
し
候
哉
与

尋
候
へ
（
、
そ
れ
は
何
共
仕
候
と
云
云
。
其
ま
、
座
に
居
也
。
さ
て
曲

舞
乃
あ
げ
は
を
ば
云
て
、
地
「
わ
け
つ
と
と
請
取
時
、
た
ち
て
よ
し
。

時
に
よ
り
何
共
す
べ
け
れ
共
、
ま
づ
大
が
い
如
此
。
又
入
は
固
「
実
盛

が
弓
手
に
ま
ハ
リ
て
」
乃
躰
を
も
す
。
二
刀
さ
、
れ
た
る
お
も
む
き
お
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も
し
、
く
む
て
い
を
し
お
ち
た
る
躰
を
も
し
、
悉
皆
お
も
む
き
を
す
る

也
。
「
と
む
ら
い
」
に
て
手
を
合
て
入
也
。

「
誓
願
寺
、
後
の
出
た
ち
、
か
ん
ざ
し
に
大
口
小
袖
を
上
二
き
る
。

又
ハ
狩
衣
を
ち
や
く
し
て
も
す
る
也
。

「
湯
屋
、
先
宗
盛
出
候
。
名
乗
て
居
・
し
か
ト
ー
有
て
、
後
次
第
に

て
朝
顔
出
候
。
詠
の
内
に
遊
や
出
候
。
「
草
木
ハ
雨
露
の
め
ぐ
ミ
」
を

云
也
。
狐
朝
顔
、
文
を
渡
す
を
請
取
て
、
ミ
る
や
う
を
し
て
、
「
こ
と

は
る
」
と
云
て
、
遊
や
持
て
参
り
、
宗
盛
文
を
請
取
、
又
遊
や
に
渡
し
、

「
そ
れ
に
て
よ
ミ
候
へ
」
と
い
国
て
、
遊
や
一
人
し
て
よ
む
也
。
今
春

ハ
二
人
し
て
よ
め
り
。
さ
て
後
、
「
な
さ
け
を
人
や
知
」
に
て
、
ゆ
や

酌
と
る
趣
を
扇
に
て
し
て
、
宗
盛
に
酒
参
ら
せ
候
て
い
を
し
て
、
其

ま
国
下
座
へ
行
候
二
、
「
ひ
と
か
な
で
」
と
有
に
舞
也
。
此
舞
に
序
な

し
。
「
御
舞
候
へ
」
と
有
二
、
其
ま
、
舞
也
。
遊
や
、
出
立
ハ
小
袖
に

て
也
。
大
口
な
ど
ち
や
く
す
べ
か
ら
ず
。
舞
の
時
も
其
ま
、
舞
也
。
舞

の
内
に
、
「
な
ふ
ｌ
～
俄
に
村
雨
」
と
云
て
、
短
冊
を
書
也
。
兼
て
袖

に
入
持
て
、
「
ち
る
を
お
し
ま
ぬ
人
や
有
」
と
云
て
、
短
冊
を
取
出
し
、

扇
を
筆
に
て
書
よ
し
を
し
て
、
扇
に
す
へ
て
宗
盛
に
ま
い
ら
す
る
也
。

宗
盛
ハ
短
冊
計
取
て
見
て
よ
む
也
。

「
高
砂
・
角
田
川
・
湯
屋
・
誓
願
寺
・
海
士
・
昭
君
・
松
風
村
雨
・

鵜
羽
・
難
波
梅
・
砧
、
何
モ
世
阿
弥
書
た
る
也
。
惣
別
、
昔
能
乃
吉
ハ

大
概
世
阿
弥
作
也
。

「
は
ち
の
木
、
先
僧
出
候
而
、
宿
を
か
る
・
女
出
る
也
。
後
二
男
出

立
ニ
ハ
｜
そ
く
も
と
ゆ
い
一
一
上
下
に
て
出
る
。
僧
か
へ
る
を
よ
び
返
し

な
ど
し
て
、
は
ち
の
木
を
焼
事
、
「
雪
打
は
ら
い
て
」
に
て
扇
に
て
は

ら
ふ
よ
し
を
し
て
、
能
々
見
ま
ハ
し
、
唄
乃
こ
と
ハ
リ
の
ご
と
く
、
お

ワ
ビ

も
ひ
入
を
し
て
、
「
今
ハ
我
の
ミ
侘
て
す
む
、
家
桜
」
乃
あ
た
り
に
て

小
刀
を
ぬ
き
よ
り
て
、
き
る
也
。
作
物
、
梅
松
桜
た
る
べ
し
。
「
衛
士

乃
焼
火
ハ
御
た
め
な
り
、
よ
く
よ
り
て
」
に
て
扇
に
て
火
を
あ
ほ
ぐ
よ

し
を
す
。
さ
て
中
入
に
て
ハ
、
し
て
も
わ
き
も
み
な
入
也
。
あ
ひ
に
ハ

き
や
う
げ
ん
、
ふ
れ
口
と
し
て
出
候
。
さ
て
、
つ
ぎ
ミ
－
せ
い
―
―
て
西

明
寺
殿
出
る
。
又
お
も
い
だ
さ
る
。
「
あ
ん
ど
を
た
ぴ
け
れ
（
」
に
て

ジ
キ

直
二
経
世
請
取
也
。

「
砧
、
ま
づ
わ
き
あ
し
や
出
候
。
名
乗
、
夕
霧
を
下
し
、
そ
の
ま
国

わ
き
座
二
居
也
。
扱
夕
霧
道
行
う
た
ひ
、
「
都
よ
り
夕
霧
が
参
而
候
ぞ
。

そ
れ
’
１
御
申
候
へ
」
と
有
う
ち
に
、
し
て
女
出
て
、
「
そ
れ
ゑ
ん
わ

う
」
と
云
也
。
し
て
、
出
立
ハ
小
袖
に
て
出
る
。
後
、
砧
ニ
ハ
物
を
な

が
く
ま
き
て
出
し
て
、
つ
ぎ
ミ
桶
乃
う
へ
に
置
也
。
後
女
死
た
る
と
て

入
也
。
さ
て
わ
き
、
狂
言
を
よ
び
、
「
夕
霧
下
し
て
ハ
や
さ
う
も
あ
る

べ
き
か
。
お
そ
し
」
と
て
重
て
又
人
を
下
す
由
を
云
け
る
に
、
き
や
う

け
ん
下
と
て
、
「
是
に
人
の
見
ゑ
た
る
ハ
彼
つ
か
い
か
」
と
い
ひ
、

マ
コ
ト

「
誠
に
御
上
候
に
」
な
ど
科
ひ
と
り
》
」
と
を
い
ひ
て
、
さ
て
「
国
も
と

に
ハ
何
事
か
御
入
候
。
言
語
道
断
、
此
年
ノ
暮
に
も
御
下
有
ま
じ
き
を

き
国
た
ま
ひ
、
む
な
し
く
御
成
け
る
と
や
」
「
中
ｌ
～
の
こ
と
」
国
云

ア
マ
リ

て
、
い
そ
ぎ
の
ぼ
り
此
よ
し
を
申
。
さ
て
、
「
余
不
便
乃
次
第
な
る
間
、

ア
ヅ
サ

梓
に
か
け
て
見
く
し
」
と
あ
る
に
、
狂
一
一
一
一
口
「
御
子
を
尋
参
て
候
」
と
云
・

御
子
な
ど
出
は
せ
ず
。
来
る
躰
迄
也
。
さ
て
、
侍
う
た
い
、
し
て
出
る

也
。
老
女
躰
に
小
袖
に
水
衣
を
き
て
、
左
の
手
に
砧
を
も
ち
、
右
の
手

に
ハ
杖
を
つ
き
出
る
。
大
口
も
不
可
着
。
又
舞
も
な
し
。

Hosei University Repository



4８

「
次
第
之
事
、
次
第
あ
れ
（
又
地
、
其
下
次
第
有
く
し
。
大
臣
な
ど

の
ハ
地
、
次
第
取
テ
、
又
後
二
有
く
し
。
能
ご
と
に
か
や
う
な
る
べ
し
。

女
次
第
、
僧
な
ど
の
次
第
ニ
ハ
ま
こ
と
に
よ
り
地
下
次
第
取
て
、
其

ま
蘭
に
て
名
乗
に
て
も
、
又
何
二
て
も
云
て
よ
き
也
・
い
づ
れ
に
い
づ

れ
の
次
第
に
て
も
あ
れ
、
地
乃
下
次
第
ハ
有
く
し
。
し
て
二
て
も
ワ
き

に
て
も
、
地
と
も
に
二
度
ハ
有
く
し
。
三
度
目
の
次
第
ハ
こ
と
に
よ
る

べ
し
。

「
難
波
梅
、
ば
ち
を
（
舞
に
成
て
ハ
お
き
て
、
扇
に
て
舞
也
。
「
か

へ
り
て
ハ
打
」
な
ど
に
て
も
、
う
た
ず
し
て
観
世
座
に
ハ
仕
候
と
云
云
。

右
條
々
、
観
世
大
夫
元
広
物
語
之
分
、
大
概
書
置
候
。
定
而
相
違
所

候
哉
。

千
時
永
正
年
月
日

一
、
長
俊
説

ヲ
ロ
チ

｜
、
蝉
、
ミ
ー
」
と
ハ
狩
衣
二
て
唐
か
づ
き
物
、
伴
ハ
皆
大
臣
出
立
也
。

作
物
、
家
を
横
長
作
、
楊
貴
妃
乃
作
物
の
や
う
に
、
す
そ
お
く
の
て
い

に
す
べ
し
。
是
ハ
ミ
こ
と
よ
り
ま
づ
出
候
。
ぜ
う
・
う
ば
．
ひ
め
、
三

人
入
て
有
也
。
姫
ハ
中
也
。
中
入
に
い
れ
（
太
鼓
づ
ど
う
に
て
、
あ
ひ

物
出
也
。
た
国
ミ
の
台
を
お
き
て
、
そ
ば
に
ざ
か
ふ
れ
を
を
く
也
。
出

か
へ
り
の
時
、
姫
ハ
か
ん
ざ
し
に
て
こ
し
に
の
せ
、
ミ
こ
と
ハ
は
ん
ぎ

り
に
一
眉
衣
に
て
も
、
又
ハ
た
ざ
も
出
る
。
劔
を
は
く
也
。
供
は
の
け
は

り
ゑ
ぽ
し
・
大
口
・
か
た
ぎ
ぬ
、
武
者
乃
出
立
也
。
又
姫
の
こ
し
か
き

ハ
き
や
う
げ
ん
の
の
ふ
り
き
む
き
也
。
後
お
ろ
ち
二
あ
り
。
「
い
ま
し

た
ち
」
と
ハ
、
御
身
た
ち
と
い
ふ
心
也
。
や
く
し
や
は
八
人
也
。
有

か
国
り
、
口
伝
。

「
昭
君
、
ま
づ
わ
き
出
候
。
名
乗
、
脇
座
に
居
・
｜
聾
に
て
、
ぜ

う
・
う
ば
出
る
。
「
ゑ
ん
と
ん
に
向
て
な
き
い
た
り
」
と
鏡
を
見
て
、

其
ま
魁
ぜ
う
ハ
入
也
。
う
ば
ハ
わ
き
座
に
居
也
。
さ
て
け
う
げ
ん
、
あ

ひ
の
こ
と
を
云
て
、
後
ハ
先
昭
君
出
て
名
乗
て
、
「
か
げ
見
ゑ
ん
」
と

い
ゐ
云
、
わ
き
座
に
居
と
き
、
笛
吹
出
し
て
、
つ
ぎ
ミ
に
て
鬼
出
る
。

は
や
く
吹
也
。
打
也
。
出
た
る
時
、
ま
づ
、
う
ば
、
「
お
そ
る
し
や
鬼

と
や
」
を
云
、
「
た
ま
ふ
ら
ん
」
卜
い
ひ
終
て
、
鬼
、
「
是
ハ
胡
国
」
と

名
乗
。
き
り
に
て
ハ
拍
子
て
が
ら
た
る
べ
し
。
舞
も
な
き
問
、
し
つ
か

い
て
が
ら
に
て
す
る
能
也
。
又
鬼
、
出
は
を
太
鼓
に
て
も
出
る
也
。
常

に
ハ
笛
・
つ
餅
ミ
に
て
よ
き
也
。

「
頼
政
、
先
僧
出
候
。
「
名
所
を
尋
候
べ
き
」
と
有
と
き
、
し
て
ぜ

う
出
る
也
。
其
後
、
出
か
ゑ
り
に
ハ
、
な
が
ぼ
う
し
に
武
者
出
立
也
。

後
に
扇
を
し
き
て
、
扇
を
上
面
乃
か
た
へ
な
し
、
や
が
て
其
扇
を
取
て
、

腹
を
き
る
よ
し
を
す
る
也
。
又
き
り
乃
と
き
、
悉
皆
い
ぐ
さ
躰
を
す
る

也
。「
花
伝
書
、
五
之
巻
迄
は
見
せ
候
。
そ
れ
よ
り
お
く
は
、
よ
の
座
に

有
べ
か
ら
ず
。
世
阿
弥
書
之
、
不
可
有
他
見
旨
、
副
状
有
。
此
相
伝
之

外
、
別
二
本
有
べ
か
ら
ず
。
余
二
あ
ら
（
似
物
た
る
べ
く
候
。
尚
書
二

至
テ
や
き
す
て
に
け
り
と
云
置
た
り
。
観
世
大
夫
も
四
十
歳
之
内
ハ
、

是
を
ひ
ら
き
見
ず
。
四
十
歳
乃
時
、
大
夫
一
人
見
る
迄
な
り
。
観
世
座

之
い
か
や
う
乃
志
有
と
云
共
、
是
を
見
る
事
な
し
。
跡
を
つ
ぎ
候
大
夫

一
人
之
外
見
ず
と
云
云
。

「
翁
乃
事
、
春
日
之
明
神
乃
御
臣
下
と
し
て
、
今
春
あ
ま
く
だ
り
、

神
勅
を
以
六
十
六
番
之
遊
楽
を
か
う
む
り
、
天
下
安
詮
諸
人
快
楽
乃
た
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め
に
是
を
お
こ
な
ふ
。
さ
れ
ば
お
き
な
乃
云
事
、
手
も
ち
足
ふ
ミ
に
い

た
る
ま
で
、
印
真
言
あ
り
。
然
間
、
大
夫
精
進
け
つ
さ
い
の
心
に
て
、

ゾ
ツ
ト

座
に
て
卒
度
袖
ノ
下
に
て
護
身
法
を
お
｝
」
な
ひ
、
其
儀
式
を
は
じ
め
、

ア
イ
ダ

故
に
是
を
秘
し
て
見
せ
ず
。
然
共
、
祈
祷
に
用
間
、
一
ハ
十
一
ハ
番
之
内
、

し
き
三
番
、
人
ミ
る
や
う
に
お
こ
な
ふ
。
さ
れ
ば
、
し
ら
う
と
画
し
て
、

（
し
〉

お
き
な
を
か
く
れ
（
罰
を
か
う
む
る
と
い
へ
り
。
故
二
ら
う
と
に
ハ
い

イ
ッ
ハ
ッ

ふ
事
、
舞
乃
手
本
に
あ
ら
ず
。
偽
て
お
し
ゆ
る
時
ハ
く
る
し
か
ら
ず
。

又
観
世
ハ
伊
賀
乃
服
部
な
る
が
、
春
日
乃
神
勅
に
依
テ
申
楽
と
な
り
、

今
春
二
お
き
な
を
相
伝
二
て
、
是
を
お
こ
な
ふ
。
又
能
ハ
世
阿
弥
、
其

儀
式
を
ハ
じ
め
、
能
と
云
事
を
作
出
す
。
公
方
様
諸
家
に
御
用
有
。
且

ハ
天
下
安
詮
乃
た
め
、
且
ハ
諸
人
快
楽
乃
た
め
、
こ
れ
を
せ
り
。
さ
れ

ハ
ツ

（
マ
マ
）

ば
能
乃
大
事
、
其
法
度
、
観
世
二
有
、
能
に
取
て
ハ
王
た
る
つ
く
、
申

楽
乃
は
じ
め
ハ
今
春
也
。
春
日
明
神
ノ
御
臣
下
と
し
て
あ
ま
く
だ
り
、

お
き
な
を
わ
た
す
間
、
お
き
な
乃
大
事
、
今
春
二
有
く
し
。
故
二
其
法

度
を
お
さ
む
・
然
問
、
神
々
乃
御
前
に
て
、
お
き
な
を
わ
た
し
、
能
を

せ
り
。
面
白
お
も
ふ
ゆ
へ
に
神
も
納
受
ま
し
ま
す
。
是
を
公
方
様
御
覧

じ
、
観
世
御
已
官
二
参
、
御
祈
祷
申
、
御
気
を
な
ぐ
さ
め
申
せ
、
御
神

事
之
時
ハ
御
い
と
ま
給
る
べ
き
と
御
下
知
有
。
そ
れ
よ
り
以
来
、
公
方

様
の
申
楽
と
す
。
故
二
天
下
ニ
あ
ま
ね
く
是
を
せ
り
。
又
金
剛
・
宝
生
、

こ
れ
も
神
勅
の
子
細
有
て
、
二
座
一
一
加
へ
て
四
座
也
。

「
し
て
な
ど
の
ひ
つ
し
づ
ま
り
て
云
と
こ
ろ
な
ど
に
て
、
こ
ゑ
を
か

け
べ
か
ら
ず
。
或
ハ
頓
正
乃
き
り
に
、
「
た
ぎ
つ
な
つ
は
も
の
を
下
知

し
て
い
は
く
」
な
ど
の
や
う
な
る
所
に
て
、
聾
を
か
け
べ
か
ら
ず
。
聾

か
く
れ
（
、
し
て
の
手
が
ら
曲
な
し
。
つ
ぎ
ミ
も
か
や
う
な
る
所
に
て

ハ
、
ひ
つ
し
づ
め
て
唄
を
き
か
す
る
也
。
是
以
可
心
得
也
。

｜
、
難
波
梅
、
し
て
ハ
ぜ
う
。
つ
れ
お
と
こ
・
又
ハ
つ
れ
女
二
て
も
。

中
入
せ
（
、
き
や
う
げ
ん
、
か
ざ
り
太
鼓
を
持
、
づ
ど
う
ｌ
～
に
て
出

候
。
脇
座
乃
上
二
、
し
て
乃
方
へ
む
け
て
を
く
也
。
さ
て
、
あ
ひ
を
云

て
、
い
に
ざ
ま
に
、
「
我
も
人
数
な
り
。
一
役
せ
ん
」
と
て
、
さ
き
へ

天
女
、
次
一
一
し
て
出
ル
。
し
て
ハ
大
口
に
狩
衣
、
鳥
か
ぶ
と
に
て
も
、

唐
か
づ
き
に
て
も
。
面
ハ
悪
ぜ
う
、
又
ハ
悪
男
に
て
も
。
ば
ち
を
は
く
。

だ
ミ
に
し
て
、
わ
き
に
さ
す
。
太
鼓
、
高
砂
な
ど
の
出
は
の
ど
と
く
也
。

天
女
の
舞
、
如
常
。
太
鼓
笛
に
て
ま
ふ
也
。
天
女
乃
舞
ノ
間
、
し
て
ハ

桶
に
こ
し
を
か
け
て
居
也
。
天
女
舞
は
て
図
、
「
梅
が
へ
に
き
い
る
」

と
い
ひ
ノ
ー
、
わ
き
座
に
居
也
。
し
て
、
「
な
け
ど
も
」
を
い
ひ
ノ
ー
、

ば
ち
を
ぬ
き
、
「
こ
け
む
し
て
」
に
て
三
シ
打
て
、
下
よ
り
「
打
な
ら

す
」
と
い
ひ
出
す
。
本
乃
太
鼓
乃
事
、
し
て
乃
打
と
き
、
か
し
ら
を
う

た
ず
。
又
し
て
舞
ミ
て
に
打
は
さ
し
て
、
高
砂
な
ど
の
ご
と
く
に
、

「
あ
ら
お
も
し
る
や
」
と
う
た
は
す
。
太
鼓
乃
打
や
う
、
出
は
も
舞
も

高
砂
に
同
前
也
。

「
融
し
て
、
ま
ヘ
ハ
ぜ
う
、
桶
を
持
て
も
出
る
。
出
か
へ
り
、
か
む

り
に
狩
衣
也
。
小
塩
の
出
立
に
同
じ
。
舞
ハ
序
な
し
に
、
下
よ
り
も
舞

出
す
也
。

｜
、
養
老
ハ
七
月
十
三
日
二
公
方
に
て
御
能
之
時
よ
り
、
か
ミ
ま
よ
り

御
肩
ぴ
ら
を
た
ま
は
り
て
、
座
衆
す
き
と
き
て
ま
い
り
、
其
と
き
乃
わ

き
能
に
さ
だ
ま
り
た
り
。

右
、
此
條
々
、
観
世
弥
次
郎
長
俊
物
語
分
書
置
侯
。
定
而
可
有
相
違

所
候
哉
。
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5０

千
時
永
正
年
月
日

『
観
世
小
次
郎
物
語
、
惟
持
之
理
り
、
江
州
よ
ど
将
軍
と
云
へ
り
。

将
軍
け
い
図
に
ハ
な
き
也
。
弓
矢
乃
名
人
た
る
に
よ
り
て
、
よ
ど
将
軍

と
い
へ
る
。
彼
能
ノ
子
細
ハ
、
信
濃
国
之
戸
隠
山
に
鬼
神
有
て
、
人
を

ほ
ろ
ぼ
す
事
数
を
不
知
。
か
れ
を
退
治
さ
せ
ん
た
め
に
勅
使
有
て
、
内

裏
に
ま
い
り
、
勅
を
う
け
出
給
ふ
と
き
、
惟
持
、
直
垂
之
露
、
ミ
す
に

か
国
り
お
ち
け
り
。
其
時
の
せ
ん
じ
に
、
彼
鬼
神
を
退
治
候
て
、
為
嘉

例
直
垂
之
露
を
不
可
付
と
有
け
る
に
よ
っ
て
、
彼
子
孫
、
ひ
た
嵐
れ
に

露
を
不
付
。
此
子
細
に
よ
る
と
云
へ
り
。
あ
ひ
の
物
ハ
八
幡
之
末
社
武

（
内
）

氏
神
と
い
ひ
て
出
ル
也
・
惟
持
ね
ぶ
り
け
る
に
、
鬼
神
た
ば
か
り
を
知

せ
ん
た
め
に
、
大
菩
薩
の
使
と
し
て
出
ル
也
・

「
風
姿
花
伝
抄
、
是
ハ
序
也
。
此
花
伝
抄
？
別
而
ぬ
き
書
二
仕
也
。

（
態
）
（
其
源
）

（
或
）

そ
れ
申
楽
之
延
年
之
事
能
條
を
尋
る
に
、
花
ハ
仏
在
よ
り
を
こ
り
、

或
ハ
神
代
よ
り
つ
た
は
る
と
い
へ
ど
も
、
時
う
つ
り
世
へ
だ
画
り
ぬ
れ

ば
、
其
風
を
ま
な
ぶ
事
を
よ
び
が
た
し
。
近
比
万
人
乃
翫
所
、
推
古
天

皇
之
御
宇
二
秦
ノ
河
勝
に
仰
て
、
且
ハ
天
下
安
詮
之
た
め
、
且
ハ
諸
人

快
楽
乃
た
め
、
六
十
六
番
ノ
遊
楽
を
な
し
て
申
楽
と
号
せ
し
よ
り
以
来
、

（
か
）

代
々
ノ
人
、
風
月
之
け
い
を
こ
っ
て
、
此
あ
そ
び
乃
中
だ
ち
と
せ
り
。

其
後
、
彼
河
勝
遠
孫
、
此
芸
を
相
続
し
て
、
春
日
・
日
吉
ノ
神
職
た
り
。

（
に
従
ふ
瓢
）

佃
和
州
・
江
州
乃
と
も
が
ら
両
社
之
御
神
事
ゆ
ふ
し
て
、
今
に
さ
か
ん

な
り
。
い
に
し
へ
を
ま
な
び
、
あ
た
ら
し
き
賞
す
る
中
に
も
、
又
全
ク

風
流
を
よ
こ
し
ま
に
す
る
事
な
か
れ
。
た
ず
こ
と
ば
い
や
し
か
ら
ず
し

て
、
姿
ゆ
う
げ
ん
な
ら
ん
を
請
た
る
を
達
者
な
る
人
と
ハ
可
申
哉
。
ま

づ
此
道
に
い
た
ら
ん
と
お
も
は
ん
物
ハ
、
非
道
を
お
こ
な
ふ
く
か
ら
ず
。

凡
若
年
よ
り
以
来
、
見
聞
者
を
よ
ぶ
所
之
稽
古
之
条
々
、
大
概
注
置
之

処
也
。
好
色
・
博
突
・
大
酒
、
三
重
い
ま
し
む
。
是
古
人
之
捷
也
。
稽

古
は
つ
よ
か
れ
。
正
直
は
な
か
れ
と
也
・

「
神
職
妙
伝
抄
風
姿
花
伝
抄

七
歳
第
一
、
十
二
一
一
一
歳
第
一
一
、
十
七
八
歳
第
一
一
一
、
廿
四
五
々
第
四
、
三

十
四
五
々
第
五
、
四
十
四
々
第
六
、
五
十
余
第
七

（
物
）

風
姿
花
伝
抄
第
二
初
覚
条
々

女
躰
・
老
人
躰
・
直
面
躰
・
物
狂
躰
・
法
師
躰
・
修
羅
躰
・
神
躰
・
鬼

躰
霊
｝
罐
・
唐
事

風
姿
花
伝
抄
第
三
問
答
条
々（日
）

問
云
、
抑
申
楽
を
初
二
当
か
。
問
云
、
能
二
序
破
急
。
問
云
、
申
楽
ノ
勝

負
。
問
云
、
能
ノ
ゑ
て
ノ
ー
。
問
云
、
幽
玄
と
つ
よ
き
と
の
心
い
か
ん
。

（
批
判
）

（
れ
）

問
云
、
常
ノ
花
伝
に
も
し
ほ
し
た
る
と
申
事
如
何
ン
。
問
云
、
能
に
花

を
知
ル
ト
云
事
。

風
姿
花
伝
抄
第
四

申
楽
神
代
ノ
初
、
天
照
大
神
、
天
之
岩
戸

風
姿
花
伝
抄
第
五
、
太
儀
云

抑
風
姿
花
伝
条
々
大
方
外
見
を
不
恥
、
子
孫
之
た
め
也
。

千
時
応
永
七
年
腋
卯
月
吉
日

一
、
花
伝
抄
二
有
之
大
和
国
春
日
御
神
事
一
一
し
た
が
ふ
申
楽
四
座
之
事

外
山
遊
崎
坂
戸
円
満
井

江
州
申
楽
三
座
山
し
な
下
さ
か
ひ
ゑ

（
し
）

伊
勢
国
二
座
は
や
か
つ
た
又
今
し
ゆ
ら
一
座
有
之

一
、
山
城
国
之
申
楽
、
新
座
・
本
座
．
ほ
う
じ
や
う
じ
三
座
也
。
新
座
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５１〔翻刻〕「聞書色々』
ハ
河
内
国
之
住
人
、
今
之
長
者
せ
ん
ぞ
。
本
座
ハ
丹
波
ノ
国
之
住
人
、

今
ノ
お
く
や
だ
是
也
。
ほ
う
じ
や
う
じ
、
た
い
て
ん
也
・
此
三
座
と
申

も
住
吉
之
御
神
事
相
随
者
也
。

一
、
し
ほ
れ
た
る
風
躰
色
ミ
ヘ
て
う
つ
ろ
ふ
も
の
ハ
世
の
中
の
人
の

マ
ガ
キ
ア
サ

心
の
花
に
ぞ
有
け
る
う
す
霧
の
雛
の
花
の
朝
し
め
り
秋
ハ
タ
と
誰
か

云
け
ん
、
花
伝
二
有
之
。

一
、
音
曲
出
音
口
伝

一
調
二
気
三
声
、
調
子
を
ば
気
を
も
つ
也
。
吹
物
乃
調
子
を
ね
と
り
て

気
に
あ
ハ
せ
す
ま
し
て
、
目
を
ふ
さ
ぎ
て
息
を
内
へ
ひ
き
て
音
出
バ
こ

は
さ
き
調
子
乃
内
よ
り
出
也
。
調
子
ば
か
り
を
取
て
気
に
も
ち
あ
は
せ

て
音
を
出
せ
（
、
こ
は
さ
き
調
子
に
あ
ふ
事
な
し
。
調
子
を
（
気
に
こ

め
、
こ
ゑ
を
出
す
故
に
一
調
二
気
三
声
と
ハ
定
也
。
又
調
子
を
（
気
に

て
持
、
音
を
（
調
子
に
て
出
す
。
文
字
を
バ
ロ
に
て
わ
か
つ
べ
し
。
文

字
二
も
か
国
ハ
ら
ざ
ら
ん
程
乃
曲
を
（
、
顔
乃
ふ
り
や
う
を
以
あ
い
し

ろ
ふ
く
し
。

｜
、
毛
詩
云

清
ク
発
一
一
於
声
一
一
一
成
に
文
一
一
謂
レ
音

「
音
曲
乃
習
や
う
に
二
色
有
く
し
。
う
た
ふ
人
、
曲
を
心
得
て
、
文

字
う
つ
り
を
（
う
つ
く
し
く
つ
く
る
べ
き
事
一
シ
、
又
う
た
ふ
人
乃
ふ

し
を
つ
け
て
、
文
字
う
つ
り
を
わ
か
つ
事
一
シ
也
・
文
字
に
よ
り
て

（
か
）

か
函
り
成
て
、
五
二
日
た
守
し
く
、
移
り
之
文
字
ぐ
き
り
乃
す
へ
や
う
に
、

き
嵐
よ
く
て
ひ
く
１
１
と
有
や
う
に
、
ふ
し
を
（
付
る
也
。
さ
て
、
這
っ

た
ふ
と
き
ハ
其
曲
を
心
得
分
て
う
た
ヘ
バ
、
曲
乃
う
た
い
や
う
相
応
す

る
所
に
て
、
面
白
キ
感
有
く
し
。
然
（
た
評
ふ
し
の
付
や
う
を
以
う
た

い
は
か
せ
と
す
。
文
字
う
つ
り
の
う
つ
く
し
く
、
す
ミ
に
ご
り
の
曲
に

似
合
た
る
か
、
り
に
ハ
な
る
也
。
ふ
し
ハ
か
た
ち
に
、
か
独
り
ハ
文
字

う
つ
り
、
曲
ハ
心
也
。
お
よ
そ
い
き
も
気
も
お
な
じ
物
、
ふ
し
曲
と
云

も
お
な
じ
物
な
れ
ど
、
う
た
ふ
時
ハ
な
ら
い
や
う
別
也
。

一
、
稽
古
二
云
、
音
を
忘
レ
テ
曲
を
知
し
。
曲
を
わ
す
れ
て
調
子
を
知
し
。

調
子
を
忘
て
拍
子
を
知
し
と
云
へ
り
。
又
音
曲
を
な
ら
ふ
条
々
、
先
文

字
を
其
後
ふ
し
を
き
ハ
む
る
事
、
其
後
曲
を
色
取
事
、
其
後
心
ね
を

以
テ
拍
子
た
り
。

「
初
中
後
、
初
中
後
へ
可
渡
。
一
曲
に
な
ま
る
事
、
ふ
し
な
ま
り
ハ

く
る
し
か
ら
ず
。
文
字
な
ま
り
と
申
ハ
｜
切
文
字
ハ
し
や
う
ち
が
ヘ
バ

な
ま
る
也
。
て
に
は
の
字
の
し
や
う
ハ
い
ひ
な
が
す
こ
と
ば
の
い
き
の

（
よ
｝

な
び
き
に
こ
り
て
、
し
や
う
ち
が
へ
ど
も
、
ふ
し
だ
に
よ
け
れ
ば
く
る

し
か
ら
ず
。
能
々
心
得
分
て
口
伝
す
べ
し
。
て
に
は
の
文
字
乃
て
に
を

か
て
文
字
、
か
や
う
乃
お
は
り
が
な
の
し
や
う
ハ
ち
が
へ
ど
も
、
ふ
し

（
か
か
り
）

乃
か
ら
よ
け
れ
（
く
る
し
か
ら
ず
。
ふ
し
と
申
ハ
大
略
て
に
は
の
文
字

乃
こ
ゑ
也
。
さ
う
じ
て
音
曲
を
（
、
い
ろ
は
よ
ミ
に
ハ
う
た
ハ
ぬ
也
。

真
字
乃
字
の
う
ち
を
い
ひ
て
、
つ
め
ひ
ら
き
を
（
て
に
は
の
字
に
て
色

ど
る
く
し
。

（
闇
）

一
、
口
伝
有
平
上
去
入
四
声
五
音
〈
ロ
羽
有

一
、
声
を
つ
か
ふ
事
、
声
乃
む
き
た
る
時
を
う
し
な
ハ
じ
と
つ
か
ふ
く

し
。
聲
乃
薬
と
申
た
る
も
、
つ
か
い
た
る
後
薬
を
可
呑
。
是
聲
の
よ
く

な
る
相
也
。
こ
へ
っ
か
ふ
事
、
其
聲
乃
む
き
に
よ
る
べ
し
。
又
気
力
に

も
よ
る
べ
し
。
横
乃
｝
」
ヘ
を
ば
た
す
け
て
つ
か
い
、
堅
の
こ
ゑ
を
（
出

し
て
可
遣
。
聲
に
つ
か
ハ
れ
て
よ
き
聲
有
。
音
を
つ
か
い
て
よ
き
こ
ゑ
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5２

有
く
し
。
横
竪
共
二
有
聲
を
相
音
と
ハ
申
也
。
宵
あ
か
つ
き
の
事
、
よ

ひ
ハ
物
数
遣
て
、
暁
ハ
少
し
つ
か
ふ
く
し
。
殊
更
横
の
聲
な
ど
ハ
暁
に

つ
か
ハ
れ
て
、
こ
ゑ
を
い
た
は
り
て
を
さ
め
、
音
を
か
ん
に
つ
か
ふ
く

し
。
返
ノ
ー
聲
乃
む
き
た
る
と
お
も
ハ
ん
時
を
う
し
な
ハ
じ
と
た
し
な

む
べ
し
。

一
、
音
曲
に
祝
言
・
茅
屋
之
聲
乃
わ
か
ち
を
知
る
事
、
呂
律
乃
二
よ
り

出
た
り
。
呂
と
云
ハ
、
祝
春
出
気
ノ
聲
也
。
律
と
ハ
か
な
し
む
入
息
と

云
へ
り
。
根
本
之
心
得
べ
き
や
う
、
如
此
。
祝
言
之
聲
ハ
気
を
て
い
に

し
て
気
二
聾
を
付
て
出
音
也
。
是
つ
よ
き
音
聲
也
。
是
呂
之
聲
の
し
や

う
ね
也
。
気
を
ハ
リ
て
つ
よ
き
聾
ハ
、
い
き
を
出
す
気
に
有
く
し
。
是

呂
ノ
音
、
悦
音
也
。
然
（
祝
言
也
。
茅
屋
之
音
と
云
ハ
、
聾
を
て
い
に

し
て
気
を
ゆ
る
く
持
・
是
や
ハ
ら
か
に
よ
ハ
き
心
也
。
気
を
ゆ
る
く
持

は
、
入
息
之
心
也
。
是
律
ノ
気
あ
は
れ
な
る
し
や
う
ね
也
。
然
者
茅
屋（
る
）

と
名
付
。
さ
る
程
に
、
祝
一
一
一
戸
之
聲
に
ハ
気
を
は
る
故
二
て
う
し
の
か
り

曲
有
。
茅
屋
ハ
気
を
ゆ
る
く
持
故
二
、
調
子
さ
が
る
曲
有
。
心
得
く
し
。

｜
、
音
曲
に
曲
舞
と
一
だ
う
よ
り
出
た
る
故
也
。
た
ず
音
曲
ニ
ハ
黒

白
ノ
替
目
有
。
然
（
文
字
二
も
曲
二
も
舞
を
そ
へ
た
り
。
惣
名
音
曲
と
云
、

曲
舞
と
い
ひ
た
る
を
以
、
別
の
曲
有
と
ハ
可
知
。
此
替
目
二
云
ハ
曲
舞

ハ
拍
子
が
て
い
に
持
也
。
た
ご
う
た
い
ハ
こ
ゑ
が
て
い
持
て
、
拍
子
を

（
横
二
そ
へ
た
り
。
然
者
曲
舞
ハ
拍
子
が
て
い
を
持
故
に
、
曲
と
云
文

字
に
曲
と
そ
へ
た
り
。
さ
る
程
に
曲
舞
と
い
へ
り
。
た
ち
て
う
た
ふ
べ

き
也
。
風
躰
よ
り
出
た
る
音
聲
也
。
然
者
音
ハ
各
別
之
事
に
て
、
曲
舞

ハ
曲
舞
ノ
た
う
ト
ー
に
て
、
あ
ま
ね
く
う
た
ふ
事
ハ
な
か
り
し
を
、
近

来
曲
舞
を
や
ハ
ら
げ
て
、
こ
う
た
ぶ
し
を
ま
じ
へ
て
う
た
ヘ
バ
、
こ
と

ｆ
～
く
面
白
く
き
こ
ゆ
る
故
二
、
曲
舞
乃
か
、
り
第
一
之
も
て
遊
び
と

な
れ
り
。
是
ハ
伯
父
申
楽
ノ
能
二
曲
舞
を
う
た
ひ
出
し
た
り
し
に
よ
り

て
、
此
曲
あ
ま
ね
く
も
て
あ
そ
び
し
も
、
し
ら
ひ
げ
の
曲
舞
の
曲
、
最

初
也
。
さ
る
ほ
ど
に
曲
舞
に
か
魁
り
の
曲
二
は
大
和
音
曲
と
申
つ
け
た

り
。
さ
る
ほ
ど
に
、
曲
舞
ぶ
し
の
こ
わ
き
を
や
わ
ら
げ
て
、
こ
う
た
ぶ

ヒ
ト

し
に
成
行
所
、
曲
舞
少
づ
国
ち
が
ふ
事
有
。
人
し
ら
ず
。
曲
舞
二
も
う

こ
う
た
に
も

た
ふ
ふ
し
の
曲
ま
じ
り
、
上
期
上
牛
る
曲
舞
が
鷺
り
有
。
然
共
、
面
白
か

ん
用
な
れ
（
、
こ
れ
を
ひ
が
事
と
ハ
申
ぬ
也
。
さ
り
な
が
ら
、
此
わ
か

ち
め
を
し
ら
ざ
れ
バ
、
ミ
ち
を
こ
と
ハ
る
べ
き
導
師
た
へ
た
る
べ
き
に

成
べ
き
事
、
本
意
を
そ
む
き
け
り
。
抑
曲
舞
・
た
Ｆ
音
曲
わ
か
ち
め
と

云
々
曲
舞
ハ
拍
子
を
て
い
に
う
た
ふ
曲
な
れ
ば
文
字
を
拍
子
が
持
也
。

も
つ
に
よ
り
て
、
文
字
も
句
う
つ
り
も
か
る
し
。
又
拍
子
に
ひ
か
る
閲

に
よ
り
て
、
と
こ
ろ
，
ｒ
～
な
ま
る
し
や
う
有
。
な
ま
れ
ど
も
、
ひ
と

｛
ね
）

か
砥
り
に
き
こ
へ
て
面
白
風
情
有
。
是
拍
子
ノ
面
白
し
や
う
し
乃
ま
じ

（
な
ま
）

る
に
よ
り
て
、
少
一
」
ハ
る
所
も
一
躰
之
か
、
り
に
き
こ
ゆ
也
。
是
を
曲

舞
が
餌
り
の
風
躰
と
す
。
た
守
詠
と
申
ハ
拍
子
二
て
か
ざ
る
に
も
な
く
、

た
ぎ
有
乃
ま
国
に
う
た
ふ
故
一
一
、
文
字
し
や
う
ま
ぎ
れ
ず
。
さ
る
ほ
ど

に
、
音
曲
乃
ず
い
の
ふ
あ
ら
ハ
れ
て
、
さ
し
ご
と
、
た
評
こ
と
ば
よ
り

し
て
、
一
旬
一
曲
に
至
る
ま
で
も
、
耳
を
す
ま
し
、
心
を
し
づ
め
て
う

た
ふ
人
も
、
又
聞
人
も
お
な
じ
心
、
一
曲
乃
感
一
一
応
ず
。
則
是
た
ず
し

き
か
ん
也
。
タ
ヤ
シ

毛
詩
云
正
一
一
得
失
一
動
一
｝
天
地
｜
感
一
一
ム
鬼
神
一
首
近
一
一
於
詩
一

か
く
い
へ
る
も
此
感
也
。
然
者
正
感
あ
る
故
二
得
失
を
あ
ら
ハ
す
。
身

を
お
ど
ろ
か
す
か
ん
を
、
天
地
を
お
ど
ろ
か
す
と
云
・
か
た
き
を
や
ハ
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５３〔翻刻〕『聞書色々』
ら
ぐ
る
と
こ
ろ
を
鬼
神
も
感
ぜ
し
む
る
と
云
へ
り
。
然
間
、
誠
乃
精
風

を
あ
ら
ハ
す
故
二
、
文
字
も
句
う
つ
り
も
し
や
う
也
。
其
内
に
上
手
の

わ
ざ
と
云
ハ
、
此
し
や
う
を
よ
く
色
ど
る
也
。
し
や
う
ハ
無
紋
也
。
然

共
上
手
と
申
ハ
、
此
紋
乃
位
よ
り
無
色
の
も
ん
、
お
の
づ
か
ら
出
キ
よ

く
す
。
是
を
音
あ
や
を
な
す
と
云
へ
り
。
曲
ハ
あ
ら
ハ
し
た
る
紋
な
れ

モ
ン
ア
ヤ

（
妙
）

（
、
有
紋
を
綾
也
。
立
日
ハ
無
色
な
る
に
綾
を
な
せ
る
所
、
是
上
手
之
口

（
所
）

二
日
な
る
べ
し
。
無
紋
之
綾
也
。
此
位
を
妙
取
と
申
也
。
此
条
々
、
世
阿

弥
心
曲
ノ
所
及
私
二
書
之
也
。
外
見
不
可
有
者
也
。

応
永
廿
六
年
六
月
吉
日

「
観
世
生
一
大
夫
伝
之
事
、
｜
、
簡
用
口
之
内
之
事
、
舌
乃
あ
つ
か

い
唇
事
、
ひ
ら
く
事
に
ハ
よ
く
ひ
ら
き
、
あ
は
す
る
事
に
ハ
よ
く
合
。

ひ
ろ
ぐ
こ
と
に
ハ
よ
く
ひ
ら
く
が
よ
し
と
て
、
ざ
の
ミ
ひ
ら
き
過
た
る

ハ
わ
る
か
る
く
し
。

一
、
祝
言
、
此
心
を
以
う
た
ふ
也
。
一
、
幽
同
心
也
。
｜
、
恋
慕
同
心

也
。
「
哀
傷
同
心
也
。

「
蘭
曲
、
是
も
っ
ぱ
ら
の
曲
也
。
我
が
て
ほ
ど
う
た
ふ
也
。
是
五
音

た
り
。
祝
言
に
は
目
出
度
心
を
以
う
た
ふ
く
し
。
又
其
外
残
四
シ
も
、

其
心
を
う
た
ふ
く
し
。

（
マ
マ
）

｜
、
抑
申
楽
ゑ
ん
こ
と
わ
ざ
、
神
代
仏
在
所
よ
り
伝
ル
。
其
か
れ
い
を

以
推
古
天
皇
乃
御
字
に
聖
徳
太
子
・
秦
河
勝
、
此
道
を
お
こ
し
、
も
り

や
が
せ
め
を
の
が
れ
給
ふ
。
其
後
遠
孫
、
此
道
を
相
続
、
六
十
六
番
之

ゆ
ふ
ゑ
ん
を
お
こ
し
、
且
ハ
天
下
安
詮
、
且
ハ
諸
人
快
楽
の
た
め
に
此

道
を
お
こ
せ
り
。
故
二
神
事
に
申
楽
な
く
て
ハ
叶
ま
じ
き
子
細
也
。

「
凡
能
と
い
つ
ば
、
仏
神
乃
め
ぐ
ミ
叶
う
。
其
こ
と
は
り
、
い
ざ
な

ぎ
．
い
ざ
な
ミ
の
み
こ
と
よ
り
以
来
、
日
本
乃
有
様
を
悉
く
一
日
之

能
に
あ
ら
ハ
し
た
り
。
凡
見
聞
及
プ
所
乃
趣
、
た
し
か
に
書
侍
り
。

グ

ー
、
申
楽
を
せ
ん
と
て
ハ
、
楽
屋
入
を
し
て
、
ま
へ
を
打
ま
ハ
し
、
い

ま
だ
物
見
も
見
へ
ず
、
用
意
す
る
て
い
、
是
則
人
間
生
し
は
じ
め
也
。

い
ま
だ
胎
内
二
有
ふ
ぜ
い
な
り
。
其
後
ま
く
上
テ
、
座
つ
け
の
て
い
、

是
生
る
所
也
。
お
き
な
と
い
つ
ば
、
釈
尊
出
世
の
は
じ
め
、
仏
法
を
ひ

ろ
め
給
ふ
姿
也
。
其
後
わ
き
能
ト
い
つ
パ
、
是
神
也
。
則
祝
言
も
っ
ぱ

ら
と
す
る
。
三
番
に
修
羅
を
す
る
事
、
劔
を
以
代
を
治
る
始
め
な
れ
（
、

丘
〈
具
を
帯
し
、
修
羅
と
名
付
也
。
三
番
之
舞
と
い
つ
パ
、
世
上
ミ
な
色

に
ふ
け
り
、
香
に
め
で
る
事
な
れ
ば
、
幽
玄
を
専
と
す
。
舞
と
い
つ
ば
、

面
白
キ
所
本
意
な
れ
ば
、
此
故
に
是
を
用
る
。
さ
る
程
に
一
時
乃
け
う

に
千
年
の
命
を
延
と
云
事
有
。
四
番
に
ぎ
り
と
い
つ
ば
、
是
又
世
上
ハ

仁
義
礼
智
信
、
五
常
と
専
と
す
れ
ば
、
儀
理
を
本
と
す
。
五
番
に
鬼
を

す
る
事
、
人
間
ハ
皆
生
（
死
に
か
へ
る
理
リ
な
れ
ば
、
菱
に
て
地
獄
を

あ
ら
ハ
す
。
則
五
道
六
道
是
也
。
か
や
う
乃
事
を
以
テ
、
神
慮
の
内
し

や
う
に
も
叶
ィ
、
五
す
い
三
ね
つ
の
く
る
し
ミ
を
わ
す
れ
給
ふ
故
二
、

神
事
・
法
事
二
申
楽
な
く
て
ハ
か
な
ハ
ず
。
殊
更
魔
性
物
正
直
を
本
と

す
れ
（
、
か
や
う
の
お
も
し
ろ
き
理
り
を
見
聞
て
、
障
擬
を
な
す
事
な

（
マ
マ
）

し
。
此
故
二
、
祈
祷
神
事
に
申
楽
す
る
事
ハ
ん
也
・
か
や
う
の
理
に
心

得
分
て
能
を
せ
ん
ず
る
人
ハ
必
々
仏
果
を
ゑ
ん
事
う
た
が
い
な
し
。
見

る
人
も
か
や
う
乃
心
い
は
れ
を
心
得
分
、
見
物
せ
ん
ニ
ハ
な
ど
か
ハ
う

た
が
い
有
べ
き
。
た
と
へ
心
得
な
し
と
て
も
、
見
る
内
の
一
劫
は
の
が

る
べ
し
。
能
々
得
法
す
べ
し
。

【
ノ
ー

一
躰
一

一
、
わ
き
し
て
乃
風
の
事
、
是
ハ
風
躰
不
定
と
い
へ
ど
も
、
大
方
聞
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5４

及
所
、
如
此
也
。

［
ハ
コ
レ
ハ
コ
ト
ニ
］

一
力
ラ
］

一
、
大
臣
乃
も
や
う
之
事
、
殊
二
是
ハ
大
事
也
。
先
其
主
乃
か
、
り
わ

ろ
く
て
も
見
ら
れ
ず
。
い
か
に
も
ｌ
～
ゆ
ふ
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ
う
な
る
ふ

［
タ
シ
ナ
ム
ヘ
シ
ー

ー
ノ
キ
ヤ
ウ
］

う
て
い
を
、
い
し
ゃ
う
ゑ
も
ん
、
い
か
に
も
ノ
ー
つ
く
ろ
う
べ
し
。

［
こ
の
一
一
宇
な
し
］

腰
ひ
ざ
す
ぐ
に
か
ぎ
ま
ず
し
て
、
こ
や
う
二
な
き
や
う
ニ
す
べ
し
。

［
サ
テ
］
［
な
し
］

さ
し
次
第
を
と
ら
ん
と
て
其
つ
れ
に
む
か
ひ
て
、
鱸
而
次
第
を
可
取

［
ヤ
カ
テ
ム
キ
］

も
や
う
す
べ
か
ら
ず
。
さ
て
正
面
に
む
か
い
、
名
乗
く
し
。
袖
を
つ
く

［
フ
ウ
テ
イ
］

【
大
砺
山
一

ろ
い
よ
し
。
ふ
り
を
す
る
事
、
す
べ
て
嫌
事
也
。
い
か
に
も
じ
ん

じ
ゃ
う
に
、
な
り
を
も
、
こ
と
ば
を
も
、
た
し
な
む
べ
し
。
物
の
く
ら

ひ
に
よ
る
べ
き
な
れ
ど
も
、
大
方
大
臣
ハ
幽
げ
ん
王
尋
常
を
本
意
と

【
ア
イ
テ
モ
】

［
ア
イ
｜
こ

す
べ
き
也
。
さ
て
、
し
て
に
向
て
、
や
ハ
ら
か
に
、
し
て
の
し
よ
き

【
こ
の
一
文
な
し

や
う
に
た
ち
ど
こ
ろ
を
も
た
つ
べ
し
。
か
や
う
乃
事
を
（
知
た
る
人
に

【一プ】
で
」
の
六
字
な
し
］

一
命
を
出
し
て
可
尋
。
詞
を
い
か
う
か
し
お
ど
す
や
う
に
、
あ
ら
ん
こ

【
力
ヤ
ウ
ノ
風
躰
］

【
ノ
］

と
な
か
れ
・
如
此
二
ふ
う
て
い
を
い
か
に
も
た
し
な
む
べ
し
。
一
局
持

一
ナ
ト
モ
一

【
ョ
ク
ノ
ー
］

【
以
下
三
行
な
し
一

や
う
大
事
也
。
人
二
尋
て
、
い
か
に
も
た
し
な
む
べ
し
。
人
に
習
事
を

（
は
づ
か
し
き
と
お
も
ふ
心
有
べ
か
ら
ず
。
然
者
、
芸
能
あ
る
ま
じ
き
、

か
な
ハ
ぬ
所
人
に
見
す
る
事
、
後
に
上
手
に
成
る
べ
き
第
一
也
。

｛
ノ
］

【
能
ニ
ョ
リ
一

一
、
僧
法
師
、
是
又
一
躰
者
也
。
さ
り
な
が
ら
、
う
た
い
の
ふ
し

【
ヘ
ロ
ン
］

【
マ
タ
ワ
】

に
よ
り
て
、
し
や
う
か
ハ
る
也
・
大
方
諸
国
一
見
、
一
所
不
住
な
ど

［
テ
］
（
こ
の
一
一
宇
な
し
］

ハ
、
是
ハ
い
か
に
も
お
も
い
入
た
る
躰
に
し
て
、
修
行
乃
心
を
本

［
キ
也
一

と
す
べ
し
、
詞
や
ハ
ら
か
に
お
も
ひ
入
、
か
ん
用
な
る
べ
し
。
又

【
イ
ン
シ
ユ
］

一
所
の
別
当
な
ど
熟
一
室
ハ
、
常
の
法
師
よ
り
か
ハ
る
べ
し
。
お
も
ひ
入

【
カ
ル
ア
ル
一

一
ヲ
ハ
ソ
ク
キ
】

一
ミ
チ
ウ
タ
イ
］

も
少
か
ハ
る
ぺ
し
。
少
者
俗
儀
な
る
や
う
に
す
べ
き
也
。
様
躰
な
ど

一
ナ
リ
］

［
噸
ト
モ
ナ
リ
］

も
、
其
心
得
可
有
。
能
々
田
○
案
な
く
て
ハ
難
義
事
也
。

「
或
ハ
舟
人
、
又
ハ
商
人
な
ど
の
事
、
是
ハ
よ
の
つ
れ
あ
る
ふ
う
て

い
、
簡
要
也
。
去
な
が
ら
、
物
ま
ね
な
り
共
、
あ
ま
り
い
や
し
き
事
々

［
ワ
］

［
こ
の
一

有
べ
か
ら
ず
。
心
い
や
し
く
て
、
詞
ハ
つ
れ
な
る
べ
し
。
き
ハ
め
て

文
な
し
一

大
事
也
。

［
ワ
】

（
な
し
一

一
、
唐
ノ
事
、
是
又
一
躰
乃
事
な
れ
（
、
詞
な
ど
ニ
の
せ
が
た

［
サ
リ
ナ
カ
ラ
ー

【
一
二
［
イ
ャ
ウ
ナ
ル
風
躰
シ
カ
ル
ヘ
シ
］
［
ハ
ー

し
。
出
立
を
本
と
す
べ
し
。
乍
去
、
何
な
れ
ど
も
と
て
、

［
ア
ル
マ
シ
キ
ナ
レ
ト
モ
一

一
ト
テ
ワ

い
や
う
に
て
よ
き
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
、
か
ら
や
う
に
し
て
も
、
こ
と

］
［
ス
カ
タ
マ
タ
ワ
イ
ヤ
ウ
ナ
ル
ー

ば
に
せ
ら
れ
ず
。
姿
ハ
い
し
ゃ
う
な
り
。
風
躰
を
ま
な
べ
（
、
す
な
ハ

ち
余
所
目
、
唐
や
う
ニ
ミ
ゆ
る
也
。
此
意
得
、
何
之
方
へ
も
わ
た
る

【
ヘ
キ
力

く
し
。
学
文
し
た
ら
ん
人
に
能
々
可
尋
。

【
ィ
ツ
レ
モ
ー

ー
、
山
伏
、
又
ハ
物
を
い
の
り
な
ど
す
る
事
、
何
な
れ
ど
も
、
物
ま
ね

一
ア
マ
リ
｝

な
れ
（
ふ
る
ま
い
さ
や
う
に
こ
と
ト
ー
敷
風
躰
不
可
然
。
簡
要
ハ
思
ひ

入
に
よ
り
、
則
も
の
ノ
ー
し
き
ふ
ぜ
い
も
ミ
ゆ
べ
き
か
。
い
か
に
上
二

【
ス
シ
テ
ハ
］

ハ
い
き
わ
う
と
も
、
心
に
す
ハ
所
詮
有
べ
か
ら
ず
。
能
々
思
案
有
べ

［
こ
の
四
字
な
し
］

｜
ハ
］

き
也
。
野
二
一
万
ク
、
う
す
霧
乃
ま
が
き
の
花
の
あ
さ
し
め
り
秋
の
夕
と

【
ア
ル
ヘ
シ
］

い
か
で
い
ふ
ら
ん
。
是
を
能
々
思
案
す
べ
き
物
也
。

［
サ
ル
カ
ク
ー
［
ハ
］

｜
、
夜
乃
能
之
事
、
是
も
一
躰
也
。
夜
る
之
事
な
れ
（
、
い
か
ほ
ど

［
な
し
｝

［
ス
ヘ
キ
］

も
は
な
や
か
な
る
躰
、
能
な
ど
に
も
、
さ
ら
め
き
た
る
を
す
る
也
。
し

や
う
ぞ
く
も
色
有
を
本
と
す
べ
し
。

［
ラ
ナ
ト
一

一
、
こ
と
な
ど
出
来
た
る
後
に
す
る
能
之
事
、
か
つ
ノ
ー
、
又
舞
事
、

［
ス
ヘ
ー
ア
］

▽
］
一
能
］

是
を
す
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
も
さ
い
と
し
た
る
事
を
す
べ
し
。

「
鬼
を
し
て
、
後
か
づ
ら
を
す
る
事
、
大
事
成
く
し
。
鬼
乃
心
悉
皆

こ
し
ひ
乱
イ
モ
］
俄
に
女
二
な
ら
ん
事
、
大
事
也
・
心
を
も
さ
や
う
一
一
せ
ん

事
、
大
事
也
。
能
々
可
心
得
。
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５５〔翻刻〕『聞書色々』
『
つ
れ
物
之
事
、
大
事
也
。
つ
れ
大
臣
ハ
道
う
た
い
二
つ
く
所
を
も
、

一
モ
一

一
ム
ク
所
ヲ
二

つ
守
ミ
打
の
方
へ
む
く
べ
か
ら
ず
。
正
面
へ
も
む
く
べ
か
ら
ず
。

本
大
臣
ば
か
り
に
さ
や
う
の
所
を
ば
さ
す
べ
し
。

［
キ
］

一
、
つ
れ
お
と
こ
の
事
、
｜
聾
ハ
て
国
、
後
や
が
て
鼓
打
乃
前
へ
行
て
、

一
ヲ
一
］

ぜ
う
と
む
か
ひ
て
、
式
」
し
ご
ゑ
同
音
に
い
ふ
ぺ
し
。
う
た
い
過
て
、

７
～
］
［
セ
ウ
一

一
こ
の
二
字
な
し
｝

艫
而
、
し
て
の
右
へ
行
也
。
式
」
て
、
論
議
は
み
な
色
な
る
べ
し
。

［
イ
イ
瓢
］
【
ツ
ッ
ミ
ウ
チ
ノ
］

い
た
と
過
て
上
へ
行
く
し
。

［
ノ
ヤ
ウ
ノ
一

一
サ
ル
カ
ク
ー

ー
、
出
立
之
事
、
女
わ
き
乃
事
、
能
二
か
胴
り
ぎ
ぬ
を
き
て
ま
ふ
事

一
マ
イ
衣
ヲ
キ
ヘ
シ
一

一
キ
ヘ
シ
】

有
べ
か
ら
ず
。
不
然
者
小
袖
今
と
き
る
べ
し
。
ち
や
う
け
ん
ハ
こ

と
に
よ
り
て
く
る
し
か
る
ま
じ
。
舞
ぎ
ぬ
を
き
て
打
こ
む
手
、
あ
る
ま

［
な
し
】

じ
き
事
也
。
小
袖
Ｊ
も
同
事
也
。

ヱ
フ
卯
一

一
、
打
杖
之
事
、
長
サ
、
こ
し
か
か
と
姦
肺
リ
カ
助
勺
べ
禅
」
・
か
せ
づ
え
ハ
ち

一
ナ
ル
ヘ
シ
］

の
と
お
り
な
り
。

［
ノ
キ
リ
テ
ー

【
モ
ツ
ヨ
ク
］

｜
、
盛
久
、
太
刀
と
ｈ
ソ
之
事
、
是
ハ
い
か
に
ｊ
ｂ
詞
を
以
曲
を
い
ひ
て
、

【
ス
へ
シ

太
刀
を
（
ひ
き
ぐ
お
と
し
、
所
を
（
人
に
と
ふ
く
し
。

ツ
キ

ー
ノ
］

（
キ
】
ワ
キ
ノ
ー
ュ

｜
、
座
付
之
次
第
之
事
、
大
夫
、
次
ハ
ひ
た
、
れ
を
着
、
其
次
ニ
ハ

［
こ
の
一
一
宇
な
し
］

で
の
四
字
な
し
一

先
笛
、
次
二
つ
薮
ミ
打
役
者
、
い
づ
れ
も
可
出
。
三
」
て
な
お
り
て
、

ヲ
後

［
ヤ
］

先
護
身
法
を
す
べ
し
。
其
・
印
す
べ
し
。
貴
」
せ
う
の
事
も
き
や
う
ミ
や

［
ワ
ス
マ
シ
キ
也
一

［
テ
］

う
二
な
き
や
う
二
、
気
」
て
箱
ノ
を
魁
と
き
笛
を
待
く
し
。
大
夫
ハ
五
位

［
ナ
リ
］

一
モ
ノ
】

乃
く
ら
い
な
る
べ
し
。
さ
て
若
キ
た
ち
て
箱
を
お
さ
む
る
事
、
右
之

手
を
下
よ
り
ま
ハ
し
、
箱
ノ
緒
を
取
、
上
へ
あ
げ
て
む
す
紺
地
、
上

［｜ナー

［
コ
シ
テ
収
率
一

百
卜
］

【
テ
ニ
ノ
セ
ー
ニ

よ
り
黄
）
し
お
ろ
し
て
有
ま
じ
き
也
。
持
て
入
や
う
、
か
た
に
の
せ
、

【
イ
カ
ッ
ニ
ア
ル
］

な
腕
ｊ
く
～
と
入
く
し
・
色
々
な
る
事
、
悪
き
也
・

【
タ
ク
シ
】

一
、
舞
ノ
五
段
込
郭
シ
堺
一
戸
ハ
、
か
づ
ら
、
又
ぜ
う
な
る
べ
し
・
そ

【
な
し
】

れ
ｊ
Ｄ
能
に
よ
る
べ
し
。
神
舞
ハ
大
か
た
、
破
よ
り
と
舞
と
云
也
。
是

一
ヲ
一

劃
ｂ
能
に
よ
る
べ
し
。
五
段
と
云
ハ
先
袖
を
つ
く
ろ
い
、
舞
出
す
所
、
序

【
ア
フ
キ
ヲ
ヒ
ラ
ク
所
一

一
ヒ
タ
リ
エ
渡
］
【
ミ
キ
エ
ウ
ケ
ト
ル
、
足

也
。
是
一
ッ
。
右
へ
請
取
、
是
一
ッ
。
お
ニ
ご
む
る
、
是
一
・

一
。
ヲ
サ
ム
ル
、
是
一
ナ
リ
】
［
な
し
］

【一℃一

此
分
能
々
心
得
べ
１
し
。
又
扇
を
ひ
ら
き
て
、
舞
出
し

た
り
と
も
、
心
得
ヘ
ハ
五
段
に
合
く
し
。

鼓
か

一
、
つ
ぎ
ミ
打
、
見
所
之
事
、
大
破
ハ
右
ノ
ぶ
た
い
の
す
ミ
に
有
。
小

つ
ぎ
ミ
ハ
正
面
の
中
に
あ
り
。
｜
、
楽
屋
入
し
て
、
い
ま
だ
見
物
衆
な

ど
も
し
づ
ま
ら
ず
、
ざ
し
き
な
ど
も
か
た
ま
ら
ぬ
一
一
出
る
事
有
べ
か
ら

ず
。
見
物
衆
し
づ
ま
り
て
、
場
も
し
づ
か
に
成
、
見
物
衆
楽
屋
を
見
る

程
な
る
時
二
、
能
々
い
き
を
調
て
可
出
也
。

［
ソ
ウ
ワ
ウ
ヘ
ウ
ハ
ン
］

｜
、
四
季
之
調
子
之
事
、

春
ハ
愛
調
、
夏
ハ
黄
鐘
、
秋
ハ

ー
ナ
リ
ー

平
調
、
冬
ハ
盤
渉
、
土
用
ハ
ー
巨
越
調
。

永
正
八
年
月
日
観
世
生
一
大
夫
能
次

「
長
俊
説
、
能
ノ
仕
様
之
事
、
右
二
し
る
す
と
い
へ
共
、
差
二
又
委
書

之
。
昭
君
ノ
事
、
わ
き
出
て
名
乗
、
脇
座
二
居
也
。
｜
聾
に
て
、
ぜ
う
、

は
う
き
を
持
、
う
ば
出
也
。
う
た
い
こ
と
ば
に
云
終
て
、
「
え
ん
と
ん

に
向
て
な
き
い
た
り
」
に
て
、
ぜ
う
鏡
を
は
っ
た
と
見
て
、
鏡
の
前
ニ

イ
ル

居
也
。
其
時
う
ば
ハ
わ
き
座
へ
行
居
也
。
ぜ
う
居
間
、
つ
薮
ミ
ー
聾
に

て
入
ル
。
其
ま
国
昭
君
出
ま
で
、
つ
ぎ
ミ
｜
聲
な
り
。
或
ハ
菱
に
て
き

や
う
げ
ん
、
あ
ひ
の
こ
と
を
も
云
也
。
昭
君
出
、
名
乗
、
「
か
餅
み
ゑ

ん
と
ん
」
い
ひ
ノ
ー
～
、
わ
き
座
に
居
時
、
つ
ぎ
ミ
に
て
鬼
出
る
。
笛
も

拍
子
二
か
固
り
、
つ
ぎ
ミ
は
や
く
打
、
吹
。
一
聾
た
り
。
鬼
ハ
は
し
り

也
。
ま
づ
、
う
ば
、
「
お
そ
る
し
や
、
鬼
と
や
」
を
云
終
て
、
鬼
、
「
是

ハ
胡
国
ノ
え
び
す
」
と
名
乗
、
「
を
そ
れ
給
ふ
も
あ
ら
道
理
や
」
、
こ
、
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5６

寛
永
三
年
山
科
乃
新
藤
か
い
こ
将
駕
二
条
被
成
御
幸
時
之
也

も
る
こ
し
た
う
た
い
の
し
ゅ
ん
し
う
ハ
、
ま
つ
り
ご
と
を
天
下
一
一
ほ
ど

（
が
）

こ
し
、
わ
う
て
う
北
山
之
行
幸
ハ
、
名
を
こ
う
だ
い
に
っ
た
へ
た
恥
リ
。

ま
し
て
や
今
ハ
と
く
た
い
あ
つ
き
こ
と
、
重
陽
に
さ
け
る
菊
の
露
つ
も

（
は
力
）

に
て
太
鼓
一
二
か
し
ら
に
て
も
。
又
ハ
わ
や
し
あ
げ
、
「
お
ど
ろ
を
い

た
ぎ
く
」
と
、
地
同
音
に
あ
ぐ
る
。
「
た
守
昭
君
」
に
て
太
鼓
打
納
。

舞
も
な
く
、
て
が
ら
に
て
す
る
能
也
。
「
立
て
も
居
て
も
」
に
て
、
ひ

ざ
を
く
ミ
、
鏡
を
見
る
也
。
又
鬼
出
ハ
、
太
鼓
に
て
も
。
つ
れ
ハ
笛
鼓

斗
二
て
も
出
る
也
。
此
昭
君
、
右
二
書
た
り
と
い
へ
ど
も
、
こ
と
た
ら

ざ
る
間
、
重
而
書
之
。
長
俊
物
語
条
々
也
。

｜
、
三
井
寺
、
観
世
が
鱈
り
、
能
之
事
、
先
女
出
候
。
さ
し
う
た
い
し

（
鏑
）

て
、
楽
屋
へ
入
テ
、
し
や
う
ぞ
／
、
を
仕
か
へ
く
し
。
其
後
、
鏡
を
出
す
。

し
も
く
に
ハ
太
鼓
乃
ば
ち
な
ど
を
し
て
、
帯
を
緒
に
し
、
わ
き
座
乃
う

へ
に
し
も
く
を
右
二
な
し
、
正
面
よ
り
は
、
し
も
く
左
乃
心
也
。
さ
て
、

わ
き
出
テ
、
女
出
く
し
。
か
ね
を
つ
く
こ
と
、
「
諸
行
無
常
」
な
ど
に

て
ハ
つ
く
よ
し
ま
で
に
て
、
「
百
八
煩
悩
」
之
時
、
こ
す
拍
子
ニ
ニ
ッ

つ
く
也
。
た
と
へ
ば
、
「
百
八
煩
悩
」
如
此
也
。
今
春
が
鱈
り
に
ハ
、

し
も
く
を
正
面
に
な
し
て
つ
く
と
き
、
下
座
よ
り
ひ
き
て
つ
く
也
。

｜
、
昭
君
乃
太
鼓
は
、
「
お
そ
れ
た
ま
ふ
も
あ
ら
道
理
や
」
し
て
也
・

『
太
鼓
乃
筒
、
つ
き
筒
よ
し
。
け
や
け
、
よ
き
也
。
し
ら
べ
穴
之
事
、

い
に
し
ヘ
ハ
十
二
有
。
近
年
ハ
太
鼓
ち
ゐ
さ
く
す
る
故
に
十
明
て
よ
き

也
・
筒
ニ
ハ
風
返
し
有
く
し
。
寸
法
別
紙
二
有
之
。

右
条
々
可
秘
々
々

秀
忠
（
花
押
）

一断平勝下双鳧黄鷲盤神上
越金調絶無調鐘鐘鐘昼渉仙無

っ
て
、
か
ね
て
い
く
代
の
ふ
ち
あ
ら
ハ
し
、
せ
ィ
ゐ
ん
乃
し
げ
き
こ
と
、

四
シ
乃
時
か
は
ら
ぬ
ま
つ
の
い
る
ふ
か
く
、
猶
も
千
年
の
秋
を
し
る
、

古
今
に
た
ぐ
い
な
き
君
が
代
の
、
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や

か
い
こ

宗
佐
作
之

豊
前
宇
佐
―
―
て

そ
れ
一
天
四
海
を
て
ら
す
日
の
影
ハ
、
四
王
寺
乃
ミ
ね
に
く
も
り
な
く
、

和
光
同
塵
乃
神
カ
ハ
、
を
ぐ
ら
の
山
も
く
ら
か
ら
ず
。
然
（
八
幡
乃
御

ゴ
コ
ク
レ
イ
ゲ
ン
イ
リ
キ
ジ
ン
ヅ
ウ
ダ
イ
ジ
ザ
イ
ワ
ウ
ポ
サ
ッ

託
｛
且
に
も
、
我
名
を
（
護
国
雷
亟
験
威
力
神
通
大
自
在
王
菩
薩
と
申
奉
る

べ
き
と
な
り
。
さ
れ
ば
御
武
運
長
久
国
土
安
全
な
る
べ
き
、
御
神
慮
ま

こ
と
に
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や

上 下

〈
Ｂ
五
音
下
〉
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５７〔翻刻〕『聞書色々」

「
１
蘭
曲
是
ハ
各
別
乃
曲
聞
也
異
上
ノ
何
共
寄
性
位
也
大
か
た

｛
朱
衡
）

・
論
譲
叩
云
ハ
曲
付
の
ま
、
に
て
具
行
も
あ
る
へ
し
直
実
ハ
ひ
と

中
庸
之
為
徳
也
り
音
曲
也
其
故
ハ
当
座
の
気
伝
に
よ
り
て
な
に
と
も

其
主
突
牟
寄
竝
也
祝
幽
恋
哀
の
四
音
に
は
な
れ
て
又
四
音
に
わ

た
り
曲
道
有
口
伝
有
是
既
に
師
家
乃
位
な
る
へ
し

（
朱
宵
）

し
ね
ん
こ
し
亡
夫
曲
帷
濁
Ⅵ
挫
髄
紅
惣
昆
鯉
榴
艫
岬
勢
一

１
夫
一
代
乃
け
う
法
乢
五
し
斤
畷
飛
経
烈
偲
Ⅶ
》
”
而
撚
Ⅶ
〉
け
う
外
を
わ

【
れ
］
（
朱
替
〉
只
野
也
此
聾
位
無
上
大
事
有

か
た
り
た
り
・
五
し
と
は
け
ど
ん
・
あ
ご
ん
は
う
と
う
は
ん
に
や
ほ
つ

け
ね
は
ん
四
け
う
と
ハ
こ
れ
・
ざ
う
つ
う
へ
ち
ゑ
ん
た
り
・
し
や
か
け

う
し
ゆ
乃
ひ
ざ
う
を
う
け
五
さ
う
さ
う
じ
ん
の
む
ね
を
ひ
ら
き
し
よ
り

此
か
た
・
誰
か
仏
法
を
そ
う
き
や
う
せ
さ
ら
ん
．
只
詞
我
ハ
も
と
い
ん

と
ん
こ
く
乃
た
ミ
也
こ
乃
う
ち
に
ほ
う
か
い
し
や
と
い
ふ
家
あ
り
・
き

ん
か
い
を
か
き
と
し
て
あ
し
き
友
を
ハ
ち
か
つ
け
す
．
ざ
れ
ハ
か
く
身

を
す
て
は
て
ハ
し
つ
か
な
る
を
友
と
し
・
ひ
ん
を
ら
く
と
す
へ
き
い
ん

［
た
う
一

と
ん
の
す
ミ
か
．
せ
ん
か
ん
の
窓
こ
そ
の
そ
む
所
な
れ
共
下
・
た
画
し

山
に
入
て
も
な
を
心
の
水
の
ミ
な
か
ミ
ハ
も
と
め
か
た
ふ
・
い
ち
に
ま

し
は
り
て
も
お
な
し
な
か
れ
の
水
な
ら
ハ
し
ん
に
よ
の
月
な
と
か
す
ま

さ
ら
ん
・
た
、
こ
と
葉
か
や
う
に
お
も
ひ
し
よ
り
し
ね
ん
心
え
．
い
ま
は
山

ふ
か
き
す
ミ
か
を
い
て
か
国
る
物
狂
と
也
・
野
く
ハ
ら
く
の
ち
り
に
ま

し
ほ
る
寄

寄

し
は
り
・
ノ
ー
か
く
か
乃
波
に
も
す
そ
を
ぬ
ら
し
．
万
民
に
・
お
も
て

急
切
（
異
本
「
懇
切
」
）
廷

を
さ
ら
す
も
う
ら
ミ
な
ら
す
・
ほ
う
の
た
め
な
れ
は
身
を
す
つ
る
吹
風

し
ほ
る
寄

乃
さ
む
き
山
と
て
入
月
に
ゆ
ひ
を
さ
し
て
も
と
め
か
た
き
は
つ
な
か
ぬ

月
日
な
り
け
り
や
ノ
ー

・
く
ず
の
は
か
ま
・
亡
夫
曲
・
作
書
・
但
眼

【
し
】

指
聾
１
１
神
ち
よ
く
に
し
た
か
ひ
て
ち
け
ん
け
う
を
ひ
ら
け
ハ
．
な
に

ｊ
く
～
彼
大
内
臣
つ
れ
の
ふ
の
き
や
う
・
す
き
に
し
九
月
十
三
日
に
・
す

［』７］

ミ
よ
し
に
ま
川
ソ
て
候
・
下
い
せ
物
か
た
ｈ
ソ
乃
ふ
し
ん
を
を
し
へ
て
た
へ

と
志
給
し
に
．
今
日
ハ
な
に
お
ふ
秋
乃
二
夜
な
れ
は
う
ミ
乃
お
も
ま
ん

ｊ
く
～
と
あ
き
ら
か
に
し
て
・
松
の
か
せ
い
そ
へ
乃
波
を
か
た
ら
ふ
な
れ

【
ナ
シ
］

は
・
心
そ
ら
に
あ
／
、
か
れ
て
下
野
四
所
明
神
を
し
ゅ
ん
れ
い
し
・
つ
ｈ
ソ

殿
に
い
て
衝
・
月
を
な
か
む
る
と
こ
ろ
に
こ
因
に
け
し
か
る
老
お
う
こ

寄

つ
せ
ん
と
い
て
き
た
川
ソ
・
其
す
か
た
を
ミ
る
に
さ
う
せ
つ
か
し
ら
に
か

一
と
一

芸
ご
な
て
ひ
ん
は
つ
に
く
ろ
き
す
ち
な
し
は
ら
う
ひ
た
ひ
に
た
国
ん
て
め

【
よ
］

ん
は
う
し
き
川
ソ
に
し
は
め
ｈ
ソ
く
ハ
う
き
や
う
と
ま
か
ふ
ら
た
か
に
し
ゆ

［
、
し
ろ
］

【
の
］

（
朱
街
）

る
に
し
て
み
に
く
る
し
き
す
い
か
ん
ふ
る
く
あ
か
ミ
は
て
た
る
に
／
、

堵
風
ヲ
見
聞
在
之
也

【
さ
］

ず
の
は
か
ま
の
こ
面
か
し
こ
や
ふ
れ
そ
ん
し
た
胸
リ
け
る
に
き
ひ
色
の
た

て
ゑ
ほ
し
を
ミ
、
乃
き
は
に
ひ
き
い
れ
う
そ
ふ
き
月
に
む
か
ヘ
ハ
・
せ

｛
へ
一

正

い
し
つ
乃
ゆ
う
ｊ
く
～
た
う
Ｃ
を
あ
け
て
ハ
き
ち
ん
う
に
は
れ
て
う
ゐ
乃
か

ん
ｌ
く
～
た
る
を
く
た
き
て
う
ん
て
ん
は
ん
に
お
さ
ま
る
せ
う
に
こ
れ
を

あ
や
し
め
て
こ
の
物
か
た
り
乃
ふ
し
ん
を
せ
う
ｊ
く
～
尋
ぬ
れ
は
こ
の
お

廷

き
な
は
も
な
き
口
を
ひ
ろ
ら
か
に
打
ゑ
ミ
て
上
い
き
し
」
よ
た
ひ
め
ん
の

し
ば
る

は
し
め
に
．
い
せ
も
の
か
た
り
の
ふ
し
ん
を
く
れ
Ｉ
く
、
、
と
か
た
ら
ハ
ん

ナ
し
ほ
る

与
り
］

は
か
つ
う
ハ
空
お
そ
る
し
や
か
つ
う
ハ
道
の
れ
か
し
な
川
ソ
と
て
さ
う
な

く
い
は
さ
り
け
り
と
や
い
ざ
や
い
せ
の
神
か
き
こ
へ
け
ん
あ
と
を
た
つ

【
す
］

ね
ん
ひ
す
る
所
乃
こ
と
の
は
は
ｊ
く
～
か
す
ｊ
く
～
な
り
と
申
と
ｊ
ｂ
こ
と

に
は
衝
か
り
お
ほ
き
ハ
な
れ
に
し
人
の
ミ
や
う
し
な
り
そ
も
ミ
や
う

［
『
や
、
］

し
の
し
と
ハ
何
こ
と
を
申
た
り
け
る
そ
１
１
か
す
』
く
～
あ
り
し
そ
の

中
に
取
分
十
二
人
也
１
－
十
一
一
人
も
一
一
一
人
も
わ
れ
ハ
ま
っ
た
く
し
ら
ぬ
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5８
【
も
】

也
第
一
は
ん
ハ
た
れ
や
ら
ん
１
１
あ
た
な
ｈ
ソ
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
さ
く

廷

ら
は
な
１
１
と
し
に
ま
れ
な
る
人
も
ま
ち
け
り
、
～
こ
の
う
た
の
ぬ
し

（
は
】

延
詮
義

を
ん
人
ま
つ
女
と
か
き
た
胴
ソ
し
を
１
き
の
あ
り
つ
れ
か
む
す
め
と

あ
ら
は
す
ハ
せ
う
か
ひ
か
事
１
１
さ
て
其
後
ハ
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
の
せ

き
や
乃
ま
き
は
し
ら
１
た
つ
名
も
く
や
し
お
も
ひ
く
ち
な
ん
と
恋
し

し
ほ
る

に
し
せ
し
を
は
１
～
も
の
や
ミ
の
１
１
女
と
か
き
た
り
し
を
１
１
大

内
こ
ん
は
せ
尖
と
の
き
や
う
の
む
す
め
と
あ
ら
は
す
せ
う
か
ひ
か
事
か
・

同

け
に
や
す
ミ
よ
し
の
松
の
老
木
の
く
ち
か
ま
し
や
物
一
一
一
口
し
け
る
お
き
な

し
ほ
る

也
な
を
ｊ
ｂ
な
か
ゐ
せ
ん
す
ち
な
き
こ
と
や
ゆ
ふ
く
れ
の
・
月
も
ろ
と

も
に
す
ミ
よ
し
の
松
の
葉
末
に
す
か
り
て
つ
も
り
の
う
ら
に
か
へ
り
け

、
ソ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ・
野
守

十

指
聾
へ
～
是
に
出
た
る
老
人
ハ
此
春
、
口
乃
に
と
し
を
へ
て
山
に
も
通
ひ
さ

と
に
も
行
の
も
り
の
お
き
な
に
て
候
也
・
あ
り
か
た
や
し
ひ
万
行
乃
春

の
色
ミ
か
さ
の
や
ま
に
の
と
か
に
て
・
五
ち
う
ゆ
い
し
き
の
秋
乃

【
ま
】

風
下
・
春
日
の
里
に
を
と
つ
れ
て
．
こ
と
に
ち
か
ひ
Ｊ
Ｄ
す
ぐ
な
る
や
神

主
［
ナ
シ
］

の
宮
ち
に
ゆ
き
か
へ
ｈ
ソ
は
こ
ふ
あ
ゆ
ミ
も
つ
ｊ
じ
る
老
の
さ
か
ゆ
く
御
影

た
の
む
也
・
下
野
も
ろ
こ
し
ま
て
も
き
こ
へ
あ
る
此
ミ
や
寺
乃
名
そ
た

か
き
・
上
む
か
し
な
か
丸
か
；
く
、
わ
か
日
の
本
を
お
も
ひ
や
り
・
あ

ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
ミ
る
と
な
か
め
け
ん
ミ
か
さ
の
山
か
け
の
月
か

も
．
そ
れ
は
・
ミ
や
う
し
ゆ
し
う
の
月
な
れ
や
・
こ
国
は
な
ら
の
都
の

【
こ
］
主

は
る
ｎ
口
の
と
け
き
け
し
き
哉
ｊ
く
～

．
よ
る
ほ
う
し
節
曲
舞

し
ほ
る

し
ほ
る
主

上
序
１
１
夫
仏
同
ロ
西
天
乃
雲
に
か
く
れ
・
し
そ
ん
乃
し
ゆ
つ
せ
ま
た
は
る

か
三
へ
乃
あ
か
つ
き
い
ま
た
也
・
サ
シ
聾
し
か
る
に
ち
う
げ
ん
に
お
ゐ
て

【
に
と
】

な
心
を
の
は
め
ま
し
・
こ
塾
に
よ
て
上
く
う
太
子
・
こ
つ
か
を
あ
ら

た
め
万
民
を
し
へ
て
仏
法
る
ふ
の
世
と
な
し
て
あ
ま
れ
き
め
く
ミ
を
ひ

【
を
］

ろ
め
給
ふ
・
す
な
は
ち
当
寺
乃
御
こ
ん
り
う
あ
て
は
し
め
て
そ
う
に
乃

す
か
た
を
あ
ら
は
し
四
天
王
寺
と
名
付
給
ふ
・
蝋
こ
ん
た
う
乃
御
本

ナ

そ
ん
ハ
・
女
意
り
ん
の
仏
そ
う
く
せ
観
幸
日
と
も
申
と
か
太
子
乃
御
ぜ
ん

じ
ゃ
う
四
た
ん
こ
く
の
し
げ
ん
じ
に
て
わ
た
ら
せ
給
ゆ
へ
．
し
ゆ
つ
け

の
ぶ
つ
ぞ
う
に
お
う
し
つ
掴
・
今
し
ち
い
き
に
い
た
る
ま
て
．
…
仏

延

法
さ
い
し
よ
の
御
本
尊
と
あ
ら
ハ
れ
給
ふ
御
い
く
わ
う
乃
ま
こ
と
な
る

寄

か
な
や
ま
つ
せ
さ
う
お
う
乃
御
ち
か
ひ
し
か
れ
は
当
寺
乃
仏
か
く
の
・

御
作
乃
し
な
’
～
も
し
や
く
せ
ん
だ
ん
の
れ
い
ほ
く
に
て
・
た
う
ば
の

き
ん
ほ
う
に
至
る
ま
て
ゑ
ん
ふ
ん
た
こ
ん
な
る
と
か
や
上
・
万
代
に
す

め
る
か
め
井
乃
水
ま
て
も
・
ミ
な
か
ミ
き
よ
し
西
天
の
む
ね
ち
の
・

し
ほ
る

し
ほ
る

ち
す
い
を
う
け
つ
き
て
・
な
か
れ
久
し
き
よ
麓
ま
て
も
五
ち
よ
く
の
・

廷

人
間
を
ご
「
ち
ひ
き
て
．
さ
い
ど
の
舟
を
も
よ
す
る
な
る
な
に
は
の
寺
の

し
ほ
る

か
ね
の
こ
ゑ
・
｝
」
と
か
ら
，
１
１
に
ひ
画
き
鷲
て
・
あ
ま
ね
き
ち
か
ひ
ミ

ち
し
ほ
の
．
を
し
て
る
海
山
も
み
な
成
仏
の
す
か
た
也

・
奇
う
ら
元
雅
曲

サ
ン
聾
↑
こ
れ
は
伊
せ
の
国
二
見
の
う
ら
の
み
こ
に
て
候
・
そ
れ
寄
ハ
天

地
ひ
ら
け
は
し
ま
り
し
よ
り
・
い
ん
や
う
の
二
神
。
あ
ま
の
ち
ま
た

に
下
行
合
の
ざ
よ
の
た
ま
く
ら
む
す
ひ
さ
た
め
し
・
よ
を
ま
も
り
く
に

を
お
さ
め
て
．
い
ま
も
た
え
せ
ぬ
妙
文
也
・
無
う
ら
と
は
せ
た
ま
へ

や
・
上
寄
う
ら
と
は
せ
給
へ
や
上
・
神
風
や
い
せ
の
は
ま
お
き
名
を
か

し
ほ
る

へ
て
・
‘
ｌ
～
よ
し
と
い
ふ
も
あ
し
と
云
も
お
な
し
草
な
り
と
き
く
物
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５９〔翻刻〕『聞書色々」
（
腱
本
「
悪
切
」
）
一
一
二

を
・
所
ハ
い
せ
の
み
こ
な
い
ソ
と
な
に
は
の
と
も
と
ひ
給
へ
人
心
ひ
け

ハ
ひ
か
る
画
あ
つ
さ
弓
い
せ
や
ひ
う
か
の
こ
と
も
と
ひ
給
へ
ノ
ー

．
あ
り
と
を
し

横
野
懸

指
聾
１
１
せ
う
し
や
う
乃
よ
る
乃
雨
し
き
り
に
ふ
っ
て
遠
寺
の
鐘
聲
も
き

［
Ｃ
ｘ
－

こ
ふ
ら
す
な
に
と
な
く
宮
寺
な
と
ハ
ー
」
ん
や
の
か
ね
乃
聲
御

｛
朱
恋
）
嵐
吹
と
を
山
も
と
の
む
ら
か
し
は
た
か
軒
は
よ
り
雪
は
ら
ふ
ら
ん

た
心
聾

と
う
の
ひ
か
り
な
と
に
こ
そ
神
ぺ
ご
ひ
心
も
す
ミ
わ
た
る
に
し
や
と
う
を

［
・
え
｝

見
れ
は
と
も
し
ひ
ｊ
、
な
く
す
国
し
め
の
聾
も
き
こ
ふ
ら
す
神
ハ
き
ね
か

な
ら
は
し
と
こ
そ
申
に
ミ
や
も
り
ひ
と
り
も
み
え
ぬ
こ
と
よ
よ
し
ｊ
く
～

御
と
う
ハ
く
ら
く
と
も
和
光
乃
か
け
ハ
よ
』
、
く
も
ら
し
あ
ら
ふ
さ
た
の

宮
も
り
と
も
や
・
下
あ
ま
く
も
の
立
か
さ
な
れ
る
よ
は
な
れ
は
あ
り
と

【
ほ
し
｝

引
と
も
お
ｊ
ｂ
ふ
へ
き
か
ハ
と
あ
ら
お
も
し
ろ
の
御
寄
や
下
研
を
よ
そ
奇

に
ハ
六
義
あ
り
こ
れ
六
道
乃
ち
ま
た
に
ざ
た
め
お
い
て
六
乃
色
を
ミ
す

【
上
】

し
ほ
る

る
也
ざ
れ
ハ
和
寄
の
こ
と
わ
ざ
ハ
ノ
く
～
神
代
よ
り
も
は
し
ま
ｈ
ソ
い

し
ほ
る
［
あ
れ
し
】

ま
人
倫
に
あ
ま
ね
く
た
れ
か
こ
れ
を
ほ
め
共
ご
ら
ん
中
に
も
つ
ら
ゆ
き
ハ

御
書
所
を
う
け
給
は
り
て
い
に
し
へ
い
ま
ま
て
乃
う
た
の
し
な
を
え
ら

ミ
て
よ
る
こ
ひ
を
の
へ
し
君
か
代
乃
す
ぐ
な
る
道
を
あ
ら
は
せ
り
・
下

一
を
］

を
よ
そ
ｊ
ｂ
っ
て
ミ
れ
ハ
う
た
の
心
す
な
ほ
な
る
ハ
こ
れ
も
て
わ
た
く

し
な
し
・
人
代
に
を
よ
ん
て
は
な
は
た
お
こ
る
ふ
う
そ
く
の
・
ち
ゃ
う

か
た
ん
か
せ
ん
と
う
こ
ん
ほ
ん
の
た
く
い
是
也
さ
っ
て
ハ
｜
に
あ
ら
さ

廷

れ
は
け
ん
川
ソ
う
や
う
や
く
茂
る
木
の
は
な
の
う
ち
の
う
ぐ
ひ
す
又
あ
き

の
せ
み
の
き
ん
の
こ
ゑ
い
つ
れ
か
和
寄
の
か
す
な
ら
ぬ
さ
れ
は
い
ま
の

う
た
わ
か
よ
こ
し
ま
を
な
さ
風
れ
は
・
な
と
か
ハ
神
も
あ
は
れ
ミ
の
心

を
う
く
る
ミ
や
人
は
上
か
国
る
き
と
く
に
・
あ
ふ
さ
か
の
関
の
し
水
に

し
ば
る

か
け
見
ゆ
る
月
毛
乃
此
こ
ま
を
ひ
き
た
て
見
れ
は
ふ
し
き
や
な
．
ｊ
、
と

廷

の
こ
と
く
に
あ
よ
ミ
ゆ
く
．
ゑ
つ
て
う
な
ん
し
に
す
を
か
け
こ
は
ほ
く

ふ
う
に
い
は
へ
た
り
・
奇
に
や
ハ
ら
く
か
ミ
心
た
れ
か
し
ん
り
よ
の
ま

こ
と
を
あ
ふ
か
ざ
る
へ
き

実
盛

指
聾
、
～
せ
い
が
は
る
か
に
き
こ
ゆ
こ
う
ん
の
う
へ
し
や
う
し
ゆ
ら
い
か

う
す
落
日
の
ま
へ
あ
ら
あ
り
か
た
や
け
ふ
も
又
し
う
ん
を
立
そ

や
・
只
聾
鐘
乃
音
念
仏
の
こ
ゑ
き
こ
え
候
さ
た
め
て
ち
ゃ
う
も
ん
の
き

せ
ん
く
ん
し
ゆ
な
る
ら
ん
・
さ
な
き
た
に
た
ち
ゐ
く
る
し
き
お
ひ
乃
な

ミ
の
よ
り
も
つ
か
す
は
ち
や
う
し
ゆ
の
庭
に
・
よ
そ
な
か
ら
も
や
ち
や

１
【
ｒ
】

う
ｊ
じ
ん
せ
ん
．
｜
念
せ
う
ミ
や
う
の
．
こ
ゑ
の
う
ち
に
ハ
せ
つ
し
ゆ

の
光
明
く
も
ら
れ
と
も
ら
う
か
ん
の
つ
う
ろ
な
を
も
て
あ
き
ら
か
な
ら

す
よ
し
ｊ
く
～
す
こ
し
ハ
を
そ
く
と
も
こ
、
を
さ
る
事
と
を
か
る
ま
し
や

な
む
あ
ミ
た
仏
、
Ｉ
い
か
に
ぜ
う
殿
こ
の
ほ
と
聴
聞
に
ま
い
り
候
へ
と
も

御
身
の
す
か
た
を
ミ
る
人
な
し
．
誰
に
む
か
ひ
て
こ
と
は
を
か
は
す
そ

と
ミ
な
人
申
あ
へ
り
い
か
な
る
人
そ
名
乗
給
へ
こ
れ
ハ
お
も
ひ
も
よ

ら
ぬ
こ
と
を
承
候
物
か
な
も
と
よ
り
所
ハ
あ
ま
さ
か
る
・
ひ
な
人
な
れ

（
粉
〉

は
人
か
ま
し
く
候
ハ
ん
も
あ
ら
ハ
こ
そ
な
の
り
ｊ
、
せ
め
・
た
興
聖
人
乃

く
う
）
（
異
本
「
う
か
」
と

御
下
向
・
す
な
は
ち
弥
陀
の
ら
い
か
う
な
れ
ハ
・
か
‐
し
こ
こ
そ
な
か

傍
紀
）

い
き
し
て
此
せ
う
ミ
や
う
の
時
節
に
あ
ふ
事
下
ま
う
き
の
ふ
ほ
く
う
し
」

ん
け
の
は
な
ま
ち
え
た
る
心
地
し
て
・
老
乃
さ
い
は
い
身
に
こ
え
。
よ

る
こ
ひ
の
涙
た
も
と
に
あ
ま
る
・
さ
れ
は
身
な
か
ら
安
楽
国
に
む
ま

る
国
か
と
む
ひ
乃
く
ハ
ん
き
を
な
す
と
こ
ろ
に
．
り
ん
ゑ
ま
う
し
う
の

ゑ
ん
ふ
の
名
を
。
又
あ
ら
た
め
て
な
の
ら
ん
事
口
お
し
く
こ
そ
候
へ
と

よ
・
研
し
の
は
ら
の
草
葉
の
露
の
お
き
な
さ
ひ
・
ノ
ー
人
な
と
か
め
そ
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6０
延
し
ほ
る

ナ

か
り
そ
め
に
あ
ら
は
れ
出
た
る
さ
ね
ｊ
ｐ
り
か
名
を
よ
そ
に
し
ら
せ
ん
ハ

な
き
よ
か
た
り
も
は
つ
か
し
と
て
・
御
前
を
た
ち
さ
り
て
・
ゆ
く
か
と

ミ
れ
ハ
し
の
は
ら
の
池
の
ほ
と
り
に
て
姿
は
ま
ほ
ろ
し
と
な
り
て
う
せ

に
け
り
ノ
ー

・
高
野
節
曲
舞
・
元
雅
曲

し
ば
る

上
聲
へ
１
．
抑
此
た
か
の
さ
ん
と
申
ハ
・
へ
い
し
ゃ
う
を
ざ
て
じ
は
く
り
・

き
や
う
り
を
は
な
れ
て
む
に
ん
し
や
う
・
サ
シ
コ
ヱ
然
は
末
世
乃
い
ん
所

と
し
て
・
け
つ
か
い
し
や
う
人
！
～
の
た
う
ち
や
う
た
り
中
に
も
こ
の
さ

ん
こ
の
松
ハ
・
大
同
二
年
乃
御
き
て
う
い
せ
ん
に
。
わ
か
・
法
し
や
う

【
の
］

し
ゆ
ゑ
ん
ま
ん
乃
地
し
る
し
に
の
こ
り
と
、
ま
れ
と
て
・
共
ど
ん
こ
を

な
け
さ
せ
給
ひ
し
に
ひ
か
り
と
；
Ｄ
に
と
ひ
き
た
り
こ
の
松
か
え
の
こ

す
ゑ
に
と
固
ま
る
し
か
れ
は
諸
木
の
中
に
も
分
て
松
に
と
固
ま
る
そ
の

た
め
し
千
代
万
代
の
末
か
け
て
ひ
さ
し
か
れ
と
の
御
ほ
う
へ
ん
・
く
は

正

し
く
き
う
き
に
あ
ら
は
れ
た
加
ソ
・
節
曲
舞
さ
れ
は
に
や
・
し
ん
と
ぴ
や
う

【
ナ
シ
一

と
う
の
松
風
ハ
八
よ
う
の
ミ
ね
を
．
し
つ
か
に
ふ
き
わ
た
ぃ
ソ
ほ
つ
し
や

う
・
す
い
え
ん
の
月
の
か
け
ハ
や
つ
の
た
に
鷺
く
も
ら
す
し
て
．
ま
こ

廷

と
に
一
二
光
の
あ
か
月
を
ま
つ
心
也
・
し
か
れ
は
そ
く
し
ん
成
仏
の
さ
う

持
切

を
あ
ら
は
１
」
・
に
う
ち
や
う
の
地
を
し
め
し
つ
餌
・
し
ん
Ｊ
く
～
た
る
・

お
く
院
・
深
山
か
ら
す
の
聲
さ
ひ
て
ひ
く
は
ら
く
よ
う
の
ら
ん
ふ
う
ま

延

て
・
無
常
く
は
ん
ね
ん
の
よ
そ
ほ
ひ
是
と
て
ｊ
、
．
又
じ
ゃ
う
ぢ
う
の
か

い
し
ゃ
う
ぶ
つ
た
う
ゑ
ん
か
く
の
さ
う
を
あ
ら
は
せ
り
上
過
聾
し
か
れ
ハ

廷

と
き
う
つ
り
こ
と
さ
る
や
・
四
季
お
り
ｊ
く
～
の
お
の
つ
か
ら
・
く
ハ
う

し
ほ
る

し
ほ
る

し
ほ
る

い
ん
お
し
む
へ
し
．
時
人
を
ま
た
ぺ
こ
る
に
．
き
せ
ん
の
・
く
ん
し
ゆ

乃
雲
か
す
ミ
か
固
る
た
か
の
、
や
ま
ふ
か
ミ
・
谷
ミ
ね
の
風
し
や
う
ら

し
ほ
る

く
の
夢
さ
め
。
法
の
せ
う
ミ
や
う
妙
音
の
心
耳
に
の
こ
り
ミ
ち
ｊ
く
～

て
．
と
な
へ
お
こ
な
ふ
も
ん
ほ
う
の
．
こ
ゑ
ハ
た
か
の
に
て
し
つ
か
な

る
れ
い
ち
な
る
へ
し

・
た
へ
ま

Ｌ
ほ
る

一
耶
一

上
序
、
Ｉ
そ
も
ｊ
く
～
此
た
へ
ま
の
ま
ん
た
ら
と
申
ハ
・
仁
王
四
十
七
代

し
ほ
る

乃
御
門
・
は
い
た
い
て
ん
わ
う
の
御
宇
か
し
」
よ
・
横
萩
乃
右
大
臣
し
」
よ

な
り
と
申
し
人
・
指
聲
其
御
そ
く
ち
よ
ち
う
じ
ゃ
う
ひ
め
。
こ
の
や
ま

に
こ
も
り
給
ひ
つ
画
・
せ
う
さ
ん
じ
や
う
と
き
や
う
・
下
毎
日
と
く

じ
ゆ
し
給
ひ
し
か
心
中
に
ち
か
ひ
た
ま
ふ
や
う
・
ね
か
わ
く
ハ
し
や
う

し
ん
の
ミ
た
ら
い
か
う
あ
て
．
わ
れ
に
お
か
ま
れ
お
は
し
ま
せ
と
二

心
ふ
ら
ん
に
観
念
し
給
ふ
・
し
か
ら
す
ハ
ひ
つ
ミ
や
う
を
こ
と
し
て
・

こ
の
さ
う
あ
ん
を
い
て
し
と
ち
か
っ
て
．
｜
か
う
に
念
仏
さ
ん
ま
い
の

フ
ク

ち
や
う
に
入
給
ふ
節
曲
舞
・
所
ハ
山
か
け
の
松
吹
か
せ
も
す
、
し
く
て
・

さ
な
か
ら
夏
を
忘
れ
水
の
．
を
と
も
た
え
ｊ
く
～
の
心
耳
を
す
ま
す
よ
ｊ
Ｄ

主

す
か
ら
・
せ
う
ミ
や
う
ぐ
ハ
ん
ね
ん
乃
床
の
う
へ
・
茎
ご
せ
ん
・
ゑ
ん
月

の
ま
と
の
う
ち
れ
う
ｊ
く
～
と
あ
る
お
り
ふ
し
に
．
－
人
の
老
人
の
こ
つ

せ
ん
と
き
た
り
た
園
す
め
・
り
こ
れ
ハ
い
か
な
る
人
や
ら
ん
と
．
た
つ
ね

き
せ
給
ひ
し
に
ら
う
に
こ
た
へ
て
の
た
ま
は
く
．
た
れ
と
ハ
な
と
や
を

ろ
か
也
よ
へ
は
こ
そ
き
た
り
た
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
ほ
と
に
中
将
姫

は
あ
き
れ
つ
国
・
上
逝
聾
わ
れ
ハ
た
れ
を
か
よ
ふ
こ
と
り
・
た
つ
き
も
し

延
し
ほ
る

ら
ぬ
山
中
に
聾
た
つ
フ
Ｃ
こ
と
国
て
ハ
な
む
あ
ミ
た
ふ
の
と
な
へ
な
ら
て

［
又
】

み
た
し
ｊ
Ｄ
な
き
も
の
を
と
こ
た
へ
さ
せ
給
ひ
し
に
．
そ
れ
こ
そ
わ
か

な
国
れ
こ
ゑ
を
し
る
へ
に
き
た
れ
り
と
・
の
た
ま
ヘ
ハ
ひ
め
君
も
さ
て

し
ほ
る

ハ
此
願
し
や
う
し
ゆ
し
て
し
や
う
１
」
ん
の
弥
陀
如
来
・
け
に
ら
い
か
う
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〔翻刻〕『聞書色々」6１
の
し
せ
つ
よ
と
か
ん
る
い
き
も
に
め
い
し
つ
嵐
き
ら
い
の
御
袖
も
し
ほ

る
ハ
か
り
に
見
え
給
ふ

．
あ
っ
た
．
亀
阿
曲

サ
シ
聾
↑
抑
当
社
と
申
は
．
け
い
か
う
第
三
乃
王
子
御
名
ハ
や
ま
と
た
け

乃
み
こ
と
地
神
五
代
に
は
て
ん
し
や
う
大
神
乃
御
て
い
下
す
き
の
お
の

【
ナ
シ
】

み
こ
と
・
い
つ
も
乃
く
に
閲
あ
と
を
た
れ
し
は
ら
く
宮
ゐ
し
給
へ

（》」〉

り
サ
シ
｝
」
塾
に
ひ
の
川
上
に
て
い
と
く
す
る
聾
あ
り
・
下
み
こ
と
い
た
り

て
見
給
ヘ
ハ
老
人
父
母
か
中
に
少
女
を
い
た
き
て
な
き
ゐ
た
り
是
ハ
い

か
に
と
た
つ
ぬ
れ
は
鬮
舞
・
老
人
こ
た
へ
申
や
う
我
ハ
て
な
つ
ち
あ
し

寄

な
つ
ち
む
す
め
を
い
な
た
ひ
め
と
云
も
の
に
て
候
か
・
大
し
や
う
の
い

け
に
ゑ
を
か
な
し
む
な
り
と
申
せ
は
・
し
か
ら
ハ
其
ひ
め
を
わ
れ
に
え

さ
せ
よ
そ
の
な
ん
を
の
か
す
へ
し
と
の
給
ヘ
ハ
・
き
ゑ
つ
乃
心
た
へ
に

廷

し
て
み
こ
と
に
ひ
め
を
た
て
ま
つ
る
上
・
や
か
て
大
じ
ゃ
を
し
た
か

し
ほ
る
寄

寄

へ
．
そ
の
尾
に
あ
り
し
つ
る
き
を
む
ら
雲
の
け
ん
と
名
付
し
こ
そ
八
つ

し
ほ
る

る
き
乃
弓
へ
や
の
御
こ
と
よ
・
さ
れ
は
ひ
か
ミ
の
明
神
ハ
其
時
の
い
な
た

ひ
め
也
ち
、
乃
老
お
う
て
な
つ
ち
か
源
大
夫
乃
神
と
あ
ら
ハ
れ
・
と
う

か
い
だ
う
の
旅
宿
を
ま
も
ら
ん
と
ち
か
ひ
給
へ
り

・
竹
と
り
奇
同
曲
者

次
第
１
あ
る
に
か
ひ
な
き
世
中
を
．
ｌ
～
ふ
る
は
た
う
つ
す
か
な
し
き

し
ほ
る

野
・
ゑ
乃
三
」
草
た
れ
ま
く
ほ
と
も
な
か
り
し
に
．
ｌ
～
あ
は
の
な
る
と

【
■
］

廷

の
一
あ
ひ
を
よ
く
ｌ
～
こ
れ
を
ひ
き
す
て
し
・
む
せ
る
あ
は
に
に
た
る

ハ
を
ミ
な
へ
し
と
云
草
・
す
衝
き
か
る
か
や
わ
れ
も
か
ふ
・
よ
も
き
を

こ
と
に
ひ
き
す
て
画
よ
・
も
と
の
ふ
る
ね
や
の
こ
る
ら
ん
ｌ
ｌ

同
曲
者

［
か
】

指
聲
、
－
抑
む
し
く
ハ
う
こ
う
よ
り
こ
の
か
た
五
道
六
道
に
め
く
る
事

ハ
・
下
な
に
の
ゆ
へ
そ
や
・
よ
し
な
き
ま
う
し
う
に
ひ
か
れ
．
ほ
ん
ら

い
く
う
道
を
忘
て
し
や
う
し
乃
う
ミ
に
ふ
ち
ん
せ
り
さ
て
い
つ
ま
て
の

心
そ
や
・
下
謡
ま
た
よ
を
こ
め
て
ほ
ん
な
う
の
は
な
れ
か
た
き
家
を
い

て
．
上
ほ
た
ひ
を
ざ
そ
ふ
よ
こ
雲
乃
；
く
～
ひ
く
よ
り
の
ち
の
ふ
な
よ

（
ま
）

は
ひ
。
わ
か
の
る
舟
ハ
行
共
き
こ
と
の
き
し
ハ
と
う
せ
Ｉ
」
・
け
に
や
心

か
ら
・
う
き
た
る
舟
に
乗
そ
め
て
一
日
も
な
ミ
に
ぬ
れ
ぬ
日
の
．
な
き

よ
の
旅
ハ
い
つ
ま
て
そ
ノ
ー
～

・
西
行
寄

指
聾
１
１
夫
春
の
は
な
ハ
上
ぐ
ほ
ん
ら
い
乃
こ
末
に
あ
ら
ハ
れ
秋
の
月
は

［
い
］

下
こ
め
あ
ん
の
水
に
や
と
れ
ｈ
ソ
下
。
た
れ
か
し
る
行
水
に
一
一
一
ふ
く
の

夏
も
な
く
か
ん
て
い
の
松
の
風
一
聲
乃
秋
を
も
よ
ほ
す
事
・
草
木
国
士

を
の
つ
か
ら
け
ん
ふ
つ
も
ん
ほ
う
乃
け
ち
え
ん
た
り
下
許
・
を
し
へ
を

く
其
し
な
し
な
の
法
乃
門
上
・
ひ
ら
く
る
道
ハ
ひ
と
つ
そ
と
．
ノ
ー

し
ほ
る

１
し
る
や
心
乃
水
き
ょ
き
・
御
法
乃
舟
な
れ
ハ
行
事
や
す
き
か
の
き
し

に
・
い
た
り
ノ
ー
－
て
く
ら
か
ら
ぬ
・
二
世
安
楽
は
あ
り
か
た
や
ｊ
く
～

・
伏
見
乃
お
き
な
奇

し
ほ
る

上
序
１
１
抑
ふ
し
ミ
の
お
き
な
の
こ
と
名
ｊ
ｂ
ひ
さ
か
た
の
あ
ま
て
ら
す
．

（
さ
）

神
の
代
つ
き
の
す
ゑ
ひ
ま
に
く
ん
た
う
を
ま
ヅ
ｂ
る
ち
か
ひ
あ
・
り
サ
シ
・

し
か
る
に
仁
王
代
々
を
へ
て
・
時
雨
ふ
り
を
け
る
な
ら
の
は
の
名
に
お

ふ
ミ
や
ち
た
封
し
く
て
下
・
う
つ
り
つ
公
く
や
雲
の
う
へ
．
は
な
の
ミ

や
こ
の
春
の
空
平
安
城
に
お
ざ
ま
れ
り
・
中
に
も
ふ
し
ミ
の
宮
所
・
こ

つ
か
を
ま
も
る
神
心
・
し
る
や
あ
こ
れ
乃
う
ら
ま
て
も
四
か
い
の
は
ら

ハ
し
つ
か
也
・
節
脇
舞
仁
王
五
十
代
く
ハ
ん
む
天
皇
乃
御
字
か
と
よ
・
当
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6２
［
て
一

国
ふ
し
ミ
の
里
に
う
つ
ら
せ
給
ひ
て
大
宮
つ
く
ｈ
ソ
は
し
め
つ
風
皇
居

廷

を
定
め
給
ひ
１
」
に
・
ふ
し
ミ
の
お
き
な
ハ
あ
ら
は
れ
て
．
い
ざ
こ
斑
に

わ
か
よ
ハ
ヘ
な
ん
す
か
は
ら
や
ふ
し
ミ
の
さ
と
の
あ
れ
ま
く
も
お
し
と

な
か
め
け
る
と
か
や
・
其
後
か
ん
な
き
に
た
く
し
つ
風
な
を
か
さ
ね
て

の
み
こ
と
の
り
我
は
神
か
せ
や
い
せ
の
あ
こ
ね
乃
う
ら
の
な
ミ
治
る
御

［
い
｝

代
乃
た
め
し
な
ら
ん
．
ふ
し
ミ
に
み
そ
な
は
－
し
て
く
ん
へ
ん
に
す
む
へ

延

し
と
乃
御
神
勅
に
．
ま
か
せ
つ
聾
・
大
宮
つ
く
り
し
給
ゑ
り
・
上
抑
ふ
し

ミ
と
云
こ
と
は
ま
つ
我
朝
の
そ
う
ミ
や
う
に
て
．
い
き
な
き
い
さ
な
ミ

し
ば
る

し
ほ
る

の
あ
ま
の
い
は
く
ら
の
こ
け
む
し
ろ
に
ふ
し
て
ミ
て
し
国
な
れ
は
ふ
し

ミ
と
名
付
給
也
。
ざ
れ
は
に
や
く
に
と
ミ
た
ミ
ゆ
た
か
に
て
た
れ
も
わ

し
ほ
る

か
代
に
あ
ひ
竹
の
ふ
し
ミ
の
ぺ
こ
と
を
ま
も
ら
ん
の
御
ち
か
ひ
は
く
わ
う

ば
ん
ぜ
い
に
た
い
ら
の
都
な
る
へ
し
．

〈
朱
窃
）

一
節
一

若
君
氷
享
六
二
月
九
日
御
た
ん
し
や
う
の
御
内
思
召
よ
り
野
い
か
へ
た
る
こ
と
葉
所
々
あ
り

・
太
子
節
曲
舞
亡
父
曲
是
ハ
華
日
太
子
伝
節
曲
舞
也
作
者
不
知
人

指
聾
へ
１
１
我
朝
に
そ
の
い
く
ハ
う
を
ひ
ろ
め
か
ん
か
に
そ
の
名
を
あ
ら
は
王

－
し
下
た
ま
ひ
し
ハ
上
く
う
太
子
に
て
お
は
し
ま
す
・
彼
き
ん
め
い
天
皇

【
ナ
シ
】

一
一
一
十
一
一
む
月
一
日
乃
夜
半
に
御
夢
想
の
つ
け
あ
航
リ
・
下
金
色
乃
童
男
・

き
た
り
た
ま
ひ
て
き
さ
き
に
つ
け
て
の
た
ま
は
く
・
我
に
く
せ
の
く
は

ん
あ
り
す
な
ハ
ち
き
さ
き
の
御
た
い
な
い
に
・
や
と
る
へ
し
と
あ
り
し

か
ハ
・
節
曲
輝
き
さ
き
こ
た
へ
て
の
た
ま
は
く
せ
う
か
た
い
な
い
ハ
く
へ

な
り
・
い
か
て
た
つ
と
き
御
た
い
を
や
し
と
給
ハ
ん
と
あ
り
し
か
は
と

ｊ

う
な
ん
そ
う
．
か
さ
ね
て
の
た
ま
は
く
・
我
ハ
く
へ
．
を
い
と
は
す
た
低

［
ナ
シ
一

の
そ
む
ら
く
ハ
人
間
に
ち
や
く
た
う
せ
ん
か
為
也
・
き
共
ご
き
じ
す
る
に

（
朱
街
）
き
き
き
の
王
殿
に
光
御
な
る
と
御
覧
し
て

と
こ
ろ
な
し
と
も
か
く
ｊ
、
と
有
し
か
ハ
・
こ
の
そ
う
大
き
に
よ
る
こ
ん

て
き
ざ
き
の
御
口
に
と
ひ
入
給
ふ
と
御
覧
し
て
・
暁
月
軒
に
か
、
や
き

か
た
ふ
き
松
風
夢
を
お
さ
め
て
や
ふ
り
て
五
か
う
乃
天
も
明
に
け
り
・

御
門
こ
の
よ
し
き
こ
し
め
し
よ
る
こ
ひ
乃
色
を
な
し
給
き
さ
き
か
な
ら
．

｛
く
］

す
し
や
う
ら
ん
を
う
け
給
ふ
へ
し
と
有
し
か
ハ
・
上
ひ
ま
ゆ
く
こ
ま
を

｛
し
ほ
る
］

し
ほ
る

つ
な
き
か
ね
ハ
大
は
っ
大
か
の
他
の
水
す
ま
て
に
こ
れ
る
心
地
し
て
十

一
同
爵
一

し
ぼ
る

一
一
月
と
申
に
は
な
ん
て
ん
の
御
む
ま
や
に
て
御
さ
ん
へ
い
あ
ん
・
わ
う

じ
御
た
ん
じ
ゃ
う
な
る
む
ま
や
と
の
わ
う
じ
と
申
も
上
ぐ
う
太
子
の
御

事

．
と
ふ
火

只
詞
↑
抑
当
社
と
申
ハ
か
た
し
け
な
く
も
・
じ
ん
ご
け
い
う
ん
二
年
に

河
内
国
・
ひ
ら
を
か
よ
り
此
春
日
山
ほ
ん
ぐ
う
乃
ミ
ね
に
う
つ
ら
せ

給
・
さ
れ
は
こ
の
山
も
と
ハ
は
山
の
陰
あ
さ
く
・
木
か
け
ひ
と
つ
も
な

か
り
し
を
か
け
た
の
ま
ん
と
・
藤
原
や
氏
と
よ
り
て
う
へ
し
木
の
も
と

ケ

よ
り
め
く
ご
へ
ふ
か
け
れ
は
ほ
と
な
く
か
や
う
に
深
山
と
な
る
・
さ
れ
は

一
は
一

当
社
乃
御
ち
か
ひ
に
６
．
人
乃
参
聿
頑
か
へ
す
Ｉ
～
う
れ
し
け
れ
と

も
．
木
の
葉
の
－
よ
う
も
も
す
そ
に
つ
け
て
や
き
り
ぬ
へ
き
と
．
お
し

ミ
給
も
な
に
ゆ
へ
そ
人
乃
わ
つ
ら
い
し
け
き
木
の
。
か
け
ふ
か
国
れ
と

い
ま
も
み
な
・
し
よ
ぐ
は
ん
し
や
う
じ
ゆ
を
う
へ
を
く
也
・
サ
ン
聾
さ
れ

は
じ
ひ
ま
ん
ぎ
や
う
乃
日
の
か
け
ハ
ミ
か
さ
の
山
に
の
と
か
な
り
・
五

ぢ
う
ゆ
い
し
き
の
月
の
ひ
か
り
ハ
春
日
の
さ
と
に
く
ま
も
な
し
・
聯

か
け
た
の
ミ
お
は
し
ま
せ
た
国
か
り
そ
め
に
う
ふ
る
と
も
・
草
木
国
士

成
仏
乃
神
木
と
お
ほ
し
め
し
あ
た
に
な
お
も
ひ
給
ひ
そ
・
上
あ
ら
か
ね

し
ほ
る

の
そ
の
は
し
め
ｌ
～
お
さ
ま
る
国
ハ
ひ
き
か
た
の
・
あ
め
は
塾
｝
」
き
の

し
ば
る
力

み
と
り
よ
り
は
な
ひ
ら
け
か
の
こ
り
て
仏
法
流
布
の
た
れ
ひ
さ
し
・
些
日
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６３〔翻刻〕『聞書色々』
ひ

ハ
リ
や
う
し
ゆ
せ
ん
に
し
て
・
め
う
ほ
け
き
や
う
を
と
き
給
る
．
い
ま

は
し
ゆ
し
や
う
を
と
せ
ん
と
て
大
明
神
と
あ
ら
は
れ
此
や
ま
に
す
み
た

ま
ヘ
ハ
・
わ
し
の
た
か
れ
と
も
・
ミ
か
さ
の
山
を
御
覧
せ
よ
さ
て
ほ
た

ひ
し
ゆ
の
木
陰
共
さ
か
り
な
る
藤
さ
き
て
松
に
も
は
な
を
か
す
か
山
・

し
ほ
る
力

の
と
け
き
か
け
ハ
胴
リ
や
う
せ
ん
の
し
や
う
と
の
春
に
．
を
と
ら
め
や
ｊ
く
‐

・
雪
山

指
聾
～
有
か
た
や
く
ら
ゐ
た
か
う
め
く
ミ
あ
つ
う
し
て
ふ
る
や
ミ
雪
乃

と
し
を
つ
む
・
大
内
山
乃
道
直
に
こ
え
く
る
と
し
の
下
は
る
か
け
て
か

ん
ふ
う
も
の
こ
る
雪
の
う
ち
に
こ
し
ち
を
う
つ
す
雲
ゐ
乃
庭
ミ
な
白
妙

の
明
ほ
の
園
山
あ
ら
お
も
し
ろ
の
け
し
き
や
な
論
ニ
ヘ
ー
ー
け
に
ｊ
く
ｌ
あ
ま

り
に
お
も
し
ろ
き
お
り
に
ひ
か
れ
て
我
な
か
ら
わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
心
そ｛
さ
］

ら
に
１
１
う
そ
ふ
く
月
の
か
け
と
も
に
、
１
つ
も
る
雪
山
１
１
雲
の
御
か
き

～
は
な
の
梅
つ
ほ
１
１
御
河
乃
波
同
音
よ
る
の
け
し
き
の
お
も
し
ろ

［
よ
］

主
［
り

さ
に
古
人
乃
こ
と
は
こ
そ
お
１
℃
ひ
い
て
ら
れ
て
候
へ
下
・
あ
か
月
ｈ
ソ
や

や
わ
う
］

う
わ
う
乃
そ
の
に
入
て
雪
く
ん
共
ど
ん
に
ミ
ち
．
よ
る
ゆ
う
こ
う
か
る
う

に
の
ほ
れ
は
・
月
千
里
に
あ
き
ら
か
也
・
野
く
も
り
な
や
此
み
よ
乃
・

ノ
ー
ー
と
よ
の
あ
か
り
の
は
し
め
よ
り
・
千
代
木
の
風
に
お
さ
ま
り
て
・

し
ほ
る

雪
ほ
う
れ
ん
に
ふ
か
、
胴
リ
き
お
も
し
ろ
の
雪
山
や
・
春
こ
と
に
・
君
を

い
は
ひ
て
わ
か
な
つ
む
わ
か
衣
手
に
ふ
る
雪
は
・
は
ら
は
し
は
ら
は

し
ほ
る

懸
切

て
・
其
ま
園
に
う
く
る
袖
乃
雪
・
は
こ
ひ
か
弐
ご
ね
雪
山
を
ち
よ
に
ふ
れ

ク
ラ
［
ナ
シ

レ
」
つ
く
ら
ん
雪
山
を
ち
よ
と
つ
く
ら
ん

・
り
ふ
し
む
・
亡
父
曲

指
聾
ｌ
か
た
し
け
な
き
御
た
と
へ
な
れ
と
も
い
か
な
れ
ハ
か
ん
わ
う
ハ

リ
ふ
し
ん
の
御
わ
か
れ
を
な
け
き
給
て
・
あ
さ
ま
つ
り
こ
と
か
ミ
さ
ひ

て
．
よ
る
の
お
と
魁
も
い
た
つ
ら
に
・
た
鰹
お
も
ひ
の
な
ミ
た
御
衣
の

ナ

た
も
と
を
ぬ
ら
す
．
又
り
ふ
し
ん
ハ
こ
う
し
よ
く
の
・
花
の
よ
そ
ほ
ひ

を
と
ろ
へ
て
・
し
ほ
る
国
露
の
と
こ
の
う
へ
ち
り
の
か
国
ミ
の
か
け
を

は
ち
て
・
つ
ゐ
に
御
門
に
見
え
た
ま
は
す
し
て
さ
り
給
節
＃
・
御
門
ふ

（
な
け
き
て
）

力

か
く
な
き
て
・
其
御
か
た
ち
を
か
ん
せ
ん
て
ん
の
ニ
フ
ヘ
に
う
つ
し
わ
れ

上

も
く
ハ
と
に
立
そ
ひ
て
あ
け
く
れ
な
け
き
給
け
り
・
さ
れ
と
も
な
か

，
ｌ
～
・
御
お
も
ひ
ハ
勝
れ
と
も
も
の
い
ひ
か
は
す
こ
と
な
き
を
ふ
か
く

な
け
き
た
ま
ヘ
ハ
・
り
せ
う
と
申
太
子
の
・
い
と
け
な
く
ま
し
ま
す
か

ナ
し
ほ
る

ふ
て
い
に
そ
う
し
給
や
う
上
・
り
ふ
し
ん
ハ
も
と
ハ
〉
」
れ
し
や
う
か
い

ク
ハ
ス

し
ば
る

の
へ
き
せ
う
ぐ
わ
す
い
こ
く
の
せ
ん
女
也
・
’
た
ん
人
間
に
む
ま
る
、

と
は
申
せ
と
も
ユ
ゐ
に
も
と
の
せ
ん
き
う
に
か
へ
り
ぬ
・
た
い
さ
ん
ほ

し
ほ
る

く
に
申
さ
く
り
ふ
し
ん
の
お
も
か
け
を
し
は
ら
く
一
」
国
に
ま
ね
く
へ
し

と
て
・
き
う
く
わ
ち
や
う
乃
う
ち
に
し
て
は
ん
こ
ん
か
う
を
た
き

一
人
】

給
・
下
夜
ふ
け
し
つ
ま
り
・
風
す
き
ま
し
く
・
月
秋
な
る
に
そ
れ
と

お
も
ふ
お
も
か
け
の
．
あ
る
か
な
き
か
に
か
け
る
ヘ
ハ
・
な
を
い
や
ま

し
の
お
も
ひ
草
・
は
す
ゑ
に
む
す
ふ
し
ら
露
の
・
手
に
も
た
ま
ら
て
ほ

と
も
な
く
た
樹
い
た
つ
ら
に
き
え
ぬ
れ
は
．
へ
う
ｌ
～
ゆ
う
！
～
と
し

し
ぼ
る

て
ハ
，
又
た
つ
ぬ
へ
き
か
た
な
し
上
．
か
な
し
さ
の
あ
ま
り
に
．
り
ふ

し
ん
の
す
ミ
な
れ
し
・
か
ん
せ
ん
て
ん
を
立
さ
ら
す
．
む
な
し
き
と
こ

を
打
は
ら
ひ
．
ふ
る
き
ふ
す
ま
ふ
る
き
ま
く
ら
ひ
と
り
快
を
か
た
し
け

り

【
其
］

。
↑
凡
五
立
日
曲
道
之
條
々
以
上
・
此
外
之
幸
日
曲
・
於
古
躰
当
世
・

其
数
々

〈
皆
）

（
是
）

・
為
書
不
及
・
然
共
・
他
首
順
テ
能
々
・
知
分
可
在
之
也
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6４

「
１
音
曲
習
道
乃
次
第
１
～
・
文
字
よ
ミ
よ
り
・
節
を
能
々
き
ハ
め

つ
く
し
て
。
さ
て
曲
を
ミ
か
き
て
．
さ
て
・
う
た
ひ
乃
つ
め
ひ
ら
き
を

心
え
て
・
音
聲
乃
性
位
成
く
成
就
し
て
・
さ
て
う
た
ふ
当
座
乃
音
聾
・

清
曲
な
る
こ
と
を
．
可
知
音
聞
す
ま
す
は
成
就
は
有
へ
か
ら
す
．
如
此

力
、
リ

乃
条
々
を
・
成
く
曲
得
し
て
・
安
全
音
に
な
る
位
を
・
聲
懸
と
ハ
云

也
・
返
ｌ
～
音
聞
す
ま
す
ハ
・
か
し
か
ま
し
か
る
へ
し
た
と
ヘ
ハ
・
水

一
に
こ
る
か
こ
と
し
一

月
の
・
に
こ
れ
る
こ
と
く
な
る
へ
し
．
凡
習
道
乃
ほ
と
は
節
を
躰
に

ノ
・
習
道
を
は
り
て
後
ハ
・
懸
を
躰
に
す
へ
し
曲
と
ハ
・
此
内

有
一
↑
節
曲
舞
道
の
事
・
只
寄
に
ハ
別
音
也
・
五
音
の
内
乃
く
せ
ま
ひ
ハ
・

節
曲
何

他
分
ロ
ハ
寄
乃
聾
懸
也
・
迭
日
白
鬚
乃
・
亡
父
・
申
楽
に
．
ま
ひ
い
た
し
た

り
し
よ
り
・
当
道
乃
音
曲
と
も
な
れ
り
・
然
共
し
ら
ひ
け
ゆ
ら
の
ミ
な

と
・
ち
こ
く
．
こ
れ
は
さ
る
か
く
の
内
な
か
ら
を
し
い
た
し
た
る
道
の

｛
林
）

く
せ
ま
ひ
乃
一
」
と
く
な
り
し
也
・
又
・
海
道
下
・
西
国
下
・
玉
曲
乃
作

書
ト
ノ
・
南
阿
・
観
世
亡
父
曲
付
せ
ら
れ
し
也
・
此
節
曲
舞
共
も
道
の

ヤ
ハ
ラ
キ

カ
ミ
タ
う

ぐ
せ
ま
ひ
よ
り
ハ
・
和
た
る
曲
分
也
・
道
の
節
曲
舞
と
申
ハ
・
上
道
・

シ
モ
タ
ウ
ノ

・
乙
鶴
１
此
流
ヲ
亡
父
ハ
・
習
道
な
り
し
と
也
〈
拠

下
道
・
西
岡
・
天
妹
二
・
賀
寄
女
也
・
賀
寄
ハ
・
南
都
に
・
百
万
と
て
．

半
ば
本
文
に
混
入
）

ご
玄
一

女
曲
舞
乃
末
と
一
万
・
い
ま
は
・
ミ
な
ｌ
～
・
曲
舞
乃
舞
手
の
・
人
躰

た
え
て
・
女
節
曲
舞
の
．
賀
寄
か
．
末
流
な
ら
て
ハ
の
こ
ら
す
・
ぎ
を

ん
の
ゑ
乃
・
車
の
上
・
節
曲
舞
こ
の
家
也
．

・
白
鬚
節
曲
舞
・
亡
父
曲
付
剛
曲
也
亡
父
作
啓

上
１
夫
此
国
の
お
こ
り
・
家
ｌ
ｌ
に
伝
る
処
・
を
の
ｌ
～
別
ニ
ノ
・
其

せ
つ
ま
ち
ｌ
～
な
り
と
い
へ
と
も
・
し
は
ら
く
き
す
る
所
の
一
義
に
よ

ら
ハ
・
天
地
す
て
に
わ
か
れ
て
後
・
第
九
乃
け
ん
た
う
人
寿
二
万
さ
い

の
時
・
下
か
せ
う
せ
そ
ん
西
天
に
し
ゆ
つ
せ
し
給
ふ
．
と
き
に
大
し
や

［
云
一
一
そ
］

う
し
や
く
そ
ん
・
そ
の
し
ゆ
き
を
』
え
て
・
と
う
天
に
ち
う
し
給
し

か
・
指
聲
我
八
さ
う
じ
や
う
だ
う
の
、
ち
・
ゆ
い
け
う
る
ふ
の
地
・
い

つ
れ
の
所
に
か
あ
る
へ
き
と
て
。
こ
の
な
ん
せ
ん
ぶ
し
う
を
あ
ま
ね
く

ひ
き
や
う
し
て
御
覧
し
け
る
に
・
ま
ん
ｌ
～
と
あ
る
大
か
い
の
上

に
・
下
一
切
し
ゆ
じ
や
う
・
し
つ
う
・
ふ
つ
し
や
う
・
如
来
じ
ゃ
う
ぢ

う
・
む
う
へ
ん
や
く
の
浪
の
聾
・
一
葉
の
あ
し
に
こ
り
か
た
ま
っ
て
．

’
乃
し
ま
と
な
る
い
ま
の
大
ミ
や
こ
ん
け
ん
の
は
し
と
の
也
・
節
曲
舞
・

其
の
ち
人
寿
百
き
い
の
と
き
し
ち
だ
と
む
ま
れ
給
て
・
八
十
年
の
春
の

比
・
頭
北
め
ん
ざ
い
う
け
う
ぐ
わ
ば
つ
た
い
の
波
と
き
え
給
・
さ
れ
と

も
仏
ハ
．
じ
ゃ
う
ぢ
う
ふ
め
つ
ほ
う
か
い
の
妙
躰
な
れ
は
む
か
し
あ
し

の
は
の
し
ま
と
な
り
し
な
か
つ
国
を
御
覧
す
る
に
と
き
は
う
か
や
，
ふ

き
あ
は
せ
す
の
．
み
こ
と
の
・
御
代
な
れ
は
・
仏
ほ
う
の
ミ
や
う
し

を
・
入
し
ら
す
・
こ
国
に
ひ
え
い
山
の
ふ
も
と
・
さ
国
な
ミ
や
・
し
か

の
う
ら
乃
ほ
と
り
に
。
つ
り
を
た
る
魁
老
人
あ
り
・
尺
尊
か
れ
に
向

て
・
翁
も
し
・
此
地
乃
主
た
ら
ハ
此
や
ま
を
我
に
あ
た
へ
よ
・
仏
法
け

廷

つ
か
い
の
地
と
な
す
へ
し
と
の
た
ま
ヘ
ハ
・
お
き
な
こ
た
へ
て
申
や

う
・
我
人
蝿
六
千
ざ
い
の
は
し
め
よ
り
・
此
や
ま
の
ぬ
し
と
し
て
・
こ

水
廷

【
ナ
シ
一

の
水
海
の
七
と
ま
て
あ
し
は
ら
に
な
り
し
を
も
ま
さ
に
ミ
た
り
し
お
き

一
な
る
］

な
也
・
た
通
し
こ
の
地
け
つ
か
い
と
な
ら
ハ
つ
り
す
る
処
う
せ
ぬ
へ

し
と
お
し
ミ
申
せ
ハ
・
し
ゃ
く
そ
ん
ち
か
ら
な
く
。
い
ま
ハ
じ
ゃ
つ
く

ハ
う
と
に
か
へ
ら
ん
と
し
た
ま
ヘ
ハ
．
と
き
に
と
う
ほ
う
よ
り
し
や
う

し
ほ
る

し
ほ
る

る
り
せ
か
い
の
あ
る
し
や
く
し
・
こ
つ
せ
ん
と
い
て
た
ま
ひ
て
よ
き
か

な
や
．
し
ゃ
く
そ
ん
こ
の
地
に
仏
法
を
ひ
ろ
め
・
給
ハ
ん
事
よ
・
我
人
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６５〔翻刻〕『間書色々』
錘
誌
さ
い
の
は
し
め
よ
り
・
こ
の
所
の
・
ぬ
し
た
れ
と
ら
う
お
う
い

ま
た
我
を
し
ら
す
・
な
ん
そ
こ
の
山
を
．
お
し
ミ
申
へ
き
は
や
か
い
ひ

（
主
）

や
く
し
た
ま
へ
我
も
此
山
の
唖
と
な
印
て
・
と
も
に
五
々
百
さ
い
乃
・

仏
法
を
ま
も
る
へ
し
と
．
か
た
く
け
い
や
く
し
給
て
。
一
一
仏
と
う
ざ
い

に
さ
り
給
・
そ
の
と
き
の
お
き
な
も
い
ま
の
し
ら
ひ
け
の
か
み
と
か
や

由
良
湊
節
曲
舞
・
同
曲
付
・
幽
曲
駄
蝋
霊
鰯
之
懸

し
ほ
る

し
ほ
る

上
１
凡
人
問
の
八
く
の
な
か
に
．
愛
別
離
苦
ぐ
ふ
と
つ
く
と
い
ふ
こ

【
わ
】

し
ほ
る

と
ハ
・
ざ
の
ミ
ハ
よ
も
と
お
も
ひ
し
に
・
わ
か
身
の
う
へ
に
な
り
て
こ

一
ナ
シ
｝

そ
．
か
な
し
き
こ
と
園
ハ
し
ら
れ
た
れ
・
指
聾
い
に
し
へ
人
に
あ
い
な

れ
て
か
い
ら
う
と
う
け
つ
浅
か
ら
す
．
お
な
し
契
と
お
も
ひ
し
に
・
人

【
ナ
シ
】

【
か
】

乃
心
の
花
か
と
よ
・
下
か
つ
ら
き
山
の
嶺
の
雲
云
・
よ
そ
に
よ
ふ
と

き
国
し
か
ハ
．
ひ
と
り
心
ハ
住
吉
乃
・
ね
た
く
も
人
に
ま
つ
と
い
は
れ

し
と
つ
画
ミ
し
に
・
お
と
こ
山
乃
を
ミ
な
へ
し
の
．
く
れ
る
心
に
あ
く

イ
ー
ナ

［
の
一

か
れ
い
て
圃
・
な
ご
へ
た
の
あ
め
ふ
る
さ
と
を
・
あ
し
に
ま
か
せ
て
立

出
る
・
節
胤
ゆ
ら
の
み
な
と
の
と
ま
り
舟
・
い
つ
ミ
の
く
に
、
つ
き
し

か
ハ
し
の
た
の
森
の
く
す
の
は
の
・
し
は
し
ま
た
ん
と
お
も
へ
と
も
我

よ
り
ひ
と
の
か
へ
ら
す
．
と
は
れ
し
こ
ろ
ハ
ま
ち
な
れ
し
・
夕
の
ざ
か

ひ
の
鐘
を
き
く
な
に
は
の
寺
に
ま
い
れ
は
・
か
の
国
に
む
ま
る
国
心
ち

し
て
西
を
は
る
か
に
ふ
し
お
か
ミ
・
入
江
の
芦
の
か
り
の
よ
に
い
つ
ま

て
物
を
お
も
ふ
へ
き
・
こ
き
す
ミ
そ
め
に
ざ
ま
か
へ
て
．
ま
こ
と
の
み

ち
に
い
ら
は
や
と
お
も
ひ
な
か
ら
の
は
し
柱
・
ち
た
ひ
ま
て
く
や
し
き

ハ
捨
さ
り
し
身
の
い
に
し
へ
．
す
き
に
し
か
た
の
旅
衣
は
る
も
な
か
は

に
．
な
り
し
か
ハ
・
は
な
の
都
に
の
ほ
り
て
せ
い
す
い
し
に
ま
い
れ

【
ナ
シ
］
し
ば
る

は
．
上
大
慈
大
悲
の
日
の
ひ
か
り
え
ん
１
１
と
あ
る
ち
し
ゆ
の
さ
く

延
し
ほ
る

ら
．
ま
こ
と
に
こ
ん
け
ん
の
ち
か
ひ
か
や
・
花
の
あ
た
、
リ
ハ
心
し
て

と

松
に
ハ
風
乃
を
と
は
山
・
を
と
に
き
画
し
よ
り
も
な
を
ま
さ
り
．
た
つ

と
き
お
も
し
ろ
さ
に
下
向
乃
み
ち
も
お
ほ
え
す
．
下
か
く
て
よ
に
い
れ

は
ま
と
ろ
む
ひ
ま
も
な
く
し
て
・
御
名
を
と
な
へ
て
ゐ
た
り
し
に
・
お

な
し
さ
ま
に
つ
や
し
て
ち
か
く
よ
り
そ
ふ
女
あ
り
・
か
た
ら
ひ
よ
り
て

｛
か
た
ｌ
ｌ
］

申
や
う
・
い
た
は
し
や
か
餌
い
く
ハ
お
も
ひ
あ
、
り
と
み
え
た
川
リ
お
ほ
し

め
す
事
あ
ら
ハ
心
の
う
ち
を
か
た
り
て
・
御
な
く
ざ
ミ
も
あ
れ
か
し

［
ろ
一

と
・
ね
ん
比
に
申
せ
は
．
た
の
も
し
く
お
も
ひ
て
立
よ
り
か
け
ｊ
ｂ
な
き

（
山
）

身
も
・
さ
ま
か
へ
た
き
と
●
甲
せ
ハ
・
い
た
は
し
き
事
か
な
．
わ
か
す
む

さ
と
に
し
は
ら
く
・
あ
し
を
や
す
め
給
て
．
ま
こ
と
に
ざ
ま
を
か
へ
給

は
国
・
し
る
へ
き
あ
ま
寺
に
ひ
き
つ
け
奉
る
へ
し
・
と
く
ノ
ー
ー
と
ざ
そ

延
（
を
）

は
れ
て
・
身
を
う
き
草
の
ね
を
た
え
て
き
よ
水
寺
に
立
出
て
・
な
を
も

恩
ひ
を
し
か
の
う
ら
大
津
と
か
や
に
く
た
り
ぬ
・
上
や
は
せ
の
う
ら
の

し
ほ
る

わ
た
し
舟
・
ざ
し
て
そ
こ
と
も
し
ら
波
を
い
す
人
と
は
お
ｊ
㈲
）
は
て
あ
っ

ち

ま
ち
さ
し
て
う
ら
れ
行
．
す
き
に
し
か
た
も
お
ほ
え
す
・
ゆ
く
す
ゑ
ｊ
約
）

【●不］

な
を
と
を
た
う
ミ
の
か
け
か
は
の
し
ゆ
く
に
と
し
た
け
て
．
又
こ
ゆ
へ

し
と
お
も
ひ
き
や
・
い
の
ち
な
り
け
り
。
き
よ
の
中
山
な
か
ノ
ー
～
に
の

こ
る
身
そ
つ
ら
き

・
地
獄
節
曲
舞
・
南
阿
曲
付
・
是
ハ
・
哀
傷
聲
懸
也
餓
癩
鵬
離

し
ほ
る

［
ナ
シ
］

上
へ
１
昨
ｐ
Ｈ
も
い
た
つ
ら
に
す
き
今
日
も
む
な
し
く
蟇
な
ん
と
す
・
む
し

し
ほ
る

や
う
乃
と
ら
の
聾
き
』
㈲
）
に
め
い
し
・
せ
つ
せ
ん
の
鳥
な
い
て
お
も
ひ
を

い
た
ま
し
む
・
指
聲
’
し
や
う
ハ
た
国
夢
の
こ
と
し
た
れ
か
は
く
ね
ん

の
よ
は
い
を
こ
せ
む
下
万
事
ハ
ミ
な
む
な
し
い
つ
れ
か
し
や
う
ち
う
の

お
も
ひ
を
な
さ
む
・
命
ハ
す
い
し
や
う
の
あ
ハ
風
に
し
た
か
っ
て
・
め
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【
■
】

く
る
か
こ
と
し
た
、
ま
し
ゐ
ハ
ろ
う
ち
う
の
鳥
の
ひ
ら
く
を
●
ま
ち
て
さ
る

に
お
な
し
き
ゆ
る
物
ハ
ー
ー
た
ひ
見
え
す
去
も
の
ハ
か
さ
ね
て
き
た
ら

一
ナ
シ
］

す
節
曲
鋒
し
ゆ
ゆ
に
し
や
う
め
つ
し
・
せ
つ
な
に
畦
り
」
さ
ん
す
う
ら
め
し
き

か
な
や
．
し
や
か
大
し
の
を
ん
こ
ん
の
き
や
う
を
わ
す
れ
か
な
し
き
か

な
や
・
ゑ
ん
ま
法
王
の
か
せ
き
の
こ
と
は
を
き
く
・
ミ
や
う
り
身
を
た

す
く
れ
と
も
．
い
ま
た
ほ
く
ほ
う
の
・
け
ふ
り
を
、
ま
ぬ
か
れ
す
．
を
ん

廷な
い
に
・
心
を
な
や
ま
せ
と
●
も
．
た
れ
か
く
わ
う
せ
ん
の
せ
め
に
し
た

か
は
さ
る
・
こ
れ
か
た
め
に
ち
そ
う
す
・
し
よ
と
く
い
く
は
く
の
り
そ

【
菩
賦
］
（
傍
注
）

や
こ
れ
に
よ
て
つ
ゐ
に
く
す
・
し
よ
し
や
た
』
ベ
〔
｝
い
也
・
し
は
ら
く
め
を

ふ
」
「
〔
）
い
て
わ
う
し
を
お
も
ヘ
ハ
・
き
う
ゆ
う
ミ
な
は
う
す
．
ゆ
ひ
を
お

て
・
古
人
極
か
そ
ふ
れ
は
し
ん
そ
お
ほ
く
か
く
れ
ぬ
．
時
う
つ
り
こ
と

さ
っ
て
・
い
・
ま
な
ん
そ
へ
う
は
う
た
ら
ん
や
・
人
と
国
、
ま
り
我
ゆ
き
た

れ
か
又
つ
れ
な
ら
ん
．
上
三
か
い
む
あ
ん
ゆ
に
よ
く
わ
た
く
・
て
ん
せ

し
ほ
る

ん
な
を
し
し
く
乃
身
な
・
り
・
い
は
ん
や
け
れ
つ
ひ
ん
せ
ん
の
ほ
う
に
お

謀

ゐ
て
を
や
・
な
と
か
其
っ
ミ
か
ろ
か
ら
ん
．
、
－
）
に
く
る
し
ミ
を
う
け
か

さ
ね
こ
う
に
か
な
し
ミ
名
を
そ
ふ
る
・
下
さ
ん
す
い
ち
こ
く
の
く
る
し

［
本
ノ
マ
、
一
（
傍
注
）
［
本
ノ
マ
、
一
（
傍
注
）

ミ
ハ
き
う
ち
う
に
て
身
を
き
る
事
せ
つ
た
つ
し
て
地
ら
き
た
り
。
－

し
っ
の
其
う
ち
に
ば
ん
し
ば
ん
し
や
う
也
・
け
ん
し
ゆ
ち
こ
ぐ
の
く
る

［
づ
］

し
ミ
ハ
手
に
つ
る
き
の
き
を
よ
」
ぐ
れ
（
は
く
せ
き
れ
い
ら
く
す
あ
し

［
ナ
シ
一

［
本
ノ
マ
、
三
傍
注
）

た
に
た
う
せ
ん
ふ
む
と
き
は
。
け
ん
じ
ゆ
と
も
に
ほ
う
す
と
か
や
．

【
本
ノ
マ
、
一
（
傍
注
）

せ
き
く
わ
つ
ぢ
ご
く
の
く
る
し
ミ
ハ
．
ｈ
／
や
う
く
わ
い
乃
大
せ
き
も
ろ

。
，
く
～
乃
・
ざ
い
人
を
く
た
く
つ
き
の
く
わ
ほ
ん
ち
こ
く
ハ
・
か
う
へ
に

く
わ
え
ん
を
い
た
、
・
け
ハ
・
は
く
せ
き
の
こ
つ
と
う
よ
り
ゑ
ん
，
く
～
た

る
火
を
出
す
あ
る
と
き
ハ
・
せ
う
ね
つ
大
せ
う
ね
つ
の
ほ
の
お
に
む
せ

〈
以
下
、
次
の
「
海
道
下
」
の
題
目
ま
で
異
本
欠
）

ひ
．
あ
る
時
ハ
く
れ
ん
大
く
れ
ん
の
こ
ほ
川
ソ
に
と
ち
ら
れ
・
て
つ

て
う
か
う
へ
を
く
た
き
く
わ
き
う
あ
な
う
ら
を
や
く
・
上
か
へ
て
ハ
て

し
ほ
る

つ
く
ハ
ん
を
の
ミ
．
か
つ
し
て
ハ
と
う
ち
う
を
の
む
と
か
や
・
十
つ
こ
く

廷

の
く
る
し
ミ
ｊ
、
む
り
や
う
也
か
き
の
・
く
る
し
ミ
も
む
へ
ん
也
・
ち
く

し
や
う
し
ゆ
ら
の
か
な
し
ミ
ハ
・
わ
れ
ら
に
い
か
て
ま
さ
る
へ
き
・
身

よ
り
い
た
せ
る
と
か
な
れ
ハ
・
心
の
お
に
の
身
を
せ
め
て
か
や
う
に
く

を
ハ
う
く
る
也
・
月
の
ゆ
ふ
へ
の
う
き
雲
ハ
・
後
の
よ
の
ま
ょ
ひ
な
り

け
り

・
海
道
下
・
南
阿
曲
付
・
灘
瓢
罐
繍
廊
議
鯛
醐
遷
臘
卒

甲
し
ほ
る

し
ほ
る

上
１
１
抑
此
盛
久
と
申
は
平
家
不
代
乃
さ
ふ
ら
ひ
・
ふ
り
や
く
の
達
者
な

り
し
か
は
・
か
ま
く
ら
と
の
ま
て
し
ろ
し
め
し
た
る
つ
は
も
の
な

り
・
指
聾
こ
れ
に
て
は
か
ら
ひ
か
た
し
と
て
関
東
に
く
た
し
っ
か
は
さ

る
・
花
の
都
を
い
て
し
よ
り
・
ね
に
な
き
そ
め
し
か
も
河
や
下
す
ゑ
し

ら
河
を
う
ち
わ
た
り
・
あ
は
た
口
に
も
つ
き
し
か
は
．
い
ま
は
た
れ
を

か
ま
つ
さ
か
や
・
四
の
宮
河
原
よ
つ
乃
つ
し
節
曲
舞
・
せ
き
の
山
ち
の
む

ら
し
く
れ
い
と
砥
た
も
と
や
ぬ
ら
す
ら
ん
・
し
る
も
し
ら
ぬ
も
あ
ふ
さ

［
本
一

か
の
．
あ
ら
し
の
を
と
さ
む
き
松
ほ
の
１
」
ゆ
く
に
・
う
ち
て
の
は
ま
．

こ
す
い
に
月
の
か
け
お
ち
て
こ
ほ
り
に
な
ミ
や
立
ぬ
ら
ん
・
ゑ
つ
と
せ

し
は
ん
れ
い
か
へ
ん
し
う
に
さ
ほ
を
う
つ
す
也
・
五
こ
う
の
け
ふ
り
の

な
ミ
の
う
へ
か
く
や
と
思
ひ
し
ら
れ
た
り
・
昔
な
か
ら
の
山
さ
と
も
ミ

や
こ
の
名
を
や
の
こ
す
ら
ん
・
石
山
寺
を
お
か
め
は
．
こ
れ
又
く
せ
の

ひ
く
は
ん
の
よ
に
こ
え
給
御
ち
か
ひ
。
た
の
も
し
く
そ
や
お
ほ
ゅ
る
・

せ
た
の
か
ら
は
し
か
け
ミ
ヘ
て
ち
や
う
こ
う
な
ミ
に
た
国
よ
へ
り
・
う

［
ナ
シ
］

き
よ
の
な
か
を
あ
き
草
の
．
野
路
し
の
は
ら
の
朝
露
力
空
き
わ
か
れ
ゆ
く
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６７〔翻刻〕『聞書色々」
た
ひ
の
そ
ら
い
く
よ
な
ｌ
ｌ
を
か
さ
ぬ
へ
き
・
上
露
も
し
く
れ
も
も
る

や
ま
ハ
・
下
葉
の
こ
ら
ぬ
は
っ
紅
葉
夕
日
に
色
や
ま
さ
る
ら
ん
・
い
に

し
へ
い
ま
を
・
か
⑪
ミ
山
か
た
ち
を
た
れ
か
わ
す
る
へ
き
・
い
き
む
心

ハ
な
け
れ
と
も
其
名
は
か
り
の
む
し
や
の
し
ゆ
く
・
下
ま
た
か
よ
ひ
路

も
あ
さ
ち
ふ
の
を
の
国
・
宿
よ
り
ミ
わ
た
せ
ハ
・
ふ
き
ん
を
と
き
し
す

り
は
り
や
．
は
ん
ｌ
～
と
を
と
の
き
こ
え
し
ハ
こ
の
山
松
の
夕
あ
ら

し
・
た
ひ
乃
ゆ
め
も
さ
め
か
い
の
・
ミ
つ
か
ら
む
す
ふ
草
枕
。
た
れ
か

や
と
を
も
か
し
ハ
原
・
月
も
ま
れ
な
る
山
な
か
の
・
ふ
は
の
せ
き
や
の

板
ひ
さ
し
．
な
ら
ぬ
旅
に
た
に
都
の
か
た
そ
こ
ひ
し
き
・
た
る
井
の
し

ゆ
く
を
過
行
は
・
あ
を
の
か
は
ら
ハ
な
の
ミ
し
て
・
ミ
な
ゆ
ふ
霜
し
ろ

力

た
へ
．
か
れ
葉
に
も
る
魯
草
も
な
し
・
か
掴
る
う
き
よ
に
あ
ふ
は
か
や

【
ナ
シ
】

す
て
ぬ
心
を
く
ゐ
せ
川
・
す
の
ま
た
あ
し
か
の
わ
た
り
し
て
．
お
り
つ

か
い
つ
う
ち
す
き
て
あ
っ
た
の
宮
に
ま
い
れ
は
．
上
ほ
う
ら
い
き
う
ハ

し
ば
る

名
の
二
へ
し
て
け
い
り
く
に
ち
か
き
我
身
の
・
ふ
し
の
く
す
り
や
な
か
る

廷
【
ナ
シ
］

ら
ん
・
あ
し
ま
の
風
の
な
る
ミ
か
た
ひ
し
ほ
に
つ
る
画
す
て
を
ふ
れ

ざ
ｈ
て
お
き
に
や
出
ぬ
ら
ん
．
騨
さ
ｎ
か
に
の
く
も
て
に
か
、
る
や

つ
ハ
し
の
さ
は
へ
に
匂
ふ
か
き
っ
は
た
・
在
原
の
中
将
の
・
は
る
！
～

き
い
と
詠
せ
し
も
・
わ
か
身
の
う
へ
に
し
ら
れ
た
り
節
曲
舞
・
な
を
ゆ
く

す
ゑ
ハ
し
ら
ま
ゆ
ミ
や
は
き
の
し
ゆ
く
あ
か
さ
か
・
松
に
な
ミ
た
つ
ふ

［』７－

ち
さ
ハ
の
木
末
乃
花
を
ミ
や
ち
山
・
わ
た
そ
と
．
い
ま
は
し
う
ち
す

き
・
雲
と
煙
の
ふ
た
む
ら
や
ま
ハ
た
か
し
の
な
の
ミ
し
て
野
里
に
道
や

延
し
ほ
る

つ
斑
く
ら
ん
上
・
な
弓
へ
の
み
ち
ひ
の
し
ほ
ミ
坂
・
れ
う
か
い
天
に
つ
ら

［』７）
し
ほ
る

な
り
て
・
雲
に
こ
き
入
。
お
き
つ
舟
》
」
そ
と
う
な
ん
に
わ
か
れ
て
け
ん

【
つ
］
［
や
］

し
ほ
る

【
か
］

こ
ん
に
ひ
う
か
め
り
・
か
へ
ら
ん
こ
と
も
し
ら
す
か
に
し
は
し
お
り
ゐ

る
水
鳥
の
し
た
や
す
か
ら
ぬ
心
か
な
・
下
ゆ
ふ
し
ほ
の
つ
る
は
し
も
と

の
・
は
ま
松
か
え
の
と
し
ｌ
～
に
・
行
春
秋
を
を
く
り
け
ん
・
山
ハ
う

し
ろ
ま
へ
ざ
は
・
夜
ハ
明
か
た
の
遠
山
に
・
は
や
よ
｝
」
雲
の
ひ
き
ま
よ

り
て
ん
り
う
川
も
み
え
た
り
・
お
と
ろ
へ
は
つ
る
す
か
た
の
．
池
た
の

し
ゆ
く
さ
き
さ
か
・
た
ひ
ね
と
た
に
も
な
れ
ぬ
れ
は
．
ゆ
め
も
ミ
つ
け寄

の
こ
ふ
と
か
や
・
岸
べ
に
な
ミ
を
か
け
河
・
さ
よ
の
中
山
な
か
‘
Ｉ
～

寄

に
・
命
の
内
ハ
・
し
ら
く
も
の
又
こ
ゆ
へ
し
と
お
も
ひ
き
や
・
う
き
事

の
ミ
を
・
き
く
か
は
や
た
ひ
の
つ
か
れ
乃
こ
ま
は
か
原
・
か
は
る
ふ
ち

せ
の
大
井
河
・
か
は
へ
の
松
に
こ
と
と
は
ん
工
花
む
ら
さ
き
乃
藤
枝

し
ほ
る

し
ほ
る
に

乃
・
い
く
春
か
け
て
に
ほ
ふ
ら
ん
．
な
れ
に
し
旅
の
友
た
に
も
心
を
か

へ
の
や
と
砥
か
や
・
つ
た
の
ほ
そ
道
わ
け
過
て
・
き
な
れ
こ
ろ
も
琴
７

つ
の
山
・
う
つ
極
や
ゆ
め
と
成
ぬ
ら
ん
・
下
ミ
な
と
に
ち
か
く
引
あ
ミ

の
・
て
こ
し
の
河
の
朝
夕
に
・
お
も
ひ
を
す
る
か
の
こ
ふ
を
す
き
・
清

見
か
関
の
中
１
１
に
戸
さ
画
ぬ
旅
や
う
か
る
ら
ん
・
さ
っ
た
山
よ
り
ミ

（
術
字
）

わ
た
せ
ハ
・
と
を
く
い
て
い
て
た
る
ご
べ
お
か
さ
き
・
か
い
か
ん
そ
こ
と

【
し
】

【
も
か
］

も
し
ら
な
ミ
の
・
松
は
ら
こ
風
に
な
か
む
れ
は
・
梢
に
よ
す
る
あ
ま
を

［
ざ
］

舟
・
あ
ま
り
に
袖
や
ぬ
ら
す
ら
ん
・
ゆ
い
か
ん
は
ら
を
も
す
き
し
か

ハ
・
た
こ
の
う
ら
ハ
も
ち
か
く
な
り
・
上
西
天
と
う
と
ふ
さ
う
こ
く
・

し
ほ
る

廷

な
ら
ふ
山
な
き
ふ
し
の
ね
や
は
ん
て
ん
の
奉
云
を
か
さ
ぬ
ら
ん
・
う
き
し

ま
か
は
ら
を
過
行
ハ
．
ひ
た
り
ハ
こ
す
い
波
よ
せ
て
・
り
ょ
う
は
せ
ん

す
い
の
う
き
と
り
の
う
は
け
の
・
霜
を
打
は
ら
ふ
・
ミ
き
ハ
さ
う
か
い

か
す
か
に
て
・
き
よ
そ
ん
の
こ
は
ん
は
る
か
な
り
・
と
ん
け
う
ち
け

［
ナ
シ
一

乃
し
ゆ
し
や
う
の
．
く
わ
た
く
の
門
を
出
そ
め
し
・
や
う
し
や
ろ
く

一
つ
］

し
や
だ
い
こ
の
車
か
へ
し
ハ
こ
れ
か
と
よ
・
上
い
つ
乃
こ
ふ
に
も
す
き
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し
ほ
る

し
ほ
る

し
ほ
る

し
か
ハ
・
南
無
や
ミ
し
ま
の
明
神
・
ほ
ん
ち
大
つ
う
十
つ
せ
う
仏
く
わ
こ

廷

ち
ん
で
ん
乃
こ
と
く
に
て
・
く
わ
う
せ
ん
十
つ
う
う
の
た
ひ
の
そ
ら
．
ぢ

し
ほ
る

し
ほ
る

や
う
あ
ん
ミ
や
う
の
ち
ま
た
ま
て
』
Ｄ
我
ら
を
て
ら
し
給
へ
と
．
ふ
か
く

そ
き
せ
い
申
け
る
・
雪
の
ふ
る
え
の
か
れ
て
た
に
・
二
た
ひ
は
な
や
さ

く
ら
む

・
西
国
下
・
亡
父
曲
付
・
玉
林
作
書

［
乃
一

サ
シ
聾
へ
Ｉ
寿
永
一
一
年
乃
秋
比
・
平
家
西
海
に
を
ｊ
じ
む
き
た
ま
ふ
・
せ
い

な
ん
の
り
き
う
に
い
た
り
・
ミ
や
こ
を
へ
た
つ
る
山
さ
き
や
．
せ
き
と

［
ナ
シ
】

の
院
に
玉
乃
御
こ
し
を
か
き
す
へ
て
や
は
た
の
か
た
力
匹
・
下
ふ
し
お

か
ミ
南
無
や
八
ま
ん
大
ほ
さ
つ
・
指
聾
人
王
は
し
ま
り
給
ひ
て
・
十
六

代
の
そ
ん
し
ゆ
た
り
・
下
ミ
も
す
そ
川
の
底
す
ミ
て
・
す
ゑ
を
う
け
く

む
御
な
か
れ
な
と
か
す
て
さ
せ
給
ふ
へ
き
節
曲
舞
・
た
乃
人
よ
り
ハ
わ
か

人
と
・
ち
か
わ
せ
給
ふ
な
る
物
を
西
海
の
な
ミ
乃
立
か
へ
り
・
二
た

ひ
・
て
い
と
の
雲
を
ふ
ミ
・
九
重
の
月
を
な
か
め
ん
と
．
ふ
か
く
き
せ

い
申
せ
と
も
．
あ
く
き
や
く
む
た
う
乃
そ
の
つ
も
り
・
し
ん
め
い
仏
だ

御
こ
も
な
く
．
き
せ
ん
に
上
下
に
す
て
ら
れ
て
・
い
せ
ひ
の
外
に
お
も

む
く
．
な
に
と
成
行
ミ
な
河
・
山
本
と
を
く
め
く
り
き
て
・
む
か
し
お

と
こ
の
ね
を
な
き
し
・
お
に
一
口
乃
あ
く
た
か
ハ
・
弓
や
な
く
ゐ
を
た

つ
ざ
へ
て
・
こ
ま
に
ま
か
せ
て
う
ち
わ
た
る
．
な
れ
し
ミ
や
こ
を
立
出

し
ほ
る

て
い
つ
く
に
い
な
の
小
篠
原
一
夜
か
、
リ
ね
の
や
と
ハ
な
し
・
あ
し
の
葉

（
異
本
欠
）

（
典
本
欠
）

分
の
月
の
か
け
か
く
れ
て
す
め
る
こ
や
の
池
・
い
く
た
の
を
の
ぎ
を

（
異
本
欠
）

の
つ
か
ら
・
こ
乃
河
な
ミ
に
う
き
ね
せ
し
・
鳥
ハ
い
ね
と
ｊ
Ｄ
い
か
な
れ

（
異
本
欠
）

は
・
身
を
か
き
ｈ
ソ
と
ハ
な
け
く
ら
ん
・
干
山
乃
雨
に
水
ま
さ
、
リ
・
に
こ

（
異
本
欠
）

（
異
本
欠
）

れ
る
時
ハ
々
ロ
の
ミ
し
て
ざ
ら
に
か
ひ
な
き
布
引
乃
・
瀧
つ
し
ら
な
ミ
を

イ
ツ
テ

と
た
て
掛
雲
の
い
つ
く
を
な
か
フ
（
》
ら
ん
・
五
手
船
の
名
残
に
・
五
百
の

【
え
す
］

ふ
れ
を
つ
く
ｍ
り
て
・
御
つ
き
を
た
国
に
は
こ
ひ
候
む
こ
の
う
ら
こ
そ
と

【
付
欺
】
（
傍
注
）

ま
い
り
な
れ
・
ふ
ぐ
は
ら
の
こ
き
や
う
に
侍
し
か
ハ
・
上
ふ
く
ろ
う
せ
う

し
ほ
る

し
ほ
る

け
い
の
枝
に
な
き
・
二
二
〕
つ
ね
ら
ん
き
く
の
草
む
ら
に
か
く
れ
す
む
・
あ

寄

り
－
）
名
残
も
な
ミ
風
の
あ
ら
い
そ
や
か
た
・
す
ミ
す
て
風
た
園
あ
ま
の

［『、、一

こ
乃
す
ミ
所
や
と
も
さ
た
め
い
旅
ね
か
な
下
し
や
う
こ
く
の
つ
く
、
リ
を

一
ナ
シ
］

か
れ
し
・
と
こ
ろ
ノ
ー
１
も
ひ
き
か
へ
。
こ
き
う
乃
軒
ハ
月
も
胴
リ
・
き

ん
ぎ
よ
く
を
ま
し
へ
し
よ
そ
ほ
ひ
・
花
乃
な
か
へ
を
あ
つ
め
し
も
た
魁

（
異
本
欠
〉

い
ま
の
や
う
に
お
も
は
れ
て
む
か
し
そ
恋
－
）
か
り
け
る
・
上
し
や
か
－

し
ほ
る

（
異
本
欠
）

代
乃
ざ
う
き
や
う
・
五
千
よ
巻
を
石
に
か
き
茎
（
」
う
か
い
の
そ
こ
に
し
つ

【
一
］

〈
異
本
欠
〉
し
ほ
る

め
て
・
へ
き
よ
の
し
ま
を
つ
き
１
）
か
ハ
・
す
せ
ん
そ
う
乃
ふ
れ
を
と
め

（
異
本
欠
）

し
ほ
る

（
異
本
欠
）

ふ
う
は
の
な
ん
を
た
す
け
し
ハ
あ
り
か
た
か
り
し
か
た
ミ
な
順
リ
世
を
う

（
異
本
欠
）
さ
し
こ
ゑ

き
な
ミ
の
よ
る
の
月
１
）
つ
ミ
し
影
ハ
か
へ
ら
す
．
か
く
て
有
へ
き
に
あ

（
し
）
（
異
本
欠
）
一
己

ら
ね
ハ
・
し
ゆ
き
や
う
を
は
し
め
た
て
ま
つ
、
リ
ミ
な
御
ふ
れ
に
め
さ

（
異
本
欠
）

［
ナ
、
こ

れ
け
胴
リ
・
下
な
ら
は
ぬ
な
ミ
の
う
き
枕
思
ひ
や
る
こ
そ
か
な
し
け
れ
・

く
せ
ま
ひ

な
ん
て
ん
の
池
乃
れ
う
と
う
け
き
し
ゆ
の
御
ふ
れ
そ
と
お
Ｊ
③
）
ひ
な
せ
と

も
か
ん
か
う
に
つ
り
の
お
き
な
の
さ
ほ
の
寄
・
ま
た
き
国
な
れ
ぬ
こ
ゑ

Ｊ
く
～
に
お
き
な
る
か
も
め
い
そ
千
鳥
友
よ
ひ
つ
れ
て
立
さ
は
く
・
ふ
う

ハ

は
ん
な
ミ
に
壁
｛
」
か
の
ほ
り
ろ
せ
い
ハ
月
を
う
こ
か
す
．
わ
だ
の
御
さ
き

を
め
く
れ
ハ
・
か
い
か
ん
遠
き
松
原
や
う
ミ
乃
み
と
り
に
つ
画
く
ら

ん
・
す
ま
の
う
ら
に
も
な
り
し
か
ハ
・
四
方
の
嵐
も
は
け
し
く
て
・
せ

き
ふ
き
こ
ゆ
る
を
と
な
か
ら
う
し
ろ
の
山
の
夕
け
ふ
り
・
柴
と
云
物
ふ

す
ふ
る
も
ミ
な
れ
ぬ
か
た
の
あ
は
れ
な
り
．
上
こ
と
の
音
に
ひ
き
と
め

延
し
ほ
る

ら
る
面
と
ゑ
い
し
け
る
．
こ
せ
つ
の
き
ミ
の
こ
の
う
ら
に
心
を
と
め
て
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６９〔翻刻〕『聞書色々」
一
の
な
ん
を
こ
ゑ
］

つ
く
し
舟
・
む
か
し
ハ
の
ほ
り
い
、
ま
く
た
る
波
路
の
末
そ
か
な
し
き
か

［
な
り
世
を
】
し
ほ
る

た
ふ
く
月
の
あ
か
し
か
た
六
十
あ
ま
ｈ
ソ
の
秋
を
へ
て
と
は
す
か
た
り
の

廷

い
に
し
へ
を
お
も
ひ
や
る
こ
そ
ゆ
か
し
け
れ
・
ふ
れ
よ
り
車
に
の
り
う
廷

つ
り
し
は
し
こ
、
に
と
お
も
へ
と
ｊ
Ｄ
須
磨
や
あ
か
し
乃
浦
つ
た
ひ
・
源

寄
［
と
］

氏
乃
か
よ
ひ
－
し
道
な
れ
ハ
平
家
の
ぢ
ん
に
ハ
い
か
国
と
て
又
こ
の
き
し

（
せ
｝

を
画
し
い
た
す
．
し
ほ
を
ハ
な
ミ
ｊ
ｂ
高
砂
や
尾
上
乃
松
の
は
つ
あ
ら

し
・
舟
を
い
つ
く
に
か
よ
ふ
ら
む
む
ろ
乃
と
ま
り
の
と
ま
や
か
た
か
け

ハ
ひ
ま
も
る
夕
月
夜
ゆ
ふ
女
の
う
た
ふ
奇
の
聲
う
き
よ
を
わ
た
る
一
ふ

一
ら
］
（
ま
）

し
ｊ
渦
）
ま
こ
と
に
あ
は
れ
成
け
り
・
な
ら
は
い
旅
ハ
う
し
さ
と
の
せ
と
の

お
ち
し
ほ
心
せ
よ
け
に
あ
ら
け
な
き
も
の
国
ふ
の
あ
つ
さ
乃
弓
の
と
も

の
う
ら
に
き
は
ふ
た
ミ
の
か
ま
と
の
せ
き
・
夢
路
を
ざ
そ
ふ
な
ミ
の
を

し
ほ
る

し
ほ
る

と
．
上
月
お
ち
か
ら
す
な
き
霜
天
に
ミ
ち
て
す
ぺ
ご
ま
し
く
か
う
そ
ん
乃

【
に
や
］

廷

き
よ
火
ｊ
、
）
ほ
の
か
に
は
ん
夜
の
か
ね
の
ひ
風
き
ハ
か
く
の
ふ
れ
に
や
か

し
ぼ
る

よ
ふ
ら
ん
ほ
う
そ
う
雨
し
た
風
り
て
し
ら
ぬ
し
ほ
路
の
か
ち
、
ま
く
ら
・

し
ほ
る
（
異
本
欠
）

か
た
し
く
袖
や
し
ほ
る
ら
ん
あ
ら
い
そ
波
の
よ
る
の
月
し
つ
ミ
ー
レ
か
け

ハ
か
へ
ら
す

・
応
安
乃
比
よ
り
・
至
徳
年
内
之
・
節
曲
舞
・
已
上
・
白
鬚
・
由
良

［
ナ
シ
】

湊
・
地
獄
・
是
ハ
申
楽
内
也
・
海
道
下
・
西
国
下
ハ
只
・
琳
阿
ノ
・

［
ソ
］

作
書
Ｊ
／
南
阿
・
観
世
之
曲
付
也
・
然
共
・
節
曲
舞
之
当
道
へ
ハ
・

【
如
】

不
出
是
ｊ
Ｄ
・
遊
楽
之
・
曲
風
之
心
此
外
近
年
・
善
光
寺
・
百
万
之

節
・
曲
舞
・
是
等
者
・
当
世
之
節
曲
に
ハ
云
へ
共
・
節
曲
舞
之
・

［
也
一

夕
、
シ
ウ
ヤ
ハ
ラ
ク

性
位
之
・
本
曲
を
ハ
正
ヅ
／
聲
懸
を
和
る
斗
也
・
私
之
作
書
也
・
為

云
・
不
及

・
六
代
寄
錘
駿
醗
鱸
騨
認
鶴
饗
醇
鑪
轄
，

一
道
一

１
夫
世
間
の
む
し
や
う
ハ
り
よ
は
く
乃
タ
ヘ
に
あ
ら
は
れ
う
ゐ
の
て
ん

（
朱
替
）
是
ハ
序
分
よ
り
一
部
ハ
岡
曲
懸
也

へ
ん
ハ
さ
う
ろ
の
風
に
め
つ
す
る
が
こ
と
し
・
我
一
所
不
住
の
し
や
も

ん
と
し
て
え
ん
に
ま
か
せ
て
諸
国
を
め
く
れ
ハ
・
名
所
き
う
せ
き
下
を

の
つ
か
ら
す
て
園
ま
し
は
る
世
の
な
か
の
・
夢
も
う
つ
国
も
へ
た
て
な

（
典
本
欠
）

く
か
う
こ
き
や
く
ら
い
の
き
や
う
が
い
に
い
た
る
只
こ
と
は
愛
に
大
和
国

一
く
一

一
ナ
シ
一

は
つ
せ
の
観
世
垂
日
・
れ
い
け
ん
殊
勝
乃
御
事
な
れ
ハ
下
・
し
は
ら
く
さ

｛
異
本
欠
｝

ん
ろ
う
し
山
寺
の
ち
け
い
を
ミ
る
に
・
下
野
山
そ
ひ
へ
谷
め
く
り
て
人

（
異
本
欠
）

せ
う

家
雫
一
言
に
つ
ら
な
り
ば
ん
し
酢
う
雨
に
ひ
、
き
風
ぬ
・
上
河
隈
も
な
を
く

し
ほ
る

れ
か
、
る
雲
の
波
・
ノ
ー
・
さ
な
か
ら
海
の
一
」
と
く
に
て
・
ふ
だ
ら
く

も
か
く
ら
く
の
は
つ
せ
の
寺
ハ
有
か
た
や
・
け
に
や
海
士
小
舟
は
つ
せ

の
山
に
ふ
る
雪
と
よ
ミ
し
も
ざ
そ
な
か
く
何
の
・
う
ら
の
名
に
あ
る
け

し
き
か
な
・
ノ
ー
８
」
と
は
・
髪
に
あ
ハ
れ
な
る
事
の
候
・
御
た
う
乃
西

の
わ
き
に
つ
ほ
ね
し
つ
ら
ひ
て
・
女
し
や
う
乃
こ
も
り
て
候
か
．
ま
こ

【
ナ
シ
】

と
に
身
に
お
も
ひ
あ
り
と
お
ほ
し
く
て
・
し
の
ひ
か
さ
ね
た
る
こ
と
の

【
ナ
シ
】

葉
の
．
下
色
に
い
て
ね
に
た
て
巽
も
た
、
な
く
の
ミ
な
る
有
ざ
ま

也
・
指
あ
る
と
き
女
ほ
う
た
ち
と
お
ほ
し
き
人
・
つ
ほ
ね
を
い
て
・
御

た
う
乃
四
め
ん
を
ま
ハ
リ
・
千
と
の
あ
ゆ
ミ
を
は
こ
ふ
か
と
見
え
し
・

か
す
も
を
ハ
ら
さ
る
に
・
あ
は
た
脳
し
く
つ
ほ
れ
に
は
し
り
か
へ
り
．

【
ナ
シ
］

あ
さ
ま
し
き
御
事
を
こ
そ
き
図
て
さ
ふ
ら
へ
・
た
、
い
ま
あ
つ
ま
よ
り

（
異
本
欠
）

の
ほ
り
た
る
旅
人
・
す
る
か
の
国
千
本
乃
松
原
と
か
や
に
て
・
平
家
乃

（
異
本
欠
）

と
う
り
や
う
六
代
御
前
の
た
飼
い
ま
き
ら
れ
さ
せ
給
と
て
・
人
の
あ
つ

（
異
本
欠
）

（
典

ま
る
を
見
て
候
と
・
申
を
き
国
て
さ
ふ
ら
ふ
と
て
・
下
な
ミ
た
に
む
せ
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7０

本
欠
）

（
異
本
欠
）

ひ
て
ふ
し
ま
る
ひ
た
り
．
し
う
乃
女
ほ
う
さ
川
ソ
と
も
と
こ
そ
思
ひ
つ
る

（
異
本
欠
）

に
こ
の
子
ハ
は
や
き
ら
れ
け
る
か
と
て
こ
ゑ
ｊ
ｂ
お
し
ま
す
ふ
し
し
つ

ミ
給
ふ
．
さ
て
ハ
六
代
乃
母
に
て
ま
し
ｊ
く
～
け
る
よ
し
」
そ
の
時
こ
そ
人

（
朱
瞥
）
自
足
哀
傷
し
ほ
る

も
お
も
ひ
た
れ
．
上
つ
た
へ
き
く
こ
う
し
ハ
リ
き
よ
に
わ
か
れ
て
お
ｊ
Ｄ

し
ほ
る

ひ
の
火
を
む
ね
に
た
き
は
っ
き
よ
ゐ
ハ
子
を
さ
き
た
て
魯
・
ま
く
ら
に

の
こ
る
く
す
り
を
う
ら
む
．
下
こ
れ
ミ
な
仁
き
れ
い
ち
し
ん
乃
そ
し
ぶ

ん
た
う
乃
大
そ
た
り
・
い
は
ん
や
ま
つ
せ
の
し
ゆ
し
や
う
と
云
・
し
か

も
女
人
の
心
と
し
て
・
を
ん
な
い
乃
別
を
か
な
し
む
事
・
け
に
も
ま
こ

と
に
こ
と
は
り
な
れ
共
．
そ
の
こ
と
は
り
も
す
ぐ
る
は
か
り
よ
そ
の
た

も
と
も
う
る
お
へ
り
や
国
あ
て
は
嵐
ご
ぜ
ん
な
ミ
た
を
を
さ
へ
て
の
た

（
異
本
欠
）

ま
ふ
や
う
・
ぺ
ご
る
に
て
も
こ
の
子
ハ
・
上
人
乃
御
た
す
け
を
こ
そ
た
の

［
し
］

｛
異
本

ミ
つ
る
に
・
其
御
か
ひ
ｊ
Ｄ
な
き
や
と
・
又
ハ
ま
こ
と
に
き
ら
れ
な
ハ
・

欠
）

（
異
本
欠
）

［
た
、
］

さ
い
と
う
こ
さ
い
と
う
六
・
は
し
り
ｊ
Ｄ
き
た
り
て
申
へ
き
か
・［
ナ
シ
】

よ
そ
人
の
っ
て
に
た
に
．
は
や
く
ｊ
じ
き
こ
ゆ
る
ほ
と
な
る
に
．
な
に
と

〈
異
本
欠
〉

て
か
れ
ら
ハ
を
そ
き
や
ら
ん
と
・
つ
国
ミ
ｊ
ｂ
あ
へ
ぬ
こ
と
の
葉
の
・
露

（
異
本
欠
）
ひ

も
心
ｊ
、
忘
草
な
に
を
か
た
ね
と
お
も
い
子
の
な
き
よ
に
の
こ
る
・
身
そ

（
異
本
欠
）
節
曲
舞

上

つ
ら
き
・
は
つ
せ
の
か
ね
の
聾
つ
く
八
Ｊ
～
お
も
へ
世
の
な
か
は
・
諸
行

無
常
乃
こ
と
は
り
か
り
に
み
え
し
お
や
こ
の
・
夢
ま
ほ
ろ
し
の
時
の
ま

を
．
か
ね
て
は
書
く
と
お
も
へ
と
も
ま
こ
と
の
わ
か
れ
に
な
る
と
き

廷

は
・
お
ｊ
Ｄ
ひ
し
心
も
う
ち
う
せ
て
た
国
く
れ
ｊ
く
ｌ
と
た
へ
か
い
る
む
ね

の
火
ハ
こ
か
れ
て
身
ハ
き
ゆ
る
心
の
ミ
也
・
さ
る
に
て
も
わ
か
こ
の
う

し
な
は
れ
ん
と
し
け
る
と
は
・
き
け
と
も
な
を
や
さ
り
と
も
の
・
た
の

廷

ミ
か
け
ま
く
ｊ
ｂ
か
た
し
け
な
く
も
か
け
た
の
む
．
南
無
や
大
ひ
乃
観
世
延

音
・
ね
か
は
く
ハ
ｊ
Ｄ
と
よ
り
の
御
せ
い
く
わ
ん
に
．
ま
か
せ
つ
国
・
ね

〈
Ｃ
永
禄
鼓
伝
書
①
翁
之
書
〉

翁
之
書

初
日

ヲ
ツ
ョ
リ
打
出
ス
也

二
日
メ
ハ
ヲ
ツ
ヲ
ハ
シ
ラ
カ
シ
テ
打
出
也

三
日
メ
カ
シ
ラ
ョ
リ
打
出
也

け場ｖｋｍｒ１Ｉｌｊ７ｎｊ４ｄ入ｗ１ｒｌ輌炉や←）仇〉７勝ブリ，Ｉノハー１吻

舸
ｍ
１
Ｉ
〈
織
り
へ
ソ
Ｌ
チ
必
入
ぐ
’
し
脇
Ⅱ
（
卜
Ｊ
０
ジ
ム
１
Ａ
い
…
ん
鼻
３
Ｖ
う

ぐ外沁７１雌ドハ仇に汎勿７１４ノ⑰くうし為しぞｌやくぬくｊシへ’１人，巾ム“’
一
懸
一
急
切

［
本
ノ
マ
、
貢
傍
注
）

ひ
く
ハ
ん
お
ん
ｈ
〃
き
た
う
じ
だ
ん
ｊ
く
ｌ
の
く
り
き
け
に
い
つ
は
ら
せ
た

一
本
ノ
マ
、
一
一
せ
か
】
（
傍
注
）

ま
は
す
ハ
・
つ
る
き
を
も
お
国
ら
て
わ
か
子
を
た
す
け
給
へ
や
・
上

か
餌
り
け
る
所
に
・
お
と
こ
－
人
き
た
り
つ
嵐
・
さ
い
し
言
う
こ
ま
い
り

し
ほ
る

（
異
本
欠
）

た
り
と
・
由
‐
せ
ハ
御
母
も
い
か
に
ノ
く
～
と
の
た
ま
ヘ
ハ
御
よ
る
こ
ひ
に

寄
（
異
本
欠
〉

な
り
た
り
す
る
か
の
千
本
に
て
す
で
に
・
き
ら
れ
さ
せ
給
し
を
．
上
人

一
ナ
シ
］

（
異
本
欠
）

に
其
時
に
こ
●
ま
を
は
や
め
て
は
し
り
お
り
．
よ
る
こ
ひ
乃
御
き
や
う

書
に
て
・
た
す
か
ら
せ
給
ふ
と
・
申
せ
ハ
御
は
国
も
あ
ま
り
の
こ
と
の

心
に
や
う
れ
し
と
た
に
も
わ
き
ま
へ
す
・
た
国
ば
う
ぜ
ん
と
あ
き
れ

し
ほ
る

つ
国
．
あ
り
か
た
の
こ
と
や
と
て
手
を
あ
は
せ
た
ま
ふ
た
も
と
に
‘
も
．

お
ほ
え
す
お
つ
る
な
ミ
た
の
．
う
れ
し
き
そ
て
を
た
に
ほ
さ
ぬ
や
心
な

る
ら
ん
．

撞鷺秀》？３７３↓心〉ｌ〃Ｉ紬馴叫ｆｉｌＪ”Ｊの９９邦ｔ
７
ｆ
Ｉ
獅
鰍
叩
０
露
７
ｈ
ｍ
嫁
り
の
、
ぐ
ｌ
Ｉ
ｎ
ｌ
仇
…
７
１
卿
Ⅲ
Ⅵ

…
雲
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７１〔翻刻〕『聞書色々」

大
夫

（
マ
マ
）

｜
、
ど
ふ
ノ
く
、
～
た
ら
り
ノ
ー
ｌ
ら
ら
塗
り
ノ
ー
ｌ
な
か
く
と
ふ
ち
ら
や
た
ら

り
ノ
ー
Ｉ
ら
固
り
な
が
ら
ら
鷺
り
と
ふ

大
夫

へ
１
１
所
千
代
ま
で
お
わ
し
ま
す

地へ
‐
‐
我
等
も
千
秋
さ
ぶ
ら
わ
ふ

大
夫

へ
１
１
鶴
と
亀
と
乃
よ
わ
い
に
て

地へ
‐
‐
さ
い
わ
い
心
に
ま
か
せ
た
り

大
夫

地

へ
～
ど
ふ
た
ら
り
ｊ
く
～
ら
へ
１
ｌ
ち
り
や
た
ら
り
た
ら
り
ら
Ｊ
く
～
な
が
ら
と

ふ 手
有
。
じ
よ
か
た
に
か
し
ら
』

か
た
に
立
所
に
を
つ
乃
手
有
。

１
翁
之
打
出
シ

。
お
き
な
の
打
い
だ
し
、
三
ひ
や
う
し
と
ち
と
、
是
が
観
世
座
乃
打

出
シ
也
。
口
伝
。
後
に
大
夫
袖
を
う
ち
か
へ
す
所
を
む
す
ぶ
、
ｌ
～
乃

だ
ん
と
云
也
。
是
か
ら
か
し
ら
ニ
ッ
打
也
。
こ
乃
内
、
前
乃
舞
の
内
に

手
有
。
じ
よ
か
た
に
か
し
ら
に
て
ま
く
る
手
有
。
せ
ん
ざ
い
ふ
の
じ
よ

三キ

其又又ヲ度ザ置
外力序ツメミ鼓
ノズ破ヲ、ヨ
能ハ急ハヲリー
ハセヨシツ出’

空塞奎調出一
廓jT二蟄譽
で人竪吉四也
上メ上是メー

囑壽鬘;j鷺
ニナカラシー

螺葦
也テ

よ

し

四
日
メ
タ
ッ
ト
ウ
チ
出
候
也

セ
ン
ザ
イ

地

、
１
な
る
ハ
瀧
の
水
ノ
ー
１
日
ハ
て
る
と
も
１
１
た
へ
ず
と
ふ
た
り
あ
り

地
（
朱
瞥
）

う
ど
ふ
ど
ふ
く
１
た
へ
ず
と
う
た
・
り
常
に
と
ふ
た
り
舞
有

セ
ン
ザ
ィ
君
乃
千
と
せ
を
へ
ん
事
ハ
あ
ま
津
乙
女
乃
羽
衣
よ
ば
ん
せ
い
ま

〈
朱
称
）

し
ま
せ
い
わ
ふ
が
上
に
１
１
亀
あ
そ
ぶ
な
り
あ
ｈ
ソ
う
ど
ふ
ど
ふ
舞
有

セ
ン
ザ
イ

地
大
夫

１
あ
げ
ま
き
や
と
ん
ど
や
、
Ｉ
ひ
ろ
ば
か
り
や
と
ん
ど
や
１
１
ざ
し

大
夫

て
い
た
れ
ど
ま
い
ら
ふ
や
れ
ん
げ
ｈ
ソ
や
と
ん
ど
や
１
１
千
は
や
ぶ
る
神

よ

の
御
子
と
の
む
か
し
よ
り
久
シ
か
れ
と
ぞ
い
わ
ひ
そ
よ
や
れ
ん
げ
り
と

ん
ど
や
お
よ
そ
千
年
乃
鶴
万
歳
楽
と
ふ
た
ふ
た
り
又
ば
ん
ざ
い
池
の

亀
ハ
こ
ふ
に
さ
ん
き
よ
く
を
そ
な
へ
た
り
、
な
ぎ
さ
の
い
き
ご
さ
く

．
』
～
ｌ
と
し
て
、
朝
乃
日
の
色
を
ろ
ふ
し
、
瀧
の
水
れ
い
ノ
ー
ー
と
お
と
づ

れ
て
、
夜
る
の
月
あ
ざ
や
か
に
う
か
ん
だ
り
、
天
下
泰
平
国
土
あ
ん
を

ん
の
今
日
の
御
き
た
う
な
り
、
あ
り
は
ら
や
な
じ
よ
の
お
き
な
ど
も
と

地

よ
お
き
な
ど
ｊ
Ｄ
１
ｌ
あ
れ
ハ
な
じ
よ
の
お
き
な
ど
も
そ
や
い
づ
く
の
お

（
マ
マ
）
大
光

圭
Ｃ
な
ど
ふ
１
１
そ
よ
や

大
夫
乃
舞
、
こ
笈
に
有
。
此
所
打
所
多
し
。
口
伝
有
。

〈
②
天
文
弘
治
年
間
相
伝
鼓
手
付
〉

、
松
虫

ハ
シ
ラ
カ
シ

「
｜
じ
ゆ
乃
か
げ
の
や
ど
り
も
い
ち
が
の
な
が
れ
く
み
て
し
る
」

ハ
シ
ラ
カ
ス

ハ
シ
ラ
カ
シ

「
そ
の
い
ま
し
め
を
や
ぶ
り
し
も
心
ざ
し
も
」

力
力

「
世
ハ
み
な
ゑ
い
り
さ
ら
ば
」

１
橋
蔀
夕
顔

ノ
ム
ノ
ム

「
た
ち
い
づ
る
御
す
が
た
見
る
に
涙
も
と
ぎ
ま
ら
ず
」

カ
シ
ラ
入

「
た
蛍
か
り
ふ
し
の
」

Hosei University Repository



7２

力

「
一
父
て
落
る
露
な
ミ
だ
ほ
ろ
Ｉ
く
～
は
ら
ｊ
く
～
は
ら
と
い
づ
れ
き
ぬ
た
の

お
と
や
ら
ん
」

後
の
－
せ
い
か
し
ら
か
ら
打
出
、
と
ふ
，
く
～
有

へ
～
柏
崎

力

「
た
か
ら
乃
池
の
水
く
ど
く
ち
の
は
ま
の
ま
さ
ご
の
数
々
乃
」

へ
～
三
井
寺

力
力

「
山
寺
の
春
の
」
「
恋
路
の
た
よ
り
の
音
信
の
こ
ゑ
と
」

ノ
ム
ノ
ム

カ
力

「
こ
の
か
ね
の
つ
く
，
ハ
ー
ー
と
恨
を
そ
ふ
る
」
「
は
ん
や
の
か
ね
の
ひ
ず

き
ハ
か
く
の
ふ
れ
」
「
波
風
も
し
づ
か
に
て
」

、
１
野
々
宮

力
力

「
あ
ら
さ
び
し
ミ
や
ど
こ
ろ
あ
ら
さ
ぴ
し
」
「
花
ミ
な
お
と
ろ
へ
て
」

↑
三
輪

力

「
夜
る
な
ら
で
か
よ
ひ
た
ま
は
い
ハ
い
と
ふ
し
ん
」
「
ち
ぎ
り
も
一
」
よ
ひ

力
カ
カ

ば
か
り
な
り
と
」
「
一
」
ハ
そ
も
あ
さ
ま
し
や
ち
ぎ
り
し
」

１
岩
戸
葛
城

ノ
ム
ノ
ム
ノ
ム

「
た
か
ま
の
原
ハ
是
な
れ
や
か
ぐ
ら
う
た
は
じ
め
て
や
ま
と
ま
い
い
ざ

や
か
な
で
ん
」

１
通
小
町
心
持
ハ
い
か
に
も
か
る
き
は
や
し
也

力
力

「
快
を
と
っ
て
引
と
ぎ
む
ひ
か
る
興
袖
も
ひ
か
ふ
る
我
が
快
も
」
「
い

ノ
ム

カ
シ
ラ

カ
ン
カ
ン
ヲ
ツ
ノ
ム
ノ
ム

ヌ
ク

づ
る
思
ひ
ハ
山
城
乃
」
「
さ
て
雨
の
夜
ハ
目
に
見
へ
い
」
「
涙
の
あ

カ
シ
ラ
一
一
ッ
ナ
ガ
ス

め
」
「
そ
ら
事
や
あ
か
つ
き
ハ
」

１
此
内
は
や
き
お
そ
き
心
持
有

１
砧

小
；
〉
ｊ
杁
守
Ⅲ
跡

芦Ⅱ北〃八〃り一“ｌ〃処やｌ今内，』しいレジ４，Ｆ易／１９）〃ｆかや肝仙ｊｂ
Ｏ
ｏ
ハ
ー
・
〉
ｉ
ｆ
｝
の
。
。
、

〃
。
い
い
千
１
１
～
ぬ
／
ん
仏
や
功
Ｋ
１
ｌ
ｌ
１
Ｊ
Ｃ
鯵
面
）
Ｊ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｊ
Ｌ

iMlli'iLl
1ili
Mh

鞭iJi櫛｝

ぞ
こ

》
》
ぬ
〃
し
』
し
況
Ｙ
９
伽
可
Ⅱ
や
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７３〔翻刻〕『聞書色々」
「
ゆ
く
ゑ
も
す
ず
か
川
や
そ
せ
乃
」
「
く
ろ
ぎ
の
鳥
居
乃
ふ
た
ば
し
ら

に
た
ち
か
く
れ
て
」
「
も
の
見
ぐ
る
ま
の
ち
か
ら
も
な
き
身
の
ほ
ど

ぞ
」

１
湯
屋

カ
シ
ラ

シ
ラ
カ
シ

「
か
ね
ハ
か
ん
う
ん
を
へ
だ
て
餌
」
「
寺
ハ
か
つ
ら
の
は
し
ば
し
ら
た

ち
い
で
こ
「
明
行
跡
の
や
ま
見
へ
て
」

１
玉
葛

カ
シ
ラ

カ
力

「
あ
船
綣
な
ミ
か
ぜ
」
「
た
よ
り
と
な
れ
（
は
や
舟
に
の
り
を
く
れ
じ

力
弥
七

と
ま
つ
ら
が
た
」
「
い
わ
も
る
水
の
お
も
ひ
に
む
せ
び
」

１
井
幹

力

「
お
と
な
し
く
は
ぢ
が
わ
し
く
た
が
い
に
い
ま
ハ
」

ノ
ム
ノ
ム

カ

「
一
一
一
口
葉
乃
露
の
た
ま
づ
き
の
」
「
は
づ
か
し
な
が
ら
わ
れ
な
り
と
い
ふ

や
し
め
」
此
一
聾
、
後
ほ
ど
静
也

力
力

「
し
ぼ
め
る
花
の
い
ろ
な
ふ
て
匂
ひ
」
「
寺
の
か
ね
も
ほ
の
ト
ー
と
」

１
采
女

ハ
シ
ラ
カ
シ

「
風
も
お
さ
ま
り
雲
し
づ
か
に
」
「
山
ほ
と
風
ぎ
す
」

１
芭
蕉

「
庭
乃
お
ぎ
原
ぽ
ず
そ
よ
ぎ
そ
ょ
か
霞
る
」

ハ
シ
ラ
カ
シ

「
お
き
ふ
し
し
げ
き
お
ざ
塾
は
ら
」

↑
江
口

カ
ン
く
り
に

力
カ
カ

「
松
乃
け
ぶ
り
の
な
ミ
よ
せ
汝
」
「
い
づ
れ
あ
わ
れ
を
の
が
る
べ
き
か

く
ハ
お
も
ひ
」
「
ろ
く
ぢ
ん
の
き
や
う
に
ま
よ
ひ
ろ
つ
こ
ん
の
」

１
楊
貴
妃
ハ
シ
カ
ラ
シ

カ
カ
カ

カ
カ
カ

「
た
ま
さ
か
に
あ
ひ
ミ
た
り
し
づ
か
に
」
「
ま
し
て
や
と
し
月
な
れ
て

力
シ
ラ
ナ
シ
カ
シ
ラ

ほ
ど
ふ
る
」
「
そ
で
う
ち
ふ
れ
る
心
１
‐
）
る
し
」

へ
～
軒
端
梅

・
力
’
刀
○
刀

○
カ
．
ン
｜
フ

「
鳥
ハ
宿
す
ち
風
う
の
き
そ
う
ハ
」
「
か
ん
て
い
の
ま
つ
の
か
ぜ
」

●
カ
ヘ
ン
｜
フ
●
力

「
恋
１
‐
）
き
な
ミ
だ
を
」

へ
～
夕
顔

●
力

「
こ
乃
よ
は
か
く
ば
か
ｈ
ソ
は
か
な
か
ｈ
／
」
「
か
へ
ら
ぬ
水
乃
あ
わ
と
の

ご「」

へ
～
関
寺
小
町
・
刀
命
勿
ハ
、
ン
］
フ
・
刀
・
ン

「
い
と
Ｆ
し
く
お
ひ
乃
身
の
よ
は
、
リ
行
は
て
ぞ
」

・
力
・
力
ハ
シ
｜
フ
乢
刀
、
ン

「
も
す
そ
』
も
あ
し
よ
は
く
た
ず
よ
ふ
」

へ
～
松
風
村
雨

‐
力

「
よ
ミ
し
●
も
こ
と
わ
り
や
な
を
思
ひ
」
「
す
て
画
も
お
か
れ
ず
と
れ
（
」

ノ
ム
ノ
ム
ハ
シ
ラ
’
刀
シ

「
跡
よ
り
こ
ひ
の
せ
め
く
れ
ば
」

へ
～
定
家

墹
側
郎

○
ヵ

毛
ニ
ノ
川
ノ
・
カ
ミ

「
あ
は
れ
し
れ
し
も
よ
り
」
「
人
乃
ち
ぎ
り
の
い
る
に
い
で
け
る
ぞ
か

桑庁一，１）エペご」へ
１
１
小
督

「
風
乃
っ
て
ま
で
身
に
し
め
る
」

へ
～
吉
野
静

カ
シ
ラ
ニ
テ
ナ
ガ
ス

「
心
し
づ
か
に
〈
く
、
わ
ん
じ
ゃ
う
じ
ゆ
し
て
」

へ
１
百
萬
此
は
の
舞
、
静
也
。
う
け
い
り
、
少
は
や
し

「
き
せ
ん
く
ん
じ
ゆ
す
る
此
て
ら
」

へ
１
卒
都
婆
小
町

愛
一
一
千
有

カ
シ
ラ
有

「
あ
ら
く
る
し
ｎ
日
ま
い
む
れ
く
る
し
や
と
」
「
そ
の
を
ん
ね
ん
が
つ
き
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7４

カ
カ

「
物
す
き
士
生
じ
き
や
ま
か
げ
に
月
ま
つ
ほ
ど
の
」

へ
１
二
人
静

一
セ
イ

ヲ
ッ
ハ
シ
ラ
カ
ス

「
な
つ
ミ
乃
女
と
お
も
ふ
な
よ
か
わ
よ
ど
ち
か
き
山
か
げ
の
」

大
ト
ウ
ノ
チ
カ
シ
有

「
か
ｊ
ｂ
な
つ
か
し
き
気
色
か
な
」
「
月
ハ
お
ぼ
ろ
に
て
」

１
錦
木

力

「
は
た
お
り
松
虫
き
り
，
ト
ー
～
す
つ
ぎ
ｈ
ソ
ざ
せ
よ
と
な
く
虫
の
は
た
お
る

力
カ
ハ
シ
ラ
カ
ス

カ
シ
ラ
行
力

む
し
の
ね
に
た
て
、
」
「
夜
ハ
す
で
に
あ
け
け
れ
ば
」
「
我
ｊ
ｂ
か
ど

力
カ
ハ
シ
ラ
カ
ス

め
に
た
ち
お
り
」
「
に
－
し
き
守
」

〈
～
高
砂
へ
～
難
波
梅
は
祝
一
一
一
一
口
之
能
に
て
候
間
、
手
も
不
打
、
本
拍
子
に
を

し
立
て
は
や
す
べ
き
也
。

｜
、
か
い
こ
乃
小
つ
ぎ
ミ
、
三
ち
や
う
し
乃
物
な
り
。
か
し
ら
ハ
八
程

な
が
す
也
・
な
が
し
と
め
、
有
口
伝
。

｜
、
～
野
々
宮
乃
前
の
舞
に
、
ひ
に
く
乃
を
つ
と
云
事
有
。
は
だ
へ
乃

を
つ
と
云
事
有
。
を
っ
二
つ
也
。
弥
左
衛
門
あ
に
、
弥
七
と
申
打
て
、

う
つ
也
・

へ
１
１
鐘
巻

コ
ス
手
有

そ
い
て
か
や
う
に
物
に
ハ
」

１
朝
顔

ミ
ノ
ヌ
ク
ヲ
ツ

カ
シ
ラ
有

弥
左
衛
門

「
星
乃
ち
ぎ
ｈ
ソ
ｊ
、
余
所
」
「
い
ふ
し
は
く
や
う
と
い
つ
し
人
」

１
１
誓
願
寺

ミ
ヌ
ク
ヲ
ツ

「
せ
い
が
は
る
か
に
」

～
羽
衣

ヲ
ツ
ハ
シ
ラ
カ
ス
ヲ
ッ
ハ
シ
ラ
カ
ス

「
ら
く
肝
し
つ
乃
く
れ
な
ひ
ハ
そ
め
い
る
の
山
を
」

１
紅
葉
狩

是
う
ち
を
く
の
書
物
ハ
弘
治
弐
年
二
月
十
七
日
一
一
不
残
伝
申
候
也
。

１
松
風
村
雨

｜
セ
イ

「
し
ほ
く
ご
、
車
は
づ
か
な
る
」

力
シ
ラ
ニ
テ
カ
カ
ス

久
し
く
ナ
ガ
ス

「
月
ざ
へ
ぬ
ら
す
狭
か
な
」
口
伝
有

同
太
鼓
イ
カ
ニ
モ
く

シ
タ
ル
ク
打
か
へ
す
カ
ン
カ
カ

「
よ
せ
て
ハ
帰
る
か
た
を
な
ミ
ノ
ー
あ
し
辺
の
た
づ
一
」
そ
は
」

「
た
ち
さ
わ
げ
四
方
乃
あ
ら
し
も
音
そ
へ
て
夜
さ
む
何
と
す
ご
さ
ん
」

口
伝
有

同

「
跡
よ
り
恋
乃
せ
め
く
れ
ば
」
と
云
所
に
打
手
三
シ
四
シ
有
。
口
伝
有

之
。
き
り
乃
「
村
雨
」
と
云
所
に
打
手
ニ
ッ
三
シ
有
。

１
杜
若

杜
若
二
し
ら
ば
や
し
、
し
ら
ば
た
ら
き
と
云
事
有
。
つ
れ
乃
ご
と
く
じ

（
マ
マ
）

よ
を
打
候
て
、
大
こ
か
ら
お
ろ
し
候
て
、
か
け
り
に
似
た
る
様
々
打

也
。
大
つ
ぎ
ミ
・
小
つ
ぎ
ミ
・
笛
も
お
ろ
す
也
・
口
伝
有
也
。
小
つ
蜜

「
水
帰
て
ひ
だ
か
が
わ
ら
の
」
、
と
ふ
！
～
有
。

相
染
河
安
宅
つ
と
め
乃
だ
ん
に
、
と
ふ
ｌ
～
有
。

立
田
池
に
へ
谷
行
鉄
輪

一
、
１
お
き
つ
ぎ
ミ

お
き
つ
ぎ
ミ
、
き
ざ
ミ
か
ら
、
又
ハ
か
し
ら
か
ら
打
だ
す
也
。
お
つ
か

ら
ハ
う
た
い
物
也
。

天
文
廿
三
年
卯
月
中
旬
伝
了
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７５〔翻刻〕『聞書色々」
ミ
本
に
舞
に
、
笛
―
―
て
小
ど
う
か
し
ら
―
―
て
な
が
く
な
が
す
事
有
。

１
経
正

大
つ
蜜
ミ
・
小
鼓
に
三
ひ
や
う
と
申
事
ハ
、
経
正
に
有
。
大
つ
棟
ミ
、

む
か
し
名
人
乃
そ
ん
わ
か
と
申
者
打
也
。
口
伝
有
。

小
研
下

ハ
ル

「
日
々
夜
々
の
法
乃
か
ど
き
せ
ん
の
道
も
あ
ま
ね
し
や
’
～

大
夫

１
風
》
」
ぼ
く
を
吹
ば
」

一
、
か
ま
へ
乃
事

か
ま
へ
も
左
右
乃
ひ
ざ
を
立
る
事
有
。
小
筒
を
あ
げ
さ
げ
す
る
心
持
有
。

是
も
色
々
口
伝
有
也
。

『
男
舞

・
守
久
・
元
服
曽
我
・
七
騎
落
、
何
も
祝
言
也
。
心
持
同
前
也
。

安
宅
判
官
、
是
一
番
、
小
筒
に
じ
よ
な
し
。
心
持
か
ハ
る
べ
し
。

ｌ
安
宅

小
つ
ぎ
ミ
に
や
る
き
ざ
ミ
と
云
事
、
是
ハ
安
宅
判
官
な
ど
の
勧
進
帳
の

内
よ
ろ
づ
よ
ミ
な
ど
の
う
ち
に
有
。
大
事
是
也
。
口
伝
有
。
こ
き
ざ
ミ

な
ど
砥
云
事
も
大
事
也
。
｜
聾
の
内
は
や
き
事
一
一
有
。
あ
た
か
判
官
乃

き
り
に
「
な
る
ハ
瀧
乃
水
」
と
云
所
に
、
大
筒
・
小
筒
、
手
有
。

１
朝
長

ラ
ッ
ハ
シ
ラ
カ
シ

「
さ
て
そ
の
上
を
尋
る
に
、
ざ
う
け
い
が
ば
う
こ
つ
と
な
っ
て
、
こ
た

ヌ
ス
ム
ヲ
ッ

ふ
る
物
も
さ
ら
に
な
し
」
、
ぬ
す
む
お
つ
と
云
ハ
こ
れ
ら
に
云
也
。
似

！〃Ｌ土用ｒの价岬か午ルー。＃んの阻止群Ｍ１峰Ⅲトー輔八Ｖ
鵬Ⅱ－７〃／Ｊ〃》炊く

◆

た
る
能
あ
ら
（
何
成
共
う
ち
て
く
る
し
か
ら
ず
。
く
で
ん
有
。
を
つ
は

し
ら
か
し
。１
自
然
居
士

曲
舞
に
「
し
だ
ひ
ｌ
ｌ
に
ざ
、
が
に
」
の
所
に
て
う
っ
は
し
ら
か
し
に
、

く
る
を
つ
と
申
也
。
こ
れ
ら
に
似
た
る
曲
舞
あ
ら
（
何
に
て
も
打
て
く

る
し
か
ら
ず
。
口
伝
。

１
百
萬

「
む
し
ろ
ぎ
れ
す
が
こ
も
の
み
だ
れ
心
な
が
ら
」
、
大
つ
ざ
ミ
乃
き
ざ
ミ

の
あ
と
に
や
が
て
い
き
あ
た
ら
し
て
打
お
つ
を
、
ひ
に
く
乃
を
つ
と
云

也
。
大
事
口
伝
有
。

↑
江
口

曲
舞
乃
「
は
し
に
ハ
や
が
て
」
、
を
つ
つ
け
て
き
ざ
ミ
ニ
ッ
、
を
つ
二

シ
也
。
打
出
す
也
・
又
曲
舞
乃
は
て
に
か
し
ら
な
が
し
入
る
也
。
こ
れ

ら
が
江
口
乃
打
や
う
也
。

｜
、
な
が
し

な
が
し
に
大
つ
守
ミ
な
が
す
内
に
小
筒
也
。
か
し
ら
一
一
シ
三
シ
入
る
事

有
。
な
が
し
の
内
に
か
し
ら
二
三
入
ル
事
有
。
後
の
小
筒
の
入
る
か
し

ら
ハ
世
上
に
ハ
た
れ
ノ
ー
も
ニ
ッ
入
申
候
。
一
シ
入
が
本
也
。
は
じ
め

入
る
ハ
き
ざ
ミ
也
・
其
き
ざ
ミ
を
き
、
そ
こ
な
い
候
て
各
二
シ
入
申
候
。

そ
れ
ハ
す
ぢ
な
き
事
也
。
口
伝
也
。

「
八
が
し
ら

人
が
し
ら
、
二
番
め
の
こ
し
に
入
る
り
う
も
有
。
そ
れ
ハ
す
ぢ
な
き
事

か
。
じ
よ
か
た
の
こ
し
に
は
や
一
シ
入
る
也
。

一
一
一
番
め
の
こ
し
に
又
二
シ
入
也
。
さ
や
う
に
候
ヘ
バ
、
か
し
ら
数
そ
う
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7６

さ
う
五
シ
、
是
が
つ
れ
の
八
が
し
ら
と
申
物
也
。
又
大
つ
ぎ
ミ
め
づ
ら

し
め
に
、
又
こ
し
一
段
こ
し
か
く
る
事
有
。
是
に
も
や
が
て
二
シ
入
る

也
。

（
邪
）

ら
ん
ぴ
や
う
し
、
よ
る
づ
何
よ
り
も
大
事
也
。
秘
書
也
。
宮
増
弥
左
衛

門
乃
勧
進
能
一
一
一
期
乃
間
二
四
五
度
な
ら
で
ハ
打
候
ハ
ぬ
よ
し
被
申
候
。

か
し
ら
入
て
、
や
が
て
後
を
を
っ
に
取
て
、
口
伝
ｌ
～
有
之
。
な
ら
ハ

ず
（
知
べ
か
ら
ず
。

道
成
寺
乱
ぴ
や
う
し

「
う
れ
し
や
さ
ら
ば
ま
わ
ん
と
て
、
あ
れ
に
ま
し
ま
す
宮
人
の
、
ゑ
ぼ

し
を
し
ば
し
か
り
に
き
て
、
す
で
に
ひ
や
う
し
を
す
鼠
め
け
り
」

Ｎ
冊

「
花
の
外
に
は
待
ば
か
り
、
，
ｌ
～
、
暮
そ
め
て
か
ね
や
ひ
藤
く
ら
ん

一
洲
緋
鯉
誓
言
吟
け
た
ま
わ
り
、
は
じ
め
て
が
ら
ん
た
ち
ば
な

乃
、
道
成
興
行
乃
寺
な
れ
ば
と
て
、
道
成
寺
と
ハ
名
付
た
る
也
、
山
寺

｛
朱
凹
｝

の
や
」
鰯
心
篶
ナ
ガ
ス
山
ほ
う
い
の
舞
と
申
、
同
前
也
。
つ
き
だ
す
か
し

ら
、
き
つ
く
打
也
。
心
持
か
わ
る
也
。
口
伝
可
有
物
也
。
一
大
事
秘
事

也
。

「
秋
乃
水
ミ
な
ぎ
り
を
ち
て
さ
る
舟
乃
月
も
か
げ
さ
す
」
所
に
大
つ
ぎ

ミ
・
小
つ
ぎ
ミ
う
た
い
事
、
近
年
乃
事
也
。
昔
ハ
打
也
。
今
も
打
て
く

る
し
か
ら
ず
。

↑
当
麻

（
な
）

「
し
ほ
う
ぜ
い
じ
ん
ら
ん
」
こ
の
間
、
と
ふ
ノ
ー
打
也
。
こ
ん
ぱ
る

か
創
り
に
打
也
。

『
小
つ
ザ
ミ
を
け
、
能
の
時
者
左
二
持
也
。
し
や
う
ぎ
に
て
候
ハ
ミ

↑
江
口

フ
ミ
ト
ム
ル
ー
セ
イ
ノ
ウ
た
ひ
、
フ
シ
ニ
テ
い
ふ
ヲ
フ
ミ
ト
ム
ル
ト
い

ふ
也
。

フ
ミ
ト
メ
ヌ
｜
セ
イ
ハ
サ
シ
聾
ニ
テ
い
ふ
ハ
、
フ
ミ
ト
メ
ぬ
也
・
打

上
テ
吉
。

五
シ
字
ト
チ
、
フ
ホ
、
チ
、
フ
ホ
（
譜
省
略
）

ハ
シ
ラ
カ
シ
テ

チ
、
フ
ホ
、
、
、
、
ホ
フ
ホ
、
、
、
、
（
譜
省
略
）

小
つ
ぎ
ミ
と
持
そ
へ
く
し
。
し
や
う
ぎ
へ
か
国
る
時
ハ
、
左
右
も
く
る

し
か
ら
ず
。１
砧

後
乃
一
聾
「
ミ
つ
せ
川
」
と
云
所
か
ら
、
と
ふ
ノ
ー
と
打
て
、
「
う
ら

め
し
か
り
け
る
」
と
云
所
ま
で
打
て
、
さ
て
打
上
て
地
に
な
す
也
・
｜

聾
に
打
て
も
不
苦
也
。

１
鐘
巻

後
の
「
水
帰
て
」
と
云
所
間
、
と
ふ
ノ
ー
打
也
。
「
つ
き
が
ね
こ
そ
」

と
云
所
に
地
に
な
す
也
。

次
第

〈
マ
マ
）

次
第
、
お
つ
か
ら
も
か
ん
か
ら
も
、
小
つ
ぎ
ご
「
か
ら
す
打
出
也
。

「
曲
舞
の
内
に
序
破
急
乃
心
持
有
。

～
班
女

「
此
神
ノ
ー
に
き
せ
い
を
ば
、
な
ど
か
し
る
し
の
な
か
る
べ
し
」
、
と
ふ

ノ
ー
有
。
「
き
ん
じ
や
う
さ
い
は
い
」

弥
左
衛
門
直
伝
西
村
小
兵
衛
よ
り
相
伝
之
所
也
。

1１
と
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７７〔翻刻〕『聞書色々』

〈
③
永
正
十
年
与
五
郎
権
守
奥
書
伝
書
〉

「
は
や
し
乃
事
、
御
尋
候
。
我
等
道
に
付
候
て
、
何
事
も
無
器
用
成

者
―
―
て
候
間
、
嚇
之
事
も
不
存
候
。
さ
り
な
が
ら
も
と
ノ
ー
よ
り
間
を

よ
び
見
及
候
事
を
大
か
た
申
候
。
ま
づ
は
や
し
と
申
ハ
水
に
物
を
か
き

て
な
が
る
国
ご
と
く
に
、
は
や
瀬
を
ば
は
や
く
な
が
れ
候
や
う
に
心
得

肝
要
候
。
惣
じ
て
当
世
も
打
は
や
し
、
ち
か
ら
わ
ざ
の
や
う
に
な
り
候
。

つ
ぎ
ミ
も
物
数
お
ほ
く
な
り
候
か
と
存
候
。
一
二
に
て
行
候
所
、
五
シ

六
ツ
セ
ッ
八
数
ま
し
こ
と
、
し
ん
ら
う
に
て
か
し
ま
し
く
き
こ
へ
候
・

大
鼓
も
小
鼓
も
物
狂
の
一
聲
を
細
々
御
打
候
事
、
不
可
然
候
。
其
曲
う

せ
候
ハ
で
、
う
た
ひ
を
大
ご
魁
ろ
に
お
ぼ
へ
候
。
舞
之
内
も
お
っ
た

て
悩
乃
心
得
、
是
嫌
二
て
候
・
た
ぎ
能
を
本
と
心
得
、
其
座
の
し
て
を

本
と
御
心
得
候
而
、
御
は
や
し
候
よ
り
外
、
別
之
事
有
べ
か
ら
ず
候
。

此
方
之
能
之
心
ハ
さ
だ
め
ず
候
而
、
さ
だ
ま
り
た
き
や
う
に
存
候
。
其

心
ハ
前
乃
心
得
を
本
と
し
て
、
い
か
に
も
な
ら
い
稽
古
を
本
と
さ
し
て
、

幕
を
打
上
て
よ
り
ハ
、
心
を
う
ち
ほ
ど
き
て
自
由
自
在
に
仕
候
。
自
由

に
仕
候
へ
共
、
前
々
稽
古
つ
よ
く
候
ヘ
バ
、
わ
る
き
所
な
く
候
。
祖
父

禅
竹
ハ
信
草
行
と
申
事
を
（
さ
か
さ
ま
に
心
得
候
と
被
申
候
つ
る
。
内

を
信
に
心
得
、
が
く
屋
を
行
に
心
得
、
舞
台
を
草
に
心
得
侯
と
被
申
候

（
ず
）

事
、
面
白
き
心
得
ニ
テ
侯
。
つ
る
み
に
入
る
、
か
し
ら
を
ま
れ
な
る
様

に
本
と
ハ
心
得
候
。
鼓
・
大
鼓
に
手
と
申
事
ハ
、
能
に
も
う
た
い
に
も

面
白
似
相
候
を
手
と
申
候
。
今
ハ
た
守
珍
敷
事
あ
ん
じ
出
し
候
て
、
手

と
心
得
ら
れ
候
事
、
い
は
れ
ぬ
事
二
て
候
・
昔
乃
能
キ
し
て
と
申
ハ
、

ハ
、
ン
｜
フ
・
刀
包
ン
テ

チ
、
、
、
フ
ホ
、
、
、
、
ホ
フ
ホ
、
、
、
、
（
譜
省
略
）

よ
き
は
や
し
を
だ
し
ぬ
き
候
て
、
は
た
ら
き
ど
こ
ろ
を
（
は
た
ら
か
ず
。

は
た
ら
か
ざ
る
べ
き
所
を
（
俄
に
働
な
ど
し
て
、
色
々
に
は
や
し
手
に

心
を
つ
く
ざ
せ
候
を
、
し
て
に
い
か
れ
候
ま
じ
き
や
う
に
は
や
し
候
を

本
と
心
得
ら
れ
侯
。
是
面
白
き
心
つ
か
ひ
に
て
候
。
公
し
て
乃
ま
、

｛
マ
マ
）

は
風
ま
国
仮
常
に
有
能
二
て
候
共
、
少
も
油
断
有
間
敷
候
。
わ
れ
を
本

と
お
も
ふ
事
ハ
返
々
不
可
然
候
。
座
敷
之
は
や
し
ハ
ぶ
つ
さ
う
に
な
き

や
う
に
御
は
や
し
候
ハ
ん
づ
る
事
、
肝
要
候
。
他
座
二
て
候
共
、
も
と

，
ｌ
ｌ
乃
事
を
も
心
得
、
打
は
や
し
、
達
者
な
る
べ
き
人
に
御
尋
あ
る
べ

く
候
。
は
や
し
て
ハ
か
ほ
も
ち
か
ん
用
二
て
候
。
ま
ん
ノ
ー
た
る
ざ
ま

な
る
も
、
野
心
あ
る
や
う
な
る
も
、
わ
る
く
候
。
つ
れ
乃
ご
と
く
に
て
、

ち
と
に
こ
‘
ｌ
ｌ
と
有
（
よ
く
候
。
し
や
う
ぎ
の
上
、
い
か
に
も
す
ぐ
に

せ
乃
く
ず
ミ
候
ハ
ぬ
や
う
一
一
御
た
し
な
ミ
あ
る
べ
く
候
。
返
々
物
狂
の

一
聾
を
、
ざ
の
ミ
稽
古
有
ま
じ
く
候
。
太
鼓
も
は
や
太
鼓
を
細
々
に
稽

古
す
る
人
は
必
し
づ
か
な
る
事
に
も
、
は
や
き
心
、
先
立
物
也
。
は
や

し
ハ
手
を
本
と
す
る
事
、
さ
が
る
も
と
い
二
て
候
・
｜
世
之
間
、
我
が

初
心
な
る
と
御
心
得
あ
る
べ
く
候
。
世
上
を
を
ぢ
候
ハ
ぬ
事
、
不
可
然

と
、
面
乃
よ
は
き
人
の
げ
ひ
よ
り
つ
よ
く
な
り
候
を
本
と
仕
候
。
お
も

て
乃
た
Ｆ
つ
よ
き
ハ
嫌
候
。
拍
子
ハ
打
ち
が
へ
ず
、
お
も
て
い
ざ
む
心

に
て
は
や
す
べ
し
。

｜
、
能
を
は
や
す
に
、
わ
き
乃
能
を
た
く
さ
ん
に
は
や
し
て
、
二
番
め

を
（
か
、
へ
乃
は
や
し
、
一
一
番
め
を
た
く
さ
ん
に
は
や
し
て
、
三
番
め

を
か
嵐
へ
て
は
や
し
候
や
う
に
心
が
け
あ
る
べ
く
候
。
さ
り
な
が
ら
、

能
に
よ
り
て
か
、
へ
て
能
の
ふ
あ
る
べ
し
。
是
ハ
常
乃
心
が
け
之
事
也
。

座
敷
二
て
も
、
其
心
た
よ
り
あ
る
べ
し
。
わ
き
の
能
、
二
番
目
の
し
ゆ
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ら
な
ど
ハ
た
ぶ
ん
花
や
か
に
打
て
可
然
候
也
。
何
よ
り
も
ノ
ー
大
夫
之

抽
断
な
ふ
は
や
す
べ
し
。
座
敷
に
て
う
た
ふ
人
も
其
心
得
也
。
い
か
に

も
か
た
き
と
お
も
ひ
な
し
、
打
と
げ
て
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
さ
り
な
が

（
マ
マ
）

ら
、
う
た
い
て
初
心
に
候
ハ
や
、
お
し
ゆ
る
す
や
う
に
は
や
す
べ
し
。

「
通
小
町
乃
「
身
ひ
と
り
に
ふ
る
涙
乃
雨
か
」
と
云
、
「
あ
ら
く
ら

（
マ
マ
）

の
夜
や
」
と
云
限
な
る
い
わ
せ
や
う
の
し
ほ
る
つ
獣
ミ
乃
か
ん
用
二
て

（
卒
祁
婆
小
町
）

も
、
か
や
う
乃
た
ぐ
い
あ
ま
た
あ
る
べ
く
候
。
「
じ
ゃ
う
ゑ
の
は
か
ま

か
い
と
っ
て
」
な
ど
風
な
く
た
し
な
ミ
、
可
然
也
。
座
敷
二
て
う
た
ふ

人
も
な
く
、
笛
も
な
く
、
太
鼓
も
な
き
座
敷
に
て
小
鼓
を
と
こ
わ
れ
て
、

お
き
つ
ぎ
ミ
を
打
也
。
其
後
ハ
い
か
や
う
に
も
可
打
。
太
鼓
も
同
事
也
。

次
第
を
打
也
。
鼓
乃
病
に
ハ
、
手
乃
打
度
と
、
し
た
る
き
が
、
二
つ
乃

病
と
申
也
。
さ
り
な
が
ら
、
打
な
ら
い
乃
手
を
も
う
た
で
、
壱
シ
ー
ツ

と
よ
む
や
う
一
一
打
候
て
、
っ
ザ
ミ
乃
あ
が
る
事
ハ
あ
る
ま
じ
く
候
。
た

く
さ
ん
に
打
候
て
、
其
内
に
し
な
ト
ー
乃
心
が
け
あ
る
べ
し
。

「
松
風
村
雨
・
か
し
わ
崎
な
ど
、
か
や
う
乃
た
ぐ
ひ
、
も
の
き
る
段

ご
と
に
大
事
の
は
や
し
也
。
心
が
け
て
は
や
す
べ
し
。
次
第
に
て
も
な

く
、
｜
聲
二
て
も
な
き
物
也
。
拍
子
に
の
ら
ぬ
は
や
し
也
。
打
む
す
ぶ

手
を
う
た
い
也
・
一
聾
も
松
風
村
雨
乃
一
聾
ハ
い
か
に
も
し
づ
か
な
る

一
聾
に
よ
り
、
し
た
る
く
な
る
物
也
。
手
乃
打
度
事
、
人
乃
気
を
と
り

ほ
め
ら
れ
た
き
事
を
当
座
に
思
よ
り
、
手
を
打
度
物
也
。
当
座
之
花
ハ

有
、
で
し
に
も
し
ら
ぬ
も
ほ
む
る
事
ハ
有
物
二
て
侯
へ
共
、
道
を
し
る

も
の
ハ
聞
わ
く
る
也
・
当
座
の
花
に
て
ハ
あ
れ
ど
も
、
つ
い
の
花
ハ
別

乃
事
な
る
べ
し
。
能
々
あ
ん
じ
て
御
覧
候
べ
く
候
。
手
と
云
物
ハ
聞
あ

く
物
也
。
お
国
か
ら
ぬ
物
也
。
ま
れ
に
し
ほ
画
得
て
か
す
手
ハ
を
な
じ

〈
マ
マ
）

手
な
れ
共
、
そ
こ
面
白
物
也
。
祝
一
一
一
口
乃
能
ハ
殊
に
い
か
に
も
有
め
の

ま
国
に
直
は
や
す
べ
し
。

｜
、
能
に
ハ
つ
よ
き
か
た
を
心
が
く
る
に
よ
り
、
す
け
と
も
な
く
、
を

く
る
か
た
な
き
物
也
。
又
座
敷
二
て
ハ
お
も
し
る
が
ら
せ
度
二
よ
り
、

（
マ
マ
）

ほ
け
す
ハ
く
る
か
た
お
ら
し
な
ら
い
を
心
得
、
す
》
）
す
事
有
物
也
。

能
々
し
あ
ん
あ
る
べ
し
。
は
や
き
事
を
（
静
に
心
を
も
つ
と
申
ハ
、

か
、
る
事
也
。
ら
う
く
る
て
、
い
る
、
か
し
ら
、
な
が
す
か
し
ら
、
セ

ツ
八
シ
な
ら
で
ハ
あ
る
ま
じ
く
候
へ
共
、
上
り
や
く
・
中
り
や
く
と
て
、

手
乃
し
な
を
り
や
く
し
、
音
曲
乃
文
字
の
く
さ
り
や
う
し
て
、
の
く
し

ぢ
め
を
心
得
、
打
候
ヘ
バ
、
面
白
物
也
。
我
な
が
ら
も
手
を
打
て
か
国

へ
候
て
、
し
ほ
、
ま
つ
べ
し
。
知
ら
ぬ
う
た
ひ
を
（
打
べ
か
ら
ず
侯
。

入
ご
と
に
し
り
た
る
ふ
り
を
し
て
打
物
也
。
思
ひ
ち
が
へ
候
て
打
候
へ

（
く
る
し
か
ら
ず
候
・
打
ち
が
ひ
た
る
と
思
、
其
心
を
忘
れ
ず
候
ヘ
バ
、

其
後
も
又
打
ち
が
へ
候
物
也
。
し
か
た
も
な
き
事
と
、
ま
へ
の
を
う
ち

わ
す
る
風
が
能
候
。
い
か
に
も
ノ
く
～
思
案
稽
古
肝
要
侯
。
稽
古
ハ
つ
よ

か
れ
、
じ
ゃ
う
し
き
ハ
な
か
れ
と
あ
り
。

｜
、
面
ハ
よ
は
き
ふ
り
を
し
て
、
能
げ
ひ
乃
つ
よ
き
を
ほ
む
る
也
。
面

ハ
ま
ん
し
ん
を
な
し
、
す
る
わ
ざ
の
よ
ハ
き
事
、
返
々
も
ほ
め
ざ
る
事

也
。一
、
返
々
し
た
る
き
ハ
ま
ん
ず
る
所
二
て
、
油
断
出
夕
。
い
か
に
も
の

り
て
よ
き
一
せ
い
也
・

一
、
一
聾
に
の
り
て
の
ら
ぬ
一
聾
ア
リ
。
さ
し
聾
｜
’
て
い
、
出
◎

（
が
力
〉

｜
聾
ハ
の
ら
ぬ
る
能
也
。
一
聾
乃
内
の
－
せ
い
と
Ｊ
公
）
云
也
。

〈
人
肉
脚
〉

た
と
ヘ
バ
、
八
嶋
・
道
盛
、
か
や
う
乃
た
〈
仁
、
ひ
の
一
聾
ハ
、
「
月
乃
出
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７９〔翻刻〕『聞書色々」
じ
ほ
の
奥
津
浪
」
な
ど
、
云
所
よ
り
の
り
候
て
は
や
す
故
に
、
一
聾
の

内
の
－
せ
い
と
も
云
也
。

（
マ
マ
〉

｜
、
井
幹
乃
序
に
か
通
る
段
、
心
が
け
て
一
打
に
、
柚
断
有
て
ハ
か
薗

ら
ぬ
序
二
て
候
・
か
や
う
乃
た
ぐ
ひ
の
能
、
あ
ま
た
あ
る
べ
し
。

一
、
序
之
内
二
て
も
、
小
鼓
乃
大
事
也
。
を
ろ
し
所
に
見
所
有
て
、
笛

と
大
つ
諜
ミ
・
小
鼓
何
成
共
お
ろ
し
候
也
。
大
夫
乃
あ
し
の
は
こ
び
や

う
見
合
候
て
お
ろ
す
べ
し
。
座
敷
―
―
て
笛
を
間
て
お
ろ
す
べ
し
。

｜
、
破
乃
能
々
の
ふ
の
は
じ
ま
る
よ
り
心
に
は
の
心
持
云
ト
お
な
じ

事
な
る
べ
し
。

｜
、
う
た
ひ
乃
拍
子
に
も
の
ら
ず
し
て
、
上
が
ふ
き
め
く
也
・
又
し
た

る
き
う
た
ひ
を
も
心
を
い
さ
め
、
手
に
て
い
そ
ぎ
候
ヘ
バ
、
つ
ゐ
に
お

も
し
ろ
き
事
有
ま
じ
き
也
。
い
か
に
も
ノ
ー
心
え
て
は
こ
ぶ
が
能
候
。

は
や
き
事
を
（
心
を
ゆ
ふ
に
持
、
静
な
る
事
を
（
心
を
い
さ
め
は
や
す

べ
し
。
は
や
き
事
な
り
と
恩
、
は
や
く
打
候
ヘ
バ
、
上
が
ふ
き
と
云
物

に
成
候
也
。
一
ぴ
や
う
し
と
も
云
也
。
し
づ
か
な
る
事
も
打
な
し
事
な

る
べ
し
。
し
づ
か
な
る
と
お
も
ひ
、
し
づ
か
に
は
や
し
候
ヘ
バ
、
た
る

む
ひ
や
う
し
に
て
、
あ
い
し
や
う
に
成
候
也
。
か
り
そ
め
も
油
断
な
ふ

稽
古
あ
る
べ
し
。

｜
、
稽
古
を
は
れ
に
し
、
我
を
げ
い
に
と
云
事
候
ヘ
バ
、
い
つ
も
た
し

な
ミ
肝
要
に
て
候
。

（
マ
マ
）

｜
、
小
鼓
に
手
と
云
物
ハ
は
し
る
宰
日
お
と
る
し
。
の
ミ
入
る
お
と
、
き

ざ
ミ
ニ
て
は
し
る
手
、
か
し
ら
に
て
こ
す
か
し
ら
、
は
や
く
に
る
物
二

て
候
。
但
く
せ
を
思
出
し
、
坊
主
乃
す
が
た
を
お
も
ひ
出
し
よ
き
物
也
。

『
お
き
つ
翻
ミ
乃
事
、
笛
吹
出
し
、
き
ざ
み
よ
り
聲
を
し
ん
に
入
テ
、

あ

笛
乃
ハ
、
ひ
ひ
を
き
ざ
ミ
と
お
つ
と
か
し
ら
と
次
第
ｊ
く
ｌ
に
可
打
。

上

｜
、
か
い
一
」
の
お
き
つ
蜜
ミ
の
事
、
わ
き
の
し
て
柱
乃
中
ほ
ど
へ
出
候

ハ
ん
時
よ
り
、
笛
を
き
か
ず
共
、
わ
き
と
心
を
か
け
、
序
破
急
一
一
よ
せ

て
打
く
し
。
わ
き
立
あ
が
り
候
て
、
な
が
し
あ
げ
候
也
。
数
ハ
セ
ッ
、

な
が
し
、
八
シ
め
こ
て
打
上
候
也
。
其
外
之
能
共
ハ
、
四
シ
め
二
て
な

が
し
上
候
也
。

一
、
座
敷
二
て
乃
音
曲
を
は
や
す
に
、
三
と
心
あ
り
。
扇
拍
子
を
ミ
る

べ
し
。
四
拍
子
・
八
ひ
や
う
し
を
聞
合
て
打
く
し
。
鼓
に
心
を
か
く
れ

（
身
な
り
に
曲
出
く
る
也
。
身
な
り
を
心
が
く
れ
（
、
や
｝
」
ヘ
を
聞
わ

（
後
欠
か
）

す
る
国
物
也
。
何
を
ｊ
Ｄ
油
断
。

｜
、
立
合
、
又
者
座
敷
―
―
て
初
心
な
る
も
の
、
じ
ゃ
う
ず
に
打
か
ち
、

し
る
も
し
ら
ぬ
に
も
ほ
め
ら
る
、
事
あ
り
。
心
が
け
も
な
く
、
た
く
さ

ん
に
打
、
同
手
を
も
お
ぼ
へ
ず
。
も
と
よ
り
能
に
心
を
か
く
る
事
も
な

く
、
う
て
（
人
乃
目
を
も
耳
を
も
取
候
。
そ
れ
ハ
時
の
花
と
て
し
る
人

ま
れ
な
る
べ
し
。
か
へ
す
人
～
～
四
拍
子
を
油
断
な
ふ
心
が
け
可
然
候
也
。

『
乱
拍
子
之
事
、
ひ
や
う
し
を
つ
な
が
ぬ
は
や
し
な
る
に
よ
り
、
ら

ん
拍
子
と
申
侯
。
和
歌
を
あ
げ
候
ま
ヘ
ハ
序
な
り
。
あ
げ
て
よ
り
後
ハ

ら
ん
び
や
う
し
な
る
べ
し
。
乱
拍
子
乃
名
を
（
、
お
き
つ
叡
ミ
乃
ミ
だ

れ
と
云
。

「
本
乃
名
を
（
お
く
あ
る
鼓
と
申
也
。

一
、
次
第
を
（
か
へ
る
ひ
や
う
し
と
申
也
。

「
舞
を
（
｜
聲
乃
ミ
だ
れ
と
申
也
。

一
、
う
た
ひ
を
（
跡
を
打
と
申
也
。
う
た
ひ
を
や
り
て
う
つ
ゆ
へ
に
、

跡
を
う
つ
と
い
へ
り
。
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8０

一
、
熊
野
之
曲
舞
「
か
ん
う
ん
を
へ
だ
て
△
と
云
所
ま
で
か
国
へ
て

打
く
し
。
「
鐘
乃
聲
」
と
云
所
よ
り
つ
く
る
。
此
舞
半
も
如
此
侯
へ
共
、

｜
、
乱
拍
子
ハ
を
き
つ
ざ
ミ
の
み
だ
れ
也
。

「
わ
き
乃
能
の
次
第
ハ
か
ろ
く
は
な
や
か
に
。

｜
、
沙
門
や
女
乃
次
第
ハ
し
ヅ
か
に
打
く
し
。

｜
、
七
騎
落
・
安
宅
乃
次
第
ハ
か
ろ
ト
ー
と
可
打
。

「
遊
屋
乃
ろ
ん
ぎ
の
内
「
た
ら
ち
ね
」
乃
所
に
て
手
可
打
。

「
松
風
村
雨
乃
論
義
乃
う
ち
に
「
な
た
」
乃
所
二
て
か
し
ら
う
た
ず
。

同
舞
ハ
半
乃
舞
。
遊
屋
の
舞
も
は
に
は
や
す
べ
し
。

一
、
き
り
乃
舞
、
序
の
か
し
ら
二
ば
か
り
二
て
お
ろ
す
べ
し
。

「
錦
木
乃
舞
、
半
也
。

「
あ
い
し
や
う
乃
舞
、
半
也
。

『
楊
貴
妃
乃
舞
、
序
也
。

｜
、
江
口
も
序
也
。

｜
、
定
家
も
同
。

「
野
々
宮
。

「
か
き
つ
ば
た
、
舞
破
也
。

「
う
ね
め
の
舞
、
少
序
乃
心
あ
る
べ
し
。

｜
、
井
幹
之
舞
、
序
也
。

｜
、
干
手
之
舞
、
序
也
。

｜
、
二
人
閑
之
舞
、
序
之
心
二
て
雛
而
お
ろ
す
べ
し
。

「
さ
ほ
山
之
舞
、
し
て
を
み
つ
く
ろ
い
は
や
す
べ
し
。

「
安
宅
之
舞
、
遊
僧
之
舞
心
有
問
、
は
や
く
な
く
お
そ
く
も
な
く
、

「
安
宅
之
舞
、
遊
樫

中
よ
り
は
や
す
べ
し
。

〈
④
永
正
十
二
年
金
春
元
安
奥
書
伝
書
〉

｜
、
第
一
身
な
り
を
た
し
な
む
べ
し
。
第
こ
に
か
ほ
持
に
曲
な
き
様
二

心
が
け
く
し
。
第
三
二
聾
を
い
か
に
も
ち
か
ら
を
入
て
、
聾
の
う
き
ハ

き
衝
に
く
き
物
也
。
第
四
き
の
た
か
き
ハ
い
や
し
き
物
也
。
し
た
る
き

（
後
欠
）

か
た
ヘ
ハ
か
た
ぶ
く
く
し
。
第
五
お
っ
。

｜
、
亦
手
を
打
候
を
ひ
や
う
し
き
嵐
と
ミ
な
ｌ
～
心
得
侯
。
ひ
や
う
し

（
マ
マ
）

ハ
つ
き
は
な
れ
候
事
を
し
り
、
か
け
ひ
き
を
心
、
ひ
や
う
し
を
捨
て
と

り
あ
げ
な
ど
し
て
、
心
の
ま
風
に
し
て
、
ひ
や
う
し
乃
初
中
後
を
心
得

た
る
を
拍
子
聞
と
申
也
。
聞
を
よ
び
見
お
よ
び
た
る
事
、
大
形
申
候
。

「
唄
之
内
を
打
事
、
音
曲
所
を
仕
て
も
、
か
し
ら
な
ど
を
も
う
た
い

也
。「
舞
ハ
｜
聾
の
ミ
だ
れ
也
。
何
も
可
秘
々
々
。

永
正
十
二
年
九
月
廿
日
二
今
春
秦
元
安
二
相
伝
候
を
以
執
心
将
重

相
伝
畢

永
禄
一
一
一
年
正
月
吉
日
黒
政
右
兵
衛
将
重
判

時
よ
り
序
乃
舞
を
は
や
す
事
も
あ
り
。

「
う
た
ひ
乃
内
、
半
を
お
か
ず
う
つ
く
し
・
返
々
音
曲
之
所
を
き
か

せ
、
７
つ
べ
し
。
此
外
二
色
々
有
く
し
。
大
略
存
分
書
渡
申
候
畢
。

（
椎
）

此
書
物
、
、
水
正
拾
年
九
月
十
日
二
与
五
郎
誰
守
ヨ
リ
相
伝
候
を
、

拙
者
亦
永
禄
三
年
之
上
春
一
一
伝
得
仕
候
者
也

〈
⑤
宮
増
弥
左
衛
門
鼓
道
歌
〉

【
か
、
へ
ｂ
ほ
か
の
］

つ
れ
て
行
あ
ひ
て
し
な
く
（
小
つ
ぎ
二
へ
に
か
掴
ゆ
る
ほ
ど
の
秘
事
ハ
あ
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８１〔翻刻〕「聞書色々」
ら
じ
な

【
を
は
や
す
］

と
し
ふ
れ
（
か
ハ
る
事
の
ミ
お
ほ
き
中
に
つ
ぎ
ミ
は
や
さ
ん
う
た
ひ
て

も
が
な

［
噸
を
の
ミ
］

老
乃
浪
う
ち
て
あ
や
な
し
し
か
ハ
あ
れ
ど
た
ち
居
に
か
る
き
心
得
を
し

れ一
一
一
度
ハ
と
は
ぎ
い
ふ
く
し
三
度
と
も
い
は
Ｆ
と
ひ
て
の
き
に
や
達
ハ

んを
し
へ
ず
と
ほ
め
ば
弟
子
こ
の
気
に
あ
ハ
ん
教
訓
を
せ
（
気
に

【
ハ
あ
ハ
し
な
｝

や
ち
が
ハ
む

老
ぬ
れ
（
す
る
態
ご
と
に
杖
も
が
な
せ
め
て
こ
ろ
ば
で
道
に
た
ど
ら
ん

わ
ら
ふ

た
し
な
ま
ん
人
に
ハ
か
た
れ
当
世
は
も
の
し
り
だ
て
と
わ
ろ
ふ

【
成
け
り
】

上

お
か
し
さ

身
乃
壱
フ
ヘ
に
お
ぼ
え
ハ
曲
ハ
よ
も
あ
ら
じ
た
が
ひ
に
さ
た
を
と
も
に
と

へ
か
し

つ
ぎ
ミ
を
（
う
て
（
打
と
や
お
も
ふ
ら
ん
こ
砥
ろ
を
や
り
て
う
つ
ハ
ま

れ
也

［
く
せ
］

初
心
な
る
あ
ひ
て
を
つ
よ
く
と
り
も
て
（
我
身
の
う
へ
に
な
る
を
し
ら

ず
や

す
ぐ
に
行
よ
か
ら
ん
手
を
（
打
ず
し
て
横
す
ぢ
か
い
を
こ
の
む
は
か
な

さ舞
の
内
し
づ
か
に
か
る
き
心
得
ハ
し
て
の
身
が
ま
へ
し
ら
ぬ
ゆ
へ
な
り

お
も
ふ

す
る
態
を
と
ふ
を
恥
と
や
お
も
ふ
ら
ん
と
は
い
ハ
つ
ゐ
の
は
ぢ
と
こ
そ

上
ヒ
ヒ

き
け

〒
う
ち
と
い
ふ
］

つ
き
も
な
く
た
、
く
つ
Ｆ
ミ
を
わ
ら
ふ
ら
ん
や
二
へ
と
い
ふ
べ
き
な
の
ミ

し
ら
ず
や

い
さ
ふ
な
る
わ
ざ
を
し
か
け
（
と
り
合
で
す
ぐ
に
行
く
き
ぢ
を
こ
面
ろ

へ
よ

年
よ
ら
（
せ
め
て
へ
た
こ
ふ
い
ら
ず
し
て
手
打
だ
て
す
る
小
鼓
ハ
う
し

を
ど
り
は
ね
打
（
ま
ぎ
る
魁
し
な
も
あ
り
す
ぐ
に
ハ
道
も
大
事
瞠
挫
き

く

【
い
ふ
一

を
き
つ
ぎ
ミ
数
ハ
さ
だ
め
て
あ
る
と
き
く
わ
き
笛
ふ
き
に
よ
る
と
こ
そ

き
け

【
に
一

七
十
に
な
る
ま
で
な
ら
ぬ
小
つ
ぎ
ミ
を
過
こ
し
ほ
ど
の
行
す
へ
も
が

な乱
び
や
モ
フ
し
ほ
う
い
の
舞
ハ
か
ハ
ら
じ
な
男
女
乃
心
得
を
し
れ

【
と
｝

慢
心
に
卑
下
す
る
躰
を
う
ち
捨
て
た
ず
な
に
と
な
き
小
鼓
ハ
よ
し

一
ハ
ろ
く
］

は

人
》
」
と
を
あ
し
く
い
ひ
な
す
心
得
は
我
身
乃
あ
だ
に
な
る
を
し
ら
ず
や

［
ハ
各
一

上
［
ハ
ら
ハ
せ
ん
｝

身
乃
う
へ
に
な
す
事
な
く
て
か
き
を
く
ハ
わ
ら
ハ
ん
為
の
き
や
う
か
也

け
り

【
よ
一

お
も
ふ
と
や
時
の
花
の
ミ
か
ざ
し
つ
国
つ
ゐ
の
花
を
（
う
ち
わ
す
る
ら

ん［
ら
ん
き
よ
く
一

幸
日
曲
ハ
ひ
と
り
謡
と
き
く
な
れ
ば
し
ら
べ
の
ひ
や
う
し
物
ご
と
に
し

［
れ
］

てあ
ら
く
る
し
心
に
な
ら
ぬ
小
つ
ぎ
ミ
に
銭
金
も
ち
て
お
も
ひ
で
も
が
な

た
づ
ね
ず
（
何
を
た
よ
り
に
道
野
辺
の
其
水
上
を
な
が
れ
行
す
へ

音
曲
ハ
あ
と
を
は
や
す
と
き
く
も
の
を
ま
づ
さ
き
ば
し
る
小
つ
ぎ
ミ
ハ

う
し

【
こ
し
】

と
し
よ
り
て
わ
き
の
ま
ハ
リ
ハ
は
や
す
と
も
き
ハ
か
た
さ
き
の
心
へ
を
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〈
⑥
西
村
満
斎
鼓
伝
書
〉

観
世
座
美
濃
権
守
ヨ
リ
次
郎
大
夫
一
一
相
伝
也

一
、
昔
猿
楽
ト
云
事
、
天
照
太
神
宮
ア
マ
ノ
岩
戸
ラ
ヒ
キ
タ
テ
、
日
本

国
長
夜
の
や
ミ
ト
ナ
リ
ヶ
レ
バ
、
ア
キ
津
嶋
ノ
神
達
ク
ラ
ャ
ミ
ニ
ナ
リ

テ
ワ
イ
カ
子
ト
思
召
、
神
々
ア
ッ
マ
リ
給
ひ
神
野
有
。
今
の
代
迄
モ
猿

楽
ノ
ハ
ジ
マ
リ
是
也
。

｜
、
ヲ
キ
ナ
ニ
ハ
春
日
大
明
神
、
「
チ
、
ノ
尉
ワ
江
州
ノ
白
ヒ
ゲ
ノ

大
明
神
、
｜
、
ヱ
ン
メ
イ
ク
ワ
ジ
ャ
ニ
ワ
津
ノ
国
西
ノ
宮
ヱ
ビ
ス
三
郎

し
れ

あ
ふ
ぎ
に
て
む
し
ろ
た
愈
ミ
を
た
輯
き
な
バ
つ
ザ
ミ
う
た
い
に
し
く
物

は
な
し

【
も
］

我
身
を
（
し
ら
で
か
き
を
く
こ
と
の
は
、
か
な
は
い
道
を
な
げ
く
と
を

し
れ

能
う
た
ひ
そ
の
品
，
ｒ
～
の
た
し
な
ミ
に
つ
な
ぎ
つ
な
が
ぬ
こ
砥
ろ
へ
を

も
て

［
ね
］

八
つ
の
海
と
ぴ
こ
さ
ん
こ
そ
や
す
か
ら
め
其
外
稽
古
た
し
な
ミ
と
き

く

［
み
ち
を
た
し
な
む
身
を
ハ
わ
す
れ
そ
一

菟
に
角
に
指
を
さ
し
っ
、
わ
ら
ふ
と
も
道
た
し
な
ま
ん
事
の
ミ
を
も
て

【
な
さ
ぬ
一

其
人
の
弟
子
と
い
ひ
た
る
ば
か
り
に
て
け
い
こ
も
し
ら
ぬ
小
鼓
ハ
う
し

此
寄
、
宮
増
弥
左
衛
門
、
丹
波
之
奥
か
や
の
山
寺
に
て
長
面
之
折

節
、
鼓
乃
弟
子
に
く
た
び
れ
、
こ
れ
を
詠
ず
る
也
。
乱
舞
之
道
を

畷

心
辮
の
労
能
々
可
有
御
思
案
候
。

永
禄
一
一
一
年
正
月
吉
日
将
重
判

殿
。｜
、
三
番
猿
楽
ハ
天
地
天
皇
。

｜
、
太
鼓
ハ
ヲ
ハ
リ
ノ
国
ア
ッ
タ
ノ
源
太
夫
ノ
神
也
本
躰
不
動
、
縁
日
十
五
日
．

同
十
六
日
、
毎
月
也
○

｜
、
大
鼓
ワ
津
国
鼓
ノ
タ
キ
ノ
大
明
神
也
。

「
小
鼓
ハ
山
城
国
八
幡
宮
ト
ナ
リ
。

一
、
笛
ハ
大
和
ノ
国
笛
フ
キ
ノ
大
明
神
ナ
リ
。

「
出
シ
ノ
段
、
ヲ
ケ
ヲ
左
二
持
也
。

｜
、
ヲ
リ
候
時
ハ
右
ヘ
ヲ
リ
候
。

マ
カ
タ
モ
左
ヨ
リ
ヌ
ギ
、
右
ヨ
リ
入
ル
也
・

拾
二
調
子
四
季
ノ
調
シ

春
ゾ
ウ
丁
青
木
夏
ワ
ゥ
シ
キ
火
赤
秋
平
丁
金
白

冬
バ
ン
シ
キ
水
黒
土
用
一
コ
ツ
黄

〈
ｒ
一

正
月
平
丁
一
一
月
セ
ゥ
ゼ
ッ
丁
一
一
一
月
下
フ
丁
四
月
ソ
ゥ
テ
五
月
フ
セ
ゥ
丁

（
・
〆
）

一
丁
」

六
月
ワ
ゥ
ン
キ
七
月
ラ
ン
ヶ
ィ
八
月
バ
ン
シ
キ
九
月
神
セ
ツ
丁
拾
月
上
フ
ゥ

（
７
）

十
一
月
一
コ
ツ
丁
拾
一
一
月
タ
ン
ギ
フ

調
シ
ギ
ン
ジ
ヤ
ウ

平
丁
、
舌
ヲ
ハ
ニ
テ
ク
ワ
ヘ
テ
ソ
ウ
丁
、
舌
ヲ
ウ
ク
ハ
ニ
ク
ワ
ヘ
テ

ワ
ウ
シ
キ
、
舌
ヲ
ア
ケ
ニ
ッ
ケ
テ

バ
ン
シ
キ
、
舌
ヲ
ノ
ド
ニ
ッ
ケ
テ

｜
越
調
断
金
平
調
勝
絶
調
下
無
調
隻
調
鳧
鐘
調

（
マ
マ
）

黄
調
鴬
鏡
調
盤
渉
調
神
仙
調
上
無
調

一
、
出
ハ
ニ
ガ
ク
ヤ
ノ
方
、
三
度
ヨ
リ
多
ミ
る
事
不
可
有
。
三
度
ヨ
リ

イ
ク
度
モ
見
る
事
有
。
是
ハ
ヒ
ジ
也
。
観
世
古
三
郎
申
越
也
。
口
伝
一
一

Hosei University Repository



８３〔翻刻〕『聞書色々」
有
。「
出
ハ
、
今
春
方
ハ
伍
段
ノ
ハ
ャ
シ
ト
云
。
観
世
方
ハ
五
段
ノ
ハ
ャ

シ
ト
ハ
イ
ハ
ズ
。
キ
リ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
ノ
ハ
ヤ
シ
ト
云
。

｜
、
舞
ノ
ジ
ョ
ノ
内
カ
シ
ラ
大
事
也
。
イ
ク
ッ
打
ト
モ
カ
シ
ラ
ノ
程
タ

カ
サ
同
物
一
一
打
物
也
。

「
舞
ジ
ョ
ノ
内
舞
二
懸
段
ヲ
ロ
ス
所
ニ
シ
テ
ノ
見
所
有
。
今
春
方
ト

観
世
方
ト
ヲ
ロ
シ
様
カ
ハ
ル
也
。
口
伝
有
。

｜
、
一
切
ジ
ョ
ハ
ッ
キ
ウ
ノ
心
得
、
肝
要
也
。

一
、
大
ぴ
や
う
し
・
小
ぴ
や
う
し
と
云
事
有
。
口
伝
二
有
。

一
、
船
中
二
て
大
鼓
の
打
様
、
口
伝
有
。

（
高
砂
）

（
将
願
寺
）

一
、
「
春
な
れ
や
残
乃
雪
の
あ
さ
か
ん
が
た
」
「
し
う
ん
た
な
引
夕
日

（
潮
肥
田
）

影
」
「
羽
立
日
も
ざ
へ
て
打
は
ぶ
く
、
そ
の
ね
ぐ
ら
に
ハ
と
ま
ら
ず
し

て
」

〈
マ
マ
）

此
一
二
番
之
能
々
か
し
ら
大
事
也
。
打
様
有
。
沓
か
ひ
の
か
し
ら
と
名
申

也
。一
、
白
楽
天
・
老
松
・
放
生
川
、
是
三
番
の
能
大
事
乃
能
也
。
｜
ヲ
ソ

キ
能
也
。
打
様
色
々
口
伝
一
一
在
。

｜
、
鵜
羽
、
舞
二
て
ハ
ナ
シ
。
シ
ラ
バ
タ
ラ
キ
ト
云
物
也
。
但
舞
に
マ

ウ
事
も
在
。

｜
、
三
輪
・
杜
若
、
イ
ヅ
レ
モ
一
一
番
ナ
ガ
ラ
し
ら
バ
タ
ラ
キ
也
。
舞
に

杜
若
を
マ
ウ
事
も
在
（
、
シ
ラ
バ
タ
ラ
キ
也
。

「
護
法
・
春
日
龍
神
・
磐
舟
、
是
一
一
一
番
、
ハ
ャ
太
鼓
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。

ヲ
シ
タ
テ
タ
ル
出
ハ
也
・
但
笛
次
第
。

「
お
ふ
内
ノ
チ
カ
ウ
ト
云
事
在
。
サ
カ
ヒ
ャ
ウ
シ
ノ
事
也
。

｜
、
拾
ノ
内
七
シ
八
ツ
ハ
身
也
。
弐
シ
参
ツ
ハ
花
也
。
口
伝
一
一
有
。

｜
、
生
性
ミ
ダ
レ
ノ
事
、
観
世
方
ノ
物
ニ
ア
ラ
ズ
。
宝
生
方
ノ
ミ
ダ
レ

也
。
打
様
口
伝
一
一
在
。

「
那
郵
ガ
ク
、
余
ノ
ガ
ク
ニ
ハ
カ
ハ
ル
ベ
シ
。
打
様
口
伝
ニ
在
。

「
太
鼓
の
ヤ
マ
ヰ
ハ
手
ノ
打
度
ト
シ
タ
ル
キ
ト
ガ
此
病
ト
申
也
。

『
高
砂
、
大
事
之
太
鼓
也
。
其
モ
ロ
伝
二
有
。

｜
、
ハ
ャ
シ
ノ
次
第
之
事
、
一
番
太
鼓
、
二
番
笛
、
三
番
大
鼓
、
四
番

小
鼓
如
此
也
。

一
、
能
之
打
様
、
座
敷
能
之
打
様
、
心
得
カ
ハ
ル
ベ
シ
。
口
伝
一
一
在
。

「
太
鼓
打
よ
り
さ
き
に
コ
ヱ
カ
ク
ル
事
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
但
壱
シ
有

出
ハ
ノ
打
出
シ
ハ
、
コ
ヱ
ヲ
カ
ケ
テ
打
出
也
。
口
伝
重
々
。
コ
ヱ
モ
弐

色
在
。

は
と

一
、
い
つ
ぴ
や
う
し
乃
は
と
云
事
在
。
舞
ノ
内
ノ
事
也
。
口
伝
有
。

ヒ
ヒ

｜
、
出
ハ
ニ
聲
懸
事
、
弐
色
有
。
ア
ル
カ
、
リ
ニ
ハ
イ
ャ
ト
モ
カ
ク
ル
。

又
ヱ
イ
ト
モ
カ
ク
ル
。
是
ガ
弐
色
也
。

「
今
春
方
ニ
ハ
天
鼓
・
藤
戸
に
も
太
鼓
打
也
。

一
、
鐘
巻
乃
後
の
か
た
ば
ち
も
打
也
。
是
ハ
今
春
が
、
り
也
・

一
、
呉
綾
乃
は
た
物
乃
か
し
ら
之
事
、
今
春
方
ニ
ハ
ひ
や
う
し
と
斗
打

也
。
其
に
よ
り
侍
か
け
て
ひ
や
う
し
を
う
っ
て
打
也
。

一
、
観
世
方
ニ
ハ
程
ぴ
や
う
し
と
打
二
依
て
か
ら
か
わ
ず
、
侍
か
け
ず
、

寄
の
内
か
ら
い
か
に
も
か
る
く
打
也
。
今
春
と
観
世
と
は
か
様
之
段
、

う
ら
と
面
と
の
様
也
。
此
は
た
物
乃
か
し
ら
に
か
ぎ
ら
ず
。
然
共
口
伝

重
々
有
也
。

『
ハ
ノ
ハ
ト
云
事
有
。
口
伝
重
々
在
也
。
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｜
、
太
鼓
ヲ
打
共
、
い
か
に
も
つ
め
に
り
ち
ぎ
に
打
ベ
シ
。
伍
番
も
三

番
も
打
な
ら
（
其
内
二
能
は
や
し
を
壱
弐
番
面
白
、
又
ハ
花
ヤ
カ
ニ
手

モ
打
ベ
シ
。
ナ
ニ
ノ
奇
モ
同
ゴ
ト
ク
。

｜
、
｜
切
面
白
キ
事
も
細
々
キ
ヶ
バ
無
曲
間
、
き
様
子
細
ヲ
モ
ッ
テ
弥

口
伝
在
之
。
ざ
の
ミ
ノ
ッ
テ
ハ
ャ
ス
な
ど
、
云
事
も
コ
ト
ト
ー
さ
様
ニ

ァ
レ
バ
、
面
白
モ
在
間
敷
ヵ
。
タ
ヂ
一
二
番
ヲ
面
白
ハ
ャ
セ
ョ
。
其
残

ハ
手
モ
ウ
タ
ズ
。
イ
カ
ニ
モ
リ
チ
ギ
二
打
ベ
シ
。

「
太
鼓
ハ
飯
ニ
タ
ト
ヘ
タ
ル
物
也
。
サ
ノ
ミ
余
物
ノ
様
ニ
ウ
マ
ク
モ

ナ
シ
、
ワ
ロ
ク
モ
ナ
シ
、
ア
ク
事
も
ナ
キ
様
ナ
ル
ガ
本
也
。
ソ
レ
ヲ
上

手
ト
云
。
ヘ
タ
ノ
シ
ニ
ク
キ
事
也
。
サ
リ
ナ
ガ
ラ
ロ
伝
在
之
。
今
当
世

ハ
人
ノ
耳
二
入
ヲ
面
白
様
ニ
テ
モ
タ
ク
サ
ン
一
一
打
ベ
シ
。

「
ハ
ャ
シ
ハ
浮
木
ニ
タ
ト
ヘ
リ
。
口
伝
在
之
。

一
、
高
砂
打
様
二
色
有
。
本
々
二
打
コ
ウ
テ
モ
打
。
又
ハ
タ
守
打
コ
マ

デ
モ
打
。
是
二
色
ナ
リ
。
打
様
口
伝
二
在
。

一
、
大
つ
ぎ
ミ
八
ガ
シ
ラ
打
ナ
ラ
バ
、
太
鼓
モ
打
コ
ム
ベ
シ
。
脇
能
ニ

ヵ
ギ
ル
マ
ジ
キ
ヵ
。
ざ
様
之
段
ヲ
モ
ッ
テ
、
万
ヲ
鼓
次
第
ト
云
力
。
是

ハ
次
郎
大
夫
入
道
申
さ
る
嵐
事
也
。

「
一
切
枕
地
ヲ
キ
ラ
ウ
ト
云
、
口
伝
ニ
在
。
先
次
郎
大
夫
入
道
ハ
キ

レ

ラ
ハ
ル
候
。
但
脇
能
高
砂
ツ
レ
、
其
外
ヲ
シ
タ
テ
タ
ル
能
ニ
ハ
打
タ
ル

ヒ

ガ
能
ト
申
伝
。
口
伝
在
之
。
秘
事
也
。
其
外
ハ
地
ニ
ヲ
ロ
ス
ベ
シ
。

｜
、
伍
テ
ウ
シ
ノ
事
シ
ラ
メ
杯
、
手
ノ
内
口
伝
在
也
。

「
昭
君
の
後
之
段
、
宗
樋
打
ダ
ル
事
モ
有
之
由
候
。
其
ヲ
イ
カ
ニ
ト

申
二
大
シ
や
ミ
ク
タ
ビ
レ
テ
カ
ニ
ウ
テ
ト
申
セ
バ
、
後
之
段
打
也
。
さ

り
な
が
ら
是
ハ
ギ
ヤ
ク
ギ
也
。
本
ハ
ウ
タ
ズ
。
カ
マ
ヰ
テ
一
辺
ニ
カ
タ

マ
ル
マ
ジ
キ
也
。
口
伝
重
々
在
之
。

「
太
鼓
打
ト
云
事
、
能
打
ト
云
事
、
口
伝
有
。

｜
、
太
鼓
持
テ
出
ル
様
、
在
力
、
リ
ニ
ハ
樋
ヲ
ぬ
ひ
て
取
副
テ
、
左
二
持
テ

出
ル
也
・

｜
、
樋
を
ぬ
ひ
て
取
副
テ
右
一
一
持
テ
出
る
事
有
。
是
ハ
秘
事
也
。
ヘ
イ

セ
イ
ハ
左
二
持
ベ
シ
。
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。

「
か
た
の
ぬ
ぎ
様
ハ
右
カ
ラ
ぬ
ぐ
也
。
同
入
る
時
も
右
カ
ラ
入
る
。

是
ハ
秘
事
也
。

一
、
能
之
時
、
太
鼓
打
ナ
ラ
バ
扇
は
な
紙
力
ぜ
ぬ
ぐ
ひ
も
人
二
知
ら
せ

ぬ
様
二
、
さ
ら
ぬ
躰
に
て
左
乃
か
た
の
そ
ば
に
を
く
く
し
。

｜
、
ス
ワ
ウ
ぬ
ぐ
と
も
、
ぬ
ぎ
た
る
す
お
ふ
の
袖
、
脇
な
ど
に
ハ
さ
ま

ざ
る
物
也
。
た
櫛
引
よ
せ
て
お
く
物
な
り
。

「
太
鼓
ヲ
打
（
打
。
謡
ヲ
打
（
打
也
。
口
伝
。

一
、
狂
言
ハ
ャ
シ
出
ハ
ノ
事
、
打
上
ァ
後
ノ
カ
タ
樋
ウ
タ
ズ
。

「
皇
帝
・
西
王
母
な
ど
ノ
テ
カ
ゴ
、
、
ワ
後
ノ
カ
タ
樋
打
也
。

「
｜
切
狂
言
ハ
ャ
シ
ニ
舞
之
内
モ
奇
の
内
モ
打
上
ぬ
物
也
。
た
ず
か

し
ら
斗
ニ
テ
打
ベ
シ
。
本
々
ニ
ハ
ウ
タ
ズ
。
但
口
伝
。

一
、
ビ
シ
ヤ
モ
ン
ノ
狂
言
ハ
ヤ
シ
ナ
ド
ニ
ハ
サ
ノ
ミ
ハ
ロ
ク
ハ
ウ
タ
ズ
。

口
伝
々
。

（
太
）

｜
、
誓
願
寺
な
ど
の
様
な
る
一
一
段
大
鼓
有
テ
、
を
な
じ
打
出
し
な
ら
（
、

前
乃
打
出
、
四
シ
が
し
ら
二
打
な
ら
（
、
後
之
段
ハ
参
ツ
ガ
シ
ラ
ニ
打

ベ
シ
。
又
前
三
ツ
ガ
シ
ラ
ナ
ラ
バ
、
後
左
カ
ラ
打
ベ
シ
。
か
様
之
段
口

伝
専
一
候
。

一
、
誓
願
寺
二
か
ぎ
ら
ず
、
二
段
三
段
も
太
鼓
有
能
多
。
何
も
心
持
ち
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８５〔翻刻〕「聞書色々』
如
此
可
有
ヵ
。

｜
、
前
二
太
鼓
有
テ
、
暫
シ
テ
、
は
て
二
太
鼓
有
共
、
其
間
者
カ
タ
ヌ
ギ

テ
入
ル
事
、
不
被
有
候
之
也
。
打
は
て
、
に
入
ル
物
也
。

｜
、
能
之
時
之
カ
マ
エ
モ
イ
ッ
モ
ノ
ゴ
ト
ク
同
前
。

「
能
ニ
ョ
リ
カ
マ
エ
タ
カ
キ
モ
在
。
又
ヒ
ク
キ
モ
有
。
秘
事
也
。
口

伝
在
之
。

一
、
い
か
に
も
う
つ
く
し
く
花
や
か
な
る
ハ
、
太
鼓
も
高
く
持
セ
ベ
シ
。

モ
ト
ョ
リ
打
様
も
同
前
心
持
。
猶
口
伝
在
。

一
、
ハ
ヤ
物
ナ
ド
ハ
少
ヒ
ク
、
持
テ
、
打
ヨ
キ
様
一
一
打
物
也
。
口
伝
。

一
、
中
ナ
ル
能
ハ
又
其
心
持
在
ベ
シ
。
一
一
一
段
四
段
ニ
モ
カ
ギ
ル
マ
ジ
キ

カ
。

｛
マ
マ
）

｜
、
唐
ノ
大
臣
ノ
ー
ハ
ッ
テ
イ
カ
、
片
樋
右
斗
也
。

一
、
カ
シ
ラ
ノ
数
ノ
事
、
三
シ
伍
ツ
セ
ッ
九
シ
拾
壱
マ
デ
也
。
シ
バ
ヰ

ニ
ョ
リ
、
此
上
拾
三
十
五
マ
デ
モ
打
ベ
キ
カ
。
口
伝
々
。

「
是
ハ
出
ハ
之
事
、
我
マ
、
ノ
時
之
事
也
。

「
評
ヰ
之
内
ハ
さ
様
ニ
ハ
不
被
可
有
。
其
ハ
何
と
な
り
共
数
定
ま
ら

ず
。
能
様
一
一
打
ベ
シ
。

一
、
一
切
脇
能
二
手
打
事
キ
ラ
ウ
也
。
其
ヲ
イ
カ
ニ
ト
申
二
一
切
祝
言
二

手
打
事
不
被
可
有
。
手
打
ナ
ラ
バ
祝
言
ニ
テ
ハ
不
被
可
有
。
但
口
伝
二

在
。
打
事
モ
在
。
是
ハ
書
シ
ル
ス
事
也
。

「
勧
進
ナ
ド
ニ
ハ
手
も
打
ベ
シ
。
又
遊
ビ
能
ナ
ド
ハ
猶
く
る
し
か
る

ま
じ
き
か
。

｜
、
手
ウ
タ
ヌ
ナ
ド
、
云
事
ハ
、
太
人
ガ
上
ニ
テ
ノ
能
之
事
、
其
者
座

敷
ニ
テ
モ
同
前
也
。
能
ニ
カ
ギ
ラ
ズ
。
口
伝
二
在
・

「
座
敷
能
ト
ブ
タ
ヰ
ノ
能
、
カ
ハ
ル
ベ
シ
。

「
座
敷
ニ
テ
ハ
イ
カ
ニ
モ
物
す
ぐ
な
に
ざ
の
ミ
か
し
ま
し
く
な
き

様
二
打
ベ
シ
。

｜
、
カ
シ
ラ
ノ
数
ナ
ド
モ
す
ぐ
な
く
打
ベ
シ
。
シ
バ
イ
ノ
能
ト
ハ
カ
ハ

ル
ベ
シ
。

も

一
、
能
ニ
ョ
リ
カ
シ
ラ
モ
少
ヒ
キ
ク
地
モ
ヒ
キ
ク
、
い
か
に
も
よ
ふ
び

上

れ
て
打
能
有
。
模
な
ど
の
ツ
レ
ナ
リ
。
か
様
之
能
ハ
物
ツ
ョ
ク
ワ
ウ

タ
ヌ
物
也
。
い
か
に
も
タ
ョ
ー
ー
ト
打
ベ
シ
。
心
持
専
一
口
伝
在
之
。

「
脇
能
其
外
ヲ
シ
タ
テ
タ
ル
ッ
ョ
キ
能
ハ
い
か
に
も
ツ
ョ
ク
打
物
也
。

手
ナ
ド
モ
ョ
ハ
キ
手
ハ
不
被
可
打
。
ヲ
シ
ッ
ケ
テ
打
ベ
シ
。
か
様
之
段

秘
事
也
。

｜
、
稽
古
シ
ン
ベ
シ
。
但
流
ニ
ョ
ル
ベ
シ
。
口
伝
。

「
太
鼓
之
手
ト
云
事
も
多
ハ
ナ
キ
物
也
。
恰
斗
拾
壱
弐
斗
可
有
力
。

（
古
）

一
、
出
ハ
ノ
数
モ
同
前
。
是
ハ
占
ワ
出
ハ
ノ
数
一
二
ツ
ー
定
マ
リ
タ
リ
。

高
砂
ノ
出
、
｜
シ
・
ハ
ヤ
物
ノ
出
ハ
、
壱
。
海
士
ノ
出
は
、
壱
・
已
上

三
ツ
ニ
テ
在
。
今
当
世
ハ
拾
二
余
テ
有
。
是
も
観
世
方
斗
二
有
。
今
春
方

ワ
今
も
多
く
ハ
な
し
。
四
シ
五
ツ
ニ
ハ
過
ズ
。

｜
、
張
良
ノ
打
出
シ
ワ
皇
帝
ニ
モ
打
。
イ
カ
ニ
モ
ョ
ッ
キ
ッ
テ
、
カ
ロ

ク
打
出
シ
也
。
是
ハ
次
郎
大
夫
、
近
代
打
出
也
。
古
カ
ラ
ハ
ナ
シ
。
近

比
之
打
出
也
。
余
ノ
能
ニ
モ
加
様
之
く
ら
い
乃
能
な
ら
（
、
打
ベ
キ
カ
。

口
伝
重
々
在
之
。
春
日
龍
神
ニ
モ
在
。

「
脇
能
二
打
コ
ム
事
在
。
又
打
コ
マ
ヌ
事
も
在
。
コ
シ
ニ
打
コ
ム
ナ

ラ
バ
、
モ
ト
ョ
リ
舞
ノ
扇
取
段
ニ
テ
打
コ
ム
ベ
シ
。
弐
色
。
口
伝
有
。

｜
、
脇
能
ニ
カ
ギ
ラ
ズ
、
シ
テ
ノ
云
上
ル
段
、
打
コ
ム
事
有
。
矢
立
賀
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〈
マ
マ
）

一
、
錦
木
、
大
事
乃
太
鼓
也
。
心
ハ
ワ
カ
シ
ラ
カ
ラ
打
出
也
。
手
共
も

有
。
レ
ン
ポ
ノ
ッ
チ
ヤ
ウ
也
。
打
上
ハ
「
あ
ら
は
づ
か
し
や
」
に
て
打

上
ル
。

―
、
船
橋
、
是
も
恋
路
也
。
さ
り
な
が
ら
錦
木
ほ
ど
大
事
に
て
ハ
な
し
。

出
ハ
モ
本
々
之
出
ハ
也
・
「
是
見
給
へ
を
そ
る
し
や
」
に
て
ハ
打
あ
げ

ズ
。
た
ぎ
か
し
ら
を
壱
シ
打
テ
後
二
「
有
難
や
」
に
て
打
上
る
。
錦
木

茂
・
難
波
梅
、
か
様
ノ
能
ニ
ハ
「
わ
け
い
か
づ
ち
の
神
な
り
」
、
こ
凶

に
て
打
コ
ム
。
「
わ
う
人
と
い
つ
し
き
う
人
な
り
」
、
是
も
愛
ニ
テ
打
コ

ム
。
か
や
う
の
能
の
く
ら
ひ
、
何
も
同
心
た
る
べ
し
。

「
老
松
ハ
ヘ
イ
ヲ
持
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
観
世
方
ニ
ハ
ナ
シ
。
タ
や
扇
斗

也
。
｜
扇
ヲ
を
ろ
せ
ば
、
カ
シ
ラ
ヲ
打
ヲ
ロ
ス
也
。
笛
ホ
ウ
ノ
間
ハ
ジ
ョ

ノ
心
也
。
太
鼓
も
其
心
得
た
る
べ
し
。
但
座
敷
ナ
ド
ニ
テ
ハ
脇
二
も
ヲ

ロ
ス
ベ
キ
カ
。
笛
ノ
ヲ
ロ
シ
ハ
ひ
や
ひ
と
云
所
カ
ラ
也
。
か
様
所
キ
、

所
也
。
扇
取
段
ニ
テ
打
コ
ム
ベ
シ
。
ワ
カ
ハ
舞
ノ
内
カ
ラ
モ
云
。
又
ハ

シ
テ
能
舞
上
ル
ナ
ラ
バ
打
上
テ
モ
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
「
梅
も
色
そ
ひ
」

の
か
し
ら
、
大
事
也
。

マ

ー
、
高
砂
な
ど
に
打
コ
マ
ズ
ニ
打
事
モ
ア
ル
ベ
シ
。
座
敷
な
ど
に
て
ハ

無
用
之
事
也
。

「
大
ツ
ャ
ミ
、
八
ツ
ガ
シ
ラ
打
な
ら
（
、
ソ
レ
ハ
打
コ
ム
ベ
シ
。
ウ

タ
デ
ハ
カ
ナ
ハ
ヌ
物
也
。

「
大
ツ
ャ
ミ
、
コ
シ
モ
ウ
タ
ズ
バ
タ
や
ス
グ
ニ
打
ベ
シ
。

一
、
大
シ
や
ミ
、
コ
シ
打
事
も
近
代
之
事
也
。
観
世
小
次
郎
打
テ
カ
ラ

以
後
、
か
様
二
打
也
。
其
よ
り
前
二
惣
テ
ウ
タ
ズ
。

の
打
上
ハ
ソ
ヘ
ズ
ニ
打
ベ
シ
。
是
限
テ
。

｜
、
鵜
飼
の
ナ
ガ
シ
ノ
事
、
秘
事
也
。
出
ハ
ハ
何
に
て
も
ア
ル
。
先
キ

ウ
也
。
「
し
つ
さ
う
の
風
」
に
て
カ
シ
ラ
壱
ッ
。
「
あ
ら
く
ふ
い
て
」
に

て
壱
ッ
。
巳
上
弐
ッ
。
後
ノ
カ
シ
ラ
大
事
也
。
「
手
下
の
」
、
ウ
タ
ヌ
カ

シ
ラ
也
。
イ
カ
ニ
モ
後
ノ
ヲ
ヒ
ッ
キ
ッ
テ
打
カ
シ
ラ
也
。
又
ナ
ガ
シ
ハ

「
雲
は
れ
て
」
に
て
カ
シ
ラ
壱
シ
打
テ
、
「
真
如
」
か
ら
し
て
右
ニ
テ
ナ

ガ
ス
。
イ
カ
ニ
モ
長
ク
ナ
ガ
ス
也
。
少
モ
ミ
ジ
カ
ク
シ
テ
ハ
無
曲
也
。

さ
り
な
が
ら
ミ
じ
か
く
も
な
が
せ
ど
も
、
本
々
ハ
長
ガ
能
也
。
ソ
レ
ヲ

ウ
デ
ニ
ス
ル
也
。
ヲ
ロ
シ
ハ
チ
ヂ
レ
ー
ー
ガ
能
也
。
又
テ
イ
ッ
ク
ー
～

ト
モ
、
ナ
ガ
シ
ヲ
ロ
ス
也
。
是
ハ
手
ガ
ラ
タ
ル
ベ
シ
。
其
マ
、
鱸
而
打

上
ゲ
、
ナ
ガ
シ
前
カ
ラ
タ
カ
ク
ナ
ガ
サ
バ
、
後
ガ
ョ
ハ
ク
在
ベ
シ
。
其

口
伝
専
一
二
侯
。
弐
ツ
ノ
カ
シ
ラ
大
事
也
。
口
伝
重
々
在
之
。

一
、
太
鼓
ハ
狂
馬
ニ
タ
ト
ヘ
リ
。
口
伝
在
之
。

「
道
明
寺
、
シ
ン
ノ
ガ
ク
也
。
前
ハ
在
力
、
リ
ニ
太
鼓
有
テ
、
打
捨

か
ら

テ
後
ニ
カ
タ
マ
リ
、
奇
の
内
か
し
ら
か
ら
打
テ
楽
ア
リ
。
那
郭
ト
同
前
。

シ
ン
ノ
ガ
ク
也
。

「
東
方
朔
、
是
ハ
仙
人
也
。
陶
淵
明
モ
同
シ
ン
ノ
楽
也
。
江
嶋
モ
同

前
。
一
切
シ
ン
ノ
ガ
ク
ニ
ワ
ツ
ケ
樋
ウ
タ
ズ
。

（
ケ
）

｜
、
唐
船
ニ
ハ
ッ
テ
樋
打
也
。
是
ハ
シ
ン
ノ
ガ
ク
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
サ
ウ

也
。
本
ヨ
リ
カ
ロ
キ
ハ
ヤ
シ
也
。

｜
、
皇
帝
な
ど
ハ
有
か
国
り
、
く
ら
ひ
も
な
き
能
也
。
は
や
物
弐
段
、

後
ノ
ハ
少
静
也
。
前
ハ
ア
キ
出
る
間
、
少
キ
ウ
、
後
ハ
鍾
埴
ニ
テ
間
静

也
。
口
伝
在
之
。

｜
、
百
万
乃
弥
陀
頭
ハ
観
世
方
ニ
ハ
打
返
サ
ズ
。
「
恋
草
」
の
カ
シ
ラ
、
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大
事
ノ
カ
シ
ラ
也
。
ウ
タ
デ
ヵ
ナ
ハ
ヌ
事
也
。
カ
ロ
ク
打
ベ
シ
。

（
百
万
）

｜
、
「
重
く
と
も
」
の
カ
シ
ラ
ハ
弐
ッ
。
手
ハ
左
カ
ラ
。
打
上
ハ
ム
ス

ブ
モ
能
也
。
口
伝
。
金
春
ハ
太
鼓
カ
ラ
打
出
也
。

「
今
春
が
、
り
に
ハ
打
コ
ム
也
。

「
池
贄
、
此
ツ
レ
ハ
有
か
固
り
の
能
也
。
前
二
一
段
有
テ
、
後
ハ
は

や
物
な
り
。
狂
言
は
や
し
も
有
り
。
前
後
二
二
段
有
。

『
黒
主
・
伏
見
、
是
ハ
同
前
也
。
舞
之
内
、
キ
ウ
ノ
心
持
。
｜
段
キ

ウ
也
。
さ
り
な
が
ら
高
砂
程
ハ
有
問
敷
候
。

（
感
）

一
、
岩
戸
葛
城
、
出
ハ
有
思
。
後
ニ
キ
リ
迄
太
鼓
、
以
上
弐
段
有
。
イ

カ
ニ
モ
う
つ
く
し
く
打
ベ
シ
。
か
様
一
一
打
能
也
。
手
も
有
。
口
伝
。
舞

ハ
ジ
ョ
ノ
舞
二
ま
ふ
事
も
有
。
い
つ
も
は
ハ
シ
ノ
舞
也
。
シ
テ
、
又
笛

次
第
タ
ル
ベ
シ
。

「
白
ば
た
ら
き
乃
地
ハ
何
も
同
前
。
さ
り
な
が
ら
打
べ
か
ら
ず
。
無

用
之
事
也
。

「
鉄
輪
、
出
は
有
。
「
か
も
川
に
」
、
か
し
ら
壱
ッ
。
「
い
た
わ
し

返

や
」
に
て
打
上
る
。
中
に
打
返
所
在
。
是
も
打
様
位
も
な
し
。

「
遊
行
柳
、
出
は
有
。
後
二
又
有
。
位
ハ
西
行
桜
乃
ご
と
く
舞
也
。

内
も
同
前
。
何
も
老
人
の
舞
な
れ
共
、
少
キ
ウ
。
ジ
ョ
ノ
舞
、
西
行
桜

ハ
打
テ
参
色
有
。
打
捨
テ
モ
打
。
又
カ
シ
ラ
ニ
テ
モ
打
。
又
本
々
二
打

上
テ
モ
打
。
是
ハ
打
ニ
ク
キ
也
。
遊
行
柳
、
前
之
出
ハ
打
納
、
タ
や
カ

シ
ラ
斗
ニ
テ
モ
置
也
。

一
、
胡
蝶
、
出
は
也
。
舞
弐
段
有
。
蝶
ヲ
イ
タ
や
ク
ニ
依
テ
其
心
持
、
口

伝
有
。
是
も
遊
行
柳
も
近
代
小
次
郎
書
能
ニ
テ
有
問
、
昔
か
ら
の
打
様

ハ
な
し
。
胡
蝶
ノ
舞
ハ
弐
段
な
が
ら
は
の
舞
也
。
後
ハ
少
キ
ウ
。

「
佐
保
山
・
七
夕
、
何
も
同
前
。
位
も
な
し
。

｜
、
鷺
、
寄
乃
内
か
ら
有
か
し
ら
。
少
静
成
能
也
。
能
舞
有
。
サ
ガ
リ

は
も

は
も
ア
リ
。

ヒ
ヒ

｜
、
項
羽
、
ヲ
シ
タ
テ
タ
ル
出
ハ
也
。
長
太
鼓
也
。

「
草
薙
、
小
鬼
乃
く
ら
ひ
也
・
出
ハ
ノ
心
、
ツ
ク
リ
物
在
。

「
車
僧
、
は
や
物
、
位
ナ
シ
。

一
、
那
須
与
『
は
や
物
。

｜
、
鍾
埴
、
ヲ
シ
タ
テ
タ
ル
出
ハ
也
。
但
笛
次
第
。
本
之
ハ
出
ハ
也
。

笛
次
第
と
云
事
ハ
、
皇
帝
の
後
、
鍾
埴
、
は
や
物
に
て
出
候
間
、
ざ
様

之
段
ヲ
以
テ
笛
は
や
物
ニ
フ
ク
事
モ
有
。
本
之
ハ
ヲ
シ
タ
テ
タ
ル
出
ハ

也
・｜
、
女
郎
花
、
錦
木
一
一
少
モ
運
ず
。
打
出
モ
カ
シ
ラ
カ
ラ
長
サ
モ
同
前
。

何
も
違
ズ
。（
島
力
）

一
、
浦
逢
、
出
ハ
也
・
後
打
上
二
謡
一
一
色
有
。
口
伝
。

『
和
布
刈
、
龍
神
も
有
。
は
や
物
も
在
。

｜
、
箱
崎
、
出
ハ
也
・
呉
綾
乃
ご
と
し
。
出
立
ハ
姫
て
む
ぐ
わ
ん
を
か

づ
き
、
経
を
持
て
当
麻
乃
ご
と
し
。
出
ハ
ニ
壱
ツ
ノ
カ
シ
ラ
モ
有
。

「
常
陸
帯
、
地
か
ら
女
乃
云
方
か
ら
有
。

「
輪
蔵
、
是
も
有
懸
、
観
世
能
也
。

「
百
万
、
今
春
方
ニ
ハ
太
鼓
か
ら
打
出
ス
也
。

｜
、
二
段
打
上
卜
云
事
有
。
是
ハ
当
麻
迄
ニ
モ
ァ
ラ
ズ
。
海
士
な
ど
二
も

有
。
出
ハ
ニ
ハ
イ
ヅ
レ
ニ
テ
モ
ァ
レ
、
サ
リ
ナ
ガ
ラ
、
ハ
ヤ
物
ノ
出
ハ
、

モ
ト
ョ
リ
当
麻
ノ
出
ハ
、
先
是
参
色
似
相
タ
ル
ベ
シ
。
其
外
も
く
る
し

か
ら
ず
。
カ
シ
ラ
ノ
数
も
ア
ル
カ
、
リ
、
シ
バ
ヰ
ニ
ョ
ル
ベ
シ
。
出
ハ
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ヲ
打
テ
カ
シ
ラ
伍
シ
斗
力
、
又
ハ
参
シ
四
シ
斗
力
打
テ
、
轤
而
打
コ
ミ

テ
、
亦
カ
シ
ラ
弐
シ
カ
参
シ
カ
打
テ
地
ニ
ヲ
ロ
ス
也
。
サ
テ
鼓
ノ
コ
シ

ニ
又
カ
シ
ラ
参
シ
斗
打
テ
、
右
二
テ
ヌ
ヰ
テ
マ
ク
ル
手
二
打
テ
、
サ
テ

打
返
シ
テ
ス
グ
ニ
ム
ス
ブ
也
。
亦
カ
シ
ラ
弐
シ
斗
力
。
是
ハ
此
分
、
又

カ
タ
樋
ソ
ヱ
バ
、
ム
ス
バ
ズ
ニ
右
ニ
テ
ナ
ガ
ス
。
在
口
伝
二
。
出
ハ
ノ

間
卜
鼓
ノ
コ
シ
ノ
間
ニ
カ
シ
ラ
壱
ツ
モ
有
ナ
ラ
バ
、
弐
段
打
上
ニ
テ
ハ
不

（
マ
マ
）

被
可
有
。
無
天
成
事
ナ
ル
ベ
シ
。
モ
ト
ョ
リ
出
ハ
ニ
打
コ
ム
ハ
カ
シ

（
「
卜
」
脱
力
）

ラ
ノ
雛
而
内
カ
ラ
打
コ
ム
ベ
シ
。
地
ニ
ハ
チ
ッ
モ
ヲ
ロ
サ
ズ
。
カ
シ
ラ

カ
ラ
ス
グ
ニ
ヒ
ッ
ト
ッ
テ
打
コ
ム
也
。
チ
ッ
ト
モ
油
断
シ
テ
ハ
ウ
タ
レ

ヌ
事
也
。
大
事
タ
ル
ベ
シ
。
モ
ト
ョ
リ
ニ
段
打
上
ヲ
打
ナ
ラ
バ
、
舞
ノ

内
扇
取
返
段
ニ
テ
打
コ
ム
ベ
シ
。
是
ヲ
弐
段
打
上
ト
云
也
。
秘
事
也
。

已
上
二
色
也
。

今
壱
色
ハ
ロ
伝
一
一
在
之
。
コ
シ
ノ
段
、
左
カ
ラ
サ
キ
打
、
コ
シ
打
コ
ム

様
二
打
テ
、
後
ヲ
壱
ツ
マ
ク
ラ
ヰ
テ
樋
ヲ
壱
ツ
ヌ
キ
テ
、
サ
テ
右
ニ
テ

ナ
ガ
ス
。
是
ハ
又
弐
色
之
外
之
秘
事
也
。
口
伝
重
々
在
之
。
一
切
此
弐

（
マ
マ
）

段
打
上
ト
云
事
ハ
四
日
の
勧
進
ヵ
弁
テ
ニ
勧
進
も
有
時
、
一
二
日
め
．
四

日
之
後
、
六
七
番
す
へ
に
か
様
之
能
在
な
ら
（
打
く
し
。
其
も
太
鼓
も

打
ニ
ク
キ
時
な
ら
（
不
被
可
打
。
タ
や
ナ
ル
時
、
惣
テ
ウ
タ
ヌ
事
也
。

打
つ
Ｆ
き
て
能
有
時
ハ
打
ベ
シ
。

｜
、
観
世
方
ハ
一
切
勧
進
能
三
日
也
。
四
日
ト
云
ハ
他
座
之
事
也
。

｜
、
ヨ
セ
太
鼓
ト
云
事
、
惣
テ
観
世
方
二
な
き
事
。
是
も
一
一
一
日
中
之
事

也
。一
、
調
縄
カ
ク
ル
様
在
。
ア
ラ
皮
ナ
レ
バ
ヰ
ッ
モ
ノ
ゴ
ト
ク
ヵ
ヶ
テ
、

シ
メ
縄
参
ツ
マ
ハ
シ
テ
、
ム
ス
ビ
メ
ハ
ウ
ラ
ム
カ
ヰ
ニ
ト
ム
ル
物
也
。

又
イ
ッ
モ
ハ
壱
所
ニ
ト
ム
ベ
シ
。

一
、
ヨ
ク
入
フ
ル
皮
ナ
ラ
バ
、
懸
縄
参
ツ
カ
ラ
ミ
テ
、
其
間
二
壱
ツ
ハ

サ
ミ
テ
ム
ッ
カ
シ
キ
様
ニ
カ
ク
ル
也
。
中
々
壱
ツ
ハ
サ
ム
縄
ハ
マ
ト
ヰ

モ
セ
ズ
、
参
ツ
ノ
縄
ハ
マ
ッ
ウ
也
。
ざ
様
ニ
カ
く
れ
（
、
シ
メ
縄
ハ
弐

ツ
マ
ハ
シ
ア
ル
。
如
此
懸
ナ
ラ
バ
、
ウ
ラ
ム
カ
ヒ
ニ
ト
ム
ベ
シ
。
亦
壱

所
ニ
ト
や
メ
テ
モ
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
此
懸
様
ハ
能
入
ダ
ル
皮
ノ
事
也
。

不
断
ハ
無
用
之
事
也
。

一
、
皮
二
穴
モ
ム
事
。
木
口
カ
ラ
六
七
分
ヲ
キ
テ
ァ
ク
ル
物
也
。
イ
カ

ニ
モ
皮
ノ
ァ
ッ
キ
所
ニ
ァ
ク
ル
。
知
ら
ヌ
者
ハ
ウ
ス
キ
モ
ァ
ッ
キ
モ
入

（
マ
マ
）

ヌ
カ
サ
穴
ハ
ヒ
ロ
キ
ガ
能
也
。
ヰ
ヅ
レ
モ
穴
ハ
壱
寸
ノ
内
ニ
ァ
ク
ル
物

也
。一
、
調
縄
懸
ル
ワ
皮
半
分
ヅ
、
懸
ル
物
也
。
上
下
弐
十
之
穴
、
上
伍
下

五
、
是
拾
ヲ
バ
上
カ
ラ
返
ス
。
又
半
ノ
分
ヲ
バ
調
縄
又
半
分
ニ
テ
下
ノ

内
ツ
ラ
カ
ラ
ソ
デ
ヱ
ト
ヲ
ス
。
皮
モ
半
分
、
調
縄
も
半
分
前
へ
懸
ル
。

向
ヱ
カ
ク
ル
ト
云
事
ハ
何
も
く
る
し
か
ら
ず
。

｜
、
一
切
参
番
之
能
ハ
座
敷
ニ
テ
モ
本
々
ノ
出
ハ
ニ
打
。
鼓
ノ
コ
シ
ニ
打

コ
ム
。
舞
ノ
内
一
一
打
コ
ム
。
座
敷
ニ
テ
謡
之
時
も
本
々
ニ
シ
ン
二
打
ベ
シ
。

手
モ
打
ベ
シ
。
但
シ
、
定
ダ
ル
手
ノ
事
也
。
口
伝
。

「
朝
長
出
ハ
ノ
事
、
別
紙
口
伝
在
之
。

三
三
：

一一一一一一一一一両刎刊妙制鯏胸棚筋鯛司
一二一壷一一一二一一一一一初刊帥湖夘側刑仏

サ
テ
地
一
一
打
ヲ
ロ
ス
。
又

鼓
ノ
カ
シ
ラ
ニ
か
様
二
打
ベ
シ
。

又
地
也
。
是
ヨ
リ
後
ハ
此
口
伝
ヲ
モ
ッ
テ

イ
ロ
ヱ
テ
打
ベ
シ
。
ナ
ン
段
も
同
前
タ
ル
ペ
シ
。

如
此
モ
打
ベ
キ
カ
。
口
伝
有
之
。

セ
ン
ポ
ウ
ノ
位
ダ
ル
側
、
一
段
瀞
也
。
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８９〔翻刻〕『聞書色々』
又
鼓
乃
こ
し
も
同
前
た
る
べ
し
。
伍
段
三
段
在
共
、
此
心
持
可
有
也
。

但
後
参
殿
・
四
段
め
か
ら
は
心
持
迄
に
て
、
口
伝
シ
テ
打
ベ
シ
。
「
法

乃
御
聲
」
に
て
壱
シ
乃
か
し
ら
有
。
打
上
の
き
ハ
、
む
す
ぶ
手
も
打
也
。

寄
乃
内
、
弐
段
か
参
殿
か
か
し
ら
在
。
口
伝
。

一
、
輪
ノ
マ
ロ
サ
一
尺
一
寸
六
分
、
筒
ノ
マ
ロ
サ
人
寸
五
分
、
筒
ノ
タ

カ
サ
四
寸
八
分
、
木
口
伍
分
、
カ
サ
ガ
ヱ
シ
六
分
、
懸
縄
壱
チ
ヤ
ウ
参

尺
、
シ
メ
縄
壱
チ
ヤ
ウ
弐
尺
、
樋
ノ
ナ
ガ
サ
壱
尺
九
分
、
フ
ト
サ
ニ
寸

九
分
、
イ
ヅ
レ
モ
カ
ネ
ノ
物
サ
シ
ナ
リ
。

右
此
分
ハ
今
春
三
郎
本
也
。
入
道
シ
テ
観
阿
弥
ト
云
・
上
意
ニ

テ
観
世
座
へ
ツ
ケ
ラ
レ
太
鼓
仕
ル
。
観
世
又
三
郎
、
名
ヲ
青
勢
ト

云
、
同
与
四
郎
、
入
道
シ
テ
宗
観
と
云
、
観
阿
弥
デ
シ
也
・

「
太
鼓
穴
之
数
、
昔
ハ
拾
弐
、
今
ハ
袷
也
。

永
禄
三
年
卯
月
拾
八
日

「
筒
ノ
木
ハ
コ
ガ
モ
ョ
シ
。
ツ
キ
・
ケ
ヤ
キ
モ
ョ
シ
。

「
樋
持
方
ハ
ー
文
字
ニ
キ
リ
テ
カ
ド
ヲ
マ
ロ
メ
ズ
、
打
方
斗
マ
ロ
ム

ル
物
也
。
本
々
ハ
如
此
ナ
レ
ド
モ
、
今
ハ
人
ニ
カ
ク
ス
ニ
依
テ
両
方
共
ニ

マ
ロ
ム
ル
也
。
又
口
伝
在
之
。

一
、
樋
二
方
ヲ
モ
キ
ガ
有
時
ハ
イ
カ
ニ
モ
長
キ
リ
ニ
テ
両
方
ノ
木
口
カ

ラ
モ
ミ
ヌ
ク
物
也
。
サ
テ
ハ
カ
リ
ニ
懸
テ
打
ベ
シ
。

「
樋
二
取
皮
巻
ナ
ド
、
云
事
モ
無
用
之
事
、
打
タ
メ
ニ
ハ
能
も
ア
レ
、

先
太
人
太
家
上
々
二
自
然
太
鼓
遊
（
す
時
、
其
樋
ヲ
遊
ば
せ
ば
、
取

皮
二
我
身
乃
あ
か
つ
く
べ
き
時
ハ
イ
カ
：
さ
様
之
位
ヲ
以
テ
持
方
さ
へ

一
文
字
ニ
ハ
キ
ラ
ザ
ル
物
。
是
ハ
ロ
伝
秘
事
。

〈
夕
）

｜
、
松
林
二
打
様
有
と
云
事
、
先
別
乃
樋
ニ
テ
ウ
ク
ス
物
也
。
ダ
ミ
タ

ル
樋
二
て
打
物
也
。
又
か
た
樋
も
コ
シ
ー
一
指
物
也
。
一
切
別
の
樋
に
て

う
た
い
物
也
。
打
出
し
一
段
高
く
打
物
也
。
在
か
風
り
乃
さ
が
り
は
、

つ
れ
に
ハ
う
た
ず
。
田
う
へ
な
ど
も
同
前
也
。
さ
が
り
は
の
内
も
同
。

寄
内
も
手
打
物
也
。
幾
段
も
く
る
し
か
ら
ず
候
也
。
是
も
松
林
二
同
前
。

打
出
も
タ
カ
ク
。

「
船
中
乃
打
様
ニ
ロ
伝
在
ト
云
事
、
無
別
儀
。
一
切
打
上
ル
事
ナ
シ
。

舞
も
謡
も
何
も
上
返
事
、
不
可
有
也
。
是
を
船
中
乃
打
様
卜
申
也
。
但

是
も
前
一
番
の
事
也
。
後
者
く
る
し
か
ら
ず
。
口
伝
在
之
。

一
、
い
つ
ぴ
や
う
し
は
と
云
事
ハ
、
た
と
ヘ
バ
は
の
舞
の
ハ
ヤ
キ
事
ニ

ツ

有
。
非
余
義
、
タ
テ
板
二
水
ノ
ナ
ガ
ル
、
ガ
ゴ
ト
ク
ナ
ル
ョ
ノ
イ
ッ
ピ
ャ

（
マ
マ
）

（
「
ラ
」
脱
力
）

シ
ノ
ハ
ト
云
也
。
ソ
レ
ヲ
キ
ウ
也
・
ざ
様
之
舞
を
イ
カ
ニ
モ
乗
一
ナ
ク

ッ
ロ
ギ
ノ
在
様
二
打
を
上
手
と
申
也
。
是
ガ
ウ
タ
レ
ヌ
事
也
。

一
、
西
王
母
、
舞
二
懸
段
、
い
か
に
も
う
つ
く
し
く
打
上
テ
舞
ニ
ナ
ス
ベ

ヘ
ン
○

一
、
生
性
乱
之
事
、
是
ｊ
ｂ
舞
二
懸
段
、
い
か
に
も
う
つ
く
し
く
乗
て
打

さ

物
也
。
竺
〔
一
様
ニ
ウ
タ
デ
ハ
ミ
ダ
レ
フ
カ
レ
ヌ
物
也
。
口
伝
有
之
。

一
、
老
松
、
天
気
二
依
テ
打
様
在
ト
云
事
有
。
非
別
義
。
天
気
も
一
段

能
ノ
ト
ガ
ナ
ラ
バ
本
々
二
打
ベ
シ
。
亦
空
も
曇
り
雨
も
降
り
サ
ウ
ナ
ラ

バ
少
キ
ウ
ニ
打
ベ
シ
。
是
を
天
気
ニ
ョ
リ
テ
打
様
有
ト
大
事
ナ
ド
、
云

秘
事
也
。
口
伝
。

一
、
キ
リ
ノ
ー
ノ
ハ
ャ
シ
ノ
事
、
出
ハ
打
コ
ミ
ノ
段
、
是
一
段
、
又
鼓

ノ
コ
シ
ノ
段
、
又
シ
テ
ノ
出
ル
時
、
マ
ク
ヲ
上
ル
段
、
又
橋
懸
リ
ノ
中

時
分
、
又
太
鼓
之
ソ
バ
ヱ
ナ
リ
テ
、
シ
テ
出
サ
ウ
ナ
ル
段
ニ
テ
、
カ
シ
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9０

ラ
参
シ
、
已
上
是
迄
伍
段
也
。
是
ヲ
キ
リ
ノ
ー
ノ
ハ
ャ
シ
ト
云
也
。
か

様
ニ
ウ
タ
デ
ハ
ヵ
ナ
ハ
ヌ
事
也
。
但
有
口
伝
。
本
々
ノ
セ
間
間
中
の
橋

（
マ
マ
）

懸
ノ
是
ハ
打
様
也
。
其
ヨ
リ
ミ
ジ
カ
キ
橋
懸
ナ
ラ
バ
、
其
以
口
伝
シ
テ

イ
デ
、
間
二
三
段
打
出
テ
カ
ラ
弐
段
打
ベ
キ
カ
。
口
伝
重
々
在
之
。

｜
、
舞
ジ
ョ
ノ
懸
リ
ハ
ノ
事
、
シ
テ
懸
ル
ト
ミ
ル
ナ
ラ
バ
太
鼓
カ
ラ
ナ

オ
、
ツ
ィ
ミ

リ
ト
モ
、
又
ハ
大
鼓
カ
ラ
ナ
リ
ト
モ
ヲ
ロ
ス
ベ
シ
。
笛
斗
ニ
テ
モ
ナ
シ
。

ソ
レ
ニ
目
ヲ
ツ
ヶ
テ
、
シ
テ
ヲ
ミ
ル
ト
云
也
。
座
敷
ナ
ド
ニ
テ
モ
太
鼓

カ
ラ
ヲ
ロ
ス
事
モ
在
ベ
シ
。
く
る
し
か
ら
ず
。
先
太
鼓
が
シ
カ
サ
ド
ル

物
ニ
テ
有
問
、
く
る
し
か
ら
ず
。
但
座
敷
ナ
ド
ニ
ハ
無
用
ナ
リ
。
謡
数

モ
ァ
マ
タ
在
ナ
ラ
バ
、
イ
ロ
ヱ
テ
さ
様
に
も
打
ベ
シ
。
口
伝
在
之
。

｜
、
伍
音
ト
云
事
、
是
ハ
大
事
秘
事
也
。
祝
言
・
ゆ
う
げ
ん
・
れ
ん

ぼ
・
相
し
や
う
・
ら
ん
曲
。
祝
言
ハ
脇
能
、
ゆ
う
げ
ん
は
し
ゆ
ら
、

（
マ
マ
）

恋
路
ハ
錦
木
・
舟
橋
・
女
郎
花
、
か
様
之
能
、
何
も
恋
路
。
相
し
や

う
ハ
三
番
め
女
能
。
乱
曲
者
鬼
く
る
ふ
能
。
是
を
伍
音
ニ
ワ
ケ
ラ
レ
タ

リ
。
諸
辺
二
入
事
也
。

「
照
君
、
今
春
と
観
世
ト
ハ
ウ
ラ
面
ノ
ゴ
ト
シ
。
観
世
方
ハ
「
く
も

り
な
が
ら
も
影
み
え
ん
」
か
ら
は
や
物
に
打
出
也
。
さ
て
う
た
い
所
ハ

「
を
そ
れ
給
も
あ
ら
道
理
や
」
に
て
打
捨
ル
。
又
今
春
者
、
愛
か
ら
後

を
打
也
。
う
ら
と
面
と
の
ゴ
ト
也
。
は
や
物
者
子
細
も
な
き
は
や
物
也
。

口
伝
。

「
一
切
地
獄
か
ら
出
る
能
ハ
キ
ウ
也
。
又
其
内
ニ
モ
少
ハ
ロ
伝
在
べ

、
ン
。

｜
、
一
切
天
狗
ノ
る
ゐ
ハ
静
也
。
但
何
乃
能
も
面
を
ミ
テ
打
ベ
シ
。
又

出
立
モ
同
前
。
髪
以
右
弥
三
郎
、
楽
屋
を
幾
度
も
見
て
、
く
る
し
か
ら

_也レ打一多一ウ_ず
、。（事、。、也、と
出口、、大宗龍・大云
ハ伝さ不夫観田其べ事
ノ有様被之、、外し也
数之之可能善今はミ｡
之・位有、徳春やハロ
事ヲ｡－、能き－伝
、モ少打其也面段重

薑二二天外。ハ静々

②鰯窯ii三
雲韓カ
グ゜もハ々小

三一杢全菫で
廷ナウ゜ハ
ス壬生也一。段
物ナテ手キ

一一一一一一、、一一脇高秒一『’’一一一二一二一や物

一一一一三一一一鯵塾一、’一一一一一一雷麻

一一、』）一二一一一一一一一一一一一一一〈一一一一一一

一一一一一一難戴諜、一一一一三一二一一雛伽Ⅶ４
一
二
一
一
一
二
必
謙
ノ
ハ
ゐ
違
彰
徹
し
玄

一
二
七
ハ
呵
筐
、
人
久
ハ
ね
林
ｒ
ｊ
ニ
セ
ツ
ヲ
７
Ｔ
ｌ
し

言一一｛一二一〃髪多价１日寸崔Ｌ托蕃ノ植雇Ｊ７１く
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９１〔翻刻〕『聞書色々」

｜
、
［
回
闘
□
擁
高
砂
一
、
□
團
悶
□
ャ
物

一
、
□
國
闘
□
海
士
一
、
［
回
圃
□
当
麻

「
□
鬮
出
□
「
□
國
岡
□
｜
、
□
國
圃
□

｜
、
□
国
圃
□
船
弁
慶
ナ
韮
、
國
凹
Ｕ
繍
聯
熱

一
、
口
關
口
一
、
口
關
口
是
弐
ツ
ハ
西
王
母
・
生
性
之
打
出

「
ロ
闇
口
是
ハ
同
こ
へ
、
又
ハ
松
林
二
イ
ヵ
ニ
モ
ッ
ョ
ク
打
也

一
、
□
国
闘
□
老
松
・
高
砂
ト
同
打
出
ナ
レ
ド
モ
、
一
番
ノ
遥
段
ツ
ョ
ク
打
也

一
、
｜
切
出
ハ
ワ
イ
ヅ
レ
モ
皆
ヌ
キ
ヒ
ヤ
ウ
シ
也
。
聾
同
前
。

一
、
謡
乃
内
か
ら
打
出
。
其
後
四
ツ
ガ
シ
ラ
、
三
ツ
ガ
シ
ラ
、
左
カ
ラ

ニ
ッ
ガ
シ
ラ
、
又
地
カ
ラ
、
是
四
色
也
。

一
、
一
切
出
ハ
ハ
ヒ
ッ
キ
ッ
テ
カ
ロ
ク
打
物
也
。

『
老
松
ハ
違
ベ
シ
。
口
伝
在
。

『
打
上
ハ
大
か
た
伍
色
也
。
本
々
乃
又
キ
ワ
カ
ラ
、
又
ヅ
ン
ト
キ
ワ

カ
ラ
、
又
マ
ク
ル
、
又
ム
ス
ビ
テ
ヌ
ヰ
テ
打
上
ル
。
又
ナ
ガ
シ
テ
モ
同

心
也
。
是
ガ
伍
色
也
。
打
上
ハ
イ
カ
ニ
モ
後
ノ
紬
、
樋
ツ
ョ
ク
シ
ン
ニ

打
納
ル
物
也
。
か
様
之
段
肝
要
也
。

「
樋
之
ア
ゲ
様
之
事
、
右
ノ
樋
ハ
カ
タ
ノ
中
ホ
ド
マ
デ
打
コ
ス
ベ
シ
。

耳
カ
ラ
ハ
伍
六
寸
、
イ
カ
ニ
モ
樋
マ
ッ
ス
グ
ニ
立
様
二
四
方
ヱ
ユ
ガ
マ

ザ
ル
様
一
一
打
ベ
シ
。
但
プ
リ
上
テ
打
ツ
ク
ル
段
ニ
テ
ハ
ウ
シ
ロ
ヱ
樋
サ

キ
ナ
ル
ベ
シ
。
左
ノ
樋
ハ
ア
グ
ル
事
キ
ラ
ウ
也
。
カ
タ
カ
ラ
手
壱
ソ
ク

斗
サ
キ
上
ル
ベ
シ
。
ソ
レ
ョ
リ
サ
ガ
リ
テ
モ
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
上
り
過

ル
ハ
キ
ラ
ウ
也
。
左
ノ
樋
ハ
ャ
ク
ア
ガ
リ
タ
ガ
ル
物
也
。
又
右
ノ
樋
ナ

ヱ
タ
ガ
ル
物
也
。
口
伝
重
々
在
之
。

「
荒
皮
打
様
ニ
ロ
伝
二
有
之
。

「
古
皮
打
様
、
手
ノ
内
口
伝
在
之
。

位
モ
ナ
シ
地
か
ら

是
持

同
前

二
段
云
上
ル
中

高砂鐸勿
里
圭
補

伏
見
キ
ゥ

難
波
梅狂
言
ハ
ヤ
シ
有

二
段
中

舞
中
ハ
ャ
物
キ
ゥ
後
舞
キ

キ
キ
ウ

午
痔
江
潰
鍍
云
上
ル
呉
綾

白
髭

右
近

後
舞
静
也

中
川
ハ
マ
イ
モ
有

呉
綾
同
前
少
迎
ズ
シ
ン
ニ
モ
打
ヌ
手
斗
ニ
テ
モ

佐
保
山

太
山
府
君

箱
崎
当
麻

別
紙
セ
ン
ポ
ウ
ノ

輌
削
瓢
冠
脇
順
辮
鐇
鄭
嚇

椎剖讓詫コトモ有
少
キ
ウ

道
盛

二
→
嬬
馴
逗
髄
離
譲
也
一
譲
感
菟
畿
／
所
繍
離
謬
獅
隷
簔
，

シ
キ
一
段
静
也
ジ
ョ
ノ
三
段
舞
二
段
何
モ
七
段
録
ナ
シ
ー
ッ
ノ

レ
ン
ポ
シ
打
上
ノ
ベ
ズ
ニ
是
二

鵜
羽
ク
橦
率
ハ
ク
胡
蝶
瀞
ノ
鉄
輪
柿
ン
ラ
錦
木
鰹
刊
レ
ル

毬皿》柿》辮弛》揮塞”カニ》』鐸帷辮州
同
前
少
相
迎

位
ナ
シ
出
ハ

女
郎
花

舟
橋

少
キ
ウ
ハ
ヤ
物

松
山
鏡

難
紗
勤
．

地
か
ら
位
ナ
ン

太
木

二
段
ハ
ャ
物
有
一
段

船
弁
慶

池
贄

狂
言
ハ
ヤ
シ
有

出
ハ
静
神
モ
有
ハ
ヤ
物
モ
ァ
リ
二
段

和
布
苅

張
良

二
段
ハ
ャ
物
モ
ニ
段
後

皇
帝
少
ラ
ゾ
シ

一
段
キ
ウ
ハ
ヤ
物
斗
也

谷
行

地
カ
ラ
少
静
也

鞍
馬
天
狗
三
段
在

ハ
ヤ
物
位
ナ
シ

園
風
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サ
ウ
ッ
ヶ
狙
有

唐
船域

葛
城
天
狗

上

カ
シ
ラ
カ
ラ
又
今
存

金
札

御
裳
洗

百
万
碓
蝉
ラ
養
老

（
マ
マ
）

雑
〃
／

放
生
川
八
幡

七滕
夕ｌＭ

ｌｉｉｌ
依
モ

ナ
ン

融＃｜
稗
キ
ウ

ノ

〈

サ
ガ
リ
ハ

生
性
舞
乱

師
山
ジ
ョ
ノ
挿

小
塩

二
段
出
ハ
也
但
笛
次
第

春
、
ロ
龍
神

「
近
珂
や
」
ニ
テ
カ
ラ

照
君

野
守

一
段
キ
ウ

鵜
飼

カ
シ
ラ
カ
ラ
ハ
タ
ラ
キ
有

山
祖
母

武
文

カ
グ
ラ
カ

室
君

手
ノ
内
カ
シ
ラ
カ
ラ

鷺

サ
ガ
リ
ハ

ー
」
き
み
天
狗

キ
ウ
ハ
ヤ
物

舎
利 シ
ン
ー
段
肪
也
笛
モ
リ
ョ
カ
ラ
シ
ン
ニ
段
ハ
ヤ
物
モ
ー
段
有

那
郵
フ
キ
出
ス
道
明
寺
キ
ゥ

ッ
ケ
樋
ナ
シ

、
ン
。
／

シ
ン
ガ
ク
ラ
ン
ジ
ヤ
ウ

東
方
朔
玄
壱
示
昨
庁

珠
丼

磐
舟

出
ハ
少
キ
ウ

海
士
。
蔬
埴
所

小
衣

キ
ウ
ノ
ノ
く
～

獅
子

相
染
川
泣
不
動

出
ハ

ヘ
ロ
浦

神
在
月

樋
ナ
シ

鐘
巻

呉
王

護
法

安
達
原

川
ハ
別

老
松

実
方

今
春
能

源
大
夫

Ⅲ
ハ
録
ナ
シ

安
古
宜
蛙

地
カ
ラ

綾
鼓

●
カ
シ
ー
フ
●
カ
ー
ブ

干
引

大
会 ハ
ヤ
物

那
須
与
一

ラ
ン
ジ
ヤ
ウ
サ
ガ
リ
ハ

西
王
母
錘
猟
膨
舞

カ
ン
狂
面
ハ
ヤ
シ

．
□
ｕ
楽
天

地
女
ノ
云
方
カ
ラ
出
ハ
也

常
陸
帯

●
力
、
ン
一
フ
’
カ
ー
ブ

項
羽

恋
重
荷

地
か
ら

木
苗
日 鐘Ｉ｜
値＄

次
姉

観
世
能
也

輪
蔵

・
ン
。
〆

陶
淵
明

〈
⑦
昔
曲
道
歌
他
〉

音
曲
の
道
と
や
な
ら
ん
も
し
ほ
草
書
あ
つ
め
た
る
手
す
さ
び
の
内

口
と
舌
心
乃
水
の
か
な
ひ
て
ぞ
こ
う
ぜ
つ
し
ん
の
音
曲
と
い
ふ

こ
ゑ
の
う
ら
面
を
い
ふ
ハ
し
ら
ず
し
て
し
や
う
じ
を
わ
か
ぬ
音
曲
ハ
う

し立
日
曲
ハ
た
ず
大
菩
薩
の
ご
と
く
な
り
ま
つ
す
ぐ
に
し
て
ふ
し
す
ぐ
な
か

れ謡
と
き
身
持
か
ほ
持
く
ち
と
せ
（
つ
ね
に
か
ぎ
み
に
む
か
ひ
て
も
ご
「
よ

音
曲
に
あ
を
ぎ
拍
子
ぞ
大
事
な
る
む
か
ふ
を
う
た
（
か
ん
用
ハ
な
し

音
曲
に
ま
づ
祝
言
を
も
つ
パ
ら
に
扣
幽
玄
に
れ
ん
ぼ
相
し
や
う

堪
能
の
わ
ざ
に
ハ
何
と
う
た
ふ
べ
き
人
の
所
望
ハ
乱
曲
を
せ
よ

指
事
と
指
聲
か
ハ
る
事
な
れ
（
言
葉
に
こ
ゑ
も
か
ハ
リ
有
く
し

く
り
あ
げ
の
ゆ
り
と
一
こ
ゑ
ゆ
る
こ
ゑ
ハ
似
た
る
事
に
て
そ
れ
な
る
ハ

な
し

る
ん
ぎ
社
や
す
く
聞
え
て
大
事
な
れ
と
ふ
に
こ
た
ふ
る
人
ハ
す
ぐ
な
し

切
び
や
う
し
を
き
ら
ぬ
ひ
や
う
し
に
ミ
な
う
た
ふ
き
り
に
よ
り
た
る
き

り
ハ
し
ら
ず
や

羽
衣

ハ
ヤ
物

車
僧

西
村
満
斎

重
理
判

黒
政
右
兵
衛
尉
殿ま
い
る

コ
ゥ
ー
ー
出
ハ
ノ
心
也
地
カ
ラ

草
薙

音
城
寺

チ
カ
ラ

綱
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９３〔翻刻〕『聞書色々」
酒
盛
の
ま
だ
は
じ
ま
ら
ぬ
其
さ
き
に
め
さ
れ
（
や
が
て
か
う
を
つ
を
し

れ謡
時
調
子
ば
か
り
を
ね
と
り
に
て
て
ふ
き
だ
て
し
て
ふ
く
な
尺
八

我
聲
を
三
色
四
色
に
っ
か
ひ
を
き
て
心
安
く
も
を
ん
曲
を
せ
よ

無
拍
子
を
う
た
ざ
る
ほ
ど
ハ
音
曲
の
道
に
ハ
い
ら
ぬ
心
と
を
し
れ

指
聲
も
指
事
ま
で
も
つ
鞍
ミ
を
（
す
て
ぬ
道
理
を
し
ら
ぬ
ハ
か
な
さ

大
に
て
よ
か
ら
ん
聾
ハ
ち
い
さ
く
て
ち
い
さ
く
れ
が
ふ
字
ハ
大
キ
な
り

し
ら
事
の
こ
ゑ
ハ
し
ら
め
の
こ
わ
ざ
し
を
心
し
り
て
ぞ
い
ふ
人
ハ
な
き

小
音
の
こ
ゑ
の
言
葉
ハ
中
ｌ
ｌ
に
い
ふ
ハ
い
は
い
に
ま
さ
る
と
ぞ
き
く

我
が
こ
ゑ
の
出
ば
っ
か
ひ
て
い
ろ
を
な
で
い
で
ず
（
聲
に
つ
か
ハ
れ
や

せ
ん

能
謡
小
路
謡
ハ
似
た
る
く
し
座
敷
う
た
ひ
ハ
か
は
り
あ
る
く
し

京
ゐ
中
替
り
の
あ
ら
ん
耳
ぞ
と
て
筋
な
く
う
た
ふ
事
な
か
る
く
し

は
じ
め
た
る
所
に
行
（
を
ん
曲
を
主
人
の
名
字
名
乗
と
ふ
く
し

其
人
の
弟
子
と
い
ひ
た
る
ば
か
り
に
て
な
さ
ぬ
う
た
ひ
に
師
の
は
ぢ
ぞ

そ
ふ

都
よ
り
く
だ
り
て
人
の
う
た
ふ
と
も
聞
て
に
よ
り
て
曲
ハ
あ
ら
じ
な

四
座
の
内
い
づ
れ
よ
し
あ
し
む
や
く
也
ふ
し
曲
し
ら
バ
助
音
を
（
せ
よ

我
心
た
ら
ひ
の
内
の
か
い
る
に
て
海
川
し
ら
で
偏
執
ば
し
す
な

□
の
内
を
も
き
か
ろ
き
の
心
得
ハ
心
の
さ
と
り
舌
の
さ
へ
づ
り

を

あ
た
る
字
を
あ
た
る
と
し
ら
で
う
た
ふ
人
必
後
の
字
ハ
な
ま
る
べ
し

と

し
や
う
と
く
に
に
ご
れ
る
字
を
（
に
》
」
る
べ
し
す
む
字
を
に
ご
す
事
ぞ

は
か
な
き

天
地
を
（
あ
う
ん
乃
二
字
に
か
た
ど
れ
（
あ
う
ん
の
心
物
ご
と
に
あ
り

「
タ
ン
ヘ
ウ
セ
ウ
下
ソ
ウ
フ
ウ
ワ
ウ
ラ
ン
バ
ン

シ
ン
シ
ャ
ウ
之
仁
之
無
騒
者
口
惜
事
也
。

一
コ
ツ
タ
ン
ギ
テ
ウ
ヘ
ウ
デ
ウ
セ
ウ
ゼ
ッ
テ
ウ
下
ム
デ

ウソ
ウ
デ
ウ
フ
ソ
ウ
デ
ウ
大
シ
キ
ラ
ン
ケ
イ

バ
ン
シ
キ
シ
ン
セ
ッ
テ
ウ
上
ム
デ
ウ

已
上
拾
二
調
子
如
此

「
大
鼓
・
小
鼓
ヲ
ヨ
ソ
ノ
寸
尺
、
大
シ
、
ナ
ガ
サ
八
寸
七
八
分
、
調

縄
一
丈
八
尺
ア
マ
リ
、
筒
縄
九
尺
ア
マ
リ
。
小
シ
、
八
寸
五
分
、
懸
縄

一
丈
二
尺
五
寸
斗
、
同
筒
縄
七
尺
五
寸
斗
。
此
上
ニ
テ
ハ
少
ノ
ナ
ガ
サ

ミ
ジ
カ
ハ
ア
ル
ベ
シ
。
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
何
モ
本
カ
ネ
也
。

永
禄
三
年
卯
月
吉
日

〈
Ｄ
小
鼓
の
風
鼓
之
事
〉

小
鼓
の
風
鼓
之
事

「
つ
ぎ
ミ
の
能
を
は
や
す
べ
き
次
第
の
事

（
さ
）

ま
づ
、
水
に
物
の
う
き
て
な
が
る
固
一
」
と
く
に
は
や
き
せ
（
、
は
や
く

な
が
れ
、
し
づ
か
な
る
所
に
て
ハ
し
づ
か
に
な
が
れ
、
よ
ど
む
所
を
よ

ど
む
が
ご
と
く
、
の
ふ
に
も
う
た
ひ
に
も
つ
れ
て
ゆ
く
が
よ
く
候
也
。

一
、
初
日
ハ
を
つ
よ
り
う
ち
出
候
な
り
。

凡
音
曲
之
道
依
騒
発
出
候
、
三
拾
一
字
連
伝
突
。
就
音
曲
子
共
為
折
椎

斗
也
。
更
不
可
有
他
見
実
。
何
発
侍
共
、
口
舌
心
之
外
無
至
候
者
、
身

開
用
成
零
不
及
舌
頭
開
用
。
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「
二
日
め
ハ
お
つ
を
は
し
ら
か
し
て
う
ち
出
也
。

｜
、
三
日
め
ハ
か
し
ら
よ
り
う
ち
出
也
。

「
四
日
め
ハ
た
つ
と
う
ち
出
候
也
。

｜
、
を
き
つ
ザ
ミ
の
う
ち
や
う
、
大
事
。
笛
を
は
や
す
な
り
。
是
秘
事

也
。
ま
づ
笛
を
ま
か
せ
て
そ
の
つ
か
ひ
よ
り
き
ざ
ミ
に
て
う
つ
く
し
。

祝
言
也
。

｜
、
二
度
め
ハ
か
し
ら
ひ
と
つ
に
て
う
ち
出
く
し
。

｜
、
三
度
め
ハ
を
つ
よ
り
出
す
べ
し
。

｜
、
四
め
ハ
か
し
ら
二
ば
か
り
う
ち
て
よ
し
。

｜
、
五
だ
ん
め
ハ
を
つ
を
は
し
ら
か
し
て
よ
し
。
是
を
く
り
か
へ
し

ｌ
ｌ
う
つ
べ
き
な
り
。

「
か
い
こ
な
ど
、
て
し
ん
に
か
し
ら
一
、
四
以
上
五
う
ち
上
く
し
。

公
家
・
天
上
人
・
大
臣
の
や
う
な
る
く
ら
ゐ
ハ
か
い
こ
の
時
乃
ご
と
く

に
う
ち
上
べ
き
也
。

「
諸
国
一
見
の
僧
・
木
こ
り
・
す
ミ
や
き
・
舟
人
・
旅
人
な
ど
ハ
、

か
し
ら
「
二
に
て
う
ち
上
く
し
。

一
、
わ
き
の
能
の
一
せ
い
ハ
い
か
に
も
り
ち
ぎ
に
手
す
ぐ
な
に
う
ち
て

よ
し
。
大
鼓
も
が
く
の
ご
と
く
也
。

「
し
づ
か
な
る
能
、
い
づ
れ
も
序
破
急
と
つ
め
て
よ
し
。
二
だ
ん
め

ば
か
り
よ
り
手
を
う
つ
く
し
・
い
づ
れ
も
し
て
の
ふ
り
を
よ
く
ｌ
～
見

べ
き
也
。
舞
を
（
目
に
て
は
や
す
と
い
ふ
事
、
秘
事
也
。
な
に
と
て
目

に
て
は
や
す
と
い
ふ
に
、
舞
を
見
、
あ
ふ
ぎ
の
と
り
あ
つ
か
ひ
を
見
あ

ハ
せ
て
、
ふ
り
を
見
て
う
つ
に
よ
り
て
、
目
に
て
は
や
す
と
い
ふ
也
。

一
、
音
曲
を
（
み
、
に
て
は
や
す
と
い
ふ
。
う
た
ひ
の
ふ
し
は
か
せ
を

き
、
あ
ハ
せ
て
う
つ
に
よ
り
申
候
也
。

「
し
て
の
音
曲
の
う
ち
に
手
を
う
た
ず
。
地
の
か
た
に
て
ハ
う
ち
て

も
く
る
し
か
ら
ず
候
也
。

｜
、
－
せ
い
に
ふ
み
と
む
る
と
い
ふ
事
あ
り
。
－
せ
い
の
う
た
ひ
、
ふ

し
に
て
い
ふ
を
ふ
ミ
と
む
る
と
い
ふ
也
。

｜
、
ふ
ミ
と
め
ぬ
－
せ
い
の
事
、
―
せ
い
を
さ
し
ご
ゑ
に
て
い
ふ
一
せ

い
ハ
、
ふ
ミ
と
め
ぬ
也
。
う
ち
あ
げ
て
よ
し
。

一
、
立
曲
舞
・
ゐ
曲
舞
と
い
ふ
事
あ
り
。
秘
事
也
。
し
て
の
く
せ
ま
ひ

の
う
ち
を
あ
る
く
を
（
、
拍
子
を
い
さ
め
、
手
を
す
く
い
た
て
た
る
が

よ
き
也
。
ゐ
曲
舞
を
（
う
た
ひ
ば
か
り
心
に
か
け
て
、
う
ち
て
よ
き
也
。

「
乱
拍
子
ハ
を
き
っ
醤
ミ
の
ミ
だ
れ
と
申
也
。
大
事
也
。

「
第
一
に
身
な
り
を
た
し
な
む
べ
し
。
第
こ
に
か
ほ
に
く
せ
な
き
や

う
に
、
第
三
に
こ
ゑ
を
い
か
に
も
力
を
入
て
よ
し
。
こ
ゑ
の
た
か
き
ハ

き
、
に
く
き
物
な
り
。
第
四
に
き
ざ
ミ
の
た
か
き
ハ
い
や
し
き
物
也
。

し
た
る
き
か
た
へ
も
か
た
ぶ
く
く
し
。
第
五
に
を
つ
が
ち
に
う
っ
も

み
樋
か
し
ま
し
き
物
也
。
を
つ
を
ひ
か
へ
と
き
ト
ー
ら
ん
も
ん
に
う
つ

く
し
・
い
か
に
も
な
が
き
手
ハ
き
ら
ふ
也
。
大
つ
ぎ
ミ
の
手
の
う
ち
や

う
を
心
が
け
て
手
を
う
つ
く
し
・
こ
餌
に
手
あ
り
と
て
大
っ
ザ
ミ
の
く

さ
り
や
う
を
も
心
が
け
ず
し
て
、
我
ひ
と
り
と
心
を
か
け
、
き
を
ゆ
る

し
て
う
っ
て
ハ
う
た
い
に
ハ
を
と
り
な
る
べ
し
。
を
つ
が
ち
に
は
や
し
、

き
ざ
ミ
だ
か
に
は
や
す
も
、
の
ふ
に
よ
り
て
は
や
す
べ
し
。
鬼
能
・
男

舞
・
か
っ
こ
の
内
、
わ
き
の
能
の
舞
の
内
な
ど
ハ
、
を
つ
が
ち
に
き
ざ

ミ
だ
か
に
は
や
し
て
も
く
る
し
か
ら
ず
候
。
か
や
う
の
心
が
け
肝
要
な

り
。
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９５〔翻刻〕『聞書色々！
「
を
ん
な
能
な
ど
も
、
ざ
の
ミ
か
し
ら
に
ち
か
ら
を
入
ず
と
も
、
ほ

け
ｌ
～
と
う
つ
く
し
。
大
夫
の
物
い
ふ
だ
ん
、
か
し
ま
し
き
が
わ
る
き

也
。
を
つ
を
ひ
か
へ
、
き
ざ
ミ
を
ひ
き
く
、
し
ん
に
入
て
心
を
い
さ
め
、

か
る
ト
ー
と
は
や
す
べ
し
。

「
音
曲
を
は
や
す
に
、
う
た
ひ
の
文
字
く
さ
り
や
う
を
心
が
け
て
は

や
す
べ
し
。
よ
せ
て
う
た
ハ
ャ
よ
せ
べ
き
と
お
も
ひ
、
ゆ
だ
ん
な
く
心

に
す
き
ま
を
あ
ら
せ
ず
、
す
こ
し
の
う
ち
に
も
序
破
急
の
心
を
も
ち
て

は
や
す
べ
き
也
。

「
次
第
一
聲
の
事
、
そ
の
能
の
一
聲
、
次
第
を
い
ひ
出
す
く
ら
ゐ
を
、

ま
へ
よ
り
心
が
け
て
う
つ
べ
き
也
。

「
つ
く
り
物
出
候
ハ
ミ
つ
く
り
物
の
ぶ
た
い
へ
お
さ
ま
ら
ぬ
あ
ひ

だ
ハ
、
ほ
れ
を
も
お
ら
ず
、
手
を
も
う
た
い
也
・
お
さ
ま
り
て
よ
り
、

ほ
ん
に
う
つ
べ
き
也
。
ゆ
だ
ん
の
か
た
に
て
、
つ
ぎ
ミ
し
た
る
く
成
な

り
。
な
ら
ひ
た
る
ば
う
ず
の
て
い
を
お
も
ひ
出
し
う
ち
候
ヘ
バ
、
た
よ

り
あ
る
物
也
。
い
か
な
る
じ
や
う
ず
の
上
に
も
く
せ
ハ
す
こ
し
あ
る
物

也
。
そ
の
く
せ
ハ
は
や
く
に
て
、
よ
き
事
ハ
に
ぬ
物
也
。
さ
り
な
が
ら
、

そ
の
く
せ
を
も
お
も
ひ
わ
す
れ
ね
（
、
ば
う
ず
の
か
た
を
お
も
ひ
出
し
、

よ
き
物
也
。

「
を
き
つ
ぎ
ミ
の
事
、
笛
ふ
き
出
し
ぐ
あ
ひ
を
よ
く
き
餌
あ
ハ
せ
て

う
つ
く
し
。
か
い
こ
の
を
き
つ
餅
ミ
の
事
、
わ
き
の
し
て
、
は
し
の
中

ほ
ど
へ
出
候
ハ
ん
時
よ
り
、
ふ
え
を
き
か
ず
と
も
、
わ
き
に
心
を
か
け
、

序
破
急
に
よ
せ
て
う
つ
く
し
・
わ
き
立
あ
が
り
て
、
な
が
し
あ
げ
候
也
。

か
ず
ハ
セ
な
が
し
八
め
に
て
う
ち
あ
ぐ
る
也
。
そ
の
ほ
か
の
能
ハ
、
四

に
て
な
が
し
あ
げ
候
也
。

｜
、
ざ
し
き
に
て
音
曲
を
は
や
す
に
見
所
あ
り
。
あ
ふ
ぎ
ぴ
や
う
し
を

見
く
し
。
四
拍
子
・
八
拍
子
を
き
国
あ
ハ
せ
て
う
つ
く
し
。
つ
ぎ
ミ
に

心
を
か
く
れ
ば
身
な
り
に
く
せ
出
く
る
也
。
み
な
り
を
心
が
く
れ
（
こ

ゑ
を
わ
す
る
魯
也
。
い
づ
れ
も
ゆ
だ
ん
な
く
心
が
け
べ
き
也
。

一
、
ざ
し
き
に
て
う
た
ふ
物
も
な
く
、
笛
ふ
き
も
な
く
、
大
つ
ぎ
ミ
う

ち
も
な
き
と
き
、
こ
つ
Ｆ
ミ
所
望
あ
ら
（
、
を
き
つ
ざ
ミ
を
う
つ
く
し
・

其
後
ハ
い
か
や
う
に
も
う
つ
く
し
。

「
つ
ぎ
ミ
の
や
ま
ひ
ハ
手
の
う
ち
た
き
と
、
し
た
る
き
が
や
ま
ひ
也
。

さ
り
な
が
ら
う
ち
な
ら
ひ
の
手
を
も
う
た
で
、
一
二
と
よ
む
や
う
に
う

て
（
、
っ
餅
ミ
の
あ
が
る
事
あ
る
ま
じ
き
也
。
た
く
さ
ん
に
う
ち
て
、

そ
の
う
ち
に
し
な
ト
ー
の
心
が
け
あ
る
べ
き
也
。

｜
、
松
か
ぜ
村
雨
・
か
し
ハ
ざ
き
、
こ
の
る
い
の
物
ぎ
が
だ
ん
、
大
事

也
。
次
第
に
て
も
な
し
。
―
せ
い
に
て
も
な
く
、
拍
子
に
の
ら
ぬ
は
や

し
也
・
う
ち
む
す
ぶ
手
を
う
た
い
物
也
。

一
、
松
か
ぜ
の
一
せ
い
ハ
、
い
か
に
も
し
づ
か
に
の
り
て
は
や
す
べ
し
。

－
せ
い
に
よ
り
、
の
ら
ぬ
－
せ
い
あ
り
。
さ
し
ご
ゑ
に
て
い
ひ
出
す
一

せ
い
ハ
の
ら
ぬ
也
・
是
を
―
せ
い
の
う
ち
の
－
せ
い
と
い
ふ
也
。

「
や
し
ま
・
ミ
ち
も
り
、
か
や
う
の
る
い
の
一
せ
い
ハ
「
月
で
じ
ほ

の
を
き
つ
な
ミ
」
と
い
ふ
所
よ
り
の
り
て
は
や
す
に
よ
り
、
’
せ
い
の

う
ち
の
－
せ
い
と
い
ふ
也
。

「
井
筒
の
序
に
か
国
る
だ
ん
、
心
が
け
て
は
や
す
べ
し
。
ゆ
だ
ん
あ

れ
（
か
画
ら
れ
ぬ
也
。
か
や
う
の
る
い
、
あ
ま
た
あ
る
べ
し
。
序
の
内
、

こ
と
に
こ
つ
ざ
ミ
の
大
事
也
。
お
ろ
し
所
に
見
所
あ
り
。
大
夫
の
あ
し

の
は
こ
び
や
う
、
み
が
ま
へ
を
見
あ
ハ
せ
て
お
ろ
す
也
。
座
敷
に
て
ハ
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笛
を
き
蔦
て
お
ろ
す
也
。
破
の
能
ハ
は
じ
め
よ
り
破
の
心
も
ち
を
も
っ

て
は
や
す
べ
し
。

｜
、
わ
き
能
を
た
く
さ
ん
に
は
や
し
、
二
番
め
を
か
図
へ
、
三
番
め
を

た
く
さ
ん
に
は
や
し
、
四
番
め
を
か
ら
へ
て
か
や
う
に
心
が
け
て
は
や

す
べ
き
也
。
さ
り
な
が
ら
能
に
よ
り
て
心
も
ち
あ
る
べ
き
也
。
わ
き
の

能
、
二
番
め
の
し
ゆ
ら
な
ど
ハ
、
た
ぶ
ん
は
な
や
か
に
う
ち
て
よ
き
也
・

何
よ
り
も
ｌ
～
大
夫
に
ゆ
だ
ん
な
く
は
や
す
べ
し
。
ざ
し
き
に
て
の
う

た
ひ
も
其
意
得
な
り
。
い
か
に
も
か
た
ぎ
と
お
も
ひ
な
し
て
は
や
す
べ

し
。
さ
り
な
が
ら
う
た
ひ
て
わ
れ
よ
り
も
し
よ
し
ん
な
ら
（
、
お
し
ゆ

る
や
う
に
は
や
し
て
も
く
る
し
か
ら
ず
候
也
。

「
か
よ
ひ
小
町
の
「
身
ひ
と
り
に
ふ
る
な
ミ
だ
の
雨
」
と
い
ふ
「
あ

ら
く
ら
の
夜
や
」
と
い
ふ
だ
ん
、
い
は
せ
や
う
の
し
ほ
が
大
事
也
。
か

（
卒
都
婆
小
町
）

や
う
の
る
い
、
あ
ま
た
あ
り
。
「
じ
ゃ
う
え
の
は
か
ま
か
ひ
と
っ
て
」

と
い
ふ
も
お
な
じ
事
也
。
う
た
ひ
に
も
の
ら
ず
し
て
、
う
ハ
が
ふ
き
に

ゆ
き
候
を
（
、
手
に
て
ハ
し
づ
め
い
也
。
心
に
て
し
づ
め
し
也
・
又
し

た
る
き
を
も
心
を
い
さ
め
、
手
に
て
い
そ
げ
（
、
つ
ゐ
に
お
も
し
ろ
き

事
な
し
。
い
か
に
も
心
に
て
は
こ
ぶ
が
よ
く
候
。
は
や
き
事
を
（
心
を

か

し
づ
か
に
手
を
い
さ
め
、
し
づ
か
な
る
事
ハ
心
を
い
さ
め
手
を
し
づ
か

に
は
や
す
物
也
。
は
や
き
を
は
や
き
と
ば
か
り
う
ち
候
ヘ
バ
、
う
ハ
が

ふ
き
と
い
ふ
物
な
り
。
又
一
拍
子
と
も
い
ふ
も
の
也
。
し
づ
か
な
る
事

も
同
前
。
し
づ
か
な
る
と
ば
か
り
心
得
は
や
せ
（
、
た
る
む
拍
子
に
て
、

あ
ひ
し
や
う
に
な
る
物
也
。
か
り
そ
め
も
ゆ
だ
ん
な
く
け
い
こ
す
べ
し
。

け
い
こ
を
は
れ
に
し
、
は
れ
を
け
い
こ
と
い
ふ
事
、
た
と
ヘ
バ
け
い
こ

の
と
き
ハ
は
れ
と
お
も
ひ
、
は
れ
の
と
き
ハ
け
い
こ
の
し
や
う
ち
う
の

心
に
て
う
ち
候
ヘ
バ
、
つ
ぎ
ミ
す
く
ま
ず
、
よ
き
な
り
。

「
こ
つ
諜
ミ
に
手
と
い
ふ
ハ
は
し
る
を
つ
、
こ
す
を
つ
、
の
ミ
い

る
風
を
つ
、
き
ざ
ミ
に
て
は
し
る
て
、
か
し
ら
に
て
こ
す
か
し
ら
、
い

る
ｎ
か
し
ら
、
な
が
す
か
し
ら
、
七
八
な
ら
で
ハ
な
き
物
也
。
さ
り
な

が
ら
上
略
・
中
略
・
下
略
と
て
、
手
の
し
な
を
略
し
、
音
曲
の
文
字
の

く
さ
り
や
う
に
て
、
の
く
し
ぢ
め
を
う
て
（
お
も
し
ろ
き
也
。
わ
れ
な

が
ら
も
手
を
う
ち
、
し
ほ
に
の
り
た
る
と
お
も
ハ
ミ
し
ば
ら
く
か
風

へ
て
し
ほ
風
ま
つ
べ
し
。
か
ま
へ
て
し
ら
ぬ
う
た
ひ
を
う
つ
く
か
ら
ず
。

入
ご
と
に
し
り
た
る
か
ほ
掴
し
て
う
ち
て
は
ぢ
を
か
く
物
也
。
し
り
た

る
う
た
ひ
を
ざ
へ
お
も
ひ
ち
が
へ
て
う
ち
、
が
ゆ
る
物
な
り
。
そ
れ
を

う
ち
ち
が
へ
た
る
心
を
わ
す
れ
て
よ
し
。
う
ち
ち
が
へ
た
る
と
お
も
ヘ

バ
、
又
う
ち
ち
が
ゆ
る
物
也
。
ま
へ
の
ち
が
ひ
た
る
を
ば
う
ち
た
る
は

く
ち
と
お
も
ひ
す
て
砥
う
つ
が
よ
き
也
。
つ
ざ
ミ
の
し
た
る
く
な
り
さ

が
る
ハ
ま
ん
ず
る
心
に
て
ゆ
だ
ん
い
で
く
る
也
。
そ
れ
に
よ
っ
て
し
た

る
く
な
る
な
り
。
よ
く
ノ
ー
～
し
あ
ん
し
て
け
い
こ
す
べ
き
な
り
。
し
よ

し
ん
の
と
き
ハ
か
ま
へ
て
，
ｌ
～
あ
ひ
て
の
へ
た
な
る
大
つ
ぎ
ミ
、
く
ず

や
の
つ
ぎ
ミ
、
手
に
あ
ハ
い
つ
Ｆ
ミ
、
な
ら
ぬ
つ
ぎ
ミ
に
て
う
つ
ま
じ

き
也
。

『
手
の
う
ち
た
き
事
ハ
人
の
き
を
と
り
、
た
う
ざ
ほ
め
ら
れ
た
き
こ

と
を
お
も
ふ
に
よ
り
、
手
を
う
ち
た
き
物
也
。
た
う
ざ
の
花
に
て
し
ら

ざ
る
も
の
は
ほ
め
わ
め
け
ど
も
、
う
つ
や
う
を
し
り
た
る
物
わ
ら
ふ
也
。

た
う
ざ
の
花
ハ
あ
れ
ど
も
、
つ
ゐ
の
花
ハ
く
ち
の
事
な
り
。
よ
く
ｌ
～

し
あ
ん
す
べ
き
な
り
。
手
ハ
お
ほ
く
な
き
も
の
也
。
し
ほ
風
え
て
ま
れ

に
う
て
（
、
お
な
じ
手
な
れ
ど
も
お
も
し
ろ
き
も
の
也
。
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９７〔翻刻〕「聞書色々』

「
た
ち
あ
ひ
、
又
座
敷
に
て
、
し
よ
し
ん
な
る
物
、
じ
ゃ
う
ず
に
う

ち
が
ち
た
る
や
う
に
、
し
ら
ぬ
み
、
に
ほ
め
ら
る
、
事
あ
り
。
心
が
け

も
な
く
た
く
さ
ん
に
う
ち
、
お
な
じ
手
を
も
お
ぼ
へ
ず
、
も
と
よ
り
能

に
心
を
か
く
る
事
も
な
く
う
ち
候
ヘ
バ
、
人
の
目
を
も
み
、
を
も
と
る
。

そ
れ
ハ
時
の
花
と
て
ほ
め
ざ
る
花
な
る
べ
し
。
真
実
の
花
ハ
し
る
人
ま

れ
な
る
べ
し
。
返
々
四
拍
子
ハ
拍
子
を
ゆ
だ
ん
な
く
心
が
け
く
し
。

「
乱
拍
子
の
事
、
拍
子
を
つ
な
が
ぬ
拍
子
と
申
、
和
歌
を
あ
げ
候
ま

ヘ
ハ
序
也
。
あ
げ
て
よ
り
後
ハ
乱
拍
子
な
る
べ
し
。
乱
拍
子
の
名
を
（

を
き
つ
ぎ
ミ
の
乱
と
い
ふ
。
本
の
名
ハ
お
く
あ
る
鼓
と
申
也
。
次
第
を

（
か
）

ま
へ
る
拍
子
と
い
ふ
。
舞
を
（
’
せ
い
の
ミ
だ
れ
と
申
也
。
う
た
ひ
を

（
あ
と
を
う
つ
な
り
。
爵
を
や
り
て
う
つ
故
也
。
い
か
に
も
手
に
あ
ふ

た
る
つ
ぎ
ミ
を
た
し
な
む
べ
し
。
又
う
ち
よ
き
つ
ぎ
ミ
に
ゆ
だ
ん
の
か

た
出
く
る
也
。
う
ち
す
ご
す
か
た
あ
り
て
手
よ
く
の
か
た
お
ほ
き
也
。

又
ひ
ず
き
な
き
と
こ
ろ
に
て
は
や
し
に
く
き
物
也
。
か
け
し
ハ
す
て
能

を
ほ
ん
に
心
が
け
て
は
や
す
べ
し
。
返
々
鼓
ハ
な
が
る
愈
水
の
ご
と
し
。

大
夫
の
き
に
ち
が
ハ
ぬ
や
う
に
心
が
け
く
し
。
大
夫
し
よ
し
ん
な
り
と

も
、
よ
く
ノ
ー
と
ふ
て
能
を
は
や
す
べ
し
。

一
、
ゆ
や
ハ
ゆ
う
げ
ん
の
ま
ひ
な
り
。
こ
と
に
た
ん
ざ
く
の
だ
ん
、
大

事
也
。
松
か
ぜ
ハ
き
や
う
ら
ん
の
ま
ひ
也
。
さ
り
な
が
ら
き
や
う
ら
ん

の
舞
と
心
得
、
わ
る
く
う
て
（
き
や
う
こ
つ
に
て
あ
し
き
也
・

す
ぐ
る
も
の
也
。

一
、
祝
言
の
能
ハ
す
ぐ
に
い
か
に
も
あ
り
、
め
の
ま
、
に
う
つ
な
り
。

能
に
ハ
つ
よ
き
か
た
を
心
が
く
る
に
よ
り
、
す
げ
も
な
く
ほ
く
る
か
た

な
き
物
也
。
又
ざ
し
き
に
て
ハ
お
も
し
ろ
が
ら
せ
た
き
に
よ
り
、
ほ
け

右
此
本
宮
増
弥
左
衛
門
親
次
の
書
置
候
本
う
つ
し
進
し
候
也
。

か
ま
へ
て
人
に
御
見
せ
あ
る
ま
じ
き
者
也
。

旺
泣
三
月
吉
日

弥
石
八
右
衛
門
尉

安
田
藤
次
郎
殿

判
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